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　ギャラリー開館10周年を記念した特別記念展の第3弾といたしまして、コレクションの中から絵画と陶磁器、
ふたつの企画展を同時開催いたします。
　季節展示室と絵画展示室1に於いて、「版画展～多彩な表現」を開催いたします。長崎ゆかりの田川憲、旭達文
の木版画をはじめ、海外作家のリトグラフ、エッチングなど10点をご紹介いたします。版画ならではの色彩表現や
技法の違いなどをお楽しみください。
　また、陶磁器展示室2の一部に於いて、「茶陶展」を開催いたします。茶碗・水指・香合など茶道で用いられる
陶磁器は茶陶と呼ばれ、多くの愛好家に親しまれてきました。本展では初公開となる十四代楽吉左衛門の茶碗、
十三代酒井田柿右衛門の香合などの他、唐津焼の中里太郎右衛門、中里隆の作品もご紹介いたします。
　このほか、近代洋画、日本画、陶磁器、ロシアイコンなど約140点の常設展示も行っております。

十八親和アートギャラリー
鑑 賞 無 料

［開館時間］10：00～16：00（入館は15：30まで）
［休 館 日］日・月・祝日、年末年始（12/31～1/3）
※土曜日が祝日の場合は開館

長崎県佐世保市島瀬町4-24 十八親和銀行島瀬ビル1F　TEL.0956-23-4856　西肥バス島瀬町バス停から徒歩3分、ＪＲ佐世保駅から徒歩約20分

たがわ・けん：1906～1967。長崎市生まれ。1926年に画家を志して
上京。版画家・恩地孝四郎の知遇を得て創作版画に出合う。創作
版画誌の刊行や版画講習会などの活動を精力的に行い、長崎での
創作版画の草分け的存在。戦後は、洋館や唐寺など古き良き長崎
風景を主題とした作品を多数手掛けた。

さかいだ・かきえもん：1906～1982。十二代酒井田柿右衛門の
長男として生まれる。有田工業学校製陶科卒業。18世紀後半に途
絶えた「濁手（にごしで）」と呼ばれる製法を父親とともに復元する。
1963年父親の死去に伴い十三代を襲名。1971年柿右衛門製陶
技術保存会を設立して会長に就任。同年、重要無形文化財「柿右
衛門（濁手）」総合指定される。※

※1976年の法改正により柿右衛門製陶技術保存会が保持団体として認定され現在に至る。

十三代酒井田柿右衛門「濁手島原茶盌」▶

版画展
多 彩 な 表 現

十三代酒井田柿右衛門 田川 憲

◀田川 憲「雲仙・原生沼（かきつばた群落）」 1961年制作 木版画



研 修 内 容 講　師

 
・入社後、数ヶ月を振り返って・会社（組織）で働くことの再確認
・仕事のプロになるための姿勢・意識・ビジネスマナー実習
・明日からの行動についてのプログラム決意表明やキャリアデザイン

本研修会では、新入社員の方々を対象に、慣れはじめた日々の仕事の中で入社後を振り返り、現状を見直し、仕事
に取組む上での基本姿勢やビジネスマナーなどを再確認していただきます。研修は、他業種の方々とコミュニケー
ションを図りながらグループワークを中心に進めます。
即戦力として役立つビジネススキルの修得と仕事に対する意欲の向上を図り、ブラッシュアップを目指します。

　国立教育研究所の所轄機関の研究員、また大手電気メー
カー、航空会社、商社、テレビ局、サービス業等の実務を経て、
人財の育成研修及び教育コンサルティング業務を中心とした
野村Ｏｆｆｉｃｅを設立。人財教育のプロとして、年間約200件の
研修・講演会の講師として日本各地で指導する。現在は、中国
における人財育成にも参画し、グローバルに活躍中。
　また、全国ビジネス実務学会正会員、日本マネジメント学会
正会員、日本交流分析協会会員及び研究員、大学非常勤講師、
自治戦略・公共サービス改革委員、公益財団法人太宰府市国
際交流協会副理事長として活躍中。

申込締切：各開催日の5営業日前の17：00まで 欠席される場合は開催日の
3営業日前までにご連絡ください。

https://www.ffgbc.com/
FFGビジネスコンサルティングホームページ

業務委託：本研修に関する運営事務は、一般社団法人日本経営協会に委託しております。

2022年度の新規・中途採用者
FFG経営者クラブ会員／1企業5人まで無料
6人目よりお1人様3,000円（税込）
会員以外／お1人様6,000円（税込）※請求書は後日送付いたします。
福岡銀行・熊本銀行・十八親和銀行・
ＦＦＧ経営者クラブ・ ＦＦＧビジネスコンサルティング

対 象者  

受 講 料  

主 　 催

●2
●3

●１ 研修会開催の2営業日前までに、お申込責任者様に「ご案内メール
（会場参加の場合は受講票、オンライン参加の場合は受講に必要なテキスト、
Zoom招待URL等）」をお送りします。
お申込責任者様は、ご案内メールが届きましたら、受講者様にご展開ください。
ご案内メールをよくお読みいただき、ご参加いただきますようお願いいたします。

お申込み方法 お申込み後の流れ

新入社員フォローアップ研修会2022年度

一般社団法人日本経営協会講師
野村Ｏｆｆｉｃｅ主宰

【プロフィール】

野村 ひとみ氏

福岡銀行本店　4階セミナールーム
福岡市中央区天神2-13-1
福銀小倉ビル　5階セミナールーム
北九州市小倉北区船場町2-1
熊本ホテルキャッスル
熊本市中央区城東町4-2
ホテルニュー長崎
長崎市大黒町14-5
FFG佐世保本店ビル  4階セミナールーム
佐世保市三浦町1-26

後日、
Zoomの招待URLとテキストデータを
メールにてお送りいたします。

9/1（木）・10/6（木）・10/7（金）

11/30（水）

9/2（金）･10/4（火）

9/8（木）･11/1（火）

11/8（火）

9/13（火）･14（水）・16（金）・20（火）・
27（火）・28（水）
10/14（金）・18（火）・20（木）・21（金）・
25（火）・28（金）・31（月）
11/9（水）・11（金）・15（火）・17（木）・
18（金）・22（火）・25（金）・29（火）

福岡会場

北九州会場

熊本会場 10:00～17：00
（6時間）

各日程
30名

13:00～17：00
（4時間）

各日程
30名

会場
参加

長崎会場

佐世保会場

Zoomオンライン
参加

会場およびオンラインツール 日　程 時間帯 定 員区　分

お問合せ先

主　催
株式会社FFGビジネスコンサルティング内

〒810-0001 福岡市中央区天神2-13-1
FFG経営者クラブ事務局

一般社団法人 日本経営協会
TEL 092-723-2241

受付時間 9：00～17：00（但し、銀行休業日は除く）
担当 ： 岩谷、田中

TEL
受付時間 9：15～17：00（但し、土日祝日は除く）
092-431-3365〈 申込・変更・取消などに関するお問合せ 〉

下記のホームページにアクセス
の上、「商談会・セミナー情報」よ
りお申込みください。

※会場参加の場合は６時間コース、オンライン参加の場合は４時間コースとなります。 セミナーは、概ね同じ内容となりますが演習（体験学習）の内容が若干異なります。
※お申し込み時点では満席になっている場合もございますがその際はご了承ください。
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▲血の池地獄
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▲別府名物の焼肉、冷麺

◉血の池地獄

住所：
大分県別府市
野田778

別府地獄組合

C O N T E N T S

4 10 22 32

「FFG調査月報」のバックナンバーは、ふくおかフィナンシャルグループのホームページにてご覧いただけます。

今月の表紙

　表紙の写真は、福岡市内から車で1時間半ほどの位置にある福岡県福智町にある「ふれあい
塾」の外観です。ペイペイドームほどの広大な敷地の芝生の中に、丘から突き出た三角トラス
形状の建築物が計4棟あります。自然をテーマに、空・海・山・大地のプリズム（三角柱）と名付け
られた4棟の建物は、多目的棟・研修棟・男子宿泊棟・女子宿泊棟の役割があります。1994年に
開塾し、現在も多目的研修施設として町内外から年間約3千人の利用客が訪れます。
　設計者は熊本市出身の世界的建築家・葉祥栄氏。九州では「小国ドーム（熊本）」、「福岡市営
地下鉄七隈線天神南駅」など、多くの建築物を設計されています。

ふれあい塾（福岡県田川郡福智町）

16

36 40 6252 65

バックナンバー
の お 知 ら せ

懐かしい情景を探して　地獄と極楽

To p  I n t e r v i e w

22 さすてなぶる九州
株式会社 冨士機　代表取締役会長　藤田 以和彦 氏

32 環境にやさしく、安心な未来のために
東芝ネクストクラフトベルケ 株式会社
代表取締役社長　新貝 英己 氏

30 地域とつながるFFG連携プロジェクト
地域共創型オンラインストア｢エンニチ｣にて
南島原特集を開催!!

服部産業 株式会社　代表取締役社長
服部 京一郎 氏

16

10
株式会社 丸山ステンレス工業　代表取締役
丸山 良博 氏

4
株式会社 プラッツ　代表取締役会長
福山 明利 氏

2

START UP Company　株式会社 キビテク40

64 釣り道　平家の里の大山女魚編

65 長崎だより　長崎・長与町から福祉の革命を

地銀9行連携レポート　広島銀行
『アート×演劇』で彩るひろしまナイトミュージアム

58

52 地域と共生するFFG
九州の夜を彩る夜景都市
北九州市・長崎市・熊本市の夜間景観への取り組み

62 九州の星　カラテドリームフェスティバル全国大会
2年連続優勝（2020年・2021年）　緑 晴 君

上海駐在員報告　拡大を続ける中国のEC市場46

42 FFG BMS
株式会社 やおいち ／ 株式会社 お菓子の彦一本舗
株式会社 トラサポ

36 コラボ de SDGs
食品ロスを減らすために私たちができること
クラウン製パン 株式会社・門司港レトロビール 株式会社

NEW!NEW!

NEW!NEW!
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懐
か
し
い

情
景
を

探
し
て

Looking for a nostalgic scene

　
昭
和
の
好
景
気
に
は
年
間
１
，２
０
０
万
人
が
訪
れ
て

い
た
別
府
温
泉
も
、新
旧
交
代
の
模
索
が
続
い
て
い
る
。

新
し
い
時
代
を
支
え
る
の
は
、や
は
り
別
府
八
湯
と
言
わ
れ

る
温
泉
と
豊
後
の
国
の
豊
か
な
食
材
だ
。多
様
な
温
泉
は

「
地
獄
め
ぐ
り
」の
観
光
コ
ー
ス
で
も
体
験
で
き
る
。地
表

に
噴
き
出
し
た
温
泉
の
様
子
は
地
獄
ご
と
に
異
な
り
、そ
の

迫
力
に
驚
か
さ
れ
る
。ま
さ
に
大
地
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
溢
れ

る
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
だ
。

　
関
ア
ジ
や
関
サ
バ
に
臼
杵
フ
グ
と
い
っ
た
豊
後
水
道
の

新
鮮
な
海
の
幸
や
、焼
肉
・
冷
麺
・
餃
子
に
と
り
天
な
ど
の

ソ
ウ
ル
フ
ー
ド
と
い
う
べ
き
垂
涎
の
名
店
が
、昭
和
の
雰
囲

気
を
残
す
こ
の
街
に
、宝
石
を
散
ら
し
た
か
の
よ
う
に
輝
い

て
い
る
。

　
別
府
は
決
し
て
素
通
り
し
て
は
い
け
な
い
。連
泊
し
て
、

見
て
歩
き
、食
べ
て
う
な唸
れ
る
極
楽
で
あ
る
。

（
文・阿
井
川 

圭
）

▲血の池地獄

地
獄
と
極
楽

▲別府名物の焼肉、冷麺

◉血の池地獄

住所：
大分県別府市
野田778

別府地獄組合

C O N T E N T S

4 10 22 32
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36 40 6252 65

バックナンバー
の お 知 ら せ
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To p  I n t e r v i e w
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本社前（左から福山会長、五島頭取）本社前（左から福山会長、五島頭取）

株
式
会
社 

プ
ラ
ッ
ツ

「
高
品
質
」「
高
機
能
」「
低
価
格
」を
実
現
。

介
護
用
ベッ
ド
を
通
じ
て
社
会
に
貢
献
す
る
。

取
引
店
／
福
岡
銀
行 

天
神
町
支
店

福
山 

明
利 

氏

代
表
取
締
役
会
長

ふ 

く
　  や 

ま
　
　  

あ 

き
　  と 

し

■会社概要
創業：1992年／設立：1992年／所在地：福岡県
大野城市／資本金：5億8,205万円／従業員：
109名（2022年6月現在）／事業内容：医療・介護
用ベッド、マットレス等ベッド周辺機器の製造販売
／事業所：本社、北海道支店、東北支店、関東支
店、東海支店、関西支店、中四国支店、九州支店

会社ホームページは
こちらからどうぞ！
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／
福
岡
銀
行 

天
神
町
支
店

福
山 

明
利 

氏

代
表
取
締
役
会
長

ふ 

く
　  や 

ま
　
　  

あ 

き
　  と 

し

■会社概要
創業：1992年／設立：1992年／所在地：福岡県
大野城市／資本金：5億8,205万円／従業員：
109名（2022年6月現在）／事業内容：医療・介護
用ベッド、マットレス等ベッド周辺機器の製造販売
／事業所：本社、北海道支店、東北支店、関東支
店、東海支店、関西支店、中四国支店、九州支店

会社ホームページは
こちらからどうぞ！

5 FFG MONTHLY SURVEY Vol.149



お客様の笑顔の為、
安心・快適な
介護用ベッドを
一生懸命造ります!

２
〜
５
の
方
々
で
す
が
、そ
の
中
で
介
護
保
険
を
利
用

し
て
レ
ン
タ
ル
す
る
方
が
3
年
前
に
１
０
０
万
人
を

突
破
し
ま
し
た
。高
齢
化
に
伴
い
、利
用
数
は
年
々
４

〜
５
％
ず
つ
伸
び
て
い
ま
す
。レ
ン
タ
ル
の
ベッ
ド
の
耐

久
年
数
が
10
〜
15
年
で
す
の
で
、各
社
が
買
い
増
し

の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
狙
っ
て
い
る
中
で
、当
社
は
現
在
、

全
国
の
35
％
ほ
ど
を
シ
ェ
ア
で
き
て
い
ま
す
。

　
今
、高
齢
者
の
医
療
は
、入
院
か
ら
在
宅
へ
の
シ
フ

ト
が
進
ん
で
い
ま
す
。在
宅
で
の
診
療
は
も
ち
ろ
ん
、

見
守
り
の
た
め
の
セ
ン
サ
ー
な
ど
が
飛
躍
的
に
伸
び

て
お
り
、Ｉ
ｏ
Ｔ
や
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
遠
隔
医
療
が

テ
ー
マ
に
な
っ
て
く
る
と
考
え
て
い
ま
す
。医
療
側
か

ら
見
れ
ば
、ベッ
ド
は
デ
ー
タ
を
採
取
す
る
宝
庫
で
あ

り
、在
宅
介
護
用
ベッ
ド
の
付
加
価
値
は
、今
後
さ
ら

に
上
が
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、福
祉
用
具
全
体

を
視
野
に
、福
祉
業
界
の
さ
ま
ざ
ま
な
企
業
と
協
力

し
て
い
き
な
が
ら
、市
場
の
期
待
に
応
え
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
計
画
は
遅
れ
て
は
い
る
も
の
の
、

高
齢
化
が
進
む
東
ア
ジ
ア
地
域
へ
の
進
出
も
見
据
え

て
い
ま
す
。円
安
の
影
響
や
資
材
高
騰
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
問
題
は
あ
る
も
の
の
、次
の
上
昇
局
面
に
向

か
っ
て
、高
い
志
を
も
っ
て
挑
ん
で
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
介
護
用
ベッ
ド
に
必
要
な
要
素
は
二
つ
だ
け
。介
護

さ
れ
て
い
る
方
が
、リ
ク
ラ
イ
ニ
ン
グ
機
能
を
使
い
つ

つ
、手
摺
り
を
握
っ
て
移
動
で
き
る
な
ど
、自
立
支
援

に
結
び
つ
く
こ
と
。も
う
一
つ
は
介
護
す
る
方
が
快
適

で
あ
る
こ
と
。ベッ
ド
の
高
さ
を
変
え
る
こ
と
が
で
き

れ
ば
、介
護
す
る
方
の
腰
が
楽
に
な
り
ま
す
。社
会
的

に
弱
い
立
場
に
あ
る
方
が
、人
生
で
最
後
に
使
う
ベッ

ド
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。使
い
勝
手
が
良
く
心

地
よ
い
も
の
を
お
届
け
す
る
こ
と
が
、私
た
ち
の
使

命
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、介
護
保
険
制
度
利
用
で
在
宅
介
護
用
ベッ

ド
の
レ
ン
タ
ル（
１
割
負
担
）が
で
き
る
の
は
要
介
護

挑
戦
し
た
い
」と
、会
社
を
辞
め
て
独
立
し
ま
し
た
。

す
で
に
結
婚
し
て
、子
ど
も
た
ち
も
い
た
の
で
す
が
、

家
族
は
私
の
性
格
を
良
く
知
っ
て
か
、快
く
賛
同
し

て
く
れ
た
こ
と
を
今
で
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
当
社
は
一
貫
し
て「
高
品
質
」「
高
機
能
」「
低
価

格
」の
３
点
に
こ
だ
わ
っ
て
、製
品
を
お
届
け
し
て
い

ま
す
。病
院
・
介
護
用
電
動
ベ
ッ
ド
は
、看
病
や
介
護

を
必
要
と
さ
れ
て
い
る
高
齢
者
の
方
が
お
使
い
に
な

る
の
で
す
か
ら
、絶
対
に
け
が
を
す
る
こ
と
が
あ
っ
て

は
な
り
ま
せ
ん
。そ
れ
だ
け
の
ス
ペ
ッ
ク
と
機
能
を

持
っ
た
製
品
だ
け
を
お
届
け
し
て
い
ま
す
。

　
今
か
ら
10
数
年
前
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
、他
社
製
の

安
価
な
在
宅
介
護
用
電
動
ベッ
ド
で
事
故
が
多
発
し

ま
し
た
。そ
う
し
た
経
緯
も
あ
り
Ｊ
Ｉ
Ｓ
規
格
が
生

ま
れ
ま
し
た
。Ｊ
Ｉ
Ｓ
規
格
を
受
け
る
に
は
製
品
は

も
ち
ろ
ん
、工
場
の
認
定
も
必
要
で
、日
本
で
そ
の
認

定
を
持
っ
て
い
る
の
は
５
社
の
み
で
、そ
の
１
社
が
当

社
で
す
。

　
ま
た
、当
社
は
そ
れ
ま
で
白
い
ス
チ
ー
ル
製
の
み

だ
っ
た
在
宅
介
護
用
ベッ
ド
に
、チ
ャ
コ
ー
ル
グ
レ
ー
な

ど
の
カ
ラ
ー
を
採
用
し
、ヘッ
ド
ボ
ー
ド
も
木
製
に
す

る
な
ど
、当
時
と
し
て
ま
っ
た
く
概
念
の
な
か
っ
た
デ

ザ
イ
ン
を
生
み
出
し
ま
し
た
。こ
の
挑
戦
が
、今
の
生

き
残
り
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

1.対談風景／2.本社ショールームを見学／3.4.高
機能な在宅介護用ベッド「ミオレットⅢ」／5.6.利便
性の高い在宅介護用ベッド「ヨカロ」／7.進化した背
上げ、業界最高クラスの床面高さを実現した在宅介
護用ベッド「ヨカロ」／8.自立支援介護用電動ベッド
「プリモレット」／9.垂直昇降機構や音声読み上げ
機能・液晶付き手元スイッチを搭載した医療施設用
電動ベッド「アスピーノ」／10.すべての世代とすべ
ての空間に調和するダークブラウンの色調と質感の
「ケアレットネオアルファⅡ」／11.企業メッセージ

福山会長

こ
の
ま
ま
で
は
い
つ
か
負
け
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い

と
考
え
て
い
た
時
、あ
る
医
師
か
ら「
こ
れ
か
ら
は
在

宅
介
護
の
時
代
だ
」と
い
う
話
を
聞
き
、病
院・介
護

用
ベッ
ド
だ
け
に
商
品
を
絞
り
込
む
こ
と
を
決
断
。と

こ
ろ
が
、病
院・介
護
用
ベッ
ド
の
大
手
メ
ー
カ
ー
の
も

の
が
30
数
万
円
も
す
る
こ
と
に
驚
き
、前
職
で
台
湾
や

中
国
の
金
属
加
工
の
工
場
な
ど
を
見
て
回
っ
た
経
験
が

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、「
海
外
生
産
を
す
れ
ば
も
っ
と
安
く

提
供
で
き
る
の
で
は
な
い
か
」と
思
い
つ
い
た
の
で
す
。

　
そ
こ
で
登
場
し
た
の
が
、１
９
９
７
年
に
発
売
を

開
始
し
た
介
護
用
電
動
ベッ
ド「
Ｐ
Ｋ
Ｂ
シ
リ
ー
ズ
」

で
し
た
。価
格
は
９
万
９
，８
０
０
円
と
い
う
、画
期

的
な
商
品
で
し
た
。１
９
９
５
年
に
は
社
名
を「
株
式

会
社
プ
ラ
ッ
ツ
」に
変
更
。「
プ
ラ
ッ
ツ
」は
ド
イ
ツ
語

で
、英
語
で
い
う「
プ
ラ
ザ
」で
す
が
、人
が
集
ま
る
場

所
と
い
っ
た
意
味
が
あ
り
、当
時
の
自
社
カ
タ
ロ
グ
の

名
前
を
社
名
に
し
た
の
で
す
。

　
大
き
な
転
機
に
な
っ
た
の
が
２
０
０
０
年
前
後
で

す
。メ
ー
カ
ー
と
し
て
、市
場
の
ニ
ー
ズ
に
合
う
製
品

を
生
み
出
す
た
め
の
設
計
や
開
発
に
、膨
大
な
資
金
が

レ
ン
タ
ル
が
要
介
護
2
以
上
に
限
定
さ
れ
、と
た
ん

に
返
品
の
山
と
な
り
、危
機
的
状
況
も
経
験
し
ま
し

た
。そ
う
し
た
状
況
か
ら
も
社
員
一
丸
で
乗
り
越

え
、そ
の
後
も
次
々
と
新
製
品
を
生
み
出
す
と
と
も

に
、販
路
を
全
国
に
広
げ
、中
国
・
上
海
に
も
進
出
。

現
地
工
場
と
提
携
し
て
い
る
ベ
ト
ナ
ム
の
ホ
ー
チ
ミ

ン
に
は
、２
０
１
０
年
に
駐
在
事
務
所
も
開
設
し
て
い

ま
す
。2
0
1
5
年
に
は
東
京
証
券
取
引
所
マ
ザ
ー

ズ（
当
時
）、福
岡
証
券
取
引
所
Ｑ
-Ｂｏａｒ
ｄ
に
上

場
を
果
た
し
、在
宅
介
護
用
ベ
ッ
ド
分
野
で
は
業
界

２
位
の
シ
ェ
ア
と
な
り
ま
し
た
。

　
私
自
身
は
福
岡
の
医
師
の
家
系
に
生
ま
れ
ま
し

た
。親
族
の
多
く
が
医
師
を
志
す
中
、私
は
医
師
の
道

を
選
択
せ
ず
に
福
岡
大
学
法
学
部
に
進
学
。卒
業
後

は
関
西
に
本
社
を
置
く
総
合
商
社
に
入
社
し
、家
電

製
品
な
ど
の
消
費
財
の
輸
入
を
手
掛
け
て
い
ま
し
た
。

た
だ
、会
社
員
生
活
を
続
け
る
中
で
、「
自
分
は
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
に
は
向
い
て
な
い
」と
感
じ
る
場
面
も
多
く
、

い
ず
れ
は
独
立
し
た
い
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で

す
。ち
ょ
う
ど
34
歳
に
な
っ
た
時
、「
35
歳
に
な
る
前
に

　
株
式
会
社
プ
ラ
ッ
ツ
は
、福
岡
県
大
野
城
市
に
本

社
を
置
き
、病
院・施
設・在
宅
の
電
動
ベッ
ド
、マ
ッ
ト

レ
ス
と
いっ
た
ベッ
ド
周
辺
機
器
の
製
造・販
売
を
行
っ

て
お
り
、東
証
グ
ロ
ー
ス
市
場
、福
証
Ｑ
-Ｂｏａｒ
ｄ

に
上
場
し
て
い
ま
す
。創
業
は
１
９
９
２
年
、私
が
34

歳
の
時
、福
岡
県
春
日
市
の
自
宅
の
１
室
か
ら
始
め

ま
し
た
。「
有
限
会
社
九
州
和
研
創
業
」を
設
立
し
、

救
急
用
酸
素
蘇
生
機
の
販
売
代
理
店
と
し
て
事
業

を
始
め
た
の
で
す
。人
工
呼
吸
器
と
酸
素
吸
入
器
、

吸
引
器
が
一
つ
に
な
っ
た
コ
ン
パ
ク
ト
な
商
品
で
、全

国
の
医
師
会
の
協
同
組
合
で
も
取
り
扱
っ
て
い
た
こ

と
か
ら
、九
州
で
の
代
理
店
に
し
て
ほ
し
い
と
お
願
い

を
し
た
の
が
始
ま
り
で
す
。

　
そ
こ
か
ら
は
お
客
さ
ま
の
ご
要
望
に
合
わ
せ
て
い
く

う
ち
に
商
品
構
成
が
増
加
。医
療
機
関
に
必
要
な
あ

ら
ゆ
る
商
材
を
探
し
て
は
、カ
タ
ロ
グ
に
ま
と
め
、今
で

言
う
Ｂ
ｔｏ
Ｂ
通
販
の
元
と
な
る
よ
う
な
こ
と
を
始
め

た
の
で
す
。そ
の
カ
タ
ロ
グ
を
持
っ
て
病
院
を
巡
回
す

る
よ
う
に
な
り
、病
院
や
介
護
用
の
ベッ
ド
も
そ
の
中

の
一
つ
と
し
て
取
り
扱
って
い
ま
し
た
。そ
の
う
ち
大
手

も
Ｂ
ｔｏ
Ｂ
カ
タ
ロ
グ
通
販
を
始
め
る
よ
う
に
な
り
、

必
要
と
感
じ
て
い
た
時
で
し
た
。あ
る
ベ
ン
チ
ャ
ー
キ
ャ

ピ
タ
ル
か
ら「
出
資
を
し
た
い
」と
申
し
出
が
あ
り
、

一
気
に
資
本
金
が
２
億
円
に
跳
ね
上
が
っ
た
の
で
す
。

　
そ
れ
ま
で
の
資
本
金
が
３
０
０
万
円
で
し
た
か

ら
、会
社
が
乗
っ
取
ら
れ
て
し
ま
う
の
で
は
と
い
う
不

安
も
よ
ぎ
り
ま
し
た
が
、ま
ず
は
、理
想
の
製
品
を
生

み
出
す
た
め
の
資
金
が
必
要
と
考
え
、初
め
て
自
社

で
介
護
保
険
レ
ン
タ
ル
対
応
ベッ
ド
を
設
計・開
発
し

た
の
で
す
。当
時
は
要
支
援
、要
介
護
認
定
を
受
け

て
い
る
方
は
、誰
も
が
１
割
負
担
で
レ
ン
タ
ル
で
き
た

こ
と
も
あ
り
、そ
の
後
は
順
調
に
売
り
上
げ
を
伸
ば

し
て
い
き
ま
し
た
。

　
２
０
２
２
年
７
月
で
、当
社
は
30
周
年
を
迎
え
ま

し
た
が
、過
去
数
回
、前
年
度
の
売
り
上
げ
を
下
回
っ

た
経
験
が
あ
り
ま
す
。そ
の
一
つ
が
、２
０
０
６
年
の

介
護
保
険
制
度
の
改
正
で
し
た
。在
宅
介
護
用
ベッ
ド

い
く
つ
も
の
大
き
な
試
練
を
乗
り
越
え

東
証
、福
証
Ｑ
-Ｂ
ｏ
ａ
ｒ
ｄ
に
上
場

独
立
を
目
指
し
、総
合
商
社
を
退
職

そ
れ
ま
で
の
経
験
、人
脈
が
糧
に

医
療
備
品
販
売
の
会
社
か
ら

介
護
用
ベ
ッ
ド
の
メ
ー
カ
ー
に
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お客様の笑顔の為、
安心・快適な
介護用ベッドを
一生懸命造ります!

２
〜
５
の
方
々
で
す
が
、そ
の
中
で
介
護
保
険
を
利
用

し
て
レ
ン
タ
ル
す
る
方
が
3
年
前
に
１
０
０
万
人
を

突
破
し
ま
し
た
。高
齢
化
に
伴
い
、利
用
数
は
年
々
４

〜
５
％
ず
つ
伸
び
て
い
ま
す
。レ
ン
タ
ル
の
ベッ
ド
の
耐

久
年
数
が
10
〜
15
年
で
す
の
で
、各
社
が
買
い
増
し

の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
狙
っ
て
い
る
中
で
、当
社
は
現
在
、

全
国
の
35
％
ほ
ど
を
シ
ェ
ア
で
き
て
い
ま
す
。

　
今
、高
齢
者
の
医
療
は
、入
院
か
ら
在
宅
へ
の
シ
フ

ト
が
進
ん
で
い
ま
す
。在
宅
で
の
診
療
は
も
ち
ろ
ん
、

見
守
り
の
た
め
の
セ
ン
サ
ー
な
ど
が
飛
躍
的
に
伸
び

て
お
り
、Ｉ
ｏ
Ｔ
や
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
遠
隔
医
療
が

テ
ー
マ
に
な
っ
て
く
る
と
考
え
て
い
ま
す
。医
療
側
か

ら
見
れ
ば
、ベッ
ド
は
デ
ー
タ
を
採
取
す
る
宝
庫
で
あ

り
、在
宅
介
護
用
ベッ
ド
の
付
加
価
値
は
、今
後
さ
ら

に
上
が
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、福
祉
用
具
全
体

を
視
野
に
、福
祉
業
界
の
さ
ま
ざ
ま
な
企
業
と
協
力

し
て
い
き
な
が
ら
、市
場
の
期
待
に
応
え
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
計
画
は
遅
れ
て
は
い
る
も
の
の
、

高
齢
化
が
進
む
東
ア
ジ
ア
地
域
へ
の
進
出
も
見
据
え

て
い
ま
す
。円
安
の
影
響
や
資
材
高
騰
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
問
題
は
あ
る
も
の
の
、次
の
上
昇
局
面
に
向

か
っ
て
、高
い
志
を
も
っ
て
挑
ん
で
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
介
護
用
ベッ
ド
に
必
要
な
要
素
は
二
つ
だ
け
。介
護

さ
れ
て
い
る
方
が
、リ
ク
ラ
イ
ニ
ン
グ
機
能
を
使
い
つ

つ
、手
摺
り
を
握
っ
て
移
動
で
き
る
な
ど
、自
立
支
援

に
結
び
つ
く
こ
と
。も
う
一
つ
は
介
護
す
る
方
が
快
適

で
あ
る
こ
と
。ベッ
ド
の
高
さ
を
変
え
る
こ
と
が
で
き

れ
ば
、介
護
す
る
方
の
腰
が
楽
に
な
り
ま
す
。社
会
的

に
弱
い
立
場
に
あ
る
方
が
、人
生
で
最
後
に
使
う
ベッ

ド
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。使
い
勝
手
が
良
く
心

地
よ
い
も
の
を
お
届
け
す
る
こ
と
が
、私
た
ち
の
使

命
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、介
護
保
険
制
度
利
用
で
在
宅
介
護
用
ベッ

ド
の
レ
ン
タ
ル（
１
割
負
担
）が
で
き
る
の
は
要
介
護

挑
戦
し
た
い
」と
、会
社
を
辞
め
て
独
立
し
ま
し
た
。

す
で
に
結
婚
し
て
、子
ど
も
た
ち
も
い
た
の
で
す
が
、

家
族
は
私
の
性
格
を
良
く
知
っ
て
か
、快
く
賛
同
し

て
く
れ
た
こ
と
を
今
で
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
当
社
は
一
貫
し
て「
高
品
質
」「
高
機
能
」「
低
価

格
」の
３
点
に
こ
だ
わ
っ
て
、製
品
を
お
届
け
し
て
い

ま
す
。病
院
・
介
護
用
電
動
ベ
ッ
ド
は
、看
病
や
介
護

を
必
要
と
さ
れ
て
い
る
高
齢
者
の
方
が
お
使
い
に
な

る
の
で
す
か
ら
、絶
対
に
け
が
を
す
る
こ
と
が
あ
っ
て

は
な
り
ま
せ
ん
。そ
れ
だ
け
の
ス
ペ
ッ
ク
と
機
能
を

持
っ
た
製
品
だ
け
を
お
届
け
し
て
い
ま
す
。

　
今
か
ら
10
数
年
前
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
、他
社
製
の

安
価
な
在
宅
介
護
用
電
動
ベッ
ド
で
事
故
が
多
発
し

ま
し
た
。そ
う
し
た
経
緯
も
あ
り
Ｊ
Ｉ
Ｓ
規
格
が
生

ま
れ
ま
し
た
。Ｊ
Ｉ
Ｓ
規
格
を
受
け
る
に
は
製
品
は

も
ち
ろ
ん
、工
場
の
認
定
も
必
要
で
、日
本
で
そ
の
認

定
を
持
っ
て
い
る
の
は
５
社
の
み
で
、そ
の
１
社
が
当

社
で
す
。

　
ま
た
、当
社
は
そ
れ
ま
で
白
い
ス
チ
ー
ル
製
の
み

だ
っ
た
在
宅
介
護
用
ベッ
ド
に
、チ
ャ
コ
ー
ル
グ
レ
ー
な

ど
の
カ
ラ
ー
を
採
用
し
、ヘッ
ド
ボ
ー
ド
も
木
製
に
す

る
な
ど
、当
時
と
し
て
ま
っ
た
く
概
念
の
な
か
っ
た
デ

ザ
イ
ン
を
生
み
出
し
ま
し
た
。こ
の
挑
戦
が
、今
の
生

き
残
り
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

1.対談風景／2.本社ショールームを見学／3.4.高
機能な在宅介護用ベッド「ミオレットⅢ」／5.6.利便
性の高い在宅介護用ベッド「ヨカロ」／7.進化した背
上げ、業界最高クラスの床面高さを実現した在宅介
護用ベッド「ヨカロ」／8.自立支援介護用電動ベッド
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福山会長

こ
の
ま
ま
で
は
い
つ
か
負
け
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い

と
考
え
て
い
た
時
、あ
る
医
師
か
ら「
こ
れ
か
ら
は
在

宅
介
護
の
時
代
だ
」と
い
う
話
を
聞
き
、病
院・介
護

用
ベッ
ド
だ
け
に
商
品
を
絞
り
込
む
こ
と
を
決
断
。と

こ
ろ
が
、病
院・介
護
用
ベッ
ド
の
大
手
メ
ー
カ
ー
の
も

の
が
30
数
万
円
も
す
る
こ
と
に
驚
き
、前
職
で
台
湾
や

中
国
の
金
属
加
工
の
工
場
な
ど
を
見
て
回
っ
た
経
験
が

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、「
海
外
生
産
を
す
れ
ば
も
っ
と
安
く

提
供
で
き
る
の
で
は
な
い
か
」と
思
い
つ
い
た
の
で
す
。

　
そ
こ
で
登
場
し
た
の
が
、１
９
９
７
年
に
発
売
を

開
始
し
た
介
護
用
電
動
ベッ
ド「
Ｐ
Ｋ
Ｂ
シ
リ
ー
ズ
」

で
し
た
。価
格
は
９
万
９
，８
０
０
円
と
い
う
、画
期

的
な
商
品
で
し
た
。１
９
９
５
年
に
は
社
名
を「
株
式

会
社
プ
ラ
ッ
ツ
」に
変
更
。「
プ
ラ
ッ
ツ
」は
ド
イ
ツ
語

で
、英
語
で
い
う「
プ
ラ
ザ
」で
す
が
、人
が
集
ま
る
場

所
と
い
っ
た
意
味
が
あ
り
、当
時
の
自
社
カ
タ
ロ
グ
の

名
前
を
社
名
に
し
た
の
で
す
。

　
大
き
な
転
機
に
な
っ
た
の
が
２
０
０
０
年
前
後
で

す
。メ
ー
カ
ー
と
し
て
、市
場
の
ニ
ー
ズ
に
合
う
製
品

を
生
み
出
す
た
め
の
設
計
や
開
発
に
、膨
大
な
資
金
が

レ
ン
タ
ル
が
要
介
護
2
以
上
に
限
定
さ
れ
、と
た
ん

に
返
品
の
山
と
な
り
、危
機
的
状
況
も
経
験
し
ま
し

た
。そ
う
し
た
状
況
か
ら
も
社
員
一
丸
で
乗
り
越

え
、そ
の
後
も
次
々
と
新
製
品
を
生
み
出
す
と
と
も

に
、販
路
を
全
国
に
広
げ
、中
国
・
上
海
に
も
進
出
。

現
地
工
場
と
提
携
し
て
い
る
ベ
ト
ナ
ム
の
ホ
ー
チ
ミ

ン
に
は
、２
０
１
０
年
に
駐
在
事
務
所
も
開
設
し
て
い

ま
す
。2
0
1
5
年
に
は
東
京
証
券
取
引
所
マ
ザ
ー

ズ（
当
時
）、福
岡
証
券
取
引
所
Ｑ
-Ｂｏａｒ
ｄ
に
上

場
を
果
た
し
、在
宅
介
護
用
ベ
ッ
ド
分
野
で
は
業
界

２
位
の
シ
ェ
ア
と
な
り
ま
し
た
。

　
私
自
身
は
福
岡
の
医
師
の
家
系
に
生
ま
れ
ま
し

た
。親
族
の
多
く
が
医
師
を
志
す
中
、私
は
医
師
の
道

を
選
択
せ
ず
に
福
岡
大
学
法
学
部
に
進
学
。卒
業
後

は
関
西
に
本
社
を
置
く
総
合
商
社
に
入
社
し
、家
電

製
品
な
ど
の
消
費
財
の
輸
入
を
手
掛
け
て
い
ま
し
た
。

た
だ
、会
社
員
生
活
を
続
け
る
中
で
、「
自
分
は
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
に
は
向
い
て
な
い
」と
感
じ
る
場
面
も
多
く
、

い
ず
れ
は
独
立
し
た
い
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で

す
。ち
ょ
う
ど
34
歳
に
な
っ
た
時
、「
35
歳
に
な
る
前
に

　
株
式
会
社
プ
ラ
ッ
ツ
は
、福
岡
県
大
野
城
市
に
本

社
を
置
き
、病
院・施
設・在
宅
の
電
動
ベッ
ド
、マ
ッ
ト

レ
ス
と
いっ
た
ベッ
ド
周
辺
機
器
の
製
造・販
売
を
行
っ

て
お
り
、東
証
グ
ロ
ー
ス
市
場
、福
証
Ｑ
-Ｂｏａｒ
ｄ

に
上
場
し
て
い
ま
す
。創
業
は
１
９
９
２
年
、私
が
34

歳
の
時
、福
岡
県
春
日
市
の
自
宅
の
１
室
か
ら
始
め

ま
し
た
。「
有
限
会
社
九
州
和
研
創
業
」を
設
立
し
、

救
急
用
酸
素
蘇
生
機
の
販
売
代
理
店
と
し
て
事
業

を
始
め
た
の
で
す
。人
工
呼
吸
器
と
酸
素
吸
入
器
、

吸
引
器
が
一
つ
に
な
っ
た
コ
ン
パ
ク
ト
な
商
品
で
、全

国
の
医
師
会
の
協
同
組
合
で
も
取
り
扱
っ
て
い
た
こ

と
か
ら
、九
州
で
の
代
理
店
に
し
て
ほ
し
い
と
お
願
い

を
し
た
の
が
始
ま
り
で
す
。

　
そ
こ
か
ら
は
お
客
さ
ま
の
ご
要
望
に
合
わ
せ
て
い
く

う
ち
に
商
品
構
成
が
増
加
。医
療
機
関
に
必
要
な
あ

ら
ゆ
る
商
材
を
探
し
て
は
、カ
タ
ロ
グ
に
ま
と
め
、今
で

言
う
Ｂ
ｔｏ
Ｂ
通
販
の
元
と
な
る
よ
う
な
こ
と
を
始
め

た
の
で
す
。そ
の
カ
タ
ロ
グ
を
持
っ
て
病
院
を
巡
回
す

る
よ
う
に
な
り
、病
院
や
介
護
用
の
ベッ
ド
も
そ
の
中

の
一
つ
と
し
て
取
り
扱
って
い
ま
し
た
。そ
の
う
ち
大
手

も
Ｂ
ｔｏ
Ｂ
カ
タ
ロ
グ
通
販
を
始
め
る
よ
う
に
な
り
、

必
要
と
感
じ
て
い
た
時
で
し
た
。あ
る
ベ
ン
チ
ャ
ー
キ
ャ

ピ
タ
ル
か
ら「
出
資
を
し
た
い
」と
申
し
出
が
あ
り
、

一
気
に
資
本
金
が
２
億
円
に
跳
ね
上
が
っ
た
の
で
す
。

　
そ
れ
ま
で
の
資
本
金
が
３
０
０
万
円
で
し
た
か

ら
、会
社
が
乗
っ
取
ら
れ
て
し
ま
う
の
で
は
と
い
う
不

安
も
よ
ぎ
り
ま
し
た
が
、ま
ず
は
、理
想
の
製
品
を
生

み
出
す
た
め
の
資
金
が
必
要
と
考
え
、初
め
て
自
社

で
介
護
保
険
レ
ン
タ
ル
対
応
ベッ
ド
を
設
計・開
発
し

た
の
で
す
。当
時
は
要
支
援
、要
介
護
認
定
を
受
け

て
い
る
方
は
、誰
も
が
１
割
負
担
で
レ
ン
タ
ル
で
き
た

こ
と
も
あ
り
、そ
の
後
は
順
調
に
売
り
上
げ
を
伸
ば

し
て
い
き
ま
し
た
。

　
２
０
２
２
年
７
月
で
、当
社
は
30
周
年
を
迎
え
ま

し
た
が
、過
去
数
回
、前
年
度
の
売
り
上
げ
を
下
回
っ

た
経
験
が
あ
り
ま
す
。そ
の
一
つ
が
、２
０
０
６
年
の

介
護
保
険
制
度
の
改
正
で
し
た
。在
宅
介
護
用
ベッ
ド

い
く
つ
も
の
大
き
な
試
練
を
乗
り
越
え

東
証
、福
証
Ｑ
-Ｂ
ｏ
ａ
ｒ
ｄ
に
上
場

独
立
を
目
指
し
、総
合
商
社
を
退
職

そ
れ
ま
で
の
経
験
、人
脈
が
糧
に

医
療
備
品
販
売
の
会
社
か
ら

介
護
用
ベ
ッ
ド
の
メ
ー
カ
ー
に

株式会社 プラッツTop  I nt e r v ie w
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城社長

２
〜
５
の
方
々
で
す
が
、そ
の
中
で
介
護
保
険
を
利
用

し
て
レ
ン
タ
ル
す
る
方
が
3
年
前
に
１
０
０
万
人
を

突
破
し
ま
し
た
。高
齢
化
に
伴
い
、利
用
数
は
年
々
４

〜
５
％
ず
つ
伸
び
て
い
ま
す
。レ
ン
タ
ル
の
ベッ
ド
の
耐

久
年
数
が
10
〜
15
年
で
す
の
で
、各
社
が
買
い
増
し

の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
狙
っ
て
い
る
中
で
、当
社
は
現
在
、

全
国
の
35
％
ほ
ど
を
シ
ェ
ア
で
き
て
い
ま
す
。

　
今
、高
齢
者
の
医
療
は
、入
院
か
ら
在
宅
へ
の
シ
フ

ト
が
進
ん
で
い
ま
す
。在
宅
で
の
診
療
は
も
ち
ろ
ん
、

見
守
り
の
た
め
の
セ
ン
サ
ー
な
ど
が
飛
躍
的
に
伸
び

て
お
り
、Ｉ
ｏ
Ｔ
や
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
遠
隔
医
療
が

テ
ー
マ
に
な
っ
て
く
る
と
考
え
て
い
ま
す
。医
療
側
か

ら
見
れ
ば
、ベッ
ド
は
デ
ー
タ
を
採
取
す
る
宝
庫
で
あ

り
、在
宅
介
護
用
ベッ
ド
の
付
加
価
値
は
、今
後
さ
ら

に
上
が
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、福
祉
用
具
全
体

を
視
野
に
、福
祉
業
界
の
さ
ま
ざ
ま
な
企
業
と
協
力

し
て
い
き
な
が
ら
、市
場
の
期
待
に
応
え
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
計
画
は
遅
れ
て
は
い
る
も
の
の
、

高
齢
化
が
進
む
東
ア
ジ
ア
地
域
へ
の
進
出
も
見
据
え

て
い
ま
す
。円
安
の
影
響
や
資
材
高
騰
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
問
題
は
あ
る
も
の
の
、次
の
上
昇
局
面
に
向

か
っ
て
、高
い
志
を
も
っ
て
挑
ん
で
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
介
護
用
ベッ
ド
に
必
要
な
要
素
は
二
つ
だ
け
。介
護

さ
れ
て
い
る
方
が
、リ
ク
ラ
イ
ニ
ン
グ
機
能
を
使
い
つ

つ
、手
摺
り
を
握
っ
て
移
動
で
き
る
な
ど
、自
立
支
援

に
結
び
つ
く
こ
と
。も
う
一
つ
は
介
護
す
る
方
が
快
適

で
あ
る
こ
と
。ベッ
ド
の
高
さ
を
変
え
る
こ
と
が
で
き

れ
ば
、介
護
す
る
方
の
腰
が
楽
に
な
り
ま
す
。社
会
的

に
弱
い
立
場
に
あ
る
方
が
、人
生
で
最
後
に
使
う
ベッ

ド
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。使
い
勝
手
が
良
く
心

地
よ
い
も
の
を
お
届
け
す
る
こ
と
が
、私
た
ち
の
使

命
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、介
護
保
険
制
度
利
用
で
在
宅
介
護
用
ベッ

ド
の
レ
ン
タ
ル（
１
割
負
担
）が
で
き
る
の
は
要
介
護

挑
戦
し
た
い
」と
、会
社
を
辞
め
て
独
立
し
ま
し
た
。

す
で
に
結
婚
し
て
、子
ど
も
た
ち
も
い
た
の
で
す
が
、

家
族
は
私
の
性
格
を
良
く
知
っ
て
か
、快
く
賛
同
し

て
く
れ
た
こ
と
を
今
で
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
当
社
は
一
貫
し
て「
高
品
質
」「
高
機
能
」「
低
価

格
」の
３
点
に
こ
だ
わ
っ
て
、製
品
を
お
届
け
し
て
い

ま
す
。病
院
・
介
護
用
電
動
ベ
ッ
ド
は
、看
病
や
介
護

を
必
要
と
さ
れ
て
い
る
高
齢
者
の
方
が
お
使
い
に
な

る
の
で
す
か
ら
、絶
対
に
け
が
を
す
る
こ
と
が
あ
っ
て

は
な
り
ま
せ
ん
。そ
れ
だ
け
の
ス
ペ
ッ
ク
と
機
能
を

持
っ
た
製
品
だ
け
を
お
届
け
し
て
い
ま
す
。

　
今
か
ら
10
数
年
前
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
、他
社
製
の

安
価
な
在
宅
介
護
用
電
動
ベッ
ド
で
事
故
が
多
発
し

ま
し
た
。そ
う
し
た
経
緯
も
あ
り
Ｊ
Ｉ
Ｓ
規
格
が
生

ま
れ
ま
し
た
。Ｊ
Ｉ
Ｓ
規
格
を
受
け
る
に
は
製
品
は

も
ち
ろ
ん
、工
場
の
認
定
も
必
要
で
、日
本
で
そ
の
認

定
を
持
っ
て
い
る
の
は
５
社
の
み
で
、そ
の
１
社
が
当

社
で
す
。

　
ま
た
、当
社
は
そ
れ
ま
で
白
い
ス
チ
ー
ル
製
の
み

だ
っ
た
在
宅
介
護
用
ベッ
ド
に
、チ
ャ
コ
ー
ル
グ
レ
ー
な

ど
の
カ
ラ
ー
を
採
用
し
、ヘッ
ド
ボ
ー
ド
も
木
製
に
す

る
な
ど
、当
時
と
し
て
ま
っ
た
く
概
念
の
な
か
っ
た
デ

ザ
イ
ン
を
生
み
出
し
ま
し
た
。こ
の
挑
戦
が
、今
の
生

き
残
り
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

株式会社 プラッツTop  I nt e r v ie w

世
界
的
に
進
む
高
齢
化
を
視
野
に

東
ア
ジ
ア
地
域
に
も
進
出

最前列左から松尾取締役、城社長、福山会長、五島頭取、大石支店長（福岡銀行）

こ
の
ま
ま
で
は
い
つ
か
負
け
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い

と
考
え
て
い
た
時
、あ
る
医
師
か
ら「
こ
れ
か
ら
は
在

宅
介
護
の
時
代
だ
」と
い
う
話
を
聞
き
、病
院・介
護

用
ベッ
ド
だ
け
に
商
品
を
絞
り
込
む
こ
と
を
決
断
。と

こ
ろ
が
、病
院・介
護
用
ベッ
ド
の
大
手
メ
ー
カ
ー
の
も

の
が
30
数
万
円
も
す
る
こ
と
に
驚
き
、前
職
で
台
湾
や

中
国
の
金
属
加
工
の
工
場
な
ど
を
見
て
回
っ
た
経
験
が

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、「
海
外
生
産
を
す
れ
ば
も
っ
と
安
く

提
供
で
き
る
の
で
は
な
い
か
」と
思
い
つ
い
た
の
で
す
。

　
そ
こ
で
登
場
し
た
の
が
、１
９
９
７
年
に
発
売
を

開
始
し
た
介
護
用
電
動
ベッ
ド「
Ｐ
Ｋ
Ｂ
シ
リ
ー
ズ
」

で
し
た
。価
格
は
９
万
９
，８
０
０
円
と
い
う
、画
期

的
な
商
品
で
し
た
。１
９
９
５
年
に
は
社
名
を「
株
式

会
社
プ
ラ
ッ
ツ
」に
変
更
。「
プ
ラ
ッ
ツ
」は
ド
イ
ツ
語

で
、英
語
で
い
う「
プ
ラ
ザ
」で
す
が
、人
が
集
ま
る
場

所
と
い
っ
た
意
味
が
あ
り
、当
時
の
自
社
カ
タ
ロ
グ
の

名
前
を
社
名
に
し
た
の
で
す
。

　
大
き
な
転
機
に
な
っ
た
の
が
２
０
０
０
年
前
後
で

す
。メ
ー
カ
ー
と
し
て
、市
場
の
ニ
ー
ズ
に
合
う
製
品

を
生
み
出
す
た
め
の
設
計
や
開
発
に
、膨
大
な
資
金
が

レ
ン
タ
ル
が
要
介
護
2
以
上
に
限
定
さ
れ
、と
た
ん

に
返
品
の
山
と
な
り
、危
機
的
状
況
も
経
験
し
ま
し

た
。そ
う
し
た
状
況
か
ら
も
社
員
一
丸
で
乗
り
越

え
、そ
の
後
も
次
々
と
新
製
品
を
生
み
出
す
と
と
も

に
、販
路
を
全
国
に
広
げ
、中
国
・
上
海
に
も
進
出
。

現
地
工
場
と
提
携
し
て
い
る
ベ
ト
ナ
ム
の
ホ
ー
チ
ミ

ン
に
は
、２
０
１
０
年
に
駐
在
事
務
所
も
開
設
し
て
い

ま
す
。2
0
1
5
年
に
は
東
京
証
券
取
引
所
マ
ザ
ー

ズ（
当
時
）、福
岡
証
券
取
引
所
Ｑ
-Ｂｏａｒ
ｄ
に
上

場
を
果
た
し
、在
宅
介
護
用
ベ
ッ
ド
分
野
で
は
業
界

２
位
の
シ
ェ
ア
と
な
り
ま
し
た
。

　
私
自
身
は
福
岡
の
医
師
の
家
系
に
生
ま
れ
ま
し

た
。親
族
の
多
く
が
医
師
を
志
す
中
、私
は
医
師
の
道

を
選
択
せ
ず
に
福
岡
大
学
法
学
部
に
進
学
。卒
業
後

は
関
西
に
本
社
を
置
く
総
合
商
社
に
入
社
し
、家
電

製
品
な
ど
の
消
費
財
の
輸
入
を
手
掛
け
て
い
ま
し
た
。

た
だ
、会
社
員
生
活
を
続
け
る
中
で
、「
自
分
は
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
に
は
向
い
て
な
い
」と
感
じ
る
場
面
も
多
く
、

い
ず
れ
は
独
立
し
た
い
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で

す
。ち
ょ
う
ど
34
歳
に
な
っ
た
時
、「
35
歳
に
な
る
前
に

　
株
式
会
社
プ
ラ
ッ
ツ
は
、福
岡
県
大
野
城
市
に
本

社
を
置
き
、病
院・施
設・在
宅
の
電
動
ベッ
ド
、マ
ッ
ト

レ
ス
と
いっ
た
ベッ
ド
周
辺
機
器
の
製
造・販
売
を
行
っ

て
お
り
、東
証
グ
ロ
ー
ス
市
場
、福
証
Ｑ
-Ｂｏａｒ
ｄ

に
上
場
し
て
い
ま
す
。創
業
は
１
９
９
２
年
、私
が
34

歳
の
時
、福
岡
県
春
日
市
の
自
宅
の
１
室
か
ら
始
め

ま
し
た
。「
有
限
会
社
九
州
和
研
創
業
」を
設
立
し
、

救
急
用
酸
素
蘇
生
機
の
販
売
代
理
店
と
し
て
事
業

を
始
め
た
の
で
す
。人
工
呼
吸
器
と
酸
素
吸
入
器
、

吸
引
器
が
一
つ
に
な
っ
た
コ
ン
パ
ク
ト
な
商
品
で
、全

国
の
医
師
会
の
協
同
組
合
で
も
取
り
扱
っ
て
い
た
こ

と
か
ら
、九
州
で
の
代
理
店
に
し
て
ほ
し
い
と
お
願
い

を
し
た
の
が
始
ま
り
で
す
。

　
そ
こ
か
ら
は
お
客
さ
ま
の
ご
要
望
に
合
わ
せ
て
い
く

う
ち
に
商
品
構
成
が
増
加
。医
療
機
関
に
必
要
な
あ

ら
ゆ
る
商
材
を
探
し
て
は
、カ
タ
ロ
グ
に
ま
と
め
、今
で

言
う
Ｂ
ｔｏ
Ｂ
通
販
の
元
と
な
る
よ
う
な
こ
と
を
始
め

た
の
で
す
。そ
の
カ
タ
ロ
グ
を
持
っ
て
病
院
を
巡
回
す

る
よ
う
に
な
り
、病
院
や
介
護
用
の
ベッ
ド
も
そ
の
中

の
一
つ
と
し
て
取
り
扱
って
い
ま
し
た
。そ
の
う
ち
大
手

も
Ｂ
ｔｏ
Ｂ
カ
タ
ロ
グ
通
販
を
始
め
る
よ
う
に
な
り
、

必
要
と
感
じ
て
い
た
時
で
し
た
。あ
る
ベ
ン
チ
ャ
ー
キ
ャ

ピ
タ
ル
か
ら「
出
資
を
し
た
い
」と
申
し
出
が
あ
り
、

一
気
に
資
本
金
が
２
億
円
に
跳
ね
上
が
っ
た
の
で
す
。

　
そ
れ
ま
で
の
資
本
金
が
３
０
０
万
円
で
し
た
か

ら
、会
社
が
乗
っ
取
ら
れ
て
し
ま
う
の
で
は
と
い
う
不

安
も
よ
ぎ
り
ま
し
た
が
、ま
ず
は
、理
想
の
製
品
を
生

み
出
す
た
め
の
資
金
が
必
要
と
考
え
、初
め
て
自
社

で
介
護
保
険
レ
ン
タ
ル
対
応
ベッ
ド
を
設
計・開
発
し

た
の
で
す
。当
時
は
要
支
援
、要
介
護
認
定
を
受
け

て
い
る
方
は
、誰
も
が
１
割
負
担
で
レ
ン
タ
ル
で
き
た

こ
と
も
あ
り
、そ
の
後
は
順
調
に
売
り
上
げ
を
伸
ば

し
て
い
き
ま
し
た
。

　
２
０
２
２
年
７
月
で
、当
社
は
30
周
年
を
迎
え
ま

し
た
が
、過
去
数
回
、前
年
度
の
売
り
上
げ
を
下
回
っ

た
経
験
が
あ
り
ま
す
。そ
の
一
つ
が
、２
０
０
６
年
の

介
護
保
険
制
度
の
改
正
で
し
た
。在
宅
介
護
用
ベッ
ド

インタビューを終えて
福岡銀行　取締役頭取　 五島 久

　1992年の個人創業から今年で30年。たしかな品質と低価格の両方を
実現し、さらにはデザイン性などの付加価値のある製品を次 と々打ち出され、
在宅介護用ベッドの分野で業界2位までに成長されています。
　「人生100年時代」に向けて、在宅での医療・介護も増えていく中、介護用
ベッドの需要はますます高まることが予想されます。今後は国内のみならず、
高齢化が進む東アジア地域への進出も計画されており、これまで以上に発展
されることを心よりお祈りいたします。
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城社長

２
〜
５
の
方
々
で
す
が
、そ
の
中
で
介
護
保
険
を
利
用

し
て
レ
ン
タ
ル
す
る
方
が
3
年
前
に
１
０
０
万
人
を

突
破
し
ま
し
た
。高
齢
化
に
伴
い
、利
用
数
は
年
々
４

〜
５
％
ず
つ
伸
び
て
い
ま
す
。レ
ン
タ
ル
の
ベッ
ド
の
耐

久
年
数
が
10
〜
15
年
で
す
の
で
、各
社
が
買
い
増
し

の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
狙
っ
て
い
る
中
で
、当
社
は
現
在
、

全
国
の
35
％
ほ
ど
を
シ
ェ
ア
で
き
て
い
ま
す
。

　
今
、高
齢
者
の
医
療
は
、入
院
か
ら
在
宅
へ
の
シ
フ

ト
が
進
ん
で
い
ま
す
。在
宅
で
の
診
療
は
も
ち
ろ
ん
、

見
守
り
の
た
め
の
セ
ン
サ
ー
な
ど
が
飛
躍
的
に
伸
び

て
お
り
、Ｉ
ｏ
Ｔ
や
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
遠
隔
医
療
が

テ
ー
マ
に
な
っ
て
く
る
と
考
え
て
い
ま
す
。医
療
側
か

ら
見
れ
ば
、ベッ
ド
は
デ
ー
タ
を
採
取
す
る
宝
庫
で
あ

り
、在
宅
介
護
用
ベッ
ド
の
付
加
価
値
は
、今
後
さ
ら

に
上
が
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、福
祉
用
具
全
体

を
視
野
に
、福
祉
業
界
の
さ
ま
ざ
ま
な
企
業
と
協
力

し
て
い
き
な
が
ら
、市
場
の
期
待
に
応
え
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
計
画
は
遅
れ
て
は
い
る
も
の
の
、

高
齢
化
が
進
む
東
ア
ジ
ア
地
域
へ
の
進
出
も
見
据
え

て
い
ま
す
。円
安
の
影
響
や
資
材
高
騰
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
問
題
は
あ
る
も
の
の
、次
の
上
昇
局
面
に
向

か
っ
て
、高
い
志
を
も
っ
て
挑
ん
で
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
介
護
用
ベッ
ド
に
必
要
な
要
素
は
二
つ
だ
け
。介
護

さ
れ
て
い
る
方
が
、リ
ク
ラ
イ
ニ
ン
グ
機
能
を
使
い
つ

つ
、手
摺
り
を
握
っ
て
移
動
で
き
る
な
ど
、自
立
支
援

に
結
び
つ
く
こ
と
。も
う
一
つ
は
介
護
す
る
方
が
快
適

で
あ
る
こ
と
。ベッ
ド
の
高
さ
を
変
え
る
こ
と
が
で
き

れ
ば
、介
護
す
る
方
の
腰
が
楽
に
な
り
ま
す
。社
会
的

に
弱
い
立
場
に
あ
る
方
が
、人
生
で
最
後
に
使
う
ベッ

ド
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。使
い
勝
手
が
良
く
心

地
よ
い
も
の
を
お
届
け
す
る
こ
と
が
、私
た
ち
の
使

命
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、介
護
保
険
制
度
利
用
で
在
宅
介
護
用
ベッ

ド
の
レ
ン
タ
ル（
１
割
負
担
）が
で
き
る
の
は
要
介
護

挑
戦
し
た
い
」と
、会
社
を
辞
め
て
独
立
し
ま
し
た
。

す
で
に
結
婚
し
て
、子
ど
も
た
ち
も
い
た
の
で
す
が
、

家
族
は
私
の
性
格
を
良
く
知
っ
て
か
、快
く
賛
同
し

て
く
れ
た
こ
と
を
今
で
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
当
社
は
一
貫
し
て「
高
品
質
」「
高
機
能
」「
低
価

格
」の
３
点
に
こ
だ
わ
っ
て
、製
品
を
お
届
け
し
て
い

ま
す
。病
院
・
介
護
用
電
動
ベ
ッ
ド
は
、看
病
や
介
護

を
必
要
と
さ
れ
て
い
る
高
齢
者
の
方
が
お
使
い
に
な

る
の
で
す
か
ら
、絶
対
に
け
が
を
す
る
こ
と
が
あ
っ
て

は
な
り
ま
せ
ん
。そ
れ
だ
け
の
ス
ペ
ッ
ク
と
機
能
を

持
っ
た
製
品
だ
け
を
お
届
け
し
て
い
ま
す
。

　
今
か
ら
10
数
年
前
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
、他
社
製
の

安
価
な
在
宅
介
護
用
電
動
ベッ
ド
で
事
故
が
多
発
し

ま
し
た
。そ
う
し
た
経
緯
も
あ
り
Ｊ
Ｉ
Ｓ
規
格
が
生

ま
れ
ま
し
た
。Ｊ
Ｉ
Ｓ
規
格
を
受
け
る
に
は
製
品
は

も
ち
ろ
ん
、工
場
の
認
定
も
必
要
で
、日
本
で
そ
の
認

定
を
持
っ
て
い
る
の
は
５
社
の
み
で
、そ
の
１
社
が
当

社
で
す
。

　
ま
た
、当
社
は
そ
れ
ま
で
白
い
ス
チ
ー
ル
製
の
み

だ
っ
た
在
宅
介
護
用
ベッ
ド
に
、チ
ャ
コ
ー
ル
グ
レ
ー
な

ど
の
カ
ラ
ー
を
採
用
し
、ヘッ
ド
ボ
ー
ド
も
木
製
に
す

る
な
ど
、当
時
と
し
て
ま
っ
た
く
概
念
の
な
か
っ
た
デ

ザ
イ
ン
を
生
み
出
し
ま
し
た
。こ
の
挑
戦
が
、今
の
生

き
残
り
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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世
界
的
に
進
む
高
齢
化
を
視
野
に

東
ア
ジ
ア
地
域
に
も
進
出

最前列左から松尾取締役、城社長、福山会長、五島頭取、大石支店長（福岡銀行）

こ
の
ま
ま
で
は
い
つ
か
負
け
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い

と
考
え
て
い
た
時
、あ
る
医
師
か
ら「
こ
れ
か
ら
は
在

宅
介
護
の
時
代
だ
」と
い
う
話
を
聞
き
、病
院・介
護

用
ベッ
ド
だ
け
に
商
品
を
絞
り
込
む
こ
と
を
決
断
。と

こ
ろ
が
、病
院・介
護
用
ベッ
ド
の
大
手
メ
ー
カ
ー
の
も

の
が
30
数
万
円
も
す
る
こ
と
に
驚
き
、前
職
で
台
湾
や

中
国
の
金
属
加
工
の
工
場
な
ど
を
見
て
回
っ
た
経
験
が

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、「
海
外
生
産
を
す
れ
ば
も
っ
と
安
く

提
供
で
き
る
の
で
は
な
い
か
」と
思
い
つ
い
た
の
で
す
。

　
そ
こ
で
登
場
し
た
の
が
、１
９
９
７
年
に
発
売
を

開
始
し
た
介
護
用
電
動
ベッ
ド「
Ｐ
Ｋ
Ｂ
シ
リ
ー
ズ
」

で
し
た
。価
格
は
９
万
９
，８
０
０
円
と
い
う
、画
期

的
な
商
品
で
し
た
。１
９
９
５
年
に
は
社
名
を「
株
式

会
社
プ
ラ
ッ
ツ
」に
変
更
。「
プ
ラ
ッ
ツ
」は
ド
イ
ツ
語

で
、英
語
で
い
う「
プ
ラ
ザ
」で
す
が
、人
が
集
ま
る
場

所
と
い
っ
た
意
味
が
あ
り
、当
時
の
自
社
カ
タ
ロ
グ
の

名
前
を
社
名
に
し
た
の
で
す
。

　
大
き
な
転
機
に
な
っ
た
の
が
２
０
０
０
年
前
後
で

す
。メ
ー
カ
ー
と
し
て
、市
場
の
ニ
ー
ズ
に
合
う
製
品

を
生
み
出
す
た
め
の
設
計
や
開
発
に
、膨
大
な
資
金
が

レ
ン
タ
ル
が
要
介
護
2
以
上
に
限
定
さ
れ
、と
た
ん

に
返
品
の
山
と
な
り
、危
機
的
状
況
も
経
験
し
ま
し

た
。そ
う
し
た
状
況
か
ら
も
社
員
一
丸
で
乗
り
越

え
、そ
の
後
も
次
々
と
新
製
品
を
生
み
出
す
と
と
も

に
、販
路
を
全
国
に
広
げ
、中
国
・
上
海
に
も
進
出
。

現
地
工
場
と
提
携
し
て
い
る
ベ
ト
ナ
ム
の
ホ
ー
チ
ミ

ン
に
は
、２
０
１
０
年
に
駐
在
事
務
所
も
開
設
し
て
い

ま
す
。2
0
1
5
年
に
は
東
京
証
券
取
引
所
マ
ザ
ー

ズ（
当
時
）、福
岡
証
券
取
引
所
Ｑ
-Ｂｏａｒ
ｄ
に
上

場
を
果
た
し
、在
宅
介
護
用
ベ
ッ
ド
分
野
で
は
業
界

２
位
の
シ
ェ
ア
と
な
り
ま
し
た
。

　
私
自
身
は
福
岡
の
医
師
の
家
系
に
生
ま
れ
ま
し

た
。親
族
の
多
く
が
医
師
を
志
す
中
、私
は
医
師
の
道

を
選
択
せ
ず
に
福
岡
大
学
法
学
部
に
進
学
。卒
業
後

は
関
西
に
本
社
を
置
く
総
合
商
社
に
入
社
し
、家
電

製
品
な
ど
の
消
費
財
の
輸
入
を
手
掛
け
て
い
ま
し
た
。

た
だ
、会
社
員
生
活
を
続
け
る
中
で
、「
自
分
は
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
に
は
向
い
て
な
い
」と
感
じ
る
場
面
も
多
く
、

い
ず
れ
は
独
立
し
た
い
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で

す
。ち
ょ
う
ど
34
歳
に
な
っ
た
時
、「
35
歳
に
な
る
前
に

　
株
式
会
社
プ
ラ
ッ
ツ
は
、福
岡
県
大
野
城
市
に
本

社
を
置
き
、病
院・施
設・在
宅
の
電
動
ベッ
ド
、マ
ッ
ト

レ
ス
と
いっ
た
ベッ
ド
周
辺
機
器
の
製
造・販
売
を
行
っ

て
お
り
、東
証
グ
ロ
ー
ス
市
場
、福
証
Ｑ
-Ｂｏａｒ
ｄ

に
上
場
し
て
い
ま
す
。創
業
は
１
９
９
２
年
、私
が
34

歳
の
時
、福
岡
県
春
日
市
の
自
宅
の
１
室
か
ら
始
め

ま
し
た
。「
有
限
会
社
九
州
和
研
創
業
」を
設
立
し
、

救
急
用
酸
素
蘇
生
機
の
販
売
代
理
店
と
し
て
事
業

を
始
め
た
の
で
す
。人
工
呼
吸
器
と
酸
素
吸
入
器
、

吸
引
器
が
一
つ
に
な
っ
た
コ
ン
パ
ク
ト
な
商
品
で
、全

国
の
医
師
会
の
協
同
組
合
で
も
取
り
扱
っ
て
い
た
こ

と
か
ら
、九
州
で
の
代
理
店
に
し
て
ほ
し
い
と
お
願
い

を
し
た
の
が
始
ま
り
で
す
。

　
そ
こ
か
ら
は
お
客
さ
ま
の
ご
要
望
に
合
わ
せ
て
い
く

う
ち
に
商
品
構
成
が
増
加
。医
療
機
関
に
必
要
な
あ

ら
ゆ
る
商
材
を
探
し
て
は
、カ
タ
ロ
グ
に
ま
と
め
、今
で

言
う
Ｂ
ｔｏ
Ｂ
通
販
の
元
と
な
る
よ
う
な
こ
と
を
始
め

た
の
で
す
。そ
の
カ
タ
ロ
グ
を
持
っ
て
病
院
を
巡
回
す

る
よ
う
に
な
り
、病
院
や
介
護
用
の
ベッ
ド
も
そ
の
中

の
一
つ
と
し
て
取
り
扱
って
い
ま
し
た
。そ
の
う
ち
大
手

も
Ｂ
ｔｏ
Ｂ
カ
タ
ロ
グ
通
販
を
始
め
る
よ
う
に
な
り
、

必
要
と
感
じ
て
い
た
時
で
し
た
。あ
る
ベ
ン
チ
ャ
ー
キ
ャ

ピ
タ
ル
か
ら「
出
資
を
し
た
い
」と
申
し
出
が
あ
り
、

一
気
に
資
本
金
が
２
億
円
に
跳
ね
上
が
っ
た
の
で
す
。

　
そ
れ
ま
で
の
資
本
金
が
３
０
０
万
円
で
し
た
か

ら
、会
社
が
乗
っ
取
ら
れ
て
し
ま
う
の
で
は
と
い
う
不

安
も
よ
ぎ
り
ま
し
た
が
、ま
ず
は
、理
想
の
製
品
を
生

み
出
す
た
め
の
資
金
が
必
要
と
考
え
、初
め
て
自
社

で
介
護
保
険
レ
ン
タ
ル
対
応
ベッ
ド
を
設
計・開
発
し

た
の
で
す
。当
時
は
要
支
援
、要
介
護
認
定
を
受
け

て
い
る
方
は
、誰
も
が
１
割
負
担
で
レ
ン
タ
ル
で
き
た

こ
と
も
あ
り
、そ
の
後
は
順
調
に
売
り
上
げ
を
伸
ば

し
て
い
き
ま
し
た
。

　
２
０
２
２
年
７
月
で
、当
社
は
30
周
年
を
迎
え
ま

し
た
が
、過
去
数
回
、前
年
度
の
売
り
上
げ
を
下
回
っ

た
経
験
が
あ
り
ま
す
。そ
の
一
つ
が
、２
０
０
６
年
の

介
護
保
険
制
度
の
改
正
で
し
た
。在
宅
介
護
用
ベッ
ド

インタビューを終えて
福岡銀行　取締役頭取　 五島 久

　1992年の個人創業から今年で30年。たしかな品質と低価格の両方を
実現し、さらにはデザイン性などの付加価値のある製品を次 と々打ち出され、
在宅介護用ベッドの分野で業界2位までに成長されています。
　「人生100年時代」に向けて、在宅での医療・介護も増えていく中、介護用
ベッドの需要はますます高まることが予想されます。今後は国内のみならず、
高齢化が進む東アジア地域への進出も計画されており、これまで以上に発展
されることを心よりお祈りいたします。
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本社前（左から丸山社長、野村頭取）本社前（左から丸山社長、野村頭取）

■会社概要
創業：1973年／設立：1981年／所在地：熊本県
山鹿市／資本金：1,000万円／従業員：34名
（2022年8月現在）／事業内容：精密板金加工、
レーザー加工、建築金物、厨房機器、ウォーター
ジェット加工による特殊材切断加工、アウトドアブラ
ンド「STEN FLAME」の自社商品開発・製造・販売

ス
テ
ン
レ
ス
精
密
板
金
加
工
の
技
術
で

ニ
ー
ズ
に
応
え
る

「
高
次
元
の
モ
ノ
づ
く
り
」を
提
供
。

取
引
店
／
熊
本
銀
行 

山
鹿
支
店

丸
山 

良
博 

氏

代
表
取
締
役

ま 

る
　  や 

ま
　
　  

よ 

し
　  ひ 

ろ

会社ホームページは
こちらからどうぞ！

株
式
会
社 

丸
山
ス
テ
ン
レ
ス
工
業

ま
る
　や
ま

10FFG MONTHLY SURVEY Vol.149



本社前（左から丸山社長、野村頭取）本社前（左から丸山社長、野村頭取）

■会社概要
創業：1973年／設立：1981年／所在地：熊本県
山鹿市／資本金：1,000万円／従業員：34名
（2022年8月現在）／事業内容：精密板金加工、
レーザー加工、建築金物、厨房機器、ウォーター
ジェット加工による特殊材切断加工、アウトドアブラ
ンド「STEN FLAME」の自社商品開発・製造・販売

ス
テ
ン
レ
ス
精
密
板
金
加
工
の
技
術
で

ニ
ー
ズ
に
応
え
る

「
高
次
元
の
モ
ノ
づ
く
り
」を
提
供
。

取
引
店
／
熊
本
銀
行 

山
鹿
支
店

丸
山 

良
博 

氏

代
表
取
締
役

ま 

る
　  や 

ま
　
　  

よ 

し
　  ひ 

ろ

会社ホームページは
こちらからどうぞ！

株
式
会
社 

丸
山
ス
テ
ン
レ
ス
工
業

ま
る
　や
ま

11 FFG MONTHLY SURVEY Vol.149



　
社
員
教
育
に
つ
い
て
は
、資
格
取
得
を
含
め
、技
術

の
習
得
が
き
ち
ん
と
身
に
付
く
よ
う「
メ
ン
タ
ー
制

度
」を
導
入
し
て
い
ま
す
。経
験
豊
富
な
先
輩
社
員

が
、仕
事
だ
け
で
な
く
身
の
回
り
全
て
の
こ
と
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
環
境
で
、丁
寧
に
人
材
を
育
成
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
地
元
の
鹿
本
商
工
高
校
か
ら
の
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
実
習
も
毎
年
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。期
間
は

３
日
間
と
短
い
な
が
ら
も
、モ
ノ
づ
く
り
の
楽
し
さ
、

大
切
さ
を
少
し
で
も
体
感
し
て
も
ら
お
う
と
い
う
取

り
組
み
で
す
。生
徒
た
ち
に
は
、自
分
で
製
作
し
た

ネ
ー
ム
入
り
ミ
ニ
焚
き
火
台
を
お
土
産
に
持
っ
て
帰
っ

て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。少
し
で
も
地
元
の
企
業
の
こ
と

を
理
解
い
た
だ
き
、ま
た
、将
来
を
担
っ
て
く
れ
る
人

材
採
用
に
も
つ
な
が
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
の
経
営
理
念
は「
我
々
の
働
き
で
社
会
の

発
展
に
貢
献
す
る
と
同
時
に
全
社
員
の
幸
福
を
追

求
す
る
。」で
す
。こ
の
言
葉
を
胸
に
、さ
ら
に
こ
れ
か

ら
の
新
し
い
時
代
に
向
け
て
、最
先
端
の
加
工
機
械

と
職
人
た
ち
の
手
加
工
に
よ
る
匠
の
技
術
を
融
合
し

た「
高
次
元
の
モ
ノ
づ
く
り
」を
提
供
し
、さ
ら
な
る

顧
客
満
足
と
社
会
貢
献
に
向
け
た
挑
戦
を
こ
れ
か

ら
も
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

ス
タ
ン
ド
も
用
意
し
て
い
ま
す
。円
形
に
近
い
六
角
形

の
形
状
で
お
湯
を
投
入
し
や
す
く
、円
錐
形
の
ペ
ー

パ
ー
フ
ィ
ル
タ
ー
が
程
良
く
フ
ィ
ッ
ト
し
、コ
ー
ヒ
ー
の

味
や
香
り
が
引
き
立
つ
設
計
と
な
っ
て
い
ま
す
。ま

た
、軽
量
か
つ
組
み
立
て
式
で
持
ち
運
び
に
も
便
利

で
す
。ま
っ
た
く
の
異
業
種
で
あ
る
珈
琲
専
門
店
の

方
か
ら
の
呼
び
か
け
で
実
現
し
た
新
し
い
商
品
に
、

私
た
ち
も
期
待
を
寄
せ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
焚
き
火
台「
S
T
E
N 

F
L
A
M
E
」の
誕

生
は
、雇
用
に
も
大
き
な
変
化
を
も
た
ら
し
て
く
れ
ま

し
た
。こ
の
商
品
を
知
っ
て
、「
こ
う
い
う
も
の
を
作
り

た
い
」と
い
う
20
代
、30
代
の
方
が
面
接
に
来
て
く
れ

る
よ
う
に
な
り
、昨
年
は
中
途
入
社
で
４
人
を
採
用
、

今
年
も
２
人
採
用
の
予
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。ス
テ
ン

レ
ス
精
密
板
金
加
工
だ
け
で
は
イ
メ
ー
ジ
で
き
な
か
っ

た
当
社
の
仕
事
が
、多
く
の
人
に
認
め
ら
れ
た
と
感
じ

ま
し
た
。ま
た
、山
鹿
市
の
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品

に
も
採
用
い
た
だ
い
て
お
り
、地
域
の
方
に
も
誇
り
に

持
っ
て
も
ら
え
る
商
品
に
な
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

 

て  

ま
り

手
毬
、竹
籠
と
い
っ
た
熊
本
の
伝
統
的
工
芸
品
に
ち

な
ん
だ
モ
チ
ー
フ
を
加
工
。調
理
器
具
と
し
て
利
用

す
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、〝
ス
テ
ン
レ
ス
が
生
み
出
す
炎

の
灯
し
び
〞が
癒
し
の
効
果
を
も
た
ら
し
て
く
れ
る
こ

と
で
、特
に
ア
ウ
ト
ド
ア
初
心
者
の
方
で
も
扱
い
や
す

い
と
喜
ば
れ
ま
し
た
。

　
販
路
に
つ
い
て
は
、当
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
オ
ン
ラ
イ

ン
シ
ョッ
プ
だ
け
で
な
く
、東
北
、関
東
、関
西
な
ど
の
ア

ウ
ト
ド
ア
シ
ョッ
プ
10
店
舗
で
も
お
取
り
扱
い
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。ま
た
、購
入
さ
れ
た
方
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で

使
用
し
て
い
る
写
真
を
ア
ッ
プ
し
て
く
れ
た
こ
と
で
、そ

れ
ら
を
見
た
方
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
が
増
え
ま
し
た
。

　「
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｎ 

Ｆ
Ｌ
Ａ
Ｍ
Ｅ
」シ
リ
ー
ズ
は
、大
型
焚

き
火
台「
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｎ 

Ｆ
Ｌ
Ａ
Ｍ
Ｅ 

　
　
グ
ラ
ン
プ
　
　

Ｇ
Ｌ
Ａ
Ｍ
Ｐ
」、組

み
立
て
式
ミ
ニ
焚
き
火
台「
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｎ 

Ｆ
Ｌ
Ａ
Ｍ
Ｅ 

　
　
　
ラ
イ
ト
　
　
　

Ｌ
Ｉ
Ｇ
Ｈ
Ｔ
」な
ど
、新
し
い
商
品
を
生
み
出
し
て
い

ま
す
。

　
さ
ら
に
２
０
２
２
年
９
月
に
は
、組
み
立
て
式

コ
ー
ヒ
ー
ド
リ
ッ
パ
ー「
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｎ 

Ｆ
Ｌ
Ａ
Ｍ
Ｅ 

　
ド
リ
ッ
プ
　

Ｄ
Ｒ
Ｉ
Ｐ
」が
発
売
と
な
り
ま
し
た
。こ
れ
は
、東
京
都

墨
田
区
と
長
野
県
軽
井
沢
町
で
珈
琲
専
門
店
を
展

開
さ
れ
て
い
る「
ア
ンＵｎ 

　
　
カ
フェ
　
　

Ｃａ
ｆｅ 

　
　
シ
ュ
ク
レ
　
　

Ｓｕｃｒｅ
株
式
会
社
」

と
共
同
開
発
し
た
商
品
で
、別
売
り
で
ド
リ
ッ
パ
ー

丸山社長

歪
み・
精
度
と
い
う
難
し
い
お
客
様
の
要
望
に
応
え

る
べ
く
技
術
の
向
上
に
努
め
て
き
ま
し
た
。そ
の
た
め

全
社
員
30
数
名
中
、20
名
が
ス
テ
ン
レ
ス
鋼
溶
接
技

術
検
定
資
格
者（JISZ3821 T

N
-F

）を
取
得
。そ

の
技
術
力
を
ベ
ー
ス
に
、高
精
度
板
金
加
工
品
の
難

解
な
課
題
解
決
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

　
私
は
１
９
９
１
年
、20
歳
の
時
に
入
社
。会
社
は

ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
、好
景
気
に
後
押
し
さ
れ
、レ
ー

ザ
ー
加
工
機
と
い
っ
た
大
型
機
械
の
導
入
、第
１
工

場
、第
２
工
場
と
拡
張
し
、業
績
を
伸
ば
し
て
い
ま
し

た
。当
社
が
順
調
に
事
業
を
拡
大
し
て
い
く
中
、60

歳
に
な
る
前
だ
っ
た
父
が
突
然
、会
社
の
経
営
を
私

に
任
せ
る
と
言
っ
て
社
長
の
交
代
を
宣
言
。２
０
０
５

年
、私
は
33
歳
な
が
ら
社
長
と
な
っ
た
の
で
す
。

　
な
ぜ
父
が
私
に
こ
ん
な
に
早
く
会
社
を
引
き
継
い

だ
の
か
は
、未
だ
に
本
心
を
聞
く
こ
と
が
で
き
て
い

ま
せ
ん
が
、こ
れ
か
ら
先
を
見
据
え
た
上
で
、次
の
世

代
に
任
せ
た
い
と
思
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。そ
れ

ま
で
に
工
場
の
技
術
者
や
営
業
な
ど
も
経
験
し
て
は

ビ
ジ
ネ
ス
に
な
ら
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
し
た
。

　
確
か
な
技
術
は
そ
の
ま
ま
に
、こ
れ
か
ら
を
見
据

え
、新
た
な
展
開
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
、２
０
１
８

年
に
立
ち
上
げ
た
の
が「
自
社
商
品
開
発
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」で
し
た
。立
ち
上
げ
か
ら
２
年
後
の
ギ
フ
ト・

シ
ョ
ー
へ
の
出
展
を
目
標
に
、自
分
た
ち
の
こ
れ
ま
で

培
っ
て
き
た
技
術
を
活
か
し
た
自
社
商
品
を
作
ろ
う

と
思
い
立
っ
た
の
で
す
。

　
そ
し
て
２
年
間
、試
作
や
耐
久
テ
ス
ト
を
繰
り
返

し
、ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
経
て
生
ま
れ
た
の

が
ア
ウ
ト
ド
ア
ブ
ラ
ン
ド「

　
　
ス
テ
ン
　
　

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｎ 

　
　
フ
レ
ー
ム
　
　

Ｆ
Ｌ
Ａ
Ｍ
Ｅ
」

の「
　
　
　
ボ
ン
フ
ァ
イ
ア
　
　
　

Ｂｏｎ
ｆ
ｉｒｅ 

　
　
　
グ
リ
ル
　
　
　

Ｇｒ
ｉ
ｌ
ｌ（
焚
き
火
台
）」で
し

た
。元
々
は
、熊
本
地
震
が
あ
っ
た
こ
と
で
災
害
用
に

考
え
て
い
た
の
で
す
が
、ち
ょ
う
ど
ア
ウ
ト
ド
ア
ブ
ー

ム
が
到
来
し
、大
き
く
テ
レ
ビ
や
雑
誌
な
ど
で
ア
ウ
ト

ド
ア
商
品
と
し
て
紹
介
さ
れ
、注
目
を
集
め
る
こ
と

に
な
っ
た
の
で
す
。

　
こ
の
商
品
は
、私
た
ち
の
持
つ
ス
テ
ン
レ
ス
精
密
板

金
加
工
技
術
を
フ
ル
に
活
か
し
、県
花
の
リ
ン
ド
ウ
や

　
当
社
は
、先
代
で
あ
る
父・丸
山
よ
し
ゆ
き

義
行
が
１
９
７
３

年
に
創
業
し
た「
丸
山
ス
テ
ン
レ
ス
工
業
」を
前
身
と

し
て
い
ま
す
。主
に
建
築
金
物
、オ
ー
ダ
ー
の
流
し
台

を
は
じ
め
と
す
る
厨
房
機
器
な
ど
の
ス
テ
ン
レ
ス
板

金
加
工
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　
１
９
８
１
年
に
法
人
化
、２
０
０
１
年
に「
株
式
会

社
丸
山
ス
テ
ン
レ
ス
工
業
」へ
組
織
変
更
し
、現
在
は
、

半
導
体
製
造
装
置
を
中
心
と
し
た
精
密
ス
テ
ン
レ
ス

加
工・溶
接
を
主
力
と
す
る「
シ
ー
ト
メ
タ
ル・ク
オ
リ

テ
ィ
ー
カ
ン
パ
ニ
ー
」を
掲
げ
、ス
テ
ン
レ
ス
精
密
板
金

加
工
に
特
化
し
た
モ
ノ
づ
く
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ス
テ
ン
レ
ス
板
金
加
工
は
、鉄
の
よ
う
に
塗
装
や

メ
ッ
キ
が
で
き
な
い
だ
け
に
、図
面
や
寸
法
で
は
表
せ

な
い
細
か
な
キ
ズ
、バ
リ（
突
起
物
）を
見
逃
さ
ず
、な

め
ら
か
な
仕
上
げ
が
要
求
さ
れ
、加
工
技
術
者
に

よ
っ
て
見
た
目
の
輝
き
や
美
し
さ
が
大
き
く
違
っ
て

く
る
の
が
特
徴
で
す
。当
社
は
、そ
の
仕
上
げ
の
美
し

さ
に
お
い
て
も
、納
品
先
の
お
客
様
か
ら
高
い
評
価

を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
ス
テ
ン
レ
ス
溶
接
に
関
し
て
は
、強
度
と
美
観
・

い
ま
し
た
が
、ベ
テ
ラ
ン
の
社
員
も
多
い
中
で
、勉
強

さ
せ
て
も
ら
い
な
が
ら
、こ
こ
ま
で
や
っ
て
き
ま
し
た
。

　
就
任
後
の
転
機
の
一
つ
が
、２
０
１
０
年
の
ウ
ォ
ー

タ
ー
ジ
ェッ
ト
加
工
機
の
導
入
で
す
。こ
の
ウ
ォ
ー
タ
ー

ジ
ェッ
ト
加
工
機
は
、ス
テ
ン
レ
ス
の
み
な
ら
ず
ア
ル
ミ

や
ガ
ラ
ス
、ま
た
こ
れ
か
ら
需
要
が
伸
び
て
い
く
と
考

え
ら
れ
る
カ
ー
ボ
ン
や
チ
タ
ン
と
い
っ
た
特
殊
か
つ
新

し
い
素
材
の
切
断
や
加
工
が
可
能
な
設
備
で
す
。新

た
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
に
つ
な
が
る
と
考
え
、実
際
に

今
、そ
の
よ
う
な
ご
依
頼
も
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

　
た
だ
、社
長
に
就
任
後
、ず
っ
と
感
じ
て
き
た
の
は

「
私
た
ち
の
仕
事
が
一
般
の
方
か
ら
見
る
と
非
常
に

分
か
り
に
く
い
」と
い
う
こ
と
で
し
た
。多
く
の
人
に

知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
、社
員
が
も
っ
と
誇
り
を

持
っ
て
で
き
る
も
の
が
な
い
か
、そ
し
て
そ
れ
が
新
し
い

33
歳
で
社
長
に

将
来
を
見
据
え
た
設
備
投
資
に
着
手

自
社
商
品
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
る

ア
ウ
ト
ド
ア
ブ
ラ
ン
ド
の
焚
き
火
台
が
誕
生

高
い
完
成
度
が
求
め
ら
れ
る

ス
テ
ン
レ
ス
精
密
板
金
加
工

株式会社 丸山ステンレス工業Top  I nt e r v ie w

「高次元のモノづくり」で
魅力あるステンレスを
提供します!
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社
員
教
育
に
つ
い
て
は
、資
格
取
得
を
含
め
、技
術

の
習
得
が
き
ち
ん
と
身
に
付
く
よ
う「
メ
ン
タ
ー
制

度
」を
導
入
し
て
い
ま
す
。経
験
豊
富
な
先
輩
社
員

が
、仕
事
だ
け
で
な
く
身
の
回
り
全
て
の
こ
と
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
環
境
で
、丁
寧
に
人
材
を
育
成
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
地
元
の
鹿
本
商
工
高
校
か
ら
の
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
実
習
も
毎
年
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。期
間
は

３
日
間
と
短
い
な
が
ら
も
、モ
ノ
づ
く
り
の
楽
し
さ
、

大
切
さ
を
少
し
で
も
体
感
し
て
も
ら
お
う
と
い
う
取

り
組
み
で
す
。生
徒
た
ち
に
は
、自
分
で
製
作
し
た

ネ
ー
ム
入
り
ミ
ニ
焚
き
火
台
を
お
土
産
に
持
っ
て
帰
っ

て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。少
し
で
も
地
元
の
企
業
の
こ
と

を
理
解
い
た
だ
き
、ま
た
、将
来
を
担
っ
て
く
れ
る
人

材
採
用
に
も
つ
な
が
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
の
経
営
理
念
は「
我
々
の
働
き
で
社
会
の

発
展
に
貢
献
す
る
と
同
時
に
全
社
員
の
幸
福
を
追

求
す
る
。」で
す
。こ
の
言
葉
を
胸
に
、さ
ら
に
こ
れ
か

ら
の
新
し
い
時
代
に
向
け
て
、最
先
端
の
加
工
機
械

と
職
人
た
ち
の
手
加
工
に
よ
る
匠
の
技
術
を
融
合
し

た「
高
次
元
の
モ
ノ
づ
く
り
」を
提
供
し
、さ
ら
な
る

顧
客
満
足
と
社
会
貢
献
に
向
け
た
挑
戦
を
こ
れ
か

ら
も
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

ス
タ
ン
ド
も
用
意
し
て
い
ま
す
。円
形
に
近
い
六
角
形

の
形
状
で
お
湯
を
投
入
し
や
す
く
、円
錐
形
の
ペ
ー

パ
ー
フ
ィ
ル
タ
ー
が
程
良
く
フ
ィ
ッ
ト
し
、コ
ー
ヒ
ー
の

味
や
香
り
が
引
き
立
つ
設
計
と
な
っ
て
い
ま
す
。ま

た
、軽
量
か
つ
組
み
立
て
式
で
持
ち
運
び
に
も
便
利

で
す
。ま
っ
た
く
の
異
業
種
で
あ
る
珈
琲
専
門
店
の

方
か
ら
の
呼
び
か
け
で
実
現
し
た
新
し
い
商
品
に
、

私
た
ち
も
期
待
を
寄
せ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
焚
き
火
台「
S
T
E
N 

F
L
A
M
E
」の
誕

生
は
、雇
用
に
も
大
き
な
変
化
を
も
た
ら
し
て
く
れ
ま

し
た
。こ
の
商
品
を
知
っ
て
、「
こ
う
い
う
も
の
を
作
り

た
い
」と
い
う
20
代
、30
代
の
方
が
面
接
に
来
て
く
れ

る
よ
う
に
な
り
、昨
年
は
中
途
入
社
で
４
人
を
採
用
、

今
年
も
２
人
採
用
の
予
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。ス
テ
ン

レ
ス
精
密
板
金
加
工
だ
け
で
は
イ
メ
ー
ジ
で
き
な
か
っ

た
当
社
の
仕
事
が
、多
く
の
人
に
認
め
ら
れ
た
と
感
じ

ま
し
た
。ま
た
、山
鹿
市
の
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品

に
も
採
用
い
た
だ
い
て
お
り
、地
域
の
方
に
も
誇
り
に

持
っ
て
も
ら
え
る
商
品
に
な
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

 

て  

ま
り

手
毬
、竹
籠
と
い
っ
た
熊
本
の
伝
統
的
工
芸
品
に
ち

な
ん
だ
モ
チ
ー
フ
を
加
工
。調
理
器
具
と
し
て
利
用

す
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、〝
ス
テ
ン
レ
ス
が
生
み
出
す
炎

の
灯
し
び
〞が
癒
し
の
効
果
を
も
た
ら
し
て
く
れ
る
こ

と
で
、特
に
ア
ウ
ト
ド
ア
初
心
者
の
方
で
も
扱
い
や
す

い
と
喜
ば
れ
ま
し
た
。

　
販
路
に
つ
い
て
は
、当
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
オ
ン
ラ
イ

ン
シ
ョッ
プ
だ
け
で
な
く
、東
北
、関
東
、関
西
な
ど
の
ア

ウ
ト
ド
ア
シ
ョッ
プ
10
店
舗
で
も
お
取
り
扱
い
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。ま
た
、購
入
さ
れ
た
方
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で

使
用
し
て
い
る
写
真
を
ア
ッ
プ
し
て
く
れ
た
こ
と
で
、そ

れ
ら
を
見
た
方
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
が
増
え
ま
し
た
。

　「
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｎ 

Ｆ
Ｌ
Ａ
Ｍ
Ｅ
」シ
リ
ー
ズ
は
、大
型
焚

き
火
台「
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｎ 

Ｆ
Ｌ
Ａ
Ｍ
Ｅ 

　
　
グ
ラ
ン
プ
　
　

Ｇ
Ｌ
Ａ
Ｍ
Ｐ
」、組

み
立
て
式
ミ
ニ
焚
き
火
台「
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｎ 

Ｆ
Ｌ
Ａ
Ｍ
Ｅ 

　
　
　
ラ
イ
ト
　
　
　

Ｌ
Ｉ
Ｇ
Ｈ
Ｔ
」な
ど
、新
し
い
商
品
を
生
み
出
し
て
い

ま
す
。

　
さ
ら
に
２
０
２
２
年
９
月
に
は
、組
み
立
て
式

コ
ー
ヒ
ー
ド
リ
ッ
パ
ー「
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｎ 

Ｆ
Ｌ
Ａ
Ｍ
Ｅ 

　
ド
リ
ッ
プ
　

Ｄ
Ｒ
Ｉ
Ｐ
」が
発
売
と
な
り
ま
し
た
。こ
れ
は
、東
京
都

墨
田
区
と
長
野
県
軽
井
沢
町
で
珈
琲
専
門
店
を
展

開
さ
れ
て
い
る「
ア
ンＵｎ 

　
　
カ
フェ
　
　

Ｃａ
ｆｅ 

　
　
シ
ュ
ク
レ
　
　

Ｓｕｃｒｅ
株
式
会
社
」

と
共
同
開
発
し
た
商
品
で
、別
売
り
で
ド
リ
ッ
パ
ー

丸山社長

歪
み・
精
度
と
い
う
難
し
い
お
客
様
の
要
望
に
応
え

る
べ
く
技
術
の
向
上
に
努
め
て
き
ま
し
た
。そ
の
た
め

全
社
員
30
数
名
中
、20
名
が
ス
テ
ン
レ
ス
鋼
溶
接
技

術
検
定
資
格
者（JISZ3821 T

N
-F

）を
取
得
。そ

の
技
術
力
を
ベ
ー
ス
に
、高
精
度
板
金
加
工
品
の
難

解
な
課
題
解
決
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

　
私
は
１
９
９
１
年
、20
歳
の
時
に
入
社
。会
社
は

ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
、好
景
気
に
後
押
し
さ
れ
、レ
ー

ザ
ー
加
工
機
と
い
っ
た
大
型
機
械
の
導
入
、第
１
工

場
、第
２
工
場
と
拡
張
し
、業
績
を
伸
ば
し
て
い
ま
し

た
。当
社
が
順
調
に
事
業
を
拡
大
し
て
い
く
中
、60

歳
に
な
る
前
だ
っ
た
父
が
突
然
、会
社
の
経
営
を
私

に
任
せ
る
と
言
っ
て
社
長
の
交
代
を
宣
言
。２
０
０
５

年
、私
は
33
歳
な
が
ら
社
長
と
な
っ
た
の
で
す
。

　
な
ぜ
父
が
私
に
こ
ん
な
に
早
く
会
社
を
引
き
継
い

だ
の
か
は
、未
だ
に
本
心
を
聞
く
こ
と
が
で
き
て
い

ま
せ
ん
が
、こ
れ
か
ら
先
を
見
据
え
た
上
で
、次
の
世

代
に
任
せ
た
い
と
思
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。そ
れ

ま
で
に
工
場
の
技
術
者
や
営
業
な
ど
も
経
験
し
て
は

ビ
ジ
ネ
ス
に
な
ら
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
し
た
。

　
確
か
な
技
術
は
そ
の
ま
ま
に
、こ
れ
か
ら
を
見
据

え
、新
た
な
展
開
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
、２
０
１
８

年
に
立
ち
上
げ
た
の
が「
自
社
商
品
開
発
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」で
し
た
。立
ち
上
げ
か
ら
２
年
後
の
ギ
フ
ト・

シ
ョ
ー
へ
の
出
展
を
目
標
に
、自
分
た
ち
の
こ
れ
ま
で

培
っ
て
き
た
技
術
を
活
か
し
た
自
社
商
品
を
作
ろ
う

と
思
い
立
っ
た
の
で
す
。

　
そ
し
て
２
年
間
、試
作
や
耐
久
テ
ス
ト
を
繰
り
返

し
、ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
経
て
生
ま
れ
た
の

が
ア
ウ
ト
ド
ア
ブ
ラ
ン
ド「

　
　
ス
テ
ン
　
　

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｎ 

　
　
フ
レ
ー
ム
　
　

Ｆ
Ｌ
Ａ
Ｍ
Ｅ
」

の「
　
　
　
ボ
ン
フ
ァ
イ
ア
　
　
　

Ｂｏｎ
ｆ
ｉｒｅ 

　
　
　
グ
リ
ル
　
　
　

Ｇｒ
ｉ
ｌ
ｌ（
焚
き
火
台
）」で
し

た
。元
々
は
、熊
本
地
震
が
あ
っ
た
こ
と
で
災
害
用
に

考
え
て
い
た
の
で
す
が
、ち
ょ
う
ど
ア
ウ
ト
ド
ア
ブ
ー

ム
が
到
来
し
、大
き
く
テ
レ
ビ
や
雑
誌
な
ど
で
ア
ウ
ト

ド
ア
商
品
と
し
て
紹
介
さ
れ
、注
目
を
集
め
る
こ
と

に
な
っ
た
の
で
す
。

　
こ
の
商
品
は
、私
た
ち
の
持
つ
ス
テ
ン
レ
ス
精
密
板

金
加
工
技
術
を
フ
ル
に
活
か
し
、県
花
の
リ
ン
ド
ウ
や

　
当
社
は
、先
代
で
あ
る
父・丸
山
よ
し
ゆ
き

義
行
が
１
９
７
３

年
に
創
業
し
た「
丸
山
ス
テ
ン
レ
ス
工
業
」を
前
身
と

し
て
い
ま
す
。主
に
建
築
金
物
、オ
ー
ダ
ー
の
流
し
台

を
は
じ
め
と
す
る
厨
房
機
器
な
ど
の
ス
テ
ン
レ
ス
板

金
加
工
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　
１
９
８
１
年
に
法
人
化
、２
０
０
１
年
に「
株
式
会

社
丸
山
ス
テ
ン
レ
ス
工
業
」へ
組
織
変
更
し
、現
在
は
、

半
導
体
製
造
装
置
を
中
心
と
し
た
精
密
ス
テ
ン
レ
ス

加
工・溶
接
を
主
力
と
す
る「
シ
ー
ト
メ
タ
ル・ク
オ
リ

テ
ィ
ー
カ
ン
パ
ニ
ー
」を
掲
げ
、ス
テ
ン
レ
ス
精
密
板
金

加
工
に
特
化
し
た
モ
ノ
づ
く
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ス
テ
ン
レ
ス
板
金
加
工
は
、鉄
の
よ
う
に
塗
装
や

メ
ッ
キ
が
で
き
な
い
だ
け
に
、図
面
や
寸
法
で
は
表
せ

な
い
細
か
な
キ
ズ
、バ
リ（
突
起
物
）を
見
逃
さ
ず
、な

め
ら
か
な
仕
上
げ
が
要
求
さ
れ
、加
工
技
術
者
に

よ
っ
て
見
た
目
の
輝
き
や
美
し
さ
が
大
き
く
違
っ
て

く
る
の
が
特
徴
で
す
。当
社
は
、そ
の
仕
上
げ
の
美
し

さ
に
お
い
て
も
、納
品
先
の
お
客
様
か
ら
高
い
評
価

を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
ス
テ
ン
レ
ス
溶
接
に
関
し
て
は
、強
度
と
美
観
・

い
ま
し
た
が
、ベ
テ
ラ
ン
の
社
員
も
多
い
中
で
、勉
強

さ
せ
て
も
ら
い
な
が
ら
、こ
こ
ま
で
や
っ
て
き
ま
し
た
。

　
就
任
後
の
転
機
の
一
つ
が
、２
０
１
０
年
の
ウ
ォ
ー

タ
ー
ジ
ェッ
ト
加
工
機
の
導
入
で
す
。こ
の
ウ
ォ
ー
タ
ー

ジ
ェッ
ト
加
工
機
は
、ス
テ
ン
レ
ス
の
み
な
ら
ず
ア
ル
ミ

や
ガ
ラ
ス
、ま
た
こ
れ
か
ら
需
要
が
伸
び
て
い
く
と
考

え
ら
れ
る
カ
ー
ボ
ン
や
チ
タ
ン
と
い
っ
た
特
殊
か
つ
新

し
い
素
材
の
切
断
や
加
工
が
可
能
な
設
備
で
す
。新

た
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
に
つ
な
が
る
と
考
え
、実
際
に

今
、そ
の
よ
う
な
ご
依
頼
も
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

　
た
だ
、社
長
に
就
任
後
、ず
っ
と
感
じ
て
き
た
の
は

「
私
た
ち
の
仕
事
が
一
般
の
方
か
ら
見
る
と
非
常
に

分
か
り
に
く
い
」と
い
う
こ
と
で
し
た
。多
く
の
人
に

知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
、社
員
が
も
っ
と
誇
り
を

持
っ
て
で
き
る
も
の
が
な
い
か
、そ
し
て
そ
れ
が
新
し
い

33
歳
で
社
長
に

将
来
を
見
据
え
た
設
備
投
資
に
着
手

自
社
商
品
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
る

ア
ウ
ト
ド
ア
ブ
ラ
ン
ド
の
焚
き
火
台
が
誕
生

高
い
完
成
度
が
求
め
ら
れ
る

ス
テ
ン
レ
ス
精
密
板
金
加
工

株式会社 丸山ステンレス工業Top  I nt e r v ie w

「高次元のモノづくり」で
魅力あるステンレスを
提供します!

1.対談風景／2.3.4.工場見学の様子／5.2022年
8月に導入した2台目となるウォータージェット加工機
／6.第17回優秀板金製品技能フェア金賞受賞
作品「ステンレス製灯篭」／7.STEN FLAME 
Bonfire Grill／8.STEN FLAME LIGHT／
9.STEN FLAME GLAMP／10.2022年9月に
発売を開始したSTEN FLAME DRIP／11.企業
メッセージ
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社
員
教
育
に
つ
い
て
は
、資
格
取
得
を
含
め
、技
術

の
習
得
が
き
ち
ん
と
身
に
付
く
よ
う「
メ
ン
タ
ー
制

度
」を
導
入
し
て
い
ま
す
。経
験
豊
富
な
先
輩
社
員

が
、仕
事
だ
け
で
な
く
身
の
回
り
全
て
の
こ
と
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
環
境
で
、丁
寧
に
人
材
を
育
成
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
地
元
の
鹿
本
商
工
高
校
か
ら
の
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
実
習
も
毎
年
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。期
間
は

３
日
間
と
短
い
な
が
ら
も
、モ
ノ
づ
く
り
の
楽
し
さ
、

大
切
さ
を
少
し
で
も
体
感
し
て
も
ら
お
う
と
い
う
取

り
組
み
で
す
。生
徒
た
ち
に
は
、自
分
で
製
作
し
た

ネ
ー
ム
入
り
ミ
ニ
焚
き
火
台
を
お
土
産
に
持
っ
て
帰
っ

て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。少
し
で
も
地
元
の
企
業
の
こ
と

を
理
解
い
た
だ
き
、ま
た
、将
来
を
担
っ
て
く
れ
る
人

材
採
用
に
も
つ
な
が
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
の
経
営
理
念
は「
我
々
の
働
き
で
社
会
の

発
展
に
貢
献
す
る
と
同
時
に
全
社
員
の
幸
福
を
追

求
す
る
。」で
す
。こ
の
言
葉
を
胸
に
、さ
ら
に
こ
れ
か

ら
の
新
し
い
時
代
に
向
け
て
、最
先
端
の
加
工
機
械

と
職
人
た
ち
の
手
加
工
に
よ
る
匠
の
技
術
を
融
合
し

た「
高
次
元
の
モ
ノ
づ
く
り
」を
提
供
し
、さ
ら
な
る

顧
客
満
足
と
社
会
貢
献
に
向
け
た
挑
戦
を
こ
れ
か

ら
も
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

ス
タ
ン
ド
も
用
意
し
て
い
ま
す
。円
形
に
近
い
六
角
形

の
形
状
で
お
湯
を
投
入
し
や
す
く
、円
錐
形
の
ペ
ー

パ
ー
フ
ィ
ル
タ
ー
が
程
良
く
フ
ィ
ッ
ト
し
、コ
ー
ヒ
ー
の

味
や
香
り
が
引
き
立
つ
設
計
と
な
っ
て
い
ま
す
。ま

た
、軽
量
か
つ
組
み
立
て
式
で
持
ち
運
び
に
も
便
利

で
す
。ま
っ
た
く
の
異
業
種
で
あ
る
珈
琲
専
門
店
の

方
か
ら
の
呼
び
か
け
で
実
現
し
た
新
し
い
商
品
に
、

私
た
ち
も
期
待
を
寄
せ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
焚
き
火
台「
S
T
E
N 

F
L
A
M
E
」の
誕

生
は
、雇
用
に
も
大
き
な
変
化
を
も
た
ら
し
て
く
れ
ま

し
た
。こ
の
商
品
を
知
っ
て
、「
こ
う
い
う
も
の
を
作
り

た
い
」と
い
う
20
代
、30
代
の
方
が
面
接
に
来
て
く
れ

る
よ
う
に
な
り
、昨
年
は
中
途
入
社
で
４
人
を
採
用
、

今
年
も
２
人
採
用
の
予
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。ス
テ
ン

レ
ス
精
密
板
金
加
工
だ
け
で
は
イ
メ
ー
ジ
で
き
な
か
っ

た
当
社
の
仕
事
が
、多
く
の
人
に
認
め
ら
れ
た
と
感
じ

ま
し
た
。ま
た
、山
鹿
市
の
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品

に
も
採
用
い
た
だ
い
て
お
り
、地
域
の
方
に
も
誇
り
に

持
っ
て
も
ら
え
る
商
品
に
な
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

 

て  

ま
り

手
毬
、竹
籠
と
い
っ
た
熊
本
の
伝
統
的
工
芸
品
に
ち

な
ん
だ
モ
チ
ー
フ
を
加
工
。調
理
器
具
と
し
て
利
用

す
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、〝
ス
テ
ン
レ
ス
が
生
み
出
す
炎

の
灯
し
び
〞が
癒
し
の
効
果
を
も
た
ら
し
て
く
れ
る
こ

と
で
、特
に
ア
ウ
ト
ド
ア
初
心
者
の
方
で
も
扱
い
や
す

い
と
喜
ば
れ
ま
し
た
。

　
販
路
に
つ
い
て
は
、当
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
オ
ン
ラ
イ

ン
シ
ョッ
プ
だ
け
で
な
く
、東
北
、関
東
、関
西
な
ど
の
ア

ウ
ト
ド
ア
シ
ョッ
プ
10
店
舗
で
も
お
取
り
扱
い
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。ま
た
、購
入
さ
れ
た
方
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で

使
用
し
て
い
る
写
真
を
ア
ッ
プ
し
て
く
れ
た
こ
と
で
、そ

れ
ら
を
見
た
方
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
が
増
え
ま
し
た
。

　「
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｎ 

Ｆ
Ｌ
Ａ
Ｍ
Ｅ
」シ
リ
ー
ズ
は
、大
型
焚

き
火
台「
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｎ 

Ｆ
Ｌ
Ａ
Ｍ
Ｅ 

　
　
グ
ラ
ン
プ
　
　

Ｇ
Ｌ
Ａ
Ｍ
Ｐ
」、組

み
立
て
式
ミ
ニ
焚
き
火
台「
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｎ 

Ｆ
Ｌ
Ａ
Ｍ
Ｅ 

　
　
　
ラ
イ
ト
　
　
　

Ｌ
Ｉ
Ｇ
Ｈ
Ｔ
」な
ど
、新
し
い
商
品
を
生
み
出
し
て
い

ま
す
。

　
さ
ら
に
２
０
２
２
年
９
月
に
は
、組
み
立
て
式

コ
ー
ヒ
ー
ド
リ
ッ
パ
ー「
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｎ 

Ｆ
Ｌ
Ａ
Ｍ
Ｅ 

　
ド
リ
ッ
プ
　

Ｄ
Ｒ
Ｉ
Ｐ
」が
発
売
と
な
り
ま
し
た
。こ
れ
は
、東
京
都

墨
田
区
と
長
野
県
軽
井
沢
町
で
珈
琲
専
門
店
を
展

開
さ
れ
て
い
る「
ア
ンＵｎ 

　
　
カ
フェ
　
　

Ｃａ
ｆｅ 

　
　
シ
ュ
ク
レ
　
　

Ｓｕｃｒｅ
株
式
会
社
」

と
共
同
開
発
し
た
商
品
で
、別
売
り
で
ド
リ
ッ
パ
ー

新
ブ
ラ
ン
ド
で
雇
用
に
も
変
化

メ
ン
タ
ー
制
度
導
入
で
人
材
を
育
成
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2022年7月に竣工した資材倉庫前にて。最前列左4人目から丸山社長、野村頭取、古荘支店長（熊本銀行）

歪
み・
精
度
と
い
う
難
し
い
お
客
様
の
要
望
に
応
え

る
べ
く
技
術
の
向
上
に
努
め
て
き
ま
し
た
。そ
の
た
め

全
社
員
30
数
名
中
、20
名
が
ス
テ
ン
レ
ス
鋼
溶
接
技

術
検
定
資
格
者（JISZ3821 T

N
-F

）を
取
得
。そ

の
技
術
力
を
ベ
ー
ス
に
、高
精
度
板
金
加
工
品
の
難

解
な
課
題
解
決
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

　
私
は
１
９
９
１
年
、20
歳
の
時
に
入
社
。会
社
は

ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
、好
景
気
に
後
押
し
さ
れ
、レ
ー

ザ
ー
加
工
機
と
い
っ
た
大
型
機
械
の
導
入
、第
１
工

場
、第
２
工
場
と
拡
張
し
、業
績
を
伸
ば
し
て
い
ま
し

た
。当
社
が
順
調
に
事
業
を
拡
大
し
て
い
く
中
、60

歳
に
な
る
前
だ
っ
た
父
が
突
然
、会
社
の
経
営
を
私

に
任
せ
る
と
言
っ
て
社
長
の
交
代
を
宣
言
。２
０
０
５

年
、私
は
33
歳
な
が
ら
社
長
と
な
っ
た
の
で
す
。

　
な
ぜ
父
が
私
に
こ
ん
な
に
早
く
会
社
を
引
き
継
い

だ
の
か
は
、未
だ
に
本
心
を
聞
く
こ
と
が
で
き
て
い

ま
せ
ん
が
、こ
れ
か
ら
先
を
見
据
え
た
上
で
、次
の
世

代
に
任
せ
た
い
と
思
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。そ
れ

ま
で
に
工
場
の
技
術
者
や
営
業
な
ど
も
経
験
し
て
は

ビ
ジ
ネ
ス
に
な
ら
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
し
た
。

　
確
か
な
技
術
は
そ
の
ま
ま
に
、こ
れ
か
ら
を
見
据

え
、新
た
な
展
開
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
、２
０
１
８

年
に
立
ち
上
げ
た
の
が「
自
社
商
品
開
発
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」で
し
た
。立
ち
上
げ
か
ら
２
年
後
の
ギ
フ
ト・

シ
ョ
ー
へ
の
出
展
を
目
標
に
、自
分
た
ち
の
こ
れ
ま
で

培
っ
て
き
た
技
術
を
活
か
し
た
自
社
商
品
を
作
ろ
う

と
思
い
立
っ
た
の
で
す
。

　
そ
し
て
２
年
間
、試
作
や
耐
久
テ
ス
ト
を
繰
り
返

し
、ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
経
て
生
ま
れ
た
の

が
ア
ウ
ト
ド
ア
ブ
ラ
ン
ド「

　
　
ス
テ
ン
　
　

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｎ 

　
　
フ
レ
ー
ム
　
　

Ｆ
Ｌ
Ａ
Ｍ
Ｅ
」

の「
　
　
　
ボ
ン
フ
ァ
イ
ア
　
　
　

Ｂｏｎ
ｆ
ｉｒｅ 

　
　
　
グ
リ
ル
　
　
　

Ｇｒ
ｉ
ｌ
ｌ（
焚
き
火
台
）」で
し

た
。元
々
は
、熊
本
地
震
が
あ
っ
た
こ
と
で
災
害
用
に

考
え
て
い
た
の
で
す
が
、ち
ょ
う
ど
ア
ウ
ト
ド
ア
ブ
ー

ム
が
到
来
し
、大
き
く
テ
レ
ビ
や
雑
誌
な
ど
で
ア
ウ
ト

ド
ア
商
品
と
し
て
紹
介
さ
れ
、注
目
を
集
め
る
こ
と

に
な
っ
た
の
で
す
。

　
こ
の
商
品
は
、私
た
ち
の
持
つ
ス
テ
ン
レ
ス
精
密
板

金
加
工
技
術
を
フ
ル
に
活
か
し
、県
花
の
リ
ン
ド
ウ
や

　
当
社
は
、先
代
で
あ
る
父・丸
山
よ
し
ゆ
き

義
行
が
１
９
７
３

年
に
創
業
し
た「
丸
山
ス
テ
ン
レ
ス
工
業
」を
前
身
と

し
て
い
ま
す
。主
に
建
築
金
物
、オ
ー
ダ
ー
の
流
し
台

を
は
じ
め
と
す
る
厨
房
機
器
な
ど
の
ス
テ
ン
レ
ス
板

金
加
工
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　
１
９
８
１
年
に
法
人
化
、２
０
０
１
年
に「
株
式
会

社
丸
山
ス
テ
ン
レ
ス
工
業
」へ
組
織
変
更
し
、現
在
は
、

半
導
体
製
造
装
置
を
中
心
と
し
た
精
密
ス
テ
ン
レ
ス

加
工・溶
接
を
主
力
と
す
る「
シ
ー
ト
メ
タ
ル・ク
オ
リ

テ
ィ
ー
カ
ン
パ
ニ
ー
」を
掲
げ
、ス
テ
ン
レ
ス
精
密
板
金

加
工
に
特
化
し
た
モ
ノ
づ
く
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ス
テ
ン
レ
ス
板
金
加
工
は
、鉄
の
よ
う
に
塗
装
や

メ
ッ
キ
が
で
き
な
い
だ
け
に
、図
面
や
寸
法
で
は
表
せ

な
い
細
か
な
キ
ズ
、バ
リ（
突
起
物
）を
見
逃
さ
ず
、な

め
ら
か
な
仕
上
げ
が
要
求
さ
れ
、加
工
技
術
者
に

よ
っ
て
見
た
目
の
輝
き
や
美
し
さ
が
大
き
く
違
っ
て

く
る
の
が
特
徴
で
す
。当
社
は
、そ
の
仕
上
げ
の
美
し

さ
に
お
い
て
も
、納
品
先
の
お
客
様
か
ら
高
い
評
価

を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
ス
テ
ン
レ
ス
溶
接
に
関
し
て
は
、強
度
と
美
観
・

い
ま
し
た
が
、ベ
テ
ラ
ン
の
社
員
も
多
い
中
で
、勉
強

さ
せ
て
も
ら
い
な
が
ら
、こ
こ
ま
で
や
っ
て
き
ま
し
た
。

　
就
任
後
の
転
機
の
一
つ
が
、２
０
１
０
年
の
ウ
ォ
ー

タ
ー
ジ
ェッ
ト
加
工
機
の
導
入
で
す
。こ
の
ウ
ォ
ー
タ
ー

ジ
ェッ
ト
加
工
機
は
、ス
テ
ン
レ
ス
の
み
な
ら
ず
ア
ル
ミ

や
ガ
ラ
ス
、ま
た
こ
れ
か
ら
需
要
が
伸
び
て
い
く
と
考

え
ら
れ
る
カ
ー
ボ
ン
や
チ
タ
ン
と
い
っ
た
特
殊
か
つ
新

し
い
素
材
の
切
断
や
加
工
が
可
能
な
設
備
で
す
。新

た
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
に
つ
な
が
る
と
考
え
、実
際
に

今
、そ
の
よ
う
な
ご
依
頼
も
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

　
た
だ
、社
長
に
就
任
後
、ず
っ
と
感
じ
て
き
た
の
は

「
私
た
ち
の
仕
事
が
一
般
の
方
か
ら
見
る
と
非
常
に

分
か
り
に
く
い
」と
い
う
こ
と
で
し
た
。多
く
の
人
に

知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
、社
員
が
も
っ
と
誇
り
を

持
っ
て
で
き
る
も
の
が
な
い
か
、そ
し
て
そ
れ
が
新
し
い

　長年培われてきたその確かな技術で熊本県内の半導体製造産業の一翼
を担い、「シートメタル・クオリティーカンパニー」として、ステンレス精密板金
加工に特化したモノづくりを信念に、発展し続けて来られました。
　2020年からは焚き火台「STEN FLAME」がアウトドアブームとも相まって
大きな話題を呼び、若い人たちの製造業への関心が広がる機会にもなって
います。その将来を見据える柔軟な発想力を持って、さらなる躍進を期待して
います。

インタビューを終えて
熊本銀行　取締役頭取　野村 俊巳
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社
員
教
育
に
つ
い
て
は
、資
格
取
得
を
含
め
、技
術

の
習
得
が
き
ち
ん
と
身
に
付
く
よ
う「
メ
ン
タ
ー
制

度
」を
導
入
し
て
い
ま
す
。経
験
豊
富
な
先
輩
社
員

が
、仕
事
だ
け
で
な
く
身
の
回
り
全
て
の
こ
と
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
環
境
で
、丁
寧
に
人
材
を
育
成
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
地
元
の
鹿
本
商
工
高
校
か
ら
の
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
実
習
も
毎
年
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。期
間
は

３
日
間
と
短
い
な
が
ら
も
、モ
ノ
づ
く
り
の
楽
し
さ
、

大
切
さ
を
少
し
で
も
体
感
し
て
も
ら
お
う
と
い
う
取

り
組
み
で
す
。生
徒
た
ち
に
は
、自
分
で
製
作
し
た

ネ
ー
ム
入
り
ミ
ニ
焚
き
火
台
を
お
土
産
に
持
っ
て
帰
っ

て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。少
し
で
も
地
元
の
企
業
の
こ
と

を
理
解
い
た
だ
き
、ま
た
、将
来
を
担
っ
て
く
れ
る
人

材
採
用
に
も
つ
な
が
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
の
経
営
理
念
は「
我
々
の
働
き
で
社
会
の

発
展
に
貢
献
す
る
と
同
時
に
全
社
員
の
幸
福
を
追

求
す
る
。」で
す
。こ
の
言
葉
を
胸
に
、さ
ら
に
こ
れ
か

ら
の
新
し
い
時
代
に
向
け
て
、最
先
端
の
加
工
機
械

と
職
人
た
ち
の
手
加
工
に
よ
る
匠
の
技
術
を
融
合
し

た「
高
次
元
の
モ
ノ
づ
く
り
」を
提
供
し
、さ
ら
な
る

顧
客
満
足
と
社
会
貢
献
に
向
け
た
挑
戦
を
こ
れ
か

ら
も
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

ス
タ
ン
ド
も
用
意
し
て
い
ま
す
。円
形
に
近
い
六
角
形

の
形
状
で
お
湯
を
投
入
し
や
す
く
、円
錐
形
の
ペ
ー

パ
ー
フ
ィ
ル
タ
ー
が
程
良
く
フ
ィ
ッ
ト
し
、コ
ー
ヒ
ー
の

味
や
香
り
が
引
き
立
つ
設
計
と
な
っ
て
い
ま
す
。ま

た
、軽
量
か
つ
組
み
立
て
式
で
持
ち
運
び
に
も
便
利

で
す
。ま
っ
た
く
の
異
業
種
で
あ
る
珈
琲
専
門
店
の

方
か
ら
の
呼
び
か
け
で
実
現
し
た
新
し
い
商
品
に
、

私
た
ち
も
期
待
を
寄
せ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
焚
き
火
台「
S
T
E
N 

F
L
A
M
E
」の
誕

生
は
、雇
用
に
も
大
き
な
変
化
を
も
た
ら
し
て
く
れ
ま

し
た
。こ
の
商
品
を
知
っ
て
、「
こ
う
い
う
も
の
を
作
り

た
い
」と
い
う
20
代
、30
代
の
方
が
面
接
に
来
て
く
れ

る
よ
う
に
な
り
、昨
年
は
中
途
入
社
で
４
人
を
採
用
、

今
年
も
２
人
採
用
の
予
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。ス
テ
ン

レ
ス
精
密
板
金
加
工
だ
け
で
は
イ
メ
ー
ジ
で
き
な
か
っ

た
当
社
の
仕
事
が
、多
く
の
人
に
認
め
ら
れ
た
と
感
じ

ま
し
た
。ま
た
、山
鹿
市
の
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品

に
も
採
用
い
た
だ
い
て
お
り
、地
域
の
方
に
も
誇
り
に

持
っ
て
も
ら
え
る
商
品
に
な
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

 

て  

ま
り

手
毬
、竹
籠
と
い
っ
た
熊
本
の
伝
統
的
工
芸
品
に
ち

な
ん
だ
モ
チ
ー
フ
を
加
工
。調
理
器
具
と
し
て
利
用

す
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、〝
ス
テ
ン
レ
ス
が
生
み
出
す
炎

の
灯
し
び
〞が
癒
し
の
効
果
を
も
た
ら
し
て
く
れ
る
こ

と
で
、特
に
ア
ウ
ト
ド
ア
初
心
者
の
方
で
も
扱
い
や
す

い
と
喜
ば
れ
ま
し
た
。

　
販
路
に
つ
い
て
は
、当
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
オ
ン
ラ
イ

ン
シ
ョッ
プ
だ
け
で
な
く
、東
北
、関
東
、関
西
な
ど
の
ア

ウ
ト
ド
ア
シ
ョッ
プ
10
店
舗
で
も
お
取
り
扱
い
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。ま
た
、購
入
さ
れ
た
方
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で

使
用
し
て
い
る
写
真
を
ア
ッ
プ
し
て
く
れ
た
こ
と
で
、そ

れ
ら
を
見
た
方
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
が
増
え
ま
し
た
。

　「
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｎ 

Ｆ
Ｌ
Ａ
Ｍ
Ｅ
」シ
リ
ー
ズ
は
、大
型
焚

き
火
台「
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｎ 

Ｆ
Ｌ
Ａ
Ｍ
Ｅ 

　
　
グ
ラ
ン
プ
　
　

Ｇ
Ｌ
Ａ
Ｍ
Ｐ
」、組

み
立
て
式
ミ
ニ
焚
き
火
台「
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｎ 

Ｆ
Ｌ
Ａ
Ｍ
Ｅ 

　
　
　
ラ
イ
ト
　
　
　

Ｌ
Ｉ
Ｇ
Ｈ
Ｔ
」な
ど
、新
し
い
商
品
を
生
み
出
し
て
い

ま
す
。

　
さ
ら
に
２
０
２
２
年
９
月
に
は
、組
み
立
て
式

コ
ー
ヒ
ー
ド
リ
ッ
パ
ー「
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｎ 

Ｆ
Ｌ
Ａ
Ｍ
Ｅ 

　
ド
リ
ッ
プ
　

Ｄ
Ｒ
Ｉ
Ｐ
」が
発
売
と
な
り
ま
し
た
。こ
れ
は
、東
京
都

墨
田
区
と
長
野
県
軽
井
沢
町
で
珈
琲
専
門
店
を
展

開
さ
れ
て
い
る「
ア
ンＵｎ 

　
　
カ
フェ
　
　

Ｃａ
ｆｅ 

　
　
シ
ュ
ク
レ
　
　

Ｓｕｃｒｅ
株
式
会
社
」

と
共
同
開
発
し
た
商
品
で
、別
売
り
で
ド
リ
ッ
パ
ー

新
ブ
ラ
ン
ド
で
雇
用
に
も
変
化

メ
ン
タ
ー
制
度
導
入
で
人
材
を
育
成

株式会社 丸山ステンレス工業Top  I nt e r v ie w

2022年7月に竣工した資材倉庫前にて。最前列左4人目から丸山社長、野村頭取、古荘支店長（熊本銀行）

歪
み・
精
度
と
い
う
難
し
い
お
客
様
の
要
望
に
応
え

る
べ
く
技
術
の
向
上
に
努
め
て
き
ま
し
た
。そ
の
た
め

全
社
員
30
数
名
中
、20
名
が
ス
テ
ン
レ
ス
鋼
溶
接
技

術
検
定
資
格
者（JISZ3821 T

N
-F

）を
取
得
。そ

の
技
術
力
を
ベ
ー
ス
に
、高
精
度
板
金
加
工
品
の
難

解
な
課
題
解
決
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

　
私
は
１
９
９
１
年
、20
歳
の
時
に
入
社
。会
社
は

ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
、好
景
気
に
後
押
し
さ
れ
、レ
ー

ザ
ー
加
工
機
と
い
っ
た
大
型
機
械
の
導
入
、第
１
工

場
、第
２
工
場
と
拡
張
し
、業
績
を
伸
ば
し
て
い
ま
し

た
。当
社
が
順
調
に
事
業
を
拡
大
し
て
い
く
中
、60

歳
に
な
る
前
だ
っ
た
父
が
突
然
、会
社
の
経
営
を
私

に
任
せ
る
と
言
っ
て
社
長
の
交
代
を
宣
言
。２
０
０
５

年
、私
は
33
歳
な
が
ら
社
長
と
な
っ
た
の
で
す
。

　
な
ぜ
父
が
私
に
こ
ん
な
に
早
く
会
社
を
引
き
継
い

だ
の
か
は
、未
だ
に
本
心
を
聞
く
こ
と
が
で
き
て
い

ま
せ
ん
が
、こ
れ
か
ら
先
を
見
据
え
た
上
で
、次
の
世

代
に
任
せ
た
い
と
思
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。そ
れ

ま
で
に
工
場
の
技
術
者
や
営
業
な
ど
も
経
験
し
て
は

ビ
ジ
ネ
ス
に
な
ら
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
し
た
。

　
確
か
な
技
術
は
そ
の
ま
ま
に
、こ
れ
か
ら
を
見
据

え
、新
た
な
展
開
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
、２
０
１
８

年
に
立
ち
上
げ
た
の
が「
自
社
商
品
開
発
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」で
し
た
。立
ち
上
げ
か
ら
２
年
後
の
ギ
フ
ト・

シ
ョ
ー
へ
の
出
展
を
目
標
に
、自
分
た
ち
の
こ
れ
ま
で

培
っ
て
き
た
技
術
を
活
か
し
た
自
社
商
品
を
作
ろ
う

と
思
い
立
っ
た
の
で
す
。

　
そ
し
て
２
年
間
、試
作
や
耐
久
テ
ス
ト
を
繰
り
返

し
、ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
経
て
生
ま
れ
た
の

が
ア
ウ
ト
ド
ア
ブ
ラ
ン
ド「

　
　
ス
テ
ン
　
　

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｎ 

　
　
フ
レ
ー
ム
　
　

Ｆ
Ｌ
Ａ
Ｍ
Ｅ
」

の「
　
　
　
ボ
ン
フ
ァ
イ
ア
　
　
　

Ｂｏｎ
ｆ
ｉｒｅ 

　
　
　
グ
リ
ル
　
　
　

Ｇｒ
ｉ
ｌ
ｌ（
焚
き
火
台
）」で
し

た
。元
々
は
、熊
本
地
震
が
あ
っ
た
こ
と
で
災
害
用
に

考
え
て
い
た
の
で
す
が
、ち
ょ
う
ど
ア
ウ
ト
ド
ア
ブ
ー

ム
が
到
来
し
、大
き
く
テ
レ
ビ
や
雑
誌
な
ど
で
ア
ウ
ト

ド
ア
商
品
と
し
て
紹
介
さ
れ
、注
目
を
集
め
る
こ
と

に
な
っ
た
の
で
す
。

　
こ
の
商
品
は
、私
た
ち
の
持
つ
ス
テ
ン
レ
ス
精
密
板

金
加
工
技
術
を
フ
ル
に
活
か
し
、県
花
の
リ
ン
ド
ウ
や

　
当
社
は
、先
代
で
あ
る
父・丸
山
よ
し
ゆ
き

義
行
が
１
９
７
３

年
に
創
業
し
た「
丸
山
ス
テ
ン
レ
ス
工
業
」を
前
身
と

し
て
い
ま
す
。主
に
建
築
金
物
、オ
ー
ダ
ー
の
流
し
台

を
は
じ
め
と
す
る
厨
房
機
器
な
ど
の
ス
テ
ン
レ
ス
板

金
加
工
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　
１
９
８
１
年
に
法
人
化
、２
０
０
１
年
に「
株
式
会

社
丸
山
ス
テ
ン
レ
ス
工
業
」へ
組
織
変
更
し
、現
在
は
、

半
導
体
製
造
装
置
を
中
心
と
し
た
精
密
ス
テ
ン
レ
ス

加
工・溶
接
を
主
力
と
す
る「
シ
ー
ト
メ
タ
ル・ク
オ
リ

テ
ィ
ー
カ
ン
パ
ニ
ー
」を
掲
げ
、ス
テ
ン
レ
ス
精
密
板
金

加
工
に
特
化
し
た
モ
ノ
づ
く
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ス
テ
ン
レ
ス
板
金
加
工
は
、鉄
の
よ
う
に
塗
装
や

メ
ッ
キ
が
で
き
な
い
だ
け
に
、図
面
や
寸
法
で
は
表
せ

な
い
細
か
な
キ
ズ
、バ
リ（
突
起
物
）を
見
逃
さ
ず
、な

め
ら
か
な
仕
上
げ
が
要
求
さ
れ
、加
工
技
術
者
に

よ
っ
て
見
た
目
の
輝
き
や
美
し
さ
が
大
き
く
違
っ
て

く
る
の
が
特
徴
で
す
。当
社
は
、そ
の
仕
上
げ
の
美
し

さ
に
お
い
て
も
、納
品
先
の
お
客
様
か
ら
高
い
評
価

を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
ス
テ
ン
レ
ス
溶
接
に
関
し
て
は
、強
度
と
美
観
・

い
ま
し
た
が
、ベ
テ
ラ
ン
の
社
員
も
多
い
中
で
、勉
強

さ
せ
て
も
ら
い
な
が
ら
、こ
こ
ま
で
や
っ
て
き
ま
し
た
。

　
就
任
後
の
転
機
の
一
つ
が
、２
０
１
０
年
の
ウ
ォ
ー

タ
ー
ジ
ェッ
ト
加
工
機
の
導
入
で
す
。こ
の
ウ
ォ
ー
タ
ー

ジ
ェッ
ト
加
工
機
は
、ス
テ
ン
レ
ス
の
み
な
ら
ず
ア
ル
ミ

や
ガ
ラ
ス
、ま
た
こ
れ
か
ら
需
要
が
伸
び
て
い
く
と
考

え
ら
れ
る
カ
ー
ボ
ン
や
チ
タ
ン
と
い
っ
た
特
殊
か
つ
新

し
い
素
材
の
切
断
や
加
工
が
可
能
な
設
備
で
す
。新

た
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
に
つ
な
が
る
と
考
え
、実
際
に

今
、そ
の
よ
う
な
ご
依
頼
も
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

　
た
だ
、社
長
に
就
任
後
、ず
っ
と
感
じ
て
き
た
の
は

「
私
た
ち
の
仕
事
が
一
般
の
方
か
ら
見
る
と
非
常
に

分
か
り
に
く
い
」と
い
う
こ
と
で
し
た
。多
く
の
人
に

知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
、社
員
が
も
っ
と
誇
り
を

持
っ
て
で
き
る
も
の
が
な
い
か
、そ
し
て
そ
れ
が
新
し
い

　長年培われてきたその確かな技術で熊本県内の半導体製造産業の一翼
を担い、「シートメタル・クオリティーカンパニー」として、ステンレス精密板金
加工に特化したモノづくりを信念に、発展し続けて来られました。
　2020年からは焚き火台「STEN FLAME」がアウトドアブームとも相まって
大きな話題を呼び、若い人たちの製造業への関心が広がる機会にもなって
います。その将来を見据える柔軟な発想力を持って、さらなる躍進を期待して
います。

インタビューを終えて
熊本銀行　取締役頭取　野村 俊巳
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本社工場前（左から服部社長、山川頭取）本社工場前（左から服部社長、山川頭取）

服
部
産
業 

株
式
会
社

梱
包
・
配
電
盤
・
鋳
造
を
三
つ
の
柱
に

高
い
技
術
と
品
質
で

多
種
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
。

はっ
と
り
　 さ
ん  

ぎ
ょ
う

取
引
店
／
十
八
親
和
銀
行 

北
支
店

服
部 

京
一
郎 

氏

代
表
取
締
役
社
長

はっ
と
り
　
　
　  

き
ょ
う
　い 

ち
　ろ 

う

■会社概要
創業：1953年／設立：1969年／所在地：長崎県
長崎市／資本金：2,000万円／従業員：162名
（2021年3月末現在）／事業内容：梱包業、配電
盤製造業、鋳物製品製造業、精密機械加工業、
電気工事業／事業所：本社・工場、第二工場（配電
盤部）、時津工場（梱包部）、城山ビル（電設部）、
島原工場（鋳造部）、熊本事業所

会社ホームページは
こちらからどうぞ！
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で
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ー
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応
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と
り
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ぎ
ょ
う

取
引
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八
親
和
銀
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北
支
店

服
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京
一
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社
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う
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長崎市／資本金：2,000万円／従業員：162名
（2021年3月末現在）／事業内容：梱包業、配電
盤製造業、鋳物製品製造業、精密機械加工業、
電気工事業／事業所：本社・工場、第二工場（配電
盤部）、時津工場（梱包部）、城山ビル（電設部）、
島原工場（鋳造部）、熊本事業所

会社ホームページは
こちらからどうぞ！
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厳
し
い
時
代
を
乗
り
越
え
、こ
こ
ま
で
続
け
て
こ
ら

れ
た
の
は
、社
員
を
含
め「
周
り
の
方
た
ち
に
助
け
て

も
ら
っ
て
き
た
お
か
げ
」で
あ
り
、そ
の
感
謝
の
気
持

ち
を
決
し
て
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
父
の
強
い

思
い
で
し
た
。

　
今
は
熊
本
事
業
所
が
軌
道
に
乗
る
こ
と
が
第
一
で

す
が
、さ
ら
に
は
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
へ
の
取
り
組
み
も
進
め
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。私
た
ち
が
梱
包
事
業
で
取
り
扱

う
ダ
ン
ボ
ー
ル
は
90
％
以
上
リ
サ
イ
ク
ル
が
可
能
で

す
。こ
れ
ら
を
ど
う
社
会
に
活
か
し
て
い
け
る
の
か
、

非
常
に
高
い
興
味
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　
当
社
で
は
長
年
、長
崎
市
の
夏
の
風
物
詩
で
あ
る

精
霊
流
し
の
精
霊
船
の
製
造
も
手
掛
け
て
き
ま
し

た
。近
年
は
精
霊
船
の
数
も
減
っ
て
い
ま
す
が
、地
域

と
の
つ
な
が
り
は
非
常
に
大
切
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

ま
た
最
近
で
は
ダ
ン
ボ
ー
ル
製
の
災
害
用
ベッ
ド
を
長

崎
県
に
寄
付
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。私
た
ち
の

理
念
は「
お
客
様
の
お
役
に
立
て
る
会
社
づ
く
り
」で

す
。誠
心
誠
意
、常
に
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
、

こ
れ
か
ら
も
発
展
し
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
私
は
こ
こ
長
崎
市
で
生
ま
れ
、地
元
の
大
学
を
卒

業
後
す
ぐ
に
、当
社
に
入
社
し
ま
し
た
。「
後
継
者
に

な
る
」と
い
う
特
別
な
意
識
を
持
っ
て
は
い
な
か
っ
た

の
で
す
が
、大
学
卒
業
と
同
時
に
自
然
と
こ
の
道
を
選

ん
で
い
ま
し
た
。梱
包
事
業
の
現
場
を
３
年
間
経
験

し
た
後
、営
業
へ
。２
０
１
３
年
に
は
常
務
、２
０
１
７

年
に
は
副
社
長
に
就
任
、２
０
２
０
年
５
月
に
社
長

に
就
任
し
ま
し
た
。

　
ま
だ
父
も
現
役
の
年
齢
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、「
ま

だ
早
い
の
で
は
」と
い
う
思
い
も
あ
り
ま
し
た
。し
か

し
父
に
は
、創
業
者
で
あ
る
祖
父
が
急
逝
し
て
突
然

社
長
に
就
任
し
た
経
緯
が
あ
り
、父
は
引
き
継
ぎ
が

で
き
ず
非
常
に
苦
労
を
し
た
そ
う
で
、そ
の
た
め
私

を
早
く
社
長
に
置
き
、引
き
継
ぎ
を
し
っ
か
り
し
た
い

と
考
え
た
よ
う
で
す
。そ
の
父
か
ら
伝
え
ら
れ
た
の
は

「
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
な
い
」と
い
う
こ
と
。当
社

は
、来
年
２
０
２
３
年
に
創
業
70
周
年
を
迎
え
ま
す
。

　
現
在
、当
社
の
柱
の
一
つ
で
あ
る
梱
包
事
業
は
、ま

た
新
し
い
ス
テ
ー
ジ
に
向
か
っ
て
い
ま
す
。も
と
も
と

熊
本
県
に
は
精
密
機
械
関
連
の
企
業
が
多
く
集
積

し
て
お
り
、こ
れ
ま
で
本
社
の
あ
る
長
崎
か
ら
出
張

し
て
そ
の
梱
包
作
業
に
対
応
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、

よ
り
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
、２
０
２
０
年

１
月
に
熊
本
県
合
志
市
に
熊
本
事
業
所
を
新
設
し

ま
し
た
。こ
の
事
業
所
は
、私
の
父
で
あ
り
、現
会
長

で
あ
る
服
部
か
ず
ひ
ろ

一
弘
が
陣
頭
指
揮
を
取
っ
て
お
り
、当

社
に
と
っ
て
大
き
な
挑
戦
と
な
っ
て
い
ま
す
。昨
年
、

世
界
最
大
手
の
半
導
体
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
台
湾
積

体
電
路
製
造（
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
）の
熊
本
進
出
が
発
表
さ

れ
、当
社
の
熊
本
進
出
の
大
き
な
追
い
風
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
精
密
機
械
梱
包
に
は
ダ
ン
ボ
ー
ル
の
特
殊
加
工
技

術
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。当
社
が
長
年
培
っ
て
き
た
ノ

ウ
ハ
ウ
と
品
質
で
、さ
ら
な
る
国
内
産
業
の
発
展
に

貢
献
で
き
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

１
９
７
１
年
に
時
津
町
内
に
時
津
工
場
が
完
成
す
る

と
同
時
に
、荷
箱
製
作
・
梱
包
業
務
を
本
格
的
に
開

始
し
ま
し
た
。

　
京
三
は
常
に
新
し
い
発
想
で
、さ
ら
な
る
付
加
価

値
を
追
い
求
め
て
い
ま
し
た
。梱
包
事
業
を
進
め
て

い
く
中
で
、梱
包
さ
れ
る
商
品
に
配
電
盤
が
非
常
に

多
い
こ
と
に
ヒ
ン
ト
を
得
て
、そ
れ
ま
で
全
く
縁
が
な

か
っ
た
配
電
盤
事
業
に
進
出
し
ま
し
た
。ま
た
、電
気

工
事
事
業
も
、こ
の
配
電
盤
製
造
か
ら
発
展
し
て
生

ま
れ
て
い
ま
す
。

　
た
だ
し
、も
と
も
と
は
木
材
販
売
や
梱
包
事
業
で

す
か
ら
、配
電
盤
や
電
気
設
備
に
関
す
る
よ
う
な
知

識
は
全
く
な
い
と
こ
ろ
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で
す
。当
時

の
主
要
な
取
引
先
で
あ
っ
た
三
菱
電
機
株
式
会
社
様

に
協
力
い
た
だ
き
な
が
ら
、技
術
者
を
育
て
、柱
と
な

る
事
業
へ
と
発
展
さ
せ
て
ま
い
り
ま
し
た
。現
在
、当

社
従
業
員
は
、ほ
と
ん
ど
が
未
経
験
で
入
社
し
ま
す

が
、常
に
高
い
品
質
を
保
つ
た
め
に
、確
か
な
技
術
者

を
育
て
る
こ
と
が
何
よ
り
も
重
要
と
考
え
、各
部
署

で
徹
底
し
た
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
下
、技
術
の
継
承
は

服
部
産
業
鋳
造
部
と
し
て
合
併
統
合
し
ま
し
た
。現

在
は
、舶
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン
用
過
給
器
部
品
、

誘
導
電
動
機
用
部
品
、産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
部
品
等
を

製
造
し
て
い
ま
す
。配
電
盤
事
業
は
、１
９
８
９
年
に

板
金
製
造
部
を
新
設
し
、金
型
プ
レ
ス
機
械
の
導
入

に
よ
る
精
密
板
金
の
生
産
を
開
始
し
ま
し
た
。こ
れ

に
よ
り
設
計
か
ら
板
金
、塗
装
、配
線
、検
査
・
試
験

に
至
る
ま
で
一
貫
し
て
で
き
る
体
制
が
確
立
し
ま
し

た
。板
金
は
外
注
と
す
る
企
業
が
多
い
中
で
、配
電

盤
の
仕
様
変
更
に
も
柔
軟
に
対
応
し
た
一
貫
し
た
生

産
が
で
き
る
こ
と
が
、当
社
の
大
き
な
強
み
に
な
り

ま
し
た
。主
な
商
品
は
、発
電
所
や
工
業
用
の
高
圧

受
配
電
盤
、高
圧
で
受
電
す
る
た
め
の
機
器
一
式
を

金
属
製
の
外
箱
に
収
め
た
受
配
電
用
キ
ュ
ー
ビ
ク

ル
、特
別
高
圧
盤
を
は
じ
め
、最
近
は
デ
ー
タ
セ
ン

タ
ー
向
け
の
製
品
も
増
え
て
い
ま
す
。こ
れ
ら
の
製

品
は
一
般
の
方
の
目
に
触
れ
る
こ
と
は
少
な
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、私
た
ち
の
技
術
と
品
質
は
、確
実
に

こ
の
国
の
産
業
や
そ
の
発
展
を
支
え
て
い
る
と
自
負

し
て
い
ま
す
。

　
当
社
は
、木
材
の
卸
販
売
業
を
営
む「
服
部
商

店
」を
前
身
に
、１
９
５
３
年
に
長
崎
市
で
創
業
し
ま

し
た
。創
業
か
ら
今
年
で
69
年
、木
箱
を
は
じ
め
強

化
ダ
ン
ボ
ー
ル
、ス
チ
ー
ル
等
を
使
用
し
た
、輸
出
向

け
ま
た
は
国
内
輸
送
向
け
の
梱
包
事
業
、高
低
圧
盤

や
電
気
機
器
装
置
製
造
の
配
電
盤
事
業
、製
品
の
鋳

造
か
ら
機
械
加
工
ま
で
を
行
う
鋳
造
事
業
の
三
つ
の

事
業
を
大
き
な
柱
と
し
て
、さ
ら
に
各
種
電
気
工
事

を
行
う
電
気
工
事
事
業
な
ど
に
も
進
出
し
、今
日
に

至
っ
て
い
ま
す
。

　
梱
包
、配
電
盤
、鋳
造
と
、全
く
異
な
る
事
業
を

展
開
し
て
い
ま
す
が
、そ
の
事
業
の
す
べ
て
が
繋
が
っ

て
い
ま
す
。創
業
者
で
あ
る
祖
父・服
部

き
ょ
う
ぞ
う

京
三
は
、足

場
板
用
な
ど
の
木
材
の
卸
販
売
業
を
行
っ
て
い
ま
し

た
。そ
の
時
、最
も
木
材
が
使
わ
れ
て
い
た「
梱
包
」

に
着
目
し
、梱
包
事
業
を
開
始
し
ま
し
た
。１
９
６
９

年
に
法
人
化
し
、「
服
部
産
業
株
式
会
社
」を
設
立
。

も
ち
ろ
ん
、専
門
的
な
資
格
取
得
な
ど
も
し
っ
か
り

と
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　
１
９
８
２
年
に
、現
在
の
長
崎
市
小
瀬
戸
町
の
神

ノ
島
工
業
団
地
内
に
本
社
工
場
を
移
転
す
る
と
、そ

の
翌
年
の
１
９
８
３
年
に
は
島
原
市
に
あ
っ
た
株
式

会
社
亀
田
鉄
工
所
を
傘
下
に
置
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。亀
田
鉄
工
所
は
、１
９
９
２
年
に
株
式
会
社
ハ
ッ

ト
リ
キ
ャ
ス
テ
ッ
ク
と
社
名
変
更
し
、２
０
０
３
年
に

設
計
か
ら
板
金
、検
査
・
試
験
ま
で

一
貫
し
た
製
造
体
制
が
強
み

付
加
価
値
を
求
め

新
事
業
に
次
々
と
着
手

服部産業 株式会社Top  I nt e r v ie w

服部社長

感謝の気持ちを胸に
お客様のお役に
立てるよう誠心誠意
努めてまいります!

1.談話の様子／2.数多い有資格者が在籍されて
いる／3.4.本社工場内の梱包事業を見学／5.板金
を目的の形状に打ち抜くタレットパンチプレスなど、
各種板金加工設備を導入／6.7.配電盤事業を
見学／8.熊本事業所（工場）／9.10.鋳造部のある
島原工場／11.企業メッセージ
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周
り
の
方
た
ち
に
助
け
て

も
ら
っ
て
き
た
お
か
げ
」で
あ
り
、そ
の
感
謝
の
気
持

ち
を
決
し
て
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
父
の
強
い

思
い
で
し
た
。

　
今
は
熊
本
事
業
所
が
軌
道
に
乗
る
こ
と
が
第
一
で

す
が
、さ
ら
に
は
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
へ
の
取
り
組
み
も
進
め
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。私
た
ち
が
梱
包
事
業
で
取
り
扱

う
ダ
ン
ボ
ー
ル
は
90
％
以
上
リ
サ
イ
ク
ル
が
可
能
で

す
。こ
れ
ら
を
ど
う
社
会
に
活
か
し
て
い
け
る
の
か
、

非
常
に
高
い
興
味
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　
当
社
で
は
長
年
、長
崎
市
の
夏
の
風
物
詩
で
あ
る

精
霊
流
し
の
精
霊
船
の
製
造
も
手
掛
け
て
き
ま
し

た
。近
年
は
精
霊
船
の
数
も
減
っ
て
い
ま
す
が
、地
域

と
の
つ
な
が
り
は
非
常
に
大
切
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

ま
た
最
近
で
は
ダ
ン
ボ
ー
ル
製
の
災
害
用
ベッ
ド
を
長

崎
県
に
寄
付
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。私
た
ち
の

理
念
は「
お
客
様
の
お
役
に
立
て
る
会
社
づ
く
り
」で

す
。誠
心
誠
意
、常
に
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
、

こ
れ
か
ら
も
発
展
し
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
私
は
こ
こ
長
崎
市
で
生
ま
れ
、地
元
の
大
学
を
卒

業
後
す
ぐ
に
、当
社
に
入
社
し
ま
し
た
。「
後
継
者
に

な
る
」と
い
う
特
別
な
意
識
を
持
っ
て
は
い
な
か
っ
た

の
で
す
が
、大
学
卒
業
と
同
時
に
自
然
と
こ
の
道
を
選

ん
で
い
ま
し
た
。梱
包
事
業
の
現
場
を
３
年
間
経
験

し
た
後
、営
業
へ
。２
０
１
３
年
に
は
常
務
、２
０
１
７

年
に
は
副
社
長
に
就
任
、２
０
２
０
年
５
月
に
社
長

に
就
任
し
ま
し
た
。

　
ま
だ
父
も
現
役
の
年
齢
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、「
ま

だ
早
い
の
で
は
」と
い
う
思
い
も
あ
り
ま
し
た
。し
か

し
父
に
は
、創
業
者
で
あ
る
祖
父
が
急
逝
し
て
突
然

社
長
に
就
任
し
た
経
緯
が
あ
り
、父
は
引
き
継
ぎ
が

で
き
ず
非
常
に
苦
労
を
し
た
そ
う
で
、そ
の
た
め
私

を
早
く
社
長
に
置
き
、引
き
継
ぎ
を
し
っ
か
り
し
た
い

と
考
え
た
よ
う
で
す
。そ
の
父
か
ら
伝
え
ら
れ
た
の
は

「
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
な
い
」と
い
う
こ
と
。当
社

は
、来
年
２
０
２
３
年
に
創
業
70
周
年
を
迎
え
ま
す
。

　
現
在
、当
社
の
柱
の
一
つ
で
あ
る
梱
包
事
業
は
、ま

た
新
し
い
ス
テ
ー
ジ
に
向
か
っ
て
い
ま
す
。も
と
も
と

熊
本
県
に
は
精
密
機
械
関
連
の
企
業
が
多
く
集
積

し
て
お
り
、こ
れ
ま
で
本
社
の
あ
る
長
崎
か
ら
出
張

し
て
そ
の
梱
包
作
業
に
対
応
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、

よ
り
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
、２
０
２
０
年

１
月
に
熊
本
県
合
志
市
に
熊
本
事
業
所
を
新
設
し

ま
し
た
。こ
の
事
業
所
は
、私
の
父
で
あ
り
、現
会
長

で
あ
る
服
部
か
ず
ひ
ろ

一
弘
が
陣
頭
指
揮
を
取
っ
て
お
り
、当

社
に
と
っ
て
大
き
な
挑
戦
と
な
っ
て
い
ま
す
。昨
年
、

世
界
最
大
手
の
半
導
体
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
台
湾
積

体
電
路
製
造（
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
）の
熊
本
進
出
が
発
表
さ

れ
、当
社
の
熊
本
進
出
の
大
き
な
追
い
風
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
精
密
機
械
梱
包
に
は
ダ
ン
ボ
ー
ル
の
特
殊
加
工
技

術
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。当
社
が
長
年
培
っ
て
き
た
ノ

ウ
ハ
ウ
と
品
質
で
、さ
ら
な
る
国
内
産
業
の
発
展
に

貢
献
で
き
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

１
９
７
１
年
に
時
津
町
内
に
時
津
工
場
が
完
成
す
る

と
同
時
に
、荷
箱
製
作
・
梱
包
業
務
を
本
格
的
に
開

始
し
ま
し
た
。

　
京
三
は
常
に
新
し
い
発
想
で
、さ
ら
な
る
付
加
価

値
を
追
い
求
め
て
い
ま
し
た
。梱
包
事
業
を
進
め
て

い
く
中
で
、梱
包
さ
れ
る
商
品
に
配
電
盤
が
非
常
に

多
い
こ
と
に
ヒ
ン
ト
を
得
て
、そ
れ
ま
で
全
く
縁
が
な

か
っ
た
配
電
盤
事
業
に
進
出
し
ま
し
た
。ま
た
、電
気

工
事
事
業
も
、こ
の
配
電
盤
製
造
か
ら
発
展
し
て
生

ま
れ
て
い
ま
す
。

　
た
だ
し
、も
と
も
と
は
木
材
販
売
や
梱
包
事
業
で

す
か
ら
、配
電
盤
や
電
気
設
備
に
関
す
る
よ
う
な
知

識
は
全
く
な
い
と
こ
ろ
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で
す
。当
時

の
主
要
な
取
引
先
で
あ
っ
た
三
菱
電
機
株
式
会
社
様

に
協
力
い
た
だ
き
な
が
ら
、技
術
者
を
育
て
、柱
と
な

る
事
業
へ
と
発
展
さ
せ
て
ま
い
り
ま
し
た
。現
在
、当

社
従
業
員
は
、ほ
と
ん
ど
が
未
経
験
で
入
社
し
ま
す

が
、常
に
高
い
品
質
を
保
つ
た
め
に
、確
か
な
技
術
者

を
育
て
る
こ
と
が
何
よ
り
も
重
要
と
考
え
、各
部
署

で
徹
底
し
た
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
下
、技
術
の
継
承
は

服
部
産
業
鋳
造
部
と
し
て
合
併
統
合
し
ま
し
た
。現

在
は
、舶
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン
用
過
給
器
部
品
、

誘
導
電
動
機
用
部
品
、産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
部
品
等
を

製
造
し
て
い
ま
す
。配
電
盤
事
業
は
、１
９
８
９
年
に

板
金
製
造
部
を
新
設
し
、金
型
プ
レ
ス
機
械
の
導
入

に
よ
る
精
密
板
金
の
生
産
を
開
始
し
ま
し
た
。こ
れ

に
よ
り
設
計
か
ら
板
金
、塗
装
、配
線
、検
査
・
試
験

に
至
る
ま
で
一
貫
し
て
で
き
る
体
制
が
確
立
し
ま
し

た
。板
金
は
外
注
と
す
る
企
業
が
多
い
中
で
、配
電

盤
の
仕
様
変
更
に
も
柔
軟
に
対
応
し
た
一
貫
し
た
生

産
が
で
き
る
こ
と
が
、当
社
の
大
き
な
強
み
に
な
り

ま
し
た
。主
な
商
品
は
、発
電
所
や
工
業
用
の
高
圧

受
配
電
盤
、高
圧
で
受
電
す
る
た
め
の
機
器
一
式
を

金
属
製
の
外
箱
に
収
め
た
受
配
電
用
キ
ュ
ー
ビ
ク

ル
、特
別
高
圧
盤
を
は
じ
め
、最
近
は
デ
ー
タ
セ
ン

タ
ー
向
け
の
製
品
も
増
え
て
い
ま
す
。こ
れ
ら
の
製

品
は
一
般
の
方
の
目
に
触
れ
る
こ
と
は
少
な
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、私
た
ち
の
技
術
と
品
質
は
、確
実
に

こ
の
国
の
産
業
や
そ
の
発
展
を
支
え
て
い
る
と
自
負

し
て
い
ま
す
。

　
当
社
は
、木
材
の
卸
販
売
業
を
営
む「
服
部
商

店
」を
前
身
に
、１
９
５
３
年
に
長
崎
市
で
創
業
し
ま

し
た
。創
業
か
ら
今
年
で
69
年
、木
箱
を
は
じ
め
強

化
ダ
ン
ボ
ー
ル
、ス
チ
ー
ル
等
を
使
用
し
た
、輸
出
向

け
ま
た
は
国
内
輸
送
向
け
の
梱
包
事
業
、高
低
圧
盤

や
電
気
機
器
装
置
製
造
の
配
電
盤
事
業
、製
品
の
鋳

造
か
ら
機
械
加
工
ま
で
を
行
う
鋳
造
事
業
の
三
つ
の

事
業
を
大
き
な
柱
と
し
て
、さ
ら
に
各
種
電
気
工
事

を
行
う
電
気
工
事
事
業
な
ど
に
も
進
出
し
、今
日
に

至
っ
て
い
ま
す
。

　
梱
包
、配
電
盤
、鋳
造
と
、全
く
異
な
る
事
業
を

展
開
し
て
い
ま
す
が
、そ
の
事
業
の
す
べ
て
が
繋
が
っ

て
い
ま
す
。創
業
者
で
あ
る
祖
父・服
部

き
ょ
う
ぞ
う

京
三
は
、足

場
板
用
な
ど
の
木
材
の
卸
販
売
業
を
行
っ
て
い
ま
し

た
。そ
の
時
、最
も
木
材
が
使
わ
れ
て
い
た「
梱
包
」

に
着
目
し
、梱
包
事
業
を
開
始
し
ま
し
た
。１
９
６
９

年
に
法
人
化
し
、「
服
部
産
業
株
式
会
社
」を
設
立
。

も
ち
ろ
ん
、専
門
的
な
資
格
取
得
な
ど
も
し
っ
か
り

と
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　
１
９
８
２
年
に
、現
在
の
長
崎
市
小
瀬
戸
町
の
神

ノ
島
工
業
団
地
内
に
本
社
工
場
を
移
転
す
る
と
、そ

の
翌
年
の
１
９
８
３
年
に
は
島
原
市
に
あ
っ
た
株
式

会
社
亀
田
鉄
工
所
を
傘
下
に
置
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。亀
田
鉄
工
所
は
、１
９
９
２
年
に
株
式
会
社
ハ
ッ

ト
リ
キ
ャ
ス
テ
ッ
ク
と
社
名
変
更
し
、２
０
０
３
年
に

設
計
か
ら
板
金
、検
査
・
試
験
ま
で

一
貫
し
た
製
造
体
制
が
強
み

付
加
価
値
を
求
め

新
事
業
に
次
々
と
着
手

服部産業 株式会社Top  I nt e r v ie w

服部社長

感謝の気持ちを胸に
お客様のお役に
立てるよう誠心誠意
努めてまいります!

1.談話の様子／2.数多い有資格者が在籍されて
いる／3.4.本社工場内の梱包事業を見学／5.板金
を目的の形状に打ち抜くタレットパンチプレスなど、
各種板金加工設備を導入／6.7.配電盤事業を
見学／8.熊本事業所（工場）／9.10.鋳造部のある
島原工場／11.企業メッセージ
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厳
し
い
時
代
を
乗
り
越
え
、こ
こ
ま
で
続
け
て
こ
ら

れ
た
の
は
、社
員
を
含
め「
周
り
の
方
た
ち
に
助
け
て

も
ら
っ
て
き
た
お
か
げ
」で
あ
り
、そ
の
感
謝
の
気
持

ち
を
決
し
て
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
父
の
強
い

思
い
で
し
た
。

　
今
は
熊
本
事
業
所
が
軌
道
に
乗
る
こ
と
が
第
一
で

す
が
、さ
ら
に
は
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
へ
の
取
り
組
み
も
進
め
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。私
た
ち
が
梱
包
事
業
で
取
り
扱

う
ダ
ン
ボ
ー
ル
は
90
％
以
上
リ
サ
イ
ク
ル
が
可
能
で

す
。こ
れ
ら
を
ど
う
社
会
に
活
か
し
て
い
け
る
の
か
、

非
常
に
高
い
興
味
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　
当
社
で
は
長
年
、長
崎
市
の
夏
の
風
物
詩
で
あ
る

精
霊
流
し
の
精
霊
船
の
製
造
も
手
掛
け
て
き
ま
し

た
。近
年
は
精
霊
船
の
数
も
減
っ
て
い
ま
す
が
、地
域

と
の
つ
な
が
り
は
非
常
に
大
切
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

ま
た
最
近
で
は
ダ
ン
ボ
ー
ル
製
の
災
害
用
ベッ
ド
を
長

崎
県
に
寄
付
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。私
た
ち
の

理
念
は「
お
客
様
の
お
役
に
立
て
る
会
社
づ
く
り
」で

す
。誠
心
誠
意
、常
に
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
、

こ
れ
か
ら
も
発
展
し
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
私
は
こ
こ
長
崎
市
で
生
ま
れ
、地
元
の
大
学
を
卒

業
後
す
ぐ
に
、当
社
に
入
社
し
ま
し
た
。「
後
継
者
に

な
る
」と
い
う
特
別
な
意
識
を
持
っ
て
は
い
な
か
っ
た

の
で
す
が
、大
学
卒
業
と
同
時
に
自
然
と
こ
の
道
を
選

ん
で
い
ま
し
た
。梱
包
事
業
の
現
場
を
３
年
間
経
験

し
た
後
、営
業
へ
。２
０
１
３
年
に
は
常
務
、２
０
１
７

年
に
は
副
社
長
に
就
任
、２
０
２
０
年
５
月
に
社
長

に
就
任
し
ま
し
た
。

　
ま
だ
父
も
現
役
の
年
齢
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、「
ま

だ
早
い
の
で
は
」と
い
う
思
い
も
あ
り
ま
し
た
。し
か

し
父
に
は
、創
業
者
で
あ
る
祖
父
が
急
逝
し
て
突
然

社
長
に
就
任
し
た
経
緯
が
あ
り
、父
は
引
き
継
ぎ
が

で
き
ず
非
常
に
苦
労
を
し
た
そ
う
で
、そ
の
た
め
私

を
早
く
社
長
に
置
き
、引
き
継
ぎ
を
し
っ
か
り
し
た
い

と
考
え
た
よ
う
で
す
。そ
の
父
か
ら
伝
え
ら
れ
た
の
は

「
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
な
い
」と
い
う
こ
と
。当
社

は
、来
年
２
０
２
３
年
に
創
業
70
周
年
を
迎
え
ま
す
。

　
現
在
、当
社
の
柱
の
一
つ
で
あ
る
梱
包
事
業
は
、ま

た
新
し
い
ス
テ
ー
ジ
に
向
か
っ
て
い
ま
す
。も
と
も
と

熊
本
県
に
は
精
密
機
械
関
連
の
企
業
が
多
く
集
積

し
て
お
り
、こ
れ
ま
で
本
社
の
あ
る
長
崎
か
ら
出
張

し
て
そ
の
梱
包
作
業
に
対
応
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、

よ
り
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
、２
０
２
０
年

１
月
に
熊
本
県
合
志
市
に
熊
本
事
業
所
を
新
設
し

ま
し
た
。こ
の
事
業
所
は
、私
の
父
で
あ
り
、現
会
長

で
あ
る
服
部
か
ず
ひ
ろ

一
弘
が
陣
頭
指
揮
を
取
っ
て
お
り
、当

社
に
と
っ
て
大
き
な
挑
戦
と
な
っ
て
い
ま
す
。昨
年
、

世
界
最
大
手
の
半
導
体
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
台
湾
積

体
電
路
製
造（
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
）の
熊
本
進
出
が
発
表
さ

れ
、当
社
の
熊
本
進
出
の
大
き
な
追
い
風
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
精
密
機
械
梱
包
に
は
ダ
ン
ボ
ー
ル
の
特
殊
加
工
技

術
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。当
社
が
長
年
培
っ
て
き
た
ノ

ウ
ハ
ウ
と
品
質
で
、さ
ら
な
る
国
内
産
業
の
発
展
に

貢
献
で
き
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず

お
客
様
の
お
役
に
立
つ
た
め
に
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１
９
７
１
年
に
時
津
町
内
に
時
津
工
場
が
完
成
す
る

と
同
時
に
、荷
箱
製
作
・
梱
包
業
務
を
本
格
的
に
開

始
し
ま
し
た
。

　
京
三
は
常
に
新
し
い
発
想
で
、さ
ら
な
る
付
加
価

値
を
追
い
求
め
て
い
ま
し
た
。梱
包
事
業
を
進
め
て

い
く
中
で
、梱
包
さ
れ
る
商
品
に
配
電
盤
が
非
常
に

多
い
こ
と
に
ヒ
ン
ト
を
得
て
、そ
れ
ま
で
全
く
縁
が
な

か
っ
た
配
電
盤
事
業
に
進
出
し
ま
し
た
。ま
た
、電
気

工
事
事
業
も
、こ
の
配
電
盤
製
造
か
ら
発
展
し
て
生

ま
れ
て
い
ま
す
。

　
た
だ
し
、も
と
も
と
は
木
材
販
売
や
梱
包
事
業
で

す
か
ら
、配
電
盤
や
電
気
設
備
に
関
す
る
よ
う
な
知

識
は
全
く
な
い
と
こ
ろ
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で
す
。当
時

の
主
要
な
取
引
先
で
あ
っ
た
三
菱
電
機
株
式
会
社
様

に
協
力
い
た
だ
き
な
が
ら
、技
術
者
を
育
て
、柱
と
な

る
事
業
へ
と
発
展
さ
せ
て
ま
い
り
ま
し
た
。現
在
、当

社
従
業
員
は
、ほ
と
ん
ど
が
未
経
験
で
入
社
し
ま
す

が
、常
に
高
い
品
質
を
保
つ
た
め
に
、確
か
な
技
術
者

を
育
て
る
こ
と
が
何
よ
り
も
重
要
と
考
え
、各
部
署

で
徹
底
し
た
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
下
、技
術
の
継
承
は

服
部
産
業
鋳
造
部
と
し
て
合
併
統
合
し
ま
し
た
。現

在
は
、舶
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン
用
過
給
器
部
品
、

誘
導
電
動
機
用
部
品
、産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
部
品
等
を

製
造
し
て
い
ま
す
。配
電
盤
事
業
は
、１
９
８
９
年
に

板
金
製
造
部
を
新
設
し
、金
型
プ
レ
ス
機
械
の
導
入

に
よ
る
精
密
板
金
の
生
産
を
開
始
し
ま
し
た
。こ
れ

に
よ
り
設
計
か
ら
板
金
、塗
装
、配
線
、検
査
・
試
験

に
至
る
ま
で
一
貫
し
て
で
き
る
体
制
が
確
立
し
ま
し

た
。板
金
は
外
注
と
す
る
企
業
が
多
い
中
で
、配
電

盤
の
仕
様
変
更
に
も
柔
軟
に
対
応
し
た
一
貫
し
た
生

産
が
で
き
る
こ
と
が
、当
社
の
大
き
な
強
み
に
な
り

ま
し
た
。主
な
商
品
は
、発
電
所
や
工
業
用
の
高
圧

受
配
電
盤
、高
圧
で
受
電
す
る
た
め
の
機
器
一
式
を

金
属
製
の
外
箱
に
収
め
た
受
配
電
用
キ
ュ
ー
ビ
ク

ル
、特
別
高
圧
盤
を
は
じ
め
、最
近
は
デ
ー
タ
セ
ン

タ
ー
向
け
の
製
品
も
増
え
て
い
ま
す
。こ
れ
ら
の
製

品
は
一
般
の
方
の
目
に
触
れ
る
こ
と
は
少
な
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、私
た
ち
の
技
術
と
品
質
は
、確
実
に

こ
の
国
の
産
業
や
そ
の
発
展
を
支
え
て
い
る
と
自
負

し
て
い
ま
す
。

　
当
社
は
、木
材
の
卸
販
売
業
を
営
む「
服
部
商

店
」を
前
身
に
、１
９
５
３
年
に
長
崎
市
で
創
業
し
ま

し
た
。創
業
か
ら
今
年
で
69
年
、木
箱
を
は
じ
め
強

化
ダ
ン
ボ
ー
ル
、ス
チ
ー
ル
等
を
使
用
し
た
、輸
出
向

け
ま
た
は
国
内
輸
送
向
け
の
梱
包
事
業
、高
低
圧
盤

や
電
気
機
器
装
置
製
造
の
配
電
盤
事
業
、製
品
の
鋳

造
か
ら
機
械
加
工
ま
で
を
行
う
鋳
造
事
業
の
三
つ
の

事
業
を
大
き
な
柱
と
し
て
、さ
ら
に
各
種
電
気
工
事

を
行
う
電
気
工
事
事
業
な
ど
に
も
進
出
し
、今
日
に

至
っ
て
い
ま
す
。

　
梱
包
、配
電
盤
、鋳
造
と
、全
く
異
な
る
事
業
を

展
開
し
て
い
ま
す
が
、そ
の
事
業
の
す
べ
て
が
繋
が
っ

て
い
ま
す
。創
業
者
で
あ
る
祖
父・服
部

き
ょ
う
ぞ
う

京
三
は
、足

場
板
用
な
ど
の
木
材
の
卸
販
売
業
を
行
っ
て
い
ま
し

た
。そ
の
時
、最
も
木
材
が
使
わ
れ
て
い
た「
梱
包
」

に
着
目
し
、梱
包
事
業
を
開
始
し
ま
し
た
。１
９
６
９

年
に
法
人
化
し
、「
服
部
産
業
株
式
会
社
」を
設
立
。

も
ち
ろ
ん
、専
門
的
な
資
格
取
得
な
ど
も
し
っ
か
り

と
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　
１
９
８
２
年
に
、現
在
の
長
崎
市
小
瀬
戸
町
の
神

ノ
島
工
業
団
地
内
に
本
社
工
場
を
移
転
す
る
と
、そ

の
翌
年
の
１
９
８
３
年
に
は
島
原
市
に
あ
っ
た
株
式

会
社
亀
田
鉄
工
所
を
傘
下
に
置
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。亀
田
鉄
工
所
は
、１
９
９
２
年
に
株
式
会
社
ハ
ッ

ト
リ
キ
ャ
ス
テ
ッ
ク
と
社
名
変
更
し
、２
０
０
３
年
に

十八親和銀行　取締役頭取　山川 信彦

　木材を使用した梱包事業にはじまり、配電盤事業、鋳造事業、そして電気
工事事業と、これまで常に付加価値を求め、時代を見据え、事業を展開して
こられました。長年にわたり培われてきた高い技術と確かな品質で、この国の
産業を支えてこられました。
　一昨年前には熊本事業所を新設され、いま全国的に注目されている半導体
製品等の梱包という分野において、大きな役割を果たされることでしょう。
今後さらなる成長を果たされ、ますます発展されることを期待しています。

熊
本
の
半
導
体
事
業
へ
の
挑
戦
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厳
し
い
時
代
を
乗
り
越
え
、こ
こ
ま
で
続
け
て
こ
ら

れ
た
の
は
、社
員
を
含
め「
周
り
の
方
た
ち
に
助
け
て

も
ら
っ
て
き
た
お
か
げ
」で
あ
り
、そ
の
感
謝
の
気
持

ち
を
決
し
て
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
父
の
強
い

思
い
で
し
た
。

　
今
は
熊
本
事
業
所
が
軌
道
に
乗
る
こ
と
が
第
一
で

す
が
、さ
ら
に
は
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
へ
の
取
り
組
み
も
進
め
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。私
た
ち
が
梱
包
事
業
で
取
り
扱

う
ダ
ン
ボ
ー
ル
は
90
％
以
上
リ
サ
イ
ク
ル
が
可
能
で

す
。こ
れ
ら
を
ど
う
社
会
に
活
か
し
て
い
け
る
の
か
、

非
常
に
高
い
興
味
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　
当
社
で
は
長
年
、長
崎
市
の
夏
の
風
物
詩
で
あ
る

精
霊
流
し
の
精
霊
船
の
製
造
も
手
掛
け
て
き
ま
し

た
。近
年
は
精
霊
船
の
数
も
減
っ
て
い
ま
す
が
、地
域

と
の
つ
な
が
り
は
非
常
に
大
切
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

ま
た
最
近
で
は
ダ
ン
ボ
ー
ル
製
の
災
害
用
ベッ
ド
を
長

崎
県
に
寄
付
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。私
た
ち
の

理
念
は「
お
客
様
の
お
役
に
立
て
る
会
社
づ
く
り
」で

す
。誠
心
誠
意
、常
に
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
、

こ
れ
か
ら
も
発
展
し
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
私
は
こ
こ
長
崎
市
で
生
ま
れ
、地
元
の
大
学
を
卒

業
後
す
ぐ
に
、当
社
に
入
社
し
ま
し
た
。「
後
継
者
に

な
る
」と
い
う
特
別
な
意
識
を
持
っ
て
は
い
な
か
っ
た

の
で
す
が
、大
学
卒
業
と
同
時
に
自
然
と
こ
の
道
を
選

ん
で
い
ま
し
た
。梱
包
事
業
の
現
場
を
３
年
間
経
験

し
た
後
、営
業
へ
。２
０
１
３
年
に
は
常
務
、２
０
１
７

年
に
は
副
社
長
に
就
任
、２
０
２
０
年
５
月
に
社
長

に
就
任
し
ま
し
た
。

　
ま
だ
父
も
現
役
の
年
齢
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、「
ま

だ
早
い
の
で
は
」と
い
う
思
い
も
あ
り
ま
し
た
。し
か

し
父
に
は
、創
業
者
で
あ
る
祖
父
が
急
逝
し
て
突
然

社
長
に
就
任
し
た
経
緯
が
あ
り
、父
は
引
き
継
ぎ
が

で
き
ず
非
常
に
苦
労
を
し
た
そ
う
で
、そ
の
た
め
私

を
早
く
社
長
に
置
き
、引
き
継
ぎ
を
し
っ
か
り
し
た
い

と
考
え
た
よ
う
で
す
。そ
の
父
か
ら
伝
え
ら
れ
た
の
は

「
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
な
い
」と
い
う
こ
と
。当
社

は
、来
年
２
０
２
３
年
に
創
業
70
周
年
を
迎
え
ま
す
。

　
現
在
、当
社
の
柱
の
一
つ
で
あ
る
梱
包
事
業
は
、ま

た
新
し
い
ス
テ
ー
ジ
に
向
か
っ
て
い
ま
す
。も
と
も
と

熊
本
県
に
は
精
密
機
械
関
連
の
企
業
が
多
く
集
積

し
て
お
り
、こ
れ
ま
で
本
社
の
あ
る
長
崎
か
ら
出
張

し
て
そ
の
梱
包
作
業
に
対
応
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、

よ
り
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
、２
０
２
０
年

１
月
に
熊
本
県
合
志
市
に
熊
本
事
業
所
を
新
設
し

ま
し
た
。こ
の
事
業
所
は
、私
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で
あ
り
、現
会
長

で
あ
る
服
部
か
ず
ひ
ろ

一
弘
が
陣
頭
指
揮
を
取
っ
て
お
り
、当

社
に
と
っ
て
大
き
な
挑
戦
と
な
っ
て
い
ま
す
。昨
年
、

世
界
最
大
手
の
半
導
体
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
台
湾
積

体
電
路
製
造（
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
）の
熊
本
進
出
が
発
表
さ

れ
、当
社
の
熊
本
進
出
の
大
き
な
追
い
風
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
精
密
機
械
梱
包
に
は
ダ
ン
ボ
ー
ル
の
特
殊
加
工
技

術
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。当
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年
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っ
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ノ

ウ
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と
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る
国
内
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業
の
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に
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献
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と
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電
気
工
事

を
行
う
電
気
工
事
事
業
な
ど
に
も
進
出
し
、今
日
に

至
っ
て
い
ま
す
。

　
梱
包
、配
電
盤
、鋳
造
と
、全
く
異
な
る
事
業
を

展
開
し
て
い
ま
す
が
、そ
の
事
業
の
す
べ
て
が
繋
が
っ

て
い
ま
す
。創
業
者
で
あ
る
祖
父・服
部

き
ょ
う
ぞ
う

京
三
は
、足

場
板
用
な
ど
の
木
材
の
卸
販
売
業
を
行
っ
て
い
ま
し

た
。そ
の
時
、最
も
木
材
が
使
わ
れ
て
い
た「
梱
包
」

に
着
目
し
、梱
包
事
業
を
開
始
し
ま
し
た
。１
９
６
９

年
に
法
人
化
し
、「
服
部
産
業
株
式
会
社
」を
設
立
。

も
ち
ろ
ん
、専
門
的
な
資
格
取
得
な
ど
も
し
っ
か
り

と
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　
１
９
８
２
年
に
、現
在
の
長
崎
市
小
瀬
戸
町
の
神

ノ
島
工
業
団
地
内
に
本
社
工
場
を
移
転
す
る
と
、そ

の
翌
年
の
１
９
８
３
年
に
は
島
原
市
に
あ
っ
た
株
式

会
社
亀
田
鉄
工
所
を
傘
下
に
置
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。亀
田
鉄
工
所
は
、１
９
９
２
年
に
株
式
会
社
ハ
ッ

ト
リ
キ
ャ
ス
テ
ッ
ク
と
社
名
変
更
し
、２
０
０
３
年
に

十八親和銀行　取締役頭取　山川 信彦

　木材を使用した梱包事業にはじまり、配電盤事業、鋳造事業、そして電気
工事事業と、これまで常に付加価値を求め、時代を見据え、事業を展開して
こられました。長年にわたり培われてきた高い技術と確かな品質で、この国の
産業を支えてこられました。
　一昨年前には熊本事業所を新設され、いま全国的に注目されている半導体
製品等の梱包という分野において、大きな役割を果たされることでしょう。
今後さらなる成長を果たされ、ますます発展されることを期待しています。

熊
本
の
半
導
体
事
業
へ
の
挑
戦
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戻
さ
れ
る
余
っ
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
こ
と
で
す
。こ
れ
ら

「
残
コ
ン
」「
戻
り
コ
ン
」は
た
と
え
未
使
用
で
あ
っ
て

も
廃
棄
物
扱
い
と
な
る
こ
と
か
ら
、生
コ
ン
業
界
に
お

い
て
長
い
間
解
決
す
べ
き
課
題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、今
回
の
新
型
プ
ラ
ン
ト
の
目
的
で
あ
る

「
材
料
の
再
使
用
、再
生
利
用
」で
す
が
、残
コ
ン
や

戻
り
コ
ン
を
含
む
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
の
タ
ン
ク
内
の
洗

浄
水
を
回
収
し
て
、骨
材（
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
作
る
際

に
材
料
と
し
て
使
わ
れ
る
砂
利
や
砂
）と
水
に
分
離

さ
せ
、そ
れ
ぞ
れ
再
利
用
で
き
る
仕
組
み
を
構
築
し

ま
し
た
。

　
プ
ラ
ン
ト
の
設
計
に
関
し
て
は
、残
コ
ン・
戻
り
コ

ン
の
洗
浄
や
中
身
を
仕
分
け
す
る
装
置
、タ
ン
ク

ロ
ー
リ
ー
の
洗
浄
水
を
ろ
過
し
て
貯
め
る
水
槽
な
ど

必
要
な
設
備
を
、４
層
構
造
に
し
た
建
屋
の
な
か
に

縦
に
配
置
。こ
う
す
る
こ
と
で
５
０
０
㎡
程
度
と
い

う
、従
来
の
１
割
程
度
に
あ
た
る
コ
ン
パ
ク
ト
な
敷
地

へ
の
プ
ラ
ン
ト
建
設
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。地
域
環

境
へ
の
負
荷
も
低
減
で
き
、同
様
の
施
設
を
都
市
部

向
か
え
ま
せ
ん
。業
界
全
体
の
意
識
が
変
わ
り
、社

会
が
変
わ
る
第
一
歩
と
、当
社
の
新
工
場
を
位
置
付

け
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
で
少
し
、当
社
の
歴
史
に
つ
い
て
も
お
話
し
ま

す
。株
式
会
社
冨
士
機
は
、１
９
４
７
年
、私
の
父
・

 

き   

た  

ろ
う

喜
太
郎
が
工
場
向
け
機
械
器
具
の
設
計
製
造
を
こ
こ

福
岡
で
始
め
た
こ
と
が
起
源
で
す
。大
学
在
学
中
に

機
械
設
計
の
仕
事
を
手
掛
け
て
い
た
私
は
、大
学
を

中
退
し
て
父
の
鉄
工
所
に
入
り
ま
し
た
。１
９
６
９

年
に
父
か
ら
事
業
を
継
承
し
、そ
の
３
年
後
に
組
織

を
法
人
化
し
て
株
式
会
社
富
士
機
鉄
工（
１
９
９
１

年
に
現
在
の
社
名
へ
変
更
）を
設
立
。生
コ
ン
工
場
の

プ
ラ
ン
ト
修
理
と
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
行
っ
て
い
た
経
緯

か
ら
、約
30
年
前
か
ら
生
コ
ン
業
界
と
深
く
関
わ
っ
て

い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
に
、ア
ス
フ
ァ
ル
ト
プ
ラ
ン
ト
や
砕
石
プ

ラ
ン
ト
な
ど
、多
様
な
業
種
の
プ
ラ
ン
ト
、搬
送
・
貯

蔵
設
備
、粉
砕
設
備
な
ど
の
開
発
・
設
計
・
製
造
に

携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。そ
う
し
た
意
味
で
、当
社
の

Su st a i nable

Ky u shu

排
出
量
に
相
当
し
ま
す
。１
工
場
で
こ
の
数
値
で
す

か
ら
、全
国
に
あ
る
３
，２
０
０
を
超
え
る
生
コ
ン
工

場
が
す
べ
て
こ
の
プ
ラ
ン
ト
に
切
り
替
え
れ
ば
、大
き

な
環
境
負
荷
低
減
と
Ｃ
Ｏ
２
の
排
出
量
削
減
に
つ
な

が
る
で
し
ょ
う
。

　
で
す
か
ら
当
社
と
し
て
は
こ
の
新
工
場
は
、新
た

な
仕
組
み
の
研
究
開
発
の
場
で
あ
る
と
同
時
に
、プ

ラ
ン
ト
操
業
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
デ
ー
タ
を
集
め

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。例
え
ば
、従
業
員
の

縦
の
移
動
に
は
、転
落
事
故
防
止
用
の
専
用
昇
降
機

を
設
置
し
て
い
ま
す
が
、こ
れ
に
よ
っ
て
、工
場
内
に

お
け
る
転
落
事
故
が
従
来
に
く
ら
べ
て
ど
れ
ほ
ど
減

ら
せ
る
か
の
実
証
実
験
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　
新
工
場
は
、研
究
開
発
と
デ
ー
タ
収
集
の
た
め
に

本
来
よ
り
も
さ
ま
ざ
ま
な
機
能
を
追
加
し
て
い
ま
す

が
、生
コ
ン
工
場
と
い
う
機
能
の
み
に
特
化
し
た
新
た

な
工
場
を
建
設
す
る
だ
け
な
ら
、予
算
を
大
幅
に
抑

え
る
こ
と
が
可
能
で
す
。ま
た
、す
で
に
稼
働
中
の
プ

ラ
ン
ト
に
対
し
て
、新
た
に
必
要
な
機
能
だ
け
を
追

加
建
設
す
る
こ
と
も
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。そ

れ
も
こ
れ
も
、業
界
全
体
に
こ
の
仕
組
み
を
行
き
渡

ら
せ
る
た
め
。当
社
単
独
の
取
り
組
み
で
は
、社
会
全

体
の
環
境
負
荷
低
減
と
い
う
大
き
な
目
標
に
は
立
ち

　
技
術
開
発
に
は
十
年
ほ
ど
を
費
や
し
、固
化
剤
開

発
の
た
め
の
研
究
会
を
社
内
に
立
ち
上
げ
、東
京
大

学
の
教
授
な
ど
と
の
研
究
連
携
も
行
い
ま
し
た
。苦

心
の
末
に
開
発
が
成
功
す
る
と
、汚
泥
を
現
場
で
固

め
て
再
利
用
す
る
工
法
に
も
つ
な
が
り
ま
し
た
。こ

れ
に
よ
っ
て
、首
都
高
速
道
路
の
地
下
汚
泥
処
理
、

特
色
は
、新
機
軸
の
技
術
開
発
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。

大
手
企
業
と
互
し
て
生
き
残
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
で
、そ
う
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と
も
い
え

ま
す
。

　
実
際
の
と
こ
ろ
、今
回
の
新
工
場
に
お
け
る
技
術

開
発
の
軸
で
も
あ
る
残
コ
ン
処
理
シ
ス
テ
ム
は
、今
か

ら
半
世
紀
近
く
前
の
１
９
７
４
年
に
当
社
で
開
発
を

行
っ
て
い
ま
す
。た
だ
、当
時
は
そ
う
し
た
技
術
の
必

要
性
が
ま
だ
認
識
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、ど

の
企
業
か
ら
も
見
向
き
も
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。そ

の
苦
い
経
験
か
ら
、技
術
開
発
は
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
タ

イ
ミ
ン
グ
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

　
新
工
場
に
関
わ
る
技
術
と
並
ん
で
、当
社
に
お
け

る
技
術
開
発
の
大
き
な
転
換
点
と
な
っ
た
の
が
、建

設
現
場
で
発
生
す
る
汚
泥
を
改
良
土
に
変
え
る
技

術
で
す
。専
門
的
に
は「
中
性
固
化
改
良
工
法
」と
い

い
ま
す
が
、固
化
剤
を
使
っ
た
泥
土
の
改
質
技
術
の

開
発
に
よ
っ
て
、環
境
事
業
に
お
い
て
も
当
社
は
実
績

を
残
す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

の
土
地
に
建
設
す
る
と
い
う
選
択
肢
も
考
え
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、重
力
を
利
用
し
て
水
の
洗
浄
や
骨
材
の
回

収
が
進
む
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
な
っ
て
い
る
の
で
、従
来
の

よ
う
な
運
搬
用
重
機
を
工
場
内
で
稼
動
さ
せ
ず
に

済
み
ま
す
。こ
れ
に
よ
っ
て
、重
機
の
燃
料
も
不
要
で

排
ガ
ス
の
発
生
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
プ
ラ
ン
ト
内
は
、集
塵
機
と
換
気
扇
に
よ
っ
て
ク

リ
ー
ン
に
保
た
れ
て
お
り
、騒
音
や
粉
塵
の
発
生
に

配
慮
さ
れ
て
い
ま
す
。さ
ら
に
は
、プ
ラ
ン
ト
内
を
循

環
す
る
水
の
落
差
を
利
用
し
て
水
力
発
電
を
行
い
、

内
部
照
明
な
ど
の
電
力
を
ま
か
な
っ
て
い
ま
す
。

　
資
源
の
再
利
用
が
可
能
と
な
る
こ
の
プ
ラ
ン
ト
に

よ
っ
て
、ひ
と
月
あ
た
り
生
コ
ン
５
，０
０
０
㎥
の
出
荷

に
際
し
て
、18
ト
ン
分
の
Ｃ
Ｏ
２
削
減
が
可
能
に
な
り

ま
し
た
。

　
18
ト
ン
の
Ｃ
Ｏ
２
削
減
と
い
っ
て
も
具
体
的
に
想
像

で
き
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、こ
の
量
は
ジ
ェッ
ト
旅

客
機
が
福
岡
と
大
阪
の
間
を
往
復
し
た
際
の
Ｃ
Ｏ
２

　
異
常
気
象
、地
球
温
暖
化
が
社
会
全
体
の
問
題
と

し
て
意
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
今
、当
社
を
含
む
生

コ
ン
業
界
に
お
い
て
も
、環
境
保
全
に
つ
な
が
る
活
動

は
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。そ
の
一
方
で
、業

界
に
お
け
る
長
年
の
慣
習
な
ど
の
理
由
か
ら
、問
題

に
対
処
す
る
た
め
の
意
識
改
革
が
進
ま
ず
、課
題
が

改
善
さ
れ
な
い
面
が
多
々
あ
る
の
が
実
態
で
し
た
。

　
そ
こ
で
、当
社
は
業
界
に
一
石
を
投
じ
よ
う
と
、新

型
プ
ラ
ン
ト
の
創
設
に
踏
み
出
す
決
意
を
し
、今
か

ら
４
年
ほ
ど
前
に
研
究
を
開
始
し
ま
し
た
。研
究
の

テ
ー
マ
は
大
き
く
２
点
。「
材
料
の
再
使
用
、再
生
利

用
」と「
Ｃ
Ｏ
２
発
生
の
抑
制
」で
す
。

　
生
コ
ン
業
界
以
外
で
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い

言
葉
に
、「
残
コ
ン
」「
戻
り
コ
ン
」が
あ
り
ま
す
が
、

「
残
コ
ン
」と
は「
残
コ
ン
ク
リ
ー
ト
」の
こ
と
で
、工
場

か
ら
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
で
出
荷
さ
れ
、建
設
現
場
で
排

出
さ
れ
た
後
、タ
ン
ク
内
の
壁
に
引
っ
付
い
て
残
っ
て

し
ま
う
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
指
し
ま
す
。そ
れ
と
、「
戻
り

コ
ン
」つ
ま
り「
戻
り
コ
ン
ク
リ
ー
ト
」と
は
、タ
ン
ク

ロ
ー
リ
ー
か
ら
排
出
さ
れ
な
い
ま
ま
、生
コ
ン
工
場
に

　
各
種
工
場
の
生
産
設
備（
プ
ラ
ン
ト
）

製
造
と
、独
自
開
発
し
た
中
性
化
固
化

改
良
工
法
で
産
業
汚
泥
の
土
壌
改
良
を

手
掛
け
る
株
式
会
社
冨
士
機（
本
社
：

福
岡
市
博
多
区
、藤
田
岳
彦
社
長
）は
、

今
年
４
月
、資
源
循
環
の
可
能
性
追
求

を
目
指
す
次
世
代
型
生
コ
ン
工
場
を
太

宰
府
市
内
に
建
設
し
、稼
働
を
開
始
し

ま
し
た
。同
工
場
で
は
生
コ
ン
材
料
の
再

使
用・再
生
利
用
、使
用
電
力
の
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
、Ｃ
Ｏ
２
発
生
の

抑
制
、を
中
心
と
し
た
全
国
で
も
例
を

見
な
い
画
期
的
な
工
場
運
営
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

　
新
工
場
の
建
設
は
、産
業
廃
棄
物
の
低

減
お
よ
び
資
源
枯
渇
問
題
に
対
す
る
先

進
的
な
取
り
組
み
で
あ
り
、こ
の
活
動
は

Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
で
掲
げ
ら
れ
る
17
の
目
標
の
う

ち
、「
９
．産
業
と
技
術
革
新
の
基
盤
を

作
ろ
う
」と「
12
．つ
く
る
責
任
つ
か
う
責

任
」を
推
進
す
る
も
の
で
す
。

　
新
工
場
の
発
案
者
で
、設
計
と
建
設
の

指
揮
を
と
っ
た
同
社
の
藤
田
以
和
彦
会

長
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

生
コ
ン
プ
ラ
ン
ト
を
取
り
巻
く

業
界
に
一
石
を
投
じ
る

全
国
の
生
コ
ン
工
場
を
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
対
応
型
へ
。

「
環
境
負
荷
低
減
」
と
「
Ｃ
Ｏ
２

削
減
」を
同
時
実
現
。

S u s t a i n a b l e  K y u s h u 株
式
会
社 

冨
士
機

代
表
取
締
役
会
長

藤
田 
以
和
彦 

氏

Iw
ahiko Fujita

ふ
　  じ
　  

き

取
引
店
／
福
岡
銀
行 

博
多
駅
東
支
店

東
日
本
大
震
災
で
津
波
に
よ
っ

て
陸
地
に
積
み
上
げ
ら
れ
た
ヘ

ド
ロ
の
処
理
、東
京
メ
ト
ロ
13
号

線（
副
都
心
線
）の
建
設
工
事

と
、社
会
貢
献
に
位
置
付
け
ら

れ
る
活
動
を
展
開
す
る
こ
と
に

繋
が
っ
て
い
ま
す
。

　
泥
土
の
改
質
技
術
は
、河
川

部
や
湖
沼
な
ど
の
環
境
を
改
善

す
る
の
に
も
役
立
ち
ま
す
。私

自
身
の
今
後
の
目
標
と
し
て
公

言
し
て
い
る
の
は
、長
年
関
わ
っ

て
き
た
、有
明
海
の
干
潟
改
善

で
す
。有
明
海
の
海
底
は
泥
化

し
て
い
て
生
物
が
生
き
に
く
く

な
り
、泥
化
し
た
干
潟
が
毎
年

拡
大
し
て
い
る
状
況
で
す
。泥
の

固
化
技
術
で
土
壌
を
改
質
す
れ

ば
、生
物
の
活
動
が
促
さ
れ
て

干
潟
が
豊
か
に
な
り
ま
す
。地

球
環
境
改
善
の
一
環
と
な
る
取

り
組
み
に
、残
り
の
人
生
を
か

け
て
力
を
尽
く
す
所
存
で
す
。
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戻
さ
れ
る
余
っ
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
こ
と
で
す
。こ
れ
ら

「
残
コ
ン
」「
戻
り
コ
ン
」は
た
と
え
未
使
用
で
あ
っ
て

も
廃
棄
物
扱
い
と
な
る
こ
と
か
ら
、生
コ
ン
業
界
に
お

い
て
長
い
間
解
決
す
べ
き
課
題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、今
回
の
新
型
プ
ラ
ン
ト
の
目
的
で
あ
る

「
材
料
の
再
使
用
、再
生
利
用
」で
す
が
、残
コ
ン
や

戻
り
コ
ン
を
含
む
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
の
タ
ン
ク
内
の
洗

浄
水
を
回
収
し
て
、骨
材（
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
作
る
際

に
材
料
と
し
て
使
わ
れ
る
砂
利
や
砂
）と
水
に
分
離

さ
せ
、そ
れ
ぞ
れ
再
利
用
で
き
る
仕
組
み
を
構
築
し

ま
し
た
。

　
プ
ラ
ン
ト
の
設
計
に
関
し
て
は
、残
コ
ン・
戻
り
コ

ン
の
洗
浄
や
中
身
を
仕
分
け
す
る
装
置
、タ
ン
ク

ロ
ー
リ
ー
の
洗
浄
水
を
ろ
過
し
て
貯
め
る
水
槽
な
ど

必
要
な
設
備
を
、４
層
構
造
に
し
た
建
屋
の
な
か
に

縦
に
配
置
。こ
う
す
る
こ
と
で
５
０
０
㎡
程
度
と
い

う
、従
来
の
１
割
程
度
に
あ
た
る
コ
ン
パ
ク
ト
な
敷
地

へ
の
プ
ラ
ン
ト
建
設
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。地
域
環

境
へ
の
負
荷
も
低
減
で
き
、同
様
の
施
設
を
都
市
部

向
か
え
ま
せ
ん
。業
界
全
体
の
意
識
が
変
わ
り
、社

会
が
変
わ
る
第
一
歩
と
、当
社
の
新
工
場
を
位
置
付

け
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
で
少
し
、当
社
の
歴
史
に
つ
い
て
も
お
話
し
ま

す
。株
式
会
社
冨
士
機
は
、１
９
４
７
年
、私
の
父
・

 

き   

た  

ろ
う

喜
太
郎
が
工
場
向
け
機
械
器
具
の
設
計
製
造
を
こ
こ

福
岡
で
始
め
た
こ
と
が
起
源
で
す
。大
学
在
学
中
に

機
械
設
計
の
仕
事
を
手
掛
け
て
い
た
私
は
、大
学
を

中
退
し
て
父
の
鉄
工
所
に
入
り
ま
し
た
。１
９
６
９

年
に
父
か
ら
事
業
を
継
承
し
、そ
の
３
年
後
に
組
織

を
法
人
化
し
て
株
式
会
社
富
士
機
鉄
工（
１
９
９
１

年
に
現
在
の
社
名
へ
変
更
）を
設
立
。生
コ
ン
工
場
の

プ
ラ
ン
ト
修
理
と
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
行
っ
て
い
た
経
緯

か
ら
、約
30
年
前
か
ら
生
コ
ン
業
界
と
深
く
関
わ
っ
て

い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
に
、ア
ス
フ
ァ
ル
ト
プ
ラ
ン
ト
や
砕
石
プ

ラ
ン
ト
な
ど
、多
様
な
業
種
の
プ
ラ
ン
ト
、搬
送
・
貯

蔵
設
備
、粉
砕
設
備
な
ど
の
開
発
・
設
計
・
製
造
に

携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。そ
う
し
た
意
味
で
、当
社
の

Su st a i nable

Ky u shu

排
出
量
に
相
当
し
ま
す
。１
工
場
で
こ
の
数
値
で
す

か
ら
、全
国
に
あ
る
３
，２
０
０
を
超
え
る
生
コ
ン
工

場
が
す
べ
て
こ
の
プ
ラ
ン
ト
に
切
り
替
え
れ
ば
、大
き

な
環
境
負
荷
低
減
と
Ｃ
Ｏ
２
の
排
出
量
削
減
に
つ
な

が
る
で
し
ょ
う
。

　
で
す
か
ら
当
社
と
し
て
は
こ
の
新
工
場
は
、新
た

な
仕
組
み
の
研
究
開
発
の
場
で
あ
る
と
同
時
に
、プ

ラ
ン
ト
操
業
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
デ
ー
タ
を
集
め

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。例
え
ば
、従
業
員
の

縦
の
移
動
に
は
、転
落
事
故
防
止
用
の
専
用
昇
降
機

を
設
置
し
て
い
ま
す
が
、こ
れ
に
よ
っ
て
、工
場
内
に

お
け
る
転
落
事
故
が
従
来
に
く
ら
べ
て
ど
れ
ほ
ど
減

ら
せ
る
か
の
実
証
実
験
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　
新
工
場
は
、研
究
開
発
と
デ
ー
タ
収
集
の
た
め
に

本
来
よ
り
も
さ
ま
ざ
ま
な
機
能
を
追
加
し
て
い
ま
す

が
、生
コ
ン
工
場
と
い
う
機
能
の
み
に
特
化
し
た
新
た

な
工
場
を
建
設
す
る
だ
け
な
ら
、予
算
を
大
幅
に
抑

え
る
こ
と
が
可
能
で
す
。ま
た
、す
で
に
稼
働
中
の
プ

ラ
ン
ト
に
対
し
て
、新
た
に
必
要
な
機
能
だ
け
を
追

加
建
設
す
る
こ
と
も
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。そ

れ
も
こ
れ
も
、業
界
全
体
に
こ
の
仕
組
み
を
行
き
渡

ら
せ
る
た
め
。当
社
単
独
の
取
り
組
み
で
は
、社
会
全

体
の
環
境
負
荷
低
減
と
い
う
大
き
な
目
標
に
は
立
ち

　
技
術
開
発
に
は
十
年
ほ
ど
を
費
や
し
、固
化
剤
開

発
の
た
め
の
研
究
会
を
社
内
に
立
ち
上
げ
、東
京
大

学
の
教
授
な
ど
と
の
研
究
連
携
も
行
い
ま
し
た
。苦

心
の
末
に
開
発
が
成
功
す
る
と
、汚
泥
を
現
場
で
固

め
て
再
利
用
す
る
工
法
に
も
つ
な
が
り
ま
し
た
。こ

れ
に
よ
っ
て
、首
都
高
速
道
路
の
地
下
汚
泥
処
理
、

特
色
は
、新
機
軸
の
技
術
開
発
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。

大
手
企
業
と
互
し
て
生
き
残
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
で
、そ
う
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と
も
い
え

ま
す
。

　
実
際
の
と
こ
ろ
、今
回
の
新
工
場
に
お
け
る
技
術

開
発
の
軸
で
も
あ
る
残
コ
ン
処
理
シ
ス
テ
ム
は
、今
か

ら
半
世
紀
近
く
前
の
１
９
７
４
年
に
当
社
で
開
発
を

行
っ
て
い
ま
す
。た
だ
、当
時
は
そ
う
し
た
技
術
の
必

要
性
が
ま
だ
認
識
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、ど

の
企
業
か
ら
も
見
向
き
も
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。そ

の
苦
い
経
験
か
ら
、技
術
開
発
は
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
タ

イ
ミ
ン
グ
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

　
新
工
場
に
関
わ
る
技
術
と
並
ん
で
、当
社
に
お
け

る
技
術
開
発
の
大
き
な
転
換
点
と
な
っ
た
の
が
、建

設
現
場
で
発
生
す
る
汚
泥
を
改
良
土
に
変
え
る
技

術
で
す
。専
門
的
に
は「
中
性
固
化
改
良
工
法
」と
い

い
ま
す
が
、固
化
剤
を
使
っ
た
泥
土
の
改
質
技
術
の

開
発
に
よ
っ
て
、環
境
事
業
に
お
い
て
も
当
社
は
実
績

を
残
す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

の
土
地
に
建
設
す
る
と
い
う
選
択
肢
も
考
え
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、重
力
を
利
用
し
て
水
の
洗
浄
や
骨
材
の
回

収
が
進
む
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
な
っ
て
い
る
の
で
、従
来
の

よ
う
な
運
搬
用
重
機
を
工
場
内
で
稼
動
さ
せ
ず
に

済
み
ま
す
。こ
れ
に
よ
っ
て
、重
機
の
燃
料
も
不
要
で

排
ガ
ス
の
発
生
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
プ
ラ
ン
ト
内
は
、集
塵
機
と
換
気
扇
に
よ
っ
て
ク

リ
ー
ン
に
保
た
れ
て
お
り
、騒
音
や
粉
塵
の
発
生
に

配
慮
さ
れ
て
い
ま
す
。さ
ら
に
は
、プ
ラ
ン
ト
内
を
循

環
す
る
水
の
落
差
を
利
用
し
て
水
力
発
電
を
行
い
、

内
部
照
明
な
ど
の
電
力
を
ま
か
な
っ
て
い
ま
す
。

　
資
源
の
再
利
用
が
可
能
と
な
る
こ
の
プ
ラ
ン
ト
に

よ
っ
て
、ひ
と
月
あ
た
り
生
コ
ン
５
，０
０
０
㎥
の
出
荷

に
際
し
て
、18
ト
ン
分
の
Ｃ
Ｏ
２
削
減
が
可
能
に
な
り

ま
し
た
。

　
18
ト
ン
の
Ｃ
Ｏ
２
削
減
と
い
っ
て
も
具
体
的
に
想
像

で
き
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、こ
の
量
は
ジ
ェッ
ト
旅

客
機
が
福
岡
と
大
阪
の
間
を
往
復
し
た
際
の
Ｃ
Ｏ
２

　
異
常
気
象
、地
球
温
暖
化
が
社
会
全
体
の
問
題
と

し
て
意
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
今
、当
社
を
含
む
生

コ
ン
業
界
に
お
い
て
も
、環
境
保
全
に
つ
な
が
る
活
動

は
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。そ
の
一
方
で
、業

界
に
お
け
る
長
年
の
慣
習
な
ど
の
理
由
か
ら
、問
題

に
対
処
す
る
た
め
の
意
識
改
革
が
進
ま
ず
、課
題
が

改
善
さ
れ
な
い
面
が
多
々
あ
る
の
が
実
態
で
し
た
。

　
そ
こ
で
、当
社
は
業
界
に
一
石
を
投
じ
よ
う
と
、新

型
プ
ラ
ン
ト
の
創
設
に
踏
み
出
す
決
意
を
し
、今
か

ら
４
年
ほ
ど
前
に
研
究
を
開
始
し
ま
し
た
。研
究
の

テ
ー
マ
は
大
き
く
２
点
。「
材
料
の
再
使
用
、再
生
利

用
」と「
Ｃ
Ｏ
２
発
生
の
抑
制
」で
す
。

　
生
コ
ン
業
界
以
外
で
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い

言
葉
に
、「
残
コ
ン
」「
戻
り
コ
ン
」が
あ
り
ま
す
が
、

「
残
コ
ン
」と
は「
残
コ
ン
ク
リ
ー
ト
」の
こ
と
で
、工
場

か
ら
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
で
出
荷
さ
れ
、建
設
現
場
で
排

出
さ
れ
た
後
、タ
ン
ク
内
の
壁
に
引
っ
付
い
て
残
っ
て

し
ま
う
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
指
し
ま
す
。そ
れ
と
、「
戻
り

コ
ン
」つ
ま
り「
戻
り
コ
ン
ク
リ
ー
ト
」と
は
、タ
ン
ク

ロ
ー
リ
ー
か
ら
排
出
さ
れ
な
い
ま
ま
、生
コ
ン
工
場
に

　
各
種
工
場
の
生
産
設
備（
プ
ラ
ン
ト
）

製
造
と
、独
自
開
発
し
た
中
性
化
固
化

改
良
工
法
で
産
業
汚
泥
の
土
壌
改
良
を

手
掛
け
る
株
式
会
社
冨
士
機（
本
社
：

福
岡
市
博
多
区
、藤
田
岳
彦
社
長
）は
、

今
年
４
月
、資
源
循
環
の
可
能
性
追
求

を
目
指
す
次
世
代
型
生
コ
ン
工
場
を
太

宰
府
市
内
に
建
設
し
、稼
働
を
開
始
し

ま
し
た
。同
工
場
で
は
生
コ
ン
材
料
の
再

使
用・再
生
利
用
、使
用
電
力
の
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
、Ｃ
Ｏ
２
発
生
の

抑
制
、を
中
心
と
し
た
全
国
で
も
例
を

見
な
い
画
期
的
な
工
場
運
営
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

　
新
工
場
の
建
設
は
、産
業
廃
棄
物
の
低

減
お
よ
び
資
源
枯
渇
問
題
に
対
す
る
先

進
的
な
取
り
組
み
で
あ
り
、こ
の
活
動
は

Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
で
掲
げ
ら
れ
る
17
の
目
標
の
う

ち
、「
９
．産
業
と
技
術
革
新
の
基
盤
を

作
ろ
う
」と「
12
．つ
く
る
責
任
つ
か
う
責

任
」を
推
進
す
る
も
の
で
す
。

　
新
工
場
の
発
案
者
で
、設
計
と
建
設
の

指
揮
を
と
っ
た
同
社
の
藤
田
以
和
彦
会

長
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

生
コ
ン
プ
ラ
ン
ト
を
取
り
巻
く

業
界
に
一
石
を
投
じ
る

全
国
の
生
コ
ン
工
場
を
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
対
応
型
へ
。

「
環
境
負
荷
低
減
」
と
「
Ｃ
Ｏ
２

削
減
」を
同
時
実
現
。

S u s t a i n a b l e  K y u s h u 株
式
会
社 

冨
士
機

代
表
取
締
役
会
長

藤
田 

以
和
彦 

氏

Iw
ahiko Fujita

ふ
　  じ
　  

き

取
引
店
／
福
岡
銀
行 

博
多
駅
東
支
店

東
日
本
大
震
災
で
津
波
に
よ
っ

て
陸
地
に
積
み
上
げ
ら
れ
た
ヘ

ド
ロ
の
処
理
、東
京
メ
ト
ロ
13
号

線（
副
都
心
線
）の
建
設
工
事

と
、社
会
貢
献
に
位
置
付
け
ら

れ
る
活
動
を
展
開
す
る
こ
と
に

繋
が
っ
て
い
ま
す
。

　
泥
土
の
改
質
技
術
は
、河
川

部
や
湖
沼
な
ど
の
環
境
を
改
善

す
る
の
に
も
役
立
ち
ま
す
。私

自
身
の
今
後
の
目
標
と
し
て
公

言
し
て
い
る
の
は
、長
年
関
わ
っ

て
き
た
、有
明
海
の
干
潟
改
善

で
す
。有
明
海
の
海
底
は
泥
化

し
て
い
て
生
物
が
生
き
に
く
く

な
り
、泥
化
し
た
干
潟
が
毎
年

拡
大
し
て
い
る
状
況
で
す
。泥
の

固
化
技
術
で
土
壌
を
改
質
す
れ

ば
、生
物
の
活
動
が
促
さ
れ
て

干
潟
が
豊
か
に
な
り
ま
す
。地

球
環
境
改
善
の
一
環
と
な
る
取

り
組
み
に
、残
り
の
人
生
を
か

け
て
力
を
尽
く
す
所
存
で
す
。
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1.太宰府市内に新設した次世代型生コンプラント／2.プラント最上階から
残コン・戻りコンが分別されながら落下していく／3.残コン・戻りコンから
分離した再利用可能な骨材／4.浄化された水も再利用されるが、この水
が階下に落ちる際に発電機のモーターを回す／5.明るくクリーンな桂川
工場の内部／6.バッチャープラント制御盤FX-Vでさらに業務を効率化／
7.ヘドロに中性固化材を投入して混ぜると瞬時に固化する

4 1
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戻
さ
れ
る
余
っ
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
こ
と
で
す
。こ
れ
ら

「
残
コ
ン
」「
戻
り
コ
ン
」は
た
と
え
未
使
用
で
あ
っ
て

も
廃
棄
物
扱
い
と
な
る
こ
と
か
ら
、生
コ
ン
業
界
に
お

い
て
長
い
間
解
決
す
べ
き
課
題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、今
回
の
新
型
プ
ラ
ン
ト
の
目
的
で
あ
る

「
材
料
の
再
使
用
、再
生
利
用
」で
す
が
、残
コ
ン
や

戻
り
コ
ン
を
含
む
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
の
タ
ン
ク
内
の
洗

浄
水
を
回
収
し
て
、骨
材（
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
作
る
際

に
材
料
と
し
て
使
わ
れ
る
砂
利
や
砂
）と
水
に
分
離

さ
せ
、そ
れ
ぞ
れ
再
利
用
で
き
る
仕
組
み
を
構
築
し

ま
し
た
。

　
プ
ラ
ン
ト
の
設
計
に
関
し
て
は
、残
コ
ン・
戻
り
コ

ン
の
洗
浄
や
中
身
を
仕
分
け
す
る
装
置
、タ
ン
ク

ロ
ー
リ
ー
の
洗
浄
水
を
ろ
過
し
て
貯
め
る
水
槽
な
ど

必
要
な
設
備
を
、４
層
構
造
に
し
た
建
屋
の
な
か
に

縦
に
配
置
。こ
う
す
る
こ
と
で
５
０
０
㎡
程
度
と
い

う
、従
来
の
１
割
程
度
に
あ
た
る
コ
ン
パ
ク
ト
な
敷
地

へ
の
プ
ラ
ン
ト
建
設
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。地
域
環

境
へ
の
負
荷
も
低
減
で
き
、同
様
の
施
設
を
都
市
部

向
か
え
ま
せ
ん
。業
界
全
体
の
意
識
が
変
わ
り
、社

会
が
変
わ
る
第
一
歩
と
、当
社
の
新
工
場
を
位
置
付

け
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
で
少
し
、当
社
の
歴
史
に
つ
い
て
も
お
話
し
ま

す
。株
式
会
社
冨
士
機
は
、１
９
４
７
年
、私
の
父
・

 

き   

た  

ろ
う

喜
太
郎
が
工
場
向
け
機
械
器
具
の
設
計
製
造
を
こ
こ

福
岡
で
始
め
た
こ
と
が
起
源
で
す
。大
学
在
学
中
に

機
械
設
計
の
仕
事
を
手
掛
け
て
い
た
私
は
、大
学
を

中
退
し
て
父
の
鉄
工
所
に
入
り
ま
し
た
。１
９
６
９

年
に
父
か
ら
事
業
を
継
承
し
、そ
の
３
年
後
に
組
織

を
法
人
化
し
て
株
式
会
社
富
士
機
鉄
工（
１
９
９
１

年
に
現
在
の
社
名
へ
変
更
）を
設
立
。生
コ
ン
工
場
の

プ
ラ
ン
ト
修
理
と
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
行
っ
て
い
た
経
緯

か
ら
、約
30
年
前
か
ら
生
コ
ン
業
界
と
深
く
関
わ
っ
て

い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
に
、ア
ス
フ
ァ
ル
ト
プ
ラ
ン
ト
や
砕
石
プ

ラ
ン
ト
な
ど
、多
様
な
業
種
の
プ
ラ
ン
ト
、搬
送
・
貯

蔵
設
備
、粉
砕
設
備
な
ど
の
開
発
・
設
計
・
製
造
に

携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。そ
う
し
た
意
味
で
、当
社
の

Su st a i nable

Ky u shu

排
出
量
に
相
当
し
ま
す
。１
工
場
で
こ
の
数
値
で
す

か
ら
、全
国
に
あ
る
３
，２
０
０
を
超
え
る
生
コ
ン
工

場
が
す
べ
て
こ
の
プ
ラ
ン
ト
に
切
り
替
え
れ
ば
、大
き

な
環
境
負
荷
低
減
と
Ｃ
Ｏ
２
の
排
出
量
削
減
に
つ
な

が
る
で
し
ょ
う
。

　
で
す
か
ら
当
社
と
し
て
は
こ
の
新
工
場
は
、新
た

な
仕
組
み
の
研
究
開
発
の
場
で
あ
る
と
同
時
に
、プ

ラ
ン
ト
操
業
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
デ
ー
タ
を
集
め

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。例
え
ば
、従
業
員
の

縦
の
移
動
に
は
、転
落
事
故
防
止
用
の
専
用
昇
降
機

を
設
置
し
て
い
ま
す
が
、こ
れ
に
よ
っ
て
、工
場
内
に

お
け
る
転
落
事
故
が
従
来
に
く
ら
べ
て
ど
れ
ほ
ど
減

ら
せ
る
か
の
実
証
実
験
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　
新
工
場
は
、研
究
開
発
と
デ
ー
タ
収
集
の
た
め
に

本
来
よ
り
も
さ
ま
ざ
ま
な
機
能
を
追
加
し
て
い
ま
す

が
、生
コ
ン
工
場
と
い
う
機
能
の
み
に
特
化
し
た
新
た

な
工
場
を
建
設
す
る
だ
け
な
ら
、予
算
を
大
幅
に
抑

え
る
こ
と
が
可
能
で
す
。ま
た
、す
で
に
稼
働
中
の
プ

ラ
ン
ト
に
対
し
て
、新
た
に
必
要
な
機
能
だ
け
を
追

加
建
設
す
る
こ
と
も
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。そ

れ
も
こ
れ
も
、業
界
全
体
に
こ
の
仕
組
み
を
行
き
渡

ら
せ
る
た
め
。当
社
単
独
の
取
り
組
み
で
は
、社
会
全

体
の
環
境
負
荷
低
減
と
い
う
大
き
な
目
標
に
は
立
ち

　
技
術
開
発
に
は
十
年
ほ
ど
を
費
や
し
、固
化
剤
開

発
の
た
め
の
研
究
会
を
社
内
に
立
ち
上
げ
、東
京
大

学
の
教
授
な
ど
と
の
研
究
連
携
も
行
い
ま
し
た
。苦

心
の
末
に
開
発
が
成
功
す
る
と
、汚
泥
を
現
場
で
固

め
て
再
利
用
す
る
工
法
に
も
つ
な
が
り
ま
し
た
。こ

れ
に
よ
っ
て
、首
都
高
速
道
路
の
地
下
汚
泥
処
理
、

特
色
は
、新
機
軸
の
技
術
開
発
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。

大
手
企
業
と
互
し
て
生
き
残
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
で
、そ
う
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と
も
い
え

ま
す
。

　
実
際
の
と
こ
ろ
、今
回
の
新
工
場
に
お
け
る
技
術

開
発
の
軸
で
も
あ
る
残
コ
ン
処
理
シ
ス
テ
ム
は
、今
か

ら
半
世
紀
近
く
前
の
１
９
７
４
年
に
当
社
で
開
発
を

行
っ
て
い
ま
す
。た
だ
、当
時
は
そ
う
し
た
技
術
の
必

要
性
が
ま
だ
認
識
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、ど

の
企
業
か
ら
も
見
向
き
も
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。そ

の
苦
い
経
験
か
ら
、技
術
開
発
は
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
タ

イ
ミ
ン
グ
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

　
新
工
場
に
関
わ
る
技
術
と
並
ん
で
、当
社
に
お
け

る
技
術
開
発
の
大
き
な
転
換
点
と
な
っ
た
の
が
、建

設
現
場
で
発
生
す
る
汚
泥
を
改
良
土
に
変
え
る
技

術
で
す
。専
門
的
に
は「
中
性
固
化
改
良
工
法
」と
い

い
ま
す
が
、固
化
剤
を
使
っ
た
泥
土
の
改
質
技
術
の

開
発
に
よ
っ
て
、環
境
事
業
に
お
い
て
も
当
社
は
実
績

を
残
す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

の
土
地
に
建
設
す
る
と
い
う
選
択
肢
も
考
え
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、重
力
を
利
用
し
て
水
の
洗
浄
や
骨
材
の
回

収
が
進
む
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
な
っ
て
い
る
の
で
、従
来
の

よ
う
な
運
搬
用
重
機
を
工
場
内
で
稼
動
さ
せ
ず
に

済
み
ま
す
。こ
れ
に
よ
っ
て
、重
機
の
燃
料
も
不
要
で

排
ガ
ス
の
発
生
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
プ
ラ
ン
ト
内
は
、集
塵
機
と
換
気
扇
に
よ
っ
て
ク

リ
ー
ン
に
保
た
れ
て
お
り
、騒
音
や
粉
塵
の
発
生
に

配
慮
さ
れ
て
い
ま
す
。さ
ら
に
は
、プ
ラ
ン
ト
内
を
循

環
す
る
水
の
落
差
を
利
用
し
て
水
力
発
電
を
行
い
、

内
部
照
明
な
ど
の
電
力
を
ま
か
な
っ
て
い
ま
す
。

　
資
源
の
再
利
用
が
可
能
と
な
る
こ
の
プ
ラ
ン
ト
に

よ
っ
て
、ひ
と
月
あ
た
り
生
コ
ン
５
，０
０
０
㎥
の
出
荷

に
際
し
て
、18
ト
ン
分
の
Ｃ
Ｏ
２
削
減
が
可
能
に
な
り

ま
し
た
。

　
18
ト
ン
の
Ｃ
Ｏ
２
削
減
と
い
っ
て
も
具
体
的
に
想
像

で
き
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、こ
の
量
は
ジ
ェッ
ト
旅

客
機
が
福
岡
と
大
阪
の
間
を
往
復
し
た
際
の
Ｃ
Ｏ
２

　
異
常
気
象
、地
球
温
暖
化
が
社
会
全
体
の
問
題
と

し
て
意
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
今
、当
社
を
含
む
生

コ
ン
業
界
に
お
い
て
も
、環
境
保
全
に
つ
な
が
る
活
動

は
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。そ
の
一
方
で
、業

界
に
お
け
る
長
年
の
慣
習
な
ど
の
理
由
か
ら
、問
題

に
対
処
す
る
た
め
の
意
識
改
革
が
進
ま
ず
、課
題
が

改
善
さ
れ
な
い
面
が
多
々
あ
る
の
が
実
態
で
し
た
。

　
そ
こ
で
、当
社
は
業
界
に
一
石
を
投
じ
よ
う
と
、新

型
プ
ラ
ン
ト
の
創
設
に
踏
み
出
す
決
意
を
し
、今
か

ら
４
年
ほ
ど
前
に
研
究
を
開
始
し
ま
し
た
。研
究
の

テ
ー
マ
は
大
き
く
２
点
。「
材
料
の
再
使
用
、再
生
利

用
」と「
Ｃ
Ｏ
２
発
生
の
抑
制
」で
す
。

　
生
コ
ン
業
界
以
外
で
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い

言
葉
に
、「
残
コ
ン
」「
戻
り
コ
ン
」が
あ
り
ま
す
が
、

「
残
コ
ン
」と
は「
残
コ
ン
ク
リ
ー
ト
」の
こ
と
で
、工
場

か
ら
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
で
出
荷
さ
れ
、建
設
現
場
で
排

出
さ
れ
た
後
、タ
ン
ク
内
の
壁
に
引
っ
付
い
て
残
っ
て

し
ま
う
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
指
し
ま
す
。そ
れ
と
、「
戻
り

コ
ン
」つ
ま
り「
戻
り
コ
ン
ク
リ
ー
ト
」と
は
、タ
ン
ク

ロ
ー
リ
ー
か
ら
排
出
さ
れ
な
い
ま
ま
、生
コ
ン
工
場
に

い
く
つ
も
の
特
長
を
備
え
た

新
機
軸
の
プ
ラ
ン
ト
を
創
設

同
業
者
の
意
識
改
革
か
ら

社
会
の
変
革
へ

東
日
本
大
震
災
で
津
波
に
よ
っ

て
陸
地
に
積
み
上
げ
ら
れ
た
ヘ

ド
ロ
の
処
理
、東
京
メ
ト
ロ
13
号

線（
副
都
心
線
）の
建
設
工
事

と
、社
会
貢
献
に
位
置
付
け
ら

れ
る
活
動
を
展
開
す
る
こ
と
に

繋
が
っ
て
い
ま
す
。

　
泥
土
の
改
質
技
術
は
、河
川

部
や
湖
沼
な
ど
の
環
境
を
改
善

す
る
の
に
も
役
立
ち
ま
す
。私

自
身
の
今
後
の
目
標
と
し
て
公

言
し
て
い
る
の
は
、長
年
関
わ
っ

て
き
た
、有
明
海
の
干
潟
改
善

で
す
。有
明
海
の
海
底
は
泥
化

し
て
い
て
生
物
が
生
き
に
く
く

な
り
、泥
化
し
た
干
潟
が
毎
年

拡
大
し
て
い
る
状
況
で
す
。泥
の

固
化
技
術
で
土
壌
を
改
質
す
れ

ば
、生
物
の
活
動
が
促
さ
れ
て

干
潟
が
豊
か
に
な
り
ま
す
。地

球
環
境
改
善
の
一
環
と
な
る
取

り
組
み
に
、残
り
の
人
生
を
か

け
て
力
を
尽
く
す
所
存
で
す
。
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戻
さ
れ
る
余
っ
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
こ
と
で
す
。こ
れ
ら

「
残
コ
ン
」「
戻
り
コ
ン
」は
た
と
え
未
使
用
で
あ
っ
て

も
廃
棄
物
扱
い
と
な
る
こ
と
か
ら
、生
コ
ン
業
界
に
お

い
て
長
い
間
解
決
す
べ
き
課
題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、今
回
の
新
型
プ
ラ
ン
ト
の
目
的
で
あ
る

「
材
料
の
再
使
用
、再
生
利
用
」で
す
が
、残
コ
ン
や

戻
り
コ
ン
を
含
む
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
の
タ
ン
ク
内
の
洗

浄
水
を
回
収
し
て
、骨
材（
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
作
る
際

に
材
料
と
し
て
使
わ
れ
る
砂
利
や
砂
）と
水
に
分
離

さ
せ
、そ
れ
ぞ
れ
再
利
用
で
き
る
仕
組
み
を
構
築
し

ま
し
た
。

　
プ
ラ
ン
ト
の
設
計
に
関
し
て
は
、残
コ
ン・
戻
り
コ

ン
の
洗
浄
や
中
身
を
仕
分
け
す
る
装
置
、タ
ン
ク

ロ
ー
リ
ー
の
洗
浄
水
を
ろ
過
し
て
貯
め
る
水
槽
な
ど

必
要
な
設
備
を
、４
層
構
造
に
し
た
建
屋
の
な
か
に

縦
に
配
置
。こ
う
す
る
こ
と
で
５
０
０
㎡
程
度
と
い

う
、従
来
の
１
割
程
度
に
あ
た
る
コ
ン
パ
ク
ト
な
敷
地

へ
の
プ
ラ
ン
ト
建
設
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。地
域
環

境
へ
の
負
荷
も
低
減
で
き
、同
様
の
施
設
を
都
市
部

向
か
え
ま
せ
ん
。業
界
全
体
の
意
識
が
変
わ
り
、社

会
が
変
わ
る
第
一
歩
と
、当
社
の
新
工
場
を
位
置
付

け
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
で
少
し
、当
社
の
歴
史
に
つ
い
て
も
お
話
し
ま

す
。株
式
会
社
冨
士
機
は
、１
９
４
７
年
、私
の
父
・

 

き   

た  

ろ
う

喜
太
郎
が
工
場
向
け
機
械
器
具
の
設
計
製
造
を
こ
こ

福
岡
で
始
め
た
こ
と
が
起
源
で
す
。大
学
在
学
中
に

機
械
設
計
の
仕
事
を
手
掛
け
て
い
た
私
は
、大
学
を

中
退
し
て
父
の
鉄
工
所
に
入
り
ま
し
た
。１
９
６
９

年
に
父
か
ら
事
業
を
継
承
し
、そ
の
３
年
後
に
組
織

を
法
人
化
し
て
株
式
会
社
富
士
機
鉄
工（
１
９
９
１

年
に
現
在
の
社
名
へ
変
更
）を
設
立
。生
コ
ン
工
場
の

プ
ラ
ン
ト
修
理
と
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
行
っ
て
い
た
経
緯

か
ら
、約
30
年
前
か
ら
生
コ
ン
業
界
と
深
く
関
わ
っ
て

い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
に
、ア
ス
フ
ァ
ル
ト
プ
ラ
ン
ト
や
砕
石
プ

ラ
ン
ト
な
ど
、多
様
な
業
種
の
プ
ラ
ン
ト
、搬
送
・
貯

蔵
設
備
、粉
砕
設
備
な
ど
の
開
発
・
設
計
・
製
造
に

携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。そ
う
し
た
意
味
で
、当
社
の

Su st a i nable

Ky u shu

排
出
量
に
相
当
し
ま
す
。１
工
場
で
こ
の
数
値
で
す

か
ら
、全
国
に
あ
る
３
，２
０
０
を
超
え
る
生
コ
ン
工

場
が
す
べ
て
こ
の
プ
ラ
ン
ト
に
切
り
替
え
れ
ば
、大
き

な
環
境
負
荷
低
減
と
Ｃ
Ｏ
２
の
排
出
量
削
減
に
つ
な

が
る
で
し
ょ
う
。

　
で
す
か
ら
当
社
と
し
て
は
こ
の
新
工
場
は
、新
た

な
仕
組
み
の
研
究
開
発
の
場
で
あ
る
と
同
時
に
、プ

ラ
ン
ト
操
業
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
デ
ー
タ
を
集
め

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。例
え
ば
、従
業
員
の

縦
の
移
動
に
は
、転
落
事
故
防
止
用
の
専
用
昇
降
機

を
設
置
し
て
い
ま
す
が
、こ
れ
に
よ
っ
て
、工
場
内
に

お
け
る
転
落
事
故
が
従
来
に
く
ら
べ
て
ど
れ
ほ
ど
減

ら
せ
る
か
の
実
証
実
験
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　
新
工
場
は
、研
究
開
発
と
デ
ー
タ
収
集
の
た
め
に

本
来
よ
り
も
さ
ま
ざ
ま
な
機
能
を
追
加
し
て
い
ま
す

が
、生
コ
ン
工
場
と
い
う
機
能
の
み
に
特
化
し
た
新
た

な
工
場
を
建
設
す
る
だ
け
な
ら
、予
算
を
大
幅
に
抑

え
る
こ
と
が
可
能
で
す
。ま
た
、す
で
に
稼
働
中
の
プ

ラ
ン
ト
に
対
し
て
、新
た
に
必
要
な
機
能
だ
け
を
追

加
建
設
す
る
こ
と
も
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。そ

れ
も
こ
れ
も
、業
界
全
体
に
こ
の
仕
組
み
を
行
き
渡

ら
せ
る
た
め
。当
社
単
独
の
取
り
組
み
で
は
、社
会
全

体
の
環
境
負
荷
低
減
と
い
う
大
き
な
目
標
に
は
立
ち

　
技
術
開
発
に
は
十
年
ほ
ど
を
費
や
し
、固
化
剤
開

発
の
た
め
の
研
究
会
を
社
内
に
立
ち
上
げ
、東
京
大

学
の
教
授
な
ど
と
の
研
究
連
携
も
行
い
ま
し
た
。苦

心
の
末
に
開
発
が
成
功
す
る
と
、汚
泥
を
現
場
で
固

め
て
再
利
用
す
る
工
法
に
も
つ
な
が
り
ま
し
た
。こ

れ
に
よ
っ
て
、首
都
高
速
道
路
の
地
下
汚
泥
処
理
、

特
色
は
、新
機
軸
の
技
術
開
発
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。

大
手
企
業
と
互
し
て
生
き
残
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
で
、そ
う
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と
も
い
え

ま
す
。

　
実
際
の
と
こ
ろ
、今
回
の
新
工
場
に
お
け
る
技
術

開
発
の
軸
で
も
あ
る
残
コ
ン
処
理
シ
ス
テ
ム
は
、今
か

ら
半
世
紀
近
く
前
の
１
９
７
４
年
に
当
社
で
開
発
を

行
っ
て
い
ま
す
。た
だ
、当
時
は
そ
う
し
た
技
術
の
必

要
性
が
ま
だ
認
識
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、ど

の
企
業
か
ら
も
見
向
き
も
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。そ

の
苦
い
経
験
か
ら
、技
術
開
発
は
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
タ

イ
ミ
ン
グ
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

　
新
工
場
に
関
わ
る
技
術
と
並
ん
で
、当
社
に
お
け

る
技
術
開
発
の
大
き
な
転
換
点
と
な
っ
た
の
が
、建

設
現
場
で
発
生
す
る
汚
泥
を
改
良
土
に
変
え
る
技

術
で
す
。専
門
的
に
は「
中
性
固
化
改
良
工
法
」と
い

い
ま
す
が
、固
化
剤
を
使
っ
た
泥
土
の
改
質
技
術
の

開
発
に
よ
っ
て
、環
境
事
業
に
お
い
て
も
当
社
は
実
績

を
残
す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

の
土
地
に
建
設
す
る
と
い
う
選
択
肢
も
考
え
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、重
力
を
利
用
し
て
水
の
洗
浄
や
骨
材
の
回

収
が
進
む
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
な
っ
て
い
る
の
で
、従
来
の

よ
う
な
運
搬
用
重
機
を
工
場
内
で
稼
動
さ
せ
ず
に

済
み
ま
す
。こ
れ
に
よ
っ
て
、重
機
の
燃
料
も
不
要
で

排
ガ
ス
の
発
生
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
プ
ラ
ン
ト
内
は
、集
塵
機
と
換
気
扇
に
よ
っ
て
ク

リ
ー
ン
に
保
た
れ
て
お
り
、騒
音
や
粉
塵
の
発
生
に

配
慮
さ
れ
て
い
ま
す
。さ
ら
に
は
、プ
ラ
ン
ト
内
を
循

環
す
る
水
の
落
差
を
利
用
し
て
水
力
発
電
を
行
い
、

内
部
照
明
な
ど
の
電
力
を
ま
か
な
っ
て
い
ま
す
。

　
資
源
の
再
利
用
が
可
能
と
な
る
こ
の
プ
ラ
ン
ト
に

よ
っ
て
、ひ
と
月
あ
た
り
生
コ
ン
５
，０
０
０
㎥
の
出
荷

に
際
し
て
、18
ト
ン
分
の
Ｃ
Ｏ
２
削
減
が
可
能
に
な
り

ま
し
た
。

　
18
ト
ン
の
Ｃ
Ｏ
２
削
減
と
い
っ
て
も
具
体
的
に
想
像

で
き
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、こ
の
量
は
ジ
ェッ
ト
旅

客
機
が
福
岡
と
大
阪
の
間
を
往
復
し
た
際
の
Ｃ
Ｏ
２

　
異
常
気
象
、地
球
温
暖
化
が
社
会
全
体
の
問
題
と

し
て
意
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
今
、当
社
を
含
む
生

コ
ン
業
界
に
お
い
て
も
、環
境
保
全
に
つ
な
が
る
活
動

は
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。そ
の
一
方
で
、業

界
に
お
け
る
長
年
の
慣
習
な
ど
の
理
由
か
ら
、問
題

に
対
処
す
る
た
め
の
意
識
改
革
が
進
ま
ず
、課
題
が

改
善
さ
れ
な
い
面
が
多
々
あ
る
の
が
実
態
で
し
た
。

　
そ
こ
で
、当
社
は
業
界
に
一
石
を
投
じ
よ
う
と
、新

型
プ
ラ
ン
ト
の
創
設
に
踏
み
出
す
決
意
を
し
、今
か

ら
４
年
ほ
ど
前
に
研
究
を
開
始
し
ま
し
た
。研
究
の

テ
ー
マ
は
大
き
く
２
点
。「
材
料
の
再
使
用
、再
生
利

用
」と「
Ｃ
Ｏ
２
発
生
の
抑
制
」で
す
。

　
生
コ
ン
業
界
以
外
で
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い

言
葉
に
、「
残
コ
ン
」「
戻
り
コ
ン
」が
あ
り
ま
す
が
、

「
残
コ
ン
」と
は「
残
コ
ン
ク
リ
ー
ト
」の
こ
と
で
、工
場

か
ら
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
で
出
荷
さ
れ
、建
設
現
場
で
排

出
さ
れ
た
後
、タ
ン
ク
内
の
壁
に
引
っ
付
い
て
残
っ
て

し
ま
う
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
指
し
ま
す
。そ
れ
と
、「
戻
り

コ
ン
」つ
ま
り「
戻
り
コ
ン
ク
リ
ー
ト
」と
は
、タ
ン
ク

ロ
ー
リ
ー
か
ら
排
出
さ
れ
な
い
ま
ま
、生
コ
ン
工
場
に

い
く
つ
も
の
特
長
を
備
え
た

新
機
軸
の
プ
ラ
ン
ト
を
創
設

同
業
者
の
意
識
改
革
か
ら

社
会
の
変
革
へ

東
日
本
大
震
災
で
津
波
に
よ
っ

て
陸
地
に
積
み
上
げ
ら
れ
た
ヘ

ド
ロ
の
処
理
、東
京
メ
ト
ロ
13
号

線（
副
都
心
線
）の
建
設
工
事

と
、社
会
貢
献
に
位
置
付
け
ら

れ
る
活
動
を
展
開
す
る
こ
と
に

繋
が
っ
て
い
ま
す
。

　
泥
土
の
改
質
技
術
は
、河
川

部
や
湖
沼
な
ど
の
環
境
を
改
善

す
る
の
に
も
役
立
ち
ま
す
。私

自
身
の
今
後
の
目
標
と
し
て
公

言
し
て
い
る
の
は
、長
年
関
わ
っ

て
き
た
、有
明
海
の
干
潟
改
善

で
す
。有
明
海
の
海
底
は
泥
化

し
て
い
て
生
物
が
生
き
に
く
く

な
り
、泥
化
し
た
干
潟
が
毎
年

拡
大
し
て
い
る
状
況
で
す
。泥
の

固
化
技
術
で
土
壌
を
改
質
す
れ

ば
、生
物
の
活
動
が
促
さ
れ
て

干
潟
が
豊
か
に
な
り
ま
す
。地

球
環
境
改
善
の
一
環
と
な
る
取

り
組
み
に
、残
り
の
人
生
を
か

け
て
力
を
尽
く
す
所
存
で
す
。

7

25 FFG MONTHLY SURVEY Vol.149



戻
さ
れ
る
余
っ
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
こ
と
で
す
。こ
れ
ら

「
残
コ
ン
」「
戻
り
コ
ン
」は
た
と
え
未
使
用
で
あ
っ
て

も
廃
棄
物
扱
い
と
な
る
こ
と
か
ら
、生
コ
ン
業
界
に
お

い
て
長
い
間
解
決
す
べ
き
課
題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、今
回
の
新
型
プ
ラ
ン
ト
の
目
的
で
あ
る

「
材
料
の
再
使
用
、再
生
利
用
」で
す
が
、残
コ
ン
や

戻
り
コ
ン
を
含
む
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
の
タ
ン
ク
内
の
洗

浄
水
を
回
収
し
て
、骨
材（
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
作
る
際

に
材
料
と
し
て
使
わ
れ
る
砂
利
や
砂
）と
水
に
分
離

さ
せ
、そ
れ
ぞ
れ
再
利
用
で
き
る
仕
組
み
を
構
築
し

ま
し
た
。

　
プ
ラ
ン
ト
の
設
計
に
関
し
て
は
、残
コ
ン・
戻
り
コ

ン
の
洗
浄
や
中
身
を
仕
分
け
す
る
装
置
、タ
ン
ク

ロ
ー
リ
ー
の
洗
浄
水
を
ろ
過
し
て
貯
め
る
水
槽
な
ど

必
要
な
設
備
を
、４
層
構
造
に
し
た
建
屋
の
な
か
に

縦
に
配
置
。こ
う
す
る
こ
と
で
５
０
０
㎡
程
度
と
い

う
、従
来
の
１
割
程
度
に
あ
た
る
コ
ン
パ
ク
ト
な
敷
地

へ
の
プ
ラ
ン
ト
建
設
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。地
域
環

境
へ
の
負
荷
も
低
減
で
き
、同
様
の
施
設
を
都
市
部

向
か
え
ま
せ
ん
。業
界
全
体
の
意
識
が
変
わ
り
、社

会
が
変
わ
る
第
一
歩
と
、当
社
の
新
工
場
を
位
置
付

け
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
で
少
し
、当
社
の
歴
史
に
つ
い
て
も
お
話
し
ま

す
。株
式
会
社
冨
士
機
は
、１
９
４
７
年
、私
の
父
・

 

き   

た  

ろ
う

喜
太
郎
が
工
場
向
け
機
械
器
具
の
設
計
製
造
を
こ
こ

福
岡
で
始
め
た
こ
と
が
起
源
で
す
。大
学
在
学
中
に

機
械
設
計
の
仕
事
を
手
掛
け
て
い
た
私
は
、大
学
を

中
退
し
て
父
の
鉄
工
所
に
入
り
ま
し
た
。１
９
６
９

年
に
父
か
ら
事
業
を
継
承
し
、そ
の
３
年
後
に
組
織

を
法
人
化
し
て
株
式
会
社
富
士
機
鉄
工（
１
９
９
１

年
に
現
在
の
社
名
へ
変
更
）を
設
立
。生
コ
ン
工
場
の

プ
ラ
ン
ト
修
理
と
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
行
っ
て
い
た
経
緯

か
ら
、約
30
年
前
か
ら
生
コ
ン
業
界
と
深
く
関
わ
っ
て

い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
に
、ア
ス
フ
ァ
ル
ト
プ
ラ
ン
ト
や
砕
石
プ

ラ
ン
ト
な
ど
、多
様
な
業
種
の
プ
ラ
ン
ト
、搬
送
・
貯

蔵
設
備
、粉
砕
設
備
な
ど
の
開
発
・
設
計
・
製
造
に

携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。そ
う
し
た
意
味
で
、当
社
の

Su st a i nable

Ky u shu

排
出
量
に
相
当
し
ま
す
。１
工
場
で
こ
の
数
値
で
す

か
ら
、全
国
に
あ
る
３
，２
０
０
を
超
え
る
生
コ
ン
工

場
が
す
べ
て
こ
の
プ
ラ
ン
ト
に
切
り
替
え
れ
ば
、大
き

な
環
境
負
荷
低
減
と
Ｃ
Ｏ
２
の
排
出
量
削
減
に
つ
な

が
る
で
し
ょ
う
。

　
で
す
か
ら
当
社
と
し
て
は
こ
の
新
工
場
は
、新
た

な
仕
組
み
の
研
究
開
発
の
場
で
あ
る
と
同
時
に
、プ

ラ
ン
ト
操
業
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
デ
ー
タ
を
集
め

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。例
え
ば
、従
業
員
の

縦
の
移
動
に
は
、転
落
事
故
防
止
用
の
専
用
昇
降
機

を
設
置
し
て
い
ま
す
が
、こ
れ
に
よ
っ
て
、工
場
内
に

お
け
る
転
落
事
故
が
従
来
に
く
ら
べ
て
ど
れ
ほ
ど
減

ら
せ
る
か
の
実
証
実
験
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　
新
工
場
は
、研
究
開
発
と
デ
ー
タ
収
集
の
た
め
に

本
来
よ
り
も
さ
ま
ざ
ま
な
機
能
を
追
加
し
て
い
ま
す

が
、生
コ
ン
工
場
と
い
う
機
能
の
み
に
特
化
し
た
新
た

な
工
場
を
建
設
す
る
だ
け
な
ら
、予
算
を
大
幅
に
抑

え
る
こ
と
が
可
能
で
す
。ま
た
、す
で
に
稼
働
中
の
プ

ラ
ン
ト
に
対
し
て
、新
た
に
必
要
な
機
能
だ
け
を
追

加
建
設
す
る
こ
と
も
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。そ

れ
も
こ
れ
も
、業
界
全
体
に
こ
の
仕
組
み
を
行
き
渡

ら
せ
る
た
め
。当
社
単
独
の
取
り
組
み
で
は
、社
会
全

体
の
環
境
負
荷
低
減
と
い
う
大
き
な
目
標
に
は
立
ち

　
技
術
開
発
に
は
十
年
ほ
ど
を
費
や
し
、固
化
剤
開

発
の
た
め
の
研
究
会
を
社
内
に
立
ち
上
げ
、東
京
大

学
の
教
授
な
ど
と
の
研
究
連
携
も
行
い
ま
し
た
。苦

心
の
末
に
開
発
が
成
功
す
る
と
、汚
泥
を
現
場
で
固

め
て
再
利
用
す
る
工
法
に
も
つ
な
が
り
ま
し
た
。こ

れ
に
よ
っ
て
、首
都
高
速
道
路
の
地
下
汚
泥
処
理
、

特
色
は
、新
機
軸
の
技
術
開
発
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。

大
手
企
業
と
互
し
て
生
き
残
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
で
、そ
う
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と
も
い
え

ま
す
。

　
実
際
の
と
こ
ろ
、今
回
の
新
工
場
に
お
け
る
技
術

開
発
の
軸
で
も
あ
る
残
コ
ン
処
理
シ
ス
テ
ム
は
、今
か

ら
半
世
紀
近
く
前
の
１
９
７
４
年
に
当
社
で
開
発
を

行
っ
て
い
ま
す
。た
だ
、当
時
は
そ
う
し
た
技
術
の
必

要
性
が
ま
だ
認
識
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、ど

の
企
業
か
ら
も
見
向
き
も
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。そ

の
苦
い
経
験
か
ら
、技
術
開
発
は
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
タ

イ
ミ
ン
グ
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

　
新
工
場
に
関
わ
る
技
術
と
並
ん
で
、当
社
に
お
け

る
技
術
開
発
の
大
き
な
転
換
点
と
な
っ
た
の
が
、建

設
現
場
で
発
生
す
る
汚
泥
を
改
良
土
に
変
え
る
技

術
で
す
。専
門
的
に
は「
中
性
固
化
改
良
工
法
」と
い

い
ま
す
が
、固
化
剤
を
使
っ
た
泥
土
の
改
質
技
術
の

開
発
に
よ
っ
て
、環
境
事
業
に
お
い
て
も
当
社
は
実
績

を
残
す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

の
土
地
に
建
設
す
る
と
い
う
選
択
肢
も
考
え
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、重
力
を
利
用
し
て
水
の
洗
浄
や
骨
材
の
回

収
が
進
む
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
な
っ
て
い
る
の
で
、従
来
の

よ
う
な
運
搬
用
重
機
を
工
場
内
で
稼
動
さ
せ
ず
に

済
み
ま
す
。こ
れ
に
よ
っ
て
、重
機
の
燃
料
も
不
要
で

排
ガ
ス
の
発
生
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
プ
ラ
ン
ト
内
は
、集
塵
機
と
換
気
扇
に
よ
っ
て
ク

リ
ー
ン
に
保
た
れ
て
お
り
、騒
音
や
粉
塵
の
発
生
に

配
慮
さ
れ
て
い
ま
す
。さ
ら
に
は
、プ
ラ
ン
ト
内
を
循

環
す
る
水
の
落
差
を
利
用
し
て
水
力
発
電
を
行
い
、

内
部
照
明
な
ど
の
電
力
を
ま
か
な
っ
て
い
ま
す
。

　
資
源
の
再
利
用
が
可
能
と
な
る
こ
の
プ
ラ
ン
ト
に

よ
っ
て
、ひ
と
月
あ
た
り
生
コ
ン
５
，０
０
０
㎥
の
出
荷

に
際
し
て
、18
ト
ン
分
の
Ｃ
Ｏ
２
削
減
が
可
能
に
な
り

ま
し
た
。

　
18
ト
ン
の
Ｃ
Ｏ
２
削
減
と
い
っ
て
も
具
体
的
に
想
像

で
き
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、こ
の
量
は
ジ
ェッ
ト
旅

客
機
が
福
岡
と
大
阪
の
間
を
往
復
し
た
際
の
Ｃ
Ｏ
２

　
異
常
気
象
、地
球
温
暖
化
が
社
会
全
体
の
問
題
と

し
て
意
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
今
、当
社
を
含
む
生

コ
ン
業
界
に
お
い
て
も
、環
境
保
全
に
つ
な
が
る
活
動

は
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。そ
の
一
方
で
、業

界
に
お
け
る
長
年
の
慣
習
な
ど
の
理
由
か
ら
、問
題

に
対
処
す
る
た
め
の
意
識
改
革
が
進
ま
ず
、課
題
が

改
善
さ
れ
な
い
面
が
多
々
あ
る
の
が
実
態
で
し
た
。

　
そ
こ
で
、当
社
は
業
界
に
一
石
を
投
じ
よ
う
と
、新

型
プ
ラ
ン
ト
の
創
設
に
踏
み
出
す
決
意
を
し
、今
か

ら
４
年
ほ
ど
前
に
研
究
を
開
始
し
ま
し
た
。研
究
の

テ
ー
マ
は
大
き
く
２
点
。「
材
料
の
再
使
用
、再
生
利

用
」と「
Ｃ
Ｏ
２
発
生
の
抑
制
」で
す
。

　
生
コ
ン
業
界
以
外
で
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い

言
葉
に
、「
残
コ
ン
」「
戻
り
コ
ン
」が
あ
り
ま
す
が
、

「
残
コ
ン
」と
は「
残
コ
ン
ク
リ
ー
ト
」の
こ
と
で
、工
場

か
ら
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
で
出
荷
さ
れ
、建
設
現
場
で
排

出
さ
れ
た
後
、タ
ン
ク
内
の
壁
に
引
っ
付
い
て
残
っ
て

し
ま
う
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
指
し
ま
す
。そ
れ
と
、「
戻
り

コ
ン
」つ
ま
り「
戻
り
コ
ン
ク
リ
ー
ト
」と
は
、タ
ン
ク

ロ
ー
リ
ー
か
ら
排
出
さ
れ
な
い
ま
ま
、生
コ
ン
工
場
に

対談中の藤田会長

半
世
紀
前
か
ら
取
り
組
ん
で
い
た

残
コ
ン
処
理
技
術

有
明
海
の
豊
か
な
干
潟
を

取
り
戻
し
て
み
せ
る

桂川工場にて（右から藤田会長、福井支店長（福岡銀行））

株式会社 冨士機

東
日
本
大
震
災
で
津
波
に
よ
っ

て
陸
地
に
積
み
上
げ
ら
れ
た
ヘ

ド
ロ
の
処
理
、東
京
メ
ト
ロ
13
号

線（
副
都
心
線
）の
建
設
工
事

と
、社
会
貢
献
に
位
置
付
け
ら

れ
る
活
動
を
展
開
す
る
こ
と
に

繋
が
っ
て
い
ま
す
。

　
泥
土
の
改
質
技
術
は
、河
川

部
や
湖
沼
な
ど
の
環
境
を
改
善

す
る
の
に
も
役
立
ち
ま
す
。私

自
身
の
今
後
の
目
標
と
し
て
公

言
し
て
い
る
の
は
、長
年
関
わ
っ

て
き
た
、有
明
海
の
干
潟
改
善

で
す
。有
明
海
の
海
底
は
泥
化

し
て
い
て
生
物
が
生
き
に
く
く

な
り
、泥
化
し
た
干
潟
が
毎
年

拡
大
し
て
い
る
状
況
で
す
。泥
の

固
化
技
術
で
土
壌
を
改
質
す
れ

ば
、生
物
の
活
動
が
促
さ
れ
て

干
潟
が
豊
か
に
な
り
ま
す
。地

球
環
境
改
善
の
一
環
と
な
る
取

り
組
み
に
、残
り
の
人
生
を
か

け
て
力
を
尽
く
す
所
存
で
す
。
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戻
さ
れ
る
余
っ
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
こ
と
で
す
。こ
れ
ら

「
残
コ
ン
」「
戻
り
コ
ン
」は
た
と
え
未
使
用
で
あ
っ
て

も
廃
棄
物
扱
い
と
な
る
こ
と
か
ら
、生
コ
ン
業
界
に
お

い
て
長
い
間
解
決
す
べ
き
課
題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、今
回
の
新
型
プ
ラ
ン
ト
の
目
的
で
あ
る

「
材
料
の
再
使
用
、再
生
利
用
」で
す
が
、残
コ
ン
や

戻
り
コ
ン
を
含
む
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
の
タ
ン
ク
内
の
洗

浄
水
を
回
収
し
て
、骨
材（
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
作
る
際

に
材
料
と
し
て
使
わ
れ
る
砂
利
や
砂
）と
水
に
分
離

さ
せ
、そ
れ
ぞ
れ
再
利
用
で
き
る
仕
組
み
を
構
築
し

ま
し
た
。

　
プ
ラ
ン
ト
の
設
計
に
関
し
て
は
、残
コ
ン・
戻
り
コ

ン
の
洗
浄
や
中
身
を
仕
分
け
す
る
装
置
、タ
ン
ク

ロ
ー
リ
ー
の
洗
浄
水
を
ろ
過
し
て
貯
め
る
水
槽
な
ど

必
要
な
設
備
を
、４
層
構
造
に
し
た
建
屋
の
な
か
に

縦
に
配
置
。こ
う
す
る
こ
と
で
５
０
０
㎡
程
度
と
い

う
、従
来
の
１
割
程
度
に
あ
た
る
コ
ン
パ
ク
ト
な
敷
地

へ
の
プ
ラ
ン
ト
建
設
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。地
域
環

境
へ
の
負
荷
も
低
減
で
き
、同
様
の
施
設
を
都
市
部

向
か
え
ま
せ
ん
。業
界
全
体
の
意
識
が
変
わ
り
、社

会
が
変
わ
る
第
一
歩
と
、当
社
の
新
工
場
を
位
置
付

け
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
で
少
し
、当
社
の
歴
史
に
つ
い
て
も
お
話
し
ま

す
。株
式
会
社
冨
士
機
は
、１
９
４
７
年
、私
の
父
・

 

き   

た  

ろ
う

喜
太
郎
が
工
場
向
け
機
械
器
具
の
設
計
製
造
を
こ
こ

福
岡
で
始
め
た
こ
と
が
起
源
で
す
。大
学
在
学
中
に

機
械
設
計
の
仕
事
を
手
掛
け
て
い
た
私
は
、大
学
を

中
退
し
て
父
の
鉄
工
所
に
入
り
ま
し
た
。１
９
６
９

年
に
父
か
ら
事
業
を
継
承
し
、そ
の
３
年
後
に
組
織

を
法
人
化
し
て
株
式
会
社
富
士
機
鉄
工（
１
９
９
１

年
に
現
在
の
社
名
へ
変
更
）を
設
立
。生
コ
ン
工
場
の

プ
ラ
ン
ト
修
理
と
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
行
っ
て
い
た
経
緯

か
ら
、約
30
年
前
か
ら
生
コ
ン
業
界
と
深
く
関
わ
っ
て

い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
に
、ア
ス
フ
ァ
ル
ト
プ
ラ
ン
ト
や
砕
石
プ

ラ
ン
ト
な
ど
、多
様
な
業
種
の
プ
ラ
ン
ト
、搬
送
・
貯

蔵
設
備
、粉
砕
設
備
な
ど
の
開
発
・
設
計
・
製
造
に

携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。そ
う
し
た
意
味
で
、当
社
の

Su st a i nable

Ky u shu

排
出
量
に
相
当
し
ま
す
。１
工
場
で
こ
の
数
値
で
す

か
ら
、全
国
に
あ
る
３
，２
０
０
を
超
え
る
生
コ
ン
工

場
が
す
べ
て
こ
の
プ
ラ
ン
ト
に
切
り
替
え
れ
ば
、大
き

な
環
境
負
荷
低
減
と
Ｃ
Ｏ
２
の
排
出
量
削
減
に
つ
な

が
る
で
し
ょ
う
。

　
で
す
か
ら
当
社
と
し
て
は
こ
の
新
工
場
は
、新
た

な
仕
組
み
の
研
究
開
発
の
場
で
あ
る
と
同
時
に
、プ

ラ
ン
ト
操
業
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
デ
ー
タ
を
集
め

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。例
え
ば
、従
業
員
の

縦
の
移
動
に
は
、転
落
事
故
防
止
用
の
専
用
昇
降
機

を
設
置
し
て
い
ま
す
が
、こ
れ
に
よ
っ
て
、工
場
内
に

お
け
る
転
落
事
故
が
従
来
に
く
ら
べ
て
ど
れ
ほ
ど
減

ら
せ
る
か
の
実
証
実
験
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　
新
工
場
は
、研
究
開
発
と
デ
ー
タ
収
集
の
た
め
に

本
来
よ
り
も
さ
ま
ざ
ま
な
機
能
を
追
加
し
て
い
ま
す

が
、生
コ
ン
工
場
と
い
う
機
能
の
み
に
特
化
し
た
新
た

な
工
場
を
建
設
す
る
だ
け
な
ら
、予
算
を
大
幅
に
抑

え
る
こ
と
が
可
能
で
す
。ま
た
、す
で
に
稼
働
中
の
プ

ラ
ン
ト
に
対
し
て
、新
た
に
必
要
な
機
能
だ
け
を
追

加
建
設
す
る
こ
と
も
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。そ

れ
も
こ
れ
も
、業
界
全
体
に
こ
の
仕
組
み
を
行
き
渡

ら
せ
る
た
め
。当
社
単
独
の
取
り
組
み
で
は
、社
会
全

体
の
環
境
負
荷
低
減
と
い
う
大
き
な
目
標
に
は
立
ち

　
技
術
開
発
に
は
十
年
ほ
ど
を
費
や
し
、固
化
剤
開

発
の
た
め
の
研
究
会
を
社
内
に
立
ち
上
げ
、東
京
大

学
の
教
授
な
ど
と
の
研
究
連
携
も
行
い
ま
し
た
。苦

心
の
末
に
開
発
が
成
功
す
る
と
、汚
泥
を
現
場
で
固

め
て
再
利
用
す
る
工
法
に
も
つ
な
が
り
ま
し
た
。こ

れ
に
よ
っ
て
、首
都
高
速
道
路
の
地
下
汚
泥
処
理
、

特
色
は
、新
機
軸
の
技
術
開
発
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。

大
手
企
業
と
互
し
て
生
き
残
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
で
、そ
う
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と
も
い
え

ま
す
。

　
実
際
の
と
こ
ろ
、今
回
の
新
工
場
に
お
け
る
技
術

開
発
の
軸
で
も
あ
る
残
コ
ン
処
理
シ
ス
テ
ム
は
、今
か

ら
半
世
紀
近
く
前
の
１
９
７
４
年
に
当
社
で
開
発
を

行
っ
て
い
ま
す
。た
だ
、当
時
は
そ
う
し
た
技
術
の
必

要
性
が
ま
だ
認
識
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、ど

の
企
業
か
ら
も
見
向
き
も
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。そ

の
苦
い
経
験
か
ら
、技
術
開
発
は
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
タ

イ
ミ
ン
グ
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

　
新
工
場
に
関
わ
る
技
術
と
並
ん
で
、当
社
に
お
け

る
技
術
開
発
の
大
き
な
転
換
点
と
な
っ
た
の
が
、建

設
現
場
で
発
生
す
る
汚
泥
を
改
良
土
に
変
え
る
技

術
で
す
。専
門
的
に
は「
中
性
固
化
改
良
工
法
」と
い

い
ま
す
が
、固
化
剤
を
使
っ
た
泥
土
の
改
質
技
術
の

開
発
に
よ
っ
て
、環
境
事
業
に
お
い
て
も
当
社
は
実
績

を
残
す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

の
土
地
に
建
設
す
る
と
い
う
選
択
肢
も
考
え
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、重
力
を
利
用
し
て
水
の
洗
浄
や
骨
材
の
回

収
が
進
む
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
な
っ
て
い
る
の
で
、従
来
の

よ
う
な
運
搬
用
重
機
を
工
場
内
で
稼
動
さ
せ
ず
に

済
み
ま
す
。こ
れ
に
よ
っ
て
、重
機
の
燃
料
も
不
要
で

排
ガ
ス
の
発
生
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
プ
ラ
ン
ト
内
は
、集
塵
機
と
換
気
扇
に
よ
っ
て
ク

リ
ー
ン
に
保
た
れ
て
お
り
、騒
音
や
粉
塵
の
発
生
に

配
慮
さ
れ
て
い
ま
す
。さ
ら
に
は
、プ
ラ
ン
ト
内
を
循

環
す
る
水
の
落
差
を
利
用
し
て
水
力
発
電
を
行
い
、

内
部
照
明
な
ど
の
電
力
を
ま
か
な
っ
て
い
ま
す
。

　
資
源
の
再
利
用
が
可
能
と
な
る
こ
の
プ
ラ
ン
ト
に

よ
っ
て
、ひ
と
月
あ
た
り
生
コ
ン
５
，０
０
０
㎥
の
出
荷

に
際
し
て
、18
ト
ン
分
の
Ｃ
Ｏ
２
削
減
が
可
能
に
な
り

ま
し
た
。

　
18
ト
ン
の
Ｃ
Ｏ
２
削
減
と
い
っ
て
も
具
体
的
に
想
像

で
き
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、こ
の
量
は
ジ
ェッ
ト
旅

客
機
が
福
岡
と
大
阪
の
間
を
往
復
し
た
際
の
Ｃ
Ｏ
２

　
異
常
気
象
、地
球
温
暖
化
が
社
会
全
体
の
問
題
と

し
て
意
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
今
、当
社
を
含
む
生

コ
ン
業
界
に
お
い
て
も
、環
境
保
全
に
つ
な
が
る
活
動

は
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。そ
の
一
方
で
、業

界
に
お
け
る
長
年
の
慣
習
な
ど
の
理
由
か
ら
、問
題

に
対
処
す
る
た
め
の
意
識
改
革
が
進
ま
ず
、課
題
が

改
善
さ
れ
な
い
面
が
多
々
あ
る
の
が
実
態
で
し
た
。

　
そ
こ
で
、当
社
は
業
界
に
一
石
を
投
じ
よ
う
と
、新

型
プ
ラ
ン
ト
の
創
設
に
踏
み
出
す
決
意
を
し
、今
か

ら
４
年
ほ
ど
前
に
研
究
を
開
始
し
ま
し
た
。研
究
の

テ
ー
マ
は
大
き
く
２
点
。「
材
料
の
再
使
用
、再
生
利

用
」と「
Ｃ
Ｏ
２
発
生
の
抑
制
」で
す
。

　
生
コ
ン
業
界
以
外
で
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い

言
葉
に
、「
残
コ
ン
」「
戻
り
コ
ン
」が
あ
り
ま
す
が
、

「
残
コ
ン
」と
は「
残
コ
ン
ク
リ
ー
ト
」の
こ
と
で
、工
場

か
ら
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
で
出
荷
さ
れ
、建
設
現
場
で
排

出
さ
れ
た
後
、タ
ン
ク
内
の
壁
に
引
っ
付
い
て
残
っ
て

し
ま
う
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
指
し
ま
す
。そ
れ
と
、「
戻
り

コ
ン
」つ
ま
り「
戻
り
コ
ン
ク
リ
ー
ト
」と
は
、タ
ン
ク

ロ
ー
リ
ー
か
ら
排
出
さ
れ
な
い
ま
ま
、生
コ
ン
工
場
に

対談中の藤田会長

半
世
紀
前
か
ら
取
り
組
ん
で
い
た

残
コ
ン
処
理
技
術

有
明
海
の
豊
か
な
干
潟
を

取
り
戻
し
て
み
せ
る

桂川工場にて（右から藤田会長、福井支店長（福岡銀行））

株式会社 冨士機

東
日
本
大
震
災
で
津
波
に
よ
っ

て
陸
地
に
積
み
上
げ
ら
れ
た
ヘ

ド
ロ
の
処
理
、東
京
メ
ト
ロ
13
号

線（
副
都
心
線
）の
建
設
工
事

と
、社
会
貢
献
に
位
置
付
け
ら

れ
る
活
動
を
展
開
す
る
こ
と
に

繋
が
っ
て
い
ま
す
。

　
泥
土
の
改
質
技
術
は
、河
川

部
や
湖
沼
な
ど
の
環
境
を
改
善

す
る
の
に
も
役
立
ち
ま
す
。私

自
身
の
今
後
の
目
標
と
し
て
公

言
し
て
い
る
の
は
、長
年
関
わ
っ

て
き
た
、有
明
海
の
干
潟
改
善

で
す
。有
明
海
の
海
底
は
泥
化

し
て
い
て
生
物
が
生
き
に
く
く

な
り
、泥
化
し
た
干
潟
が
毎
年

拡
大
し
て
い
る
状
況
で
す
。泥
の

固
化
技
術
で
土
壌
を
改
質
す
れ

ば
、生
物
の
活
動
が
促
さ
れ
て

干
潟
が
豊
か
に
な
り
ま
す
。地

球
環
境
改
善
の
一
環
と
な
る
取

り
組
み
に
、残
り
の
人
生
を
か

け
て
力
を
尽
く
す
所
存
で
す
。

■本社所在地：

■電 話 番 号：

■事 業 所：

〒812-0013
福岡市博多区博多駅東1丁目10番30号 冨士機博多駅東ビル10階

092-432-8510

本社（福岡市博多区博多駅東）、桂川工場（福岡県嘉穂郡桂川町）、箱崎工場
（福岡市東区箱崎ふ頭）、南九州工場（宮崎県北諸県郡三股町）、東京ソイルテック
センター（東京都大田区京浜島）、大阪ソイルテックセンター（大阪市住之江区
南港中）、相馬事業所（福島県相馬郡新地町）、東京ソイル第2工場（東京都江東区
青海)、那珂川プラント（福岡県那珂川市）

27 FFG MONTHLY SURVEY Vol.149



食 人

地域

食を起点とした人と地域へ
好循環サイクルを実現します

心と体の健康を提供します

食を通じておなかも心もいっぱいに(一杯)！

•従業員を大切にし、働きやすい職
場環境を提供します
•健康に貢献できる商品開発に取組
みます

•環境に配慮した商品開発、製造工
程改善を行なうとともに、脱炭素に
向けた取り組みを継続します
•社会貢献を通じた地域との繋がり
を継続します

•地産地消の取組みにより、
美味しく・健康な食材提供
と地域経済へ貢献します
•美味しい食の提供により、
食べ残しの削減、フードロ
ス改善に努めます
•賞味期限を意識した受発
注を行ない在庫ロス削減
につとめます
•食を通じた千の仲間をつく
り、世界平和に貢献します

当社の成長と地域への貢献を果たすことで、持続的で平和な社会の実現に貢献します

環境と社会貢献を通じ地域と繋がります

当社使命をSDGs方針として整理

ファンを増やし、利益を地域に還元

 当社の
SDGs方針

■当社のSDGs取組み（一例）

■当社のSDGs方針

「学生向け」の工場見学・体験学習の実施 「味千拉麺出前隊」によるラーメンボランティアの展開

社内ディスカッションの一場面　重光社長（左から3人目）と幹部の皆様、熊本銀行本店
営業部・田口部長（左から4人目）、同ソリューション営業部・内田部長代理（右から3人目）

法 人 名
本社・工場

重光産業株式会社
熊本県菊池郡菊陽町辛川448

［ 会社概要 ］

15
カ
国
に
店
舗
を
持
つ
こ
と
か
ら
、

「
食
＝
味
」を
共
通
言
語
と
し
た
平

和
産
業
と
し
て
の
取
組
み
や
、味
千

拉
麺
の
ブ
ラ
ン
ド
名
に
則
り「
千
の
仲

間
を
作
る
こ
と
で
の
世
界
平
和
へ
の

挑
戦
」と
日
本
国
内
に
留
ま
ら
な
い

グ
ロ
ー
バ
ル
な
目
標
も
掲
げ
ま
し
た
。

　
最
後
に
本
取
組
み
を「
我
が
社
の

S
D
G
ｓ
方
針
」と
し
て
レ
ポ
ー
ト

に
ま
と
め
ま
し
た
。

■ 

最
後
に

　
熊
本
銀
行
な
ら
び
に
F
F
G
で

は
、お
客
様
の
S
D
G
s
導
入
支
援

と
し
て
、S
S
I
を
活
用
し
た
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
F
F
G
の
グ
ル
ー
プ
企
業
や

外
部
の
パ
ー
ト
ナ
ー
等
と
連
携
し
、

地
域
に
お
け
る
更
な
る
S
D
G
s
の

広
が
り
に
貢
献
で
き
る
よ
う
、商
品

ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
や
お
客
様
向
け
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
等
を
充
実
さ

せ
て
ま
い
り
ま
す
。

■ 

重
光
産
業
様
の
概
要

　
今
回
ご
紹
介
す
る
企
業
は
、昭
和

43
年
創
業
の
総
合
食
品
製
造
メ
ー

カ
ー
、重
光
産
業
株
式
会
社
様
で

す
。同
社
は
、創
業
者
の
重
光
孝
治

氏
が「
健
康
を
考
え
体
に
よ
い
食
品

を
作
る
」の
精
神
の
も
と
、熊
本
県

庁
前
の
わ
ず
か
７
坪
８
席
の
ラ
ー
メ

ン
店
か
ら
事
業
を
ス
タ
ー
ト
さ
れ
ま

し
た
。今
で
は
、「
味
千
拉
麺
」等
に

代
表
さ
れ
る
ブ
ラ
ン
ド
で
、海
外

7
3
2
店
舗
、国
内
65
店
舗
展
開
し
、

世
界
中
で
親
し
ま
れ
て
い
ま
す（
店
舗

数
は
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
を
含
む
）。

　
同
社
は
、食
に
対
す
る
日
々
の
研

究
・
開
発
に
勤
し
み
、味
・
品
質
に
徹

底
的
に
こ
だ
わ
る
こ
と
で
、同
社
の

ス
ロ
ー
ガ
ン
で
あ
る「
食
を
通
じ
て
お

な
か
も
心
も
い
っ
ぱ
い
に（
一
杯
）！
」

に
基
づ
き
、食
を
通
じ
た
自
社
の
成

長
と
社
会
貢
献
に
努
め
て
こ
ら
れ
ま

し
た
。

　
そ
こ
で
、熊
本
銀
行
は
F
F
G
と

連
携
し
て
、こ
れ
ま
で
の
S
D
G
s

に
資
す
る
取
組
み
を
整
理
し
、戦
略
・

方
向
性
と
紐
付
す
る
こ
と
で
、「
同

社
の
S
D
G
ｓ
方
針
」を
作
り
上
げ

る
サ
ポ
ー
ト
を
S
D
G
ｓ
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
と
し
て
取
組
み
ま
し
た
。

■ 
S
D
Gｓ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ 

　
　の
取
組
み

　　
先
ず
、Ｓ
Ｓ
Ｉ
へ
の
回
答
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
、Ｓ
Ｓ
Ｉ
の
評
価
レ
ポ
ー

ト
を
基
に
熊
本
銀
行
と
同
社
と

で
対
話
を
重
ね
ま
し
た
。同
社
の

S
D
Gs
の
取
組
み
の
現
状
整
理
を

実
施
す
る
こ
と
で
、今
ま
で
の
取
組

み
を
S
D
G
ｓ
マ
ッ
ピ
ン
グ
と
し
て

整
理
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
次
に
、熊
本
銀
行
と
同
社
の
社
長

を
含
め
た
幹
部
社
員
と
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
重
ね
る
こ
と
で
、「
我
が
社

の
S
D
G
s
方
針
」の
骨
子
を
作
り

ま
し
た
。

　
S
D
Gｓ
の
取
組
み
を「
食
」「
人
」

「
地
域
」の
3
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
に
集

約
し
、そ
の
中
で「
食
」を
最
上
位
概

念
と
し
た
自
社
と
地
域
の
循
環
モ
デ

ル
を
作
り
ま
し
た
。

　
同
モ
デ
ル
を
実
現
し
て
い
く
こ
と

が
、「
S
D
G
s
の
精
神
に
則
り
、自

社
の
成
長
と
地
域
の
成
長
の
実
現
、

持
続
的
で
平
和
な
社
会
の
実
現
に

貢
献
す
る
」と
の
考
え
を
再
定
義
い

た
し
ま
し
た
。

　
更
に
同
社
の
特
色
と
し
て
、世
界

熊本銀行による地域企業に
対するＳＤＧｓコンサル支援

Topics of the month

昨年４月にふくおかフィナンシャルグループ（以下、ＦＦＧ）は、ＳＤＧｓ支援子会社
「株式会社サステナブルスケール」を設立し、昨年11月15日からＳＤＧｓ評価サー
ビス「サステナブルスケールインデックス（以下、ＳＳＩ）」の提供を開始いたしまし
た。今回は、ＳＳＩを活用した熊本銀行によるＳＤＧｓコンサルティング業務について
ご紹介いたします。

今
月
の
ト
ピ
ッ
ク
ス

Fukuoka Financial G
roup

1

2

3

し
げ  

み
つ  

さ
ん
ぎ
ょ
う

た
か  
は
る
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場環境を提供します
•健康に貢献できる商品開発に取組
みます

•環境に配慮した商品開発、製造工
程改善を行なうとともに、脱炭素に
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•美味しい食の提供により、
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当社の成長と地域への貢献を果たすことで、持続的で平和な社会の実現に貢献します

環境と社会貢献を通じ地域と繋がります

当社使命をSDGs方針として整理

ファンを増やし、利益を地域に還元

 当社の
SDGs方針

■当社のSDGs取組み（一例）

■当社のSDGs方針

「学生向け」の工場見学・体験学習の実施 「味千拉麺出前隊」によるラーメンボランティアの展開
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営業部・田口部長（左から4人目）、同ソリューション営業部・内田部長代理（右から3人目）
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Fukuoka Financial G
roup

1

2

3

し
げ  

み
つ  

さ
ん
ぎ
ょ
う

た
か  

は
る
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❶ ❷

❸ ❹

　
長
崎
県
の
島
原
半
島
南
東
部
に
位
置
す
る
南
島
原
市
は
、

有
明
海
と
橘
湾
か
ら
豊
富
な
魚
介
類
が
獲
れ
、温
暖
な
気
候

の
下
、多
種
多
様
な
農
畜
産
物
が
生
産
さ
れ
る
地
域
で
す
。

　
南
島
原
市
に
よ
る
、｢

お
い
し
い
南
島
原｣

を
テ
ー
マ
に

食・自
然・歴
史・観
光
な
ど
の
魅
力
の
発
信
を
目
的
と
し

た｢

南
島
原
市
総
合
的
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
推
進
事
業

（
公
募
事
業
）｣

に
お
い
て
、長
崎
文
化
放
送
株
式
会
社
と

F
F
G
の
グ
ル
ー
プ
企
業
の
i
B
a
n
k
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
は
連
携
し
採
択
さ
れ
ま
し
た
。i
B
a
n
k
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
で
は
、運
営
す
る
地
域
共
創
型
オ
ン
ラ
イ
ン
ス
ト
ア｢

エ

ン
ニ
チ｣

内
で
、南
島
原
市
の
特
産
品
の
特
集
を
開
催
す
る

こ
と
と
な
り
、南
島
原
市
内
事
業
者
を
対
象
に
10
月
か
ら
開

催
す
る
南
島
原
特
集
に
向
け
、準
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
８
月
22
日（
月
）に
先
立
っ
て
開
催
さ
れ
た
出
店
希
望
者

向
け
の
説
明
会
に
は
、十
八
親
和
銀
行
の
南
島
原
市
内
支

店
か
ら
ご
紹
介
い
た
だ
い
た
事
業
者
20
社
が
参
加
さ
れ
、

｢

エ
ン
ニ
チ｣
へ
の
出
店
に
あ
た
り
、９
月
７
日（
水
）に
出
品

商
品
写
真
撮
影
会
を
実
施
し
ま
し
た
。さ
ら
に
、９
月
14
日

（
水
）に
は
出
店
事
業
者
向
け
の
研
修
会
を
開
催
し
、｢

エ
ン

ニ
チ｣

の
シ
ス
テ
ム
管
理
画
面
の
操
作
方
法
や
出
店
商
品
の

ペ
ー
ジ
作
成
に
つ
い
て
実
際
に
パ
ソ
コ
ン
で
作
業
を
行
い
、

E
C
サ
イ
ト
へ
の
出
店
が
は
じ
め
て
の
事
業
者
に
対
し
て

も
わ
か
り
や
す
い
研
修
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
回
、エ
ン
ニ
チ
で
は
南
島
原
の
名
産
品
の
情
報
を
発
信

し
、コ
ロ
ナ
禍
で
旅
行
が
し
づ
ら
い
中
で
も
お
取
り
寄
せ
が

で
き
る
よ
う
な
企
画
実
施
に
向
け
取
組
ん
で
い
ま
す
。

　
長
崎
文
化
放
送
で
は
南
島
原
市
の
情
報
を
お
届
け
す

る「
み
な
ち
ゅ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」（
毎
週
日
曜
22
時
57
分

〜
）で
今
回
出
店
予
定
の
事
業
者
の
紹
介
や
長
崎
文
化
放

送
公
式
T
i
k
T
o
k
で
広
告
配
信
を
行
っ
て
お
り
、｢

エ
ン

ニ
チ｣

の
特
集
ペ
ー
ジ
及
び
商
品
ペ
ー
ジ
へ
の
誘
導
に
つ
な
が

る
取
組
み
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
事
業
を
き
っ
か
け
と
し
、各
事
業
者
が
S
N
S
で

の
情
報
発
信
や
E
C
サ
イ
ト
で
の
販
路
拡
大
への
取
組
み
に

よ
り
、南
島
原
市
の
地
域
活
性
化
に
貢
献
し
て
い
き
ま
す
。

　
今
後
も
F
F
G
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
提
供
や
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
支
援
に
よ
る
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進
は
も
と
よ

り
、地
域
産
品
の
販
路
拡
大
な
ど
の
支
援
に
よ
る
地
方
創

生
の
取
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
な
お
、十
八
親
和
銀
行
地
域
振
興
部
で
は
９
月
８
日
〜

９
月
13
日
に
長
崎
大
学
か
ら
２
名
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

を
受
け
入
れ
、「
エ
ン
ニ
チ
」の
ペ
ー
ジ
制
作
や
写
真
撮
影

な
ど
を
一
緒
に
対
応
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ストーリーでつながる、銀行系地方創生メディア

私たちＦＦＧは、「地域と共に未来を創っていくこと」をスローガンに、
観光・農業・雇用・産業・健康・教育など様々な分野での地方創生に取組んでいます。
今回は、自治体や民間事業者と連携した取組みについてご紹介します。

地域とつながる
FFG連携プロジェクト

地域共創型オンラインストア｢エンニチ｣にて南島原特集を開催！！

ストーリーでつながる、銀行系地方創生メディア

FFG地方創生の
取組み事例はこちら

FFGは地域が抱える課題解決や
地域経済の活性化に取組んでいます

地方創生に関するお悩みをご相談ください

●観光振興
●産業振興
●教育文化芸術

●まちづくり
●エネルギー
●ヘルスケア

ふくおかフィナンシャルグループ
営業統括部 地方創生推進グループ

【お問い合わせ】TEL（092）723-2254十八親和銀行地域振興部 兼 
iBankマーケティング 山口

【お問い合わせ】TEL（095）827-8609

エンニチとは
　地域の特産品に特化した産直通販サ
イトで、定期的に特集企画を開催してお
り大手通販サイトとは一味違った見せ方
でオンライン販売拡大を行っています。

南島原特集
開催までの流れ

8月22日(月)
出店希望者向け説明会

9月7日(水)
出品商品者写真撮影会

9月14日(水)
出店事業者向け研修会

9月30日(金)
エンニチ「南島原特集」
特設ページ公開

エンニチ南島原特集は
こちら ※9月30日公開

    

❶老舗葬儀社が手掛ける切子行灯
❷そうめんのトップブランド島原
手延そうめん

❸DIAGONAL RUN NAGASAKIで
のインターンシップ受入の様子

　 左から長崎大学の松屋さん・西さん

❹南島原市役所での出品商品写真
撮影会の様子

　 左から十八親和銀行兼iBankマー
ケティング 有尾・山口・長尾

あんどん

30FFG MONTHLY SURVEY Vol.149



❶ ❷

❸ ❹
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と
橘
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富
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魚
介
類
が
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れ
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暖
な
気
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下
、多
種
多
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な
農
畜
産
物
が
生
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る
地
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で
す
。

　
南
島
原
市
に
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お
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し
い
南
島
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を
テ
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マ
に

食・自
然・歴
史・観
光
な
ど
の
魅
力
の
発
信
を
目
的
と
し

た｢

南
島
原
市
総
合
的
シ
テ
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プ
ロ
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ー
シ
ョ
ン
推
進
事
業

（
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募
事
業
）｣

に
お
い
て
、長
崎
文
化
放
送
株
式
会
社
と

F
F
G
の
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ル
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プ
企
業
の
i
B
a
n
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マ
ー
ケ
テ
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グ
は
連
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し
採
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れ
ま
し
た
。i
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a
n
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マ
ー
ケ
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グ
で
は
、運
営
す
る
地
域
共
創
型
オ
ン
ラ
イ
ン
ス
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ア｢

エ

ン
ニ
チ｣

内
で
、南
島
原
市
の
特
産
品
の
特
集
を
開
催
す
る

こ
と
と
な
り
、南
島
原
市
内
事
業
者
を
対
象
に
10
月
か
ら
開

催
す
る
南
島
原
特
集
に
向
け
、準
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
８
月
22
日（
月
）に
先
立
っ
て
開
催
さ
れ
た
出
店
希
望
者

向
け
の
説
明
会
に
は
、十
八
親
和
銀
行
の
南
島
原
市
内
支

店
か
ら
ご
紹
介
い
た
だ
い
た
事
業
者
20
社
が
参
加
さ
れ
、

｢

エ
ン
ニ
チ｣

へ
の
出
店
に
あ
た
り
、９
月
７
日（
水
）に
出
品

商
品
写
真
撮
影
会
を
実
施
し
ま
し
た
。さ
ら
に
、９
月
14
日

（
水
）に
は
出
店
事
業
者
向
け
の
研
修
会
を
開
催
し
、｢

エ
ン

ニ
チ｣

の
シ
ス
テ
ム
管
理
画
面
の
操
作
方
法
や
出
店
商
品
の

ペ
ー
ジ
作
成
に
つ
い
て
実
際
に
パ
ソ
コ
ン
で
作
業
を
行
い
、

E
C
サ
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ト
へ
の
出
店
が
は
じ
め
て
の
事
業
者
に
対
し
て

も
わ
か
り
や
す
い
研
修
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
回
、エ
ン
ニ
チ
で
は
南
島
原
の
名
産
品
の
情
報
を
発
信

し
、コ
ロ
ナ
禍
で
旅
行
が
し
づ
ら
い
中
で
も
お
取
り
寄
せ
が

で
き
る
よ
う
な
企
画
実
施
に
向
け
取
組
ん
で
い
ま
す
。

　
長
崎
文
化
放
送
で
は
南
島
原
市
の
情
報
を
お
届
け
す

る「
み
な
ち
ゅ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」（
毎
週
日
曜
22
時
57
分

〜
）で
今
回
出
店
予
定
の
事
業
者
の
紹
介
や
長
崎
文
化
放

送
公
式
T
i
k
T
o
k
で
広
告
配
信
を
行
っ
て
お
り
、｢

エ
ン

ニ
チ｣

の
特
集
ペ
ー
ジ
及
び
商
品
ペ
ー
ジ
へ
の
誘
導
に
つ
な
が

る
取
組
み
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
事
業
を
き
っ
か
け
と
し
、各
事
業
者
が
S
N
S
で

の
情
報
発
信
や
E
C
サ
イ
ト
で
の
販
路
拡
大
への
取
組
み
に

よ
り
、南
島
原
市
の
地
域
活
性
化
に
貢
献
し
て
い
き
ま
す
。

　
今
後
も
F
F
G
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
提
供
や
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
支
援
に
よ
る
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進
は
も
と
よ

り
、地
域
産
品
の
販
路
拡
大
な
ど
の
支
援
に
よ
る
地
方
創

生
の
取
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
な
お
、十
八
親
和
銀
行
地
域
振
興
部
で
は
９
月
８
日
〜

９
月
13
日
に
長
崎
大
学
か
ら
２
名
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

を
受
け
入
れ
、「
エ
ン
ニ
チ
」の
ペ
ー
ジ
制
作
や
写
真
撮
影

な
ど
を
一
緒
に
対
応
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ストーリーでつながる、銀行系地方創生メディア

私たちＦＦＧは、「地域と共に未来を創っていくこと」をスローガンに、
観光・農業・雇用・産業・健康・教育など様々な分野での地方創生に取組んでいます。
今回は、自治体や民間事業者と連携した取組みについてご紹介します。

地域とつながる
FFG連携プロジェクト

地域共創型オンラインストア｢エンニチ｣にて南島原特集を開催！！

ストーリーでつながる、銀行系地方創生メディア

FFG地方創生の
取組み事例はこちら

FFGは地域が抱える課題解決や
地域経済の活性化に取組んでいます

地方創生に関するお悩みをご相談ください

●観光振興
●産業振興
●教育文化芸術

●まちづくり
●エネルギー
●ヘルスケア

ふくおかフィナンシャルグループ
営業統括部 地方創生推進グループ

【お問い合わせ】TEL（092）723-2254十八親和銀行地域振興部 兼 
iBankマーケティング 山口

【お問い合わせ】TEL（095）827-8609

エンニチとは
　地域の特産品に特化した産直通販サ
イトで、定期的に特集企画を開催してお
り大手通販サイトとは一味違った見せ方
でオンライン販売拡大を行っています。

南島原特集
開催までの流れ

8月22日(月)
出店希望者向け説明会

9月7日(水)
出品商品者写真撮影会

9月14日(水)
出店事業者向け研修会

9月30日(金)
エンニチ「南島原特集」
特設ページ公開

エンニチ南島原特集は
こちら ※9月30日公開

    

❶老舗葬儀社が手掛ける切子行灯
❷そうめんのトップブランド島原
手延そうめん

❸DIAGONAL RUN NAGASAKIで
のインターンシップ受入の様子

　 左から長崎大学の松屋さん・西さん

❹南島原市役所での出品商品写真
撮影会の様子

　 左から十八親和銀行兼iBankマー
ケティング 有尾・山口・長尾
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よ
る
影
響
な
ど
に
よ
っ
て
、世
界
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
不

足
が
起
こ
っ
て
お
り
、再
エ
ネ
普
及
へ
の
課
題
は
待
っ

た
な
し
の
状
況
で
す
。

　
国
内
で
利
用
さ
れ
て
い
る
再
エ
ネ
に
は
、太
陽
光
、

風
力
、地
熱
、水
力
、バ
イ
オ
マ
ス
が
あ
り
ま
す
。経

済
産
業
省
で
は
、２
０
３
０
年
度
の「
望
ま
し
い
電

源
構
成（
エ
ネ
ル
ギ
ー
ベ
ス
ト
ミ
ッ
ク
ス
）案
」を
公

表
し
て
い
ま
す
。こ
れ
を
実
現
す
る
に
は
、太
陽
光
の

導
入
量
を
、２
０
１
９
年
度
時
点
の
約

  60
ギ
ガ
ワ
ッ
ト

Ｇ
Ｗ
か
ら

２
０
３
０
年
度
ま
で
に
約
１
２
０
Ｇ
Ｗ
と
２
倍
に
増

や
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。現
在
最
も
多
い
水

力
は
、50
Ｇ
Ｗ
か
ら
ほ
ぼ
横
ば
い
と
見
ら
れ
て
お
り
、

こ
れ
を
大
き
く
上
回
る
こ
と
か
ら
、２
０
３
０
年
度

ま
で
に
太
陽
光
発
電
の
導
入
が
、よ
り
活
発
に
な
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
世
界
的
な
動
き
を
見
て
み
る
と
、企
業
や
自
治
体

と
い
っ
た
電
気
の
需
要
家
が
再
エ
ネ
普
及
の
ド
ラ
イ

バ
ー
に
な
っ
て
い
く
動
き
を
見
せ
て
い
ま
す
。例
え
ば

米
国
　
　
ア
ッ
プ
ル
　
　

Ａｐ
ｐ
ｌｅ
で
は
、２
０
３
０
年
ま
で
に
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
と
製
品
全
体
で
カ
ー
ボ
ン
ニュ
ー
ト
ラ
ル

を
達
成
す
る
こ
と
を
目
標
に
掲
げ
ま
し
た
。

　
日
本
に
お
い
て
も
、三
菱
商
事
グ
ル
ー
プ
が

　
　
ア
マ
ゾ
ン
　
　

Ａｍａｚｏｎ
に
向
け
、再
エ
ネ
を
活
用
し
た
長
期
売
電

し
た「
強
靱
か
つ
持
続
可
能
な
電
気
供
給
体
制
の
確

立
を
図
る
た
め
の
電
気
事
業
法
等
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
案
」、い
わ
ゆ
る「
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
強
靭
化

法
」で
す
。

　
こ
の
中
で
、再
エ
ネ
の
主
力
電
源
化
の
実
現
に
あ

た
り
、固
定
価
格
買
取
で
あ
る
Ｆ
Ｉ
Ｔ（Feed-in 

T
ariff

）制
度
に
お
け
る
導
入
拡
大
や
コ
ス
ト
低
減

な
ど
を
踏
ま
え
た
次
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
、欧
州
で
は

す
で
に
導
入
さ
れ
て
い
る
市
場
連
動
型
の
Ｆ
Ｉ
Ｐ

（Feed-in Prem
ium

）制
度
が
創
設
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。た
だ
し
、制
度
の
導
入
に
お
い
て

は
、こ
れ
ま
で
の
固
定
価
格
買
取
に
比
べ
て
、最
適

な
市
場
取
引
が
実
現
で
き
る
か
、相
対
取
引
に
よ
る

収
益
性
の
向
上
が
望
め
る
の
か
が
課
題
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、Ｆ
Ｉ
Ｔ
で
は
送
配
電
事
業
者
が
再
エ
ネ
の

発
電
量
予
測
を
代
行
し
て
い
ま
し
た
が
、Ｆ
Ｉ
Ｐ
で

は
正
確
な
発
電
量
予
測
に
基
づ
く
計
画
値
同
時
同

量
業
務
を
ど
こ
が
担
当
し
て
い
く
か
も
課
題
で
す
。

し
か
し
、新
た
な
設
備
投
資
を
促
す
効
果
が
期
待
さ

れ
る
、い
わ
ゆ
る「
追
加
性
」の
あ
る
再
エ
ネ
を
相
対

で
販
売
で
き
る
と
い
う
非
常
に
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
に

期
待
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。そ
の
期
待
の
高
さ
か
ら
、

契
約
を
締
結
。こ
れ
は
、既
存
の
再
エ
ネ
や
Ｆ
Ｉ
Ｔ

（
固
定
価
格
買
取
制
度
）電
源
の
証
書
購
入
な
ど
で

は
な
く
、新
た
な
再
エ
ネ
へ
の
投
資
と
い
う
こ
と
で
注

目
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
れ
ら
の
動
き
は
、国
内
外
問
わ

ず
、今
後
加
速
し
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
率
は
11
·８
％（
２
０
１
８

年
度
）に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、さ
ら
に
世
界
的
な
エ
ネ

ル
ギ
ー
不
足
、災
害
等
に
よ
る
大
型
発
電
所
の
計
画

外
停
止
、そ
れ
に
伴
う
電
力
供
給
不
足
な
ど
に
よ
っ

て
、企
業
や
家
庭
で
も
電
力
に
対
す
る
大
き
な
意
識

の
変
化
が
起
き
て
い
ま
す
。そ
の
中
で
再
エ
ネ
の
価

値
が
再
認
識
さ
れ
始
め
て
お
り
、再
エ
ネ
を
活
用
し

た
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
電
源
構
成
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の

で
す
。

　
太
陽
光
発
電
と
い
う
と
、現
在
、再
エ
ネ
で
発
電

し
た
電
気
を
、電
力
会
社
が
一
定
価
格
で
一
定
期
間

買
い
取
る
Ｆ
Ｉ
Ｔ
を
利
用
さ
れ
て
い
る
と
い
う
方
も

い
ら
っ
し
ゃ
る
で
し
ょ
う
。し
か
し
、そ
の
制
度
が
大
き

く
変
わ
り
ま
す
。そ
れ
が
、２
０
２
０
年
６
月
に
成
立

　
２
０
２
０
年
10
月
に
行
わ
れ
た
、当
時
の
菅
義
偉

首
相
の
所
信
表
明
演
説
に
あ
っ
た「
我
が
国
は
、２
０

５
０
年
ま
で
に
、温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
を
全
体
と

し
て
ゼ
ロ
に
す
る
、す
な
わ
ち
２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン

ニュ
ー
ト
ラ
ル
、脱
炭
素
社
会
の
実
現
を
目
指
す
」と

い
う
宣
言
を
受
け
、各
自
治
体
、企
業
を
は
じ
め
と

す
る
社
会
全
体
に
お
い
て
カ
ー
ボ
ン
ニュ
ー
ト
ラ
ル
に

向
け
た
取
り
組
み
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
政
府
は
こ
れ
ら
を
実
現
す
る
た
め
に
、ま
ず
は

２
０
３
０
年
を
一
つ
の
マ
イ
ル
ス
ト
ー
ン
と
し
て
設
定

し
、そ
れ
に
向
け
た
２
０
２
１
年
10
月
の「
第
６
次
エ

ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
」で
は
、再
エ
ネ
の
比
率
を
36
〜

38
％
と
定
め
ま
し
た
。さ
ら
に
、２
０
２
１
年
４
月
に

開
催
さ
れ
た
40
カ
国
・
地
域
の
首
相
に
よ
る「
気
候

変
動
サ
ミ
ッ
ト
」で
は
、二
酸
化
炭
素
、メ
タ
ン
、一
酸

化
二
窒
素
、フ
ロ
ン
ガ
ス
と
い
っ
た
温
室
効
果
ガ
ス
に

つ
い
て
、日
本
は
従
来
の
目
標
か
ら
20
％
ア
ッ
プ
し

て
、２
０
１
３
年
度
比
で
46
％
削
減
す
る
こ
と
を
表

明
し
ま
し
た
。そ
れ
に
伴
い
、地
球
温
暖
化
対
策
推

進
法（
温
対
法
）の
改
正
、エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
強
靭
化

法
の
施
行
に
向
け
た
取
り
組
み
が
着
々
と
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
そ
う
し
た
中
、早
急
な
対
策
が
必
要
と
さ
れ
て
い

る
の
が
再
エ
ネ
の
普
及
で
す
。現
在
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
や
ロ
シ
ア・ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機
に

環
境
に
や
さ
し
く
、安
心
な
未
来
の
た
め
に
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
と
活
用
を
支
援
し
、

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
未
来
を
実
現
す
る
。

東
芝
ネ
ク
ス
ト
ク
ラ
フ
ト
ベル
ケ 

株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

新
貝 
英
己 

氏

H
ideki Shingai

と
う  

し
ば

発
電
量
予
測
の
計
画
や
調
整
の
業
務
と
取
引
業
務

を
担
当
す
る「
ア
グ
リ
ゲ
ー
タ
ー
」を
担
う「
再
エ
ネ

ア
グ
リ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
事
業
」が
注
目
さ
れ
、早
く
も
各

企
業
か
ら
の
参
入
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
一
つ
が
、私
た
ち
東
芝
ネ
ク
ス
ト
ク
ラ
フ
ト
ベ

ル
ケ
で
す
。設
立
は
２
０
２
０
年
11
月
。２
０
１
２
年

か
ら
Ｆ
Ｉ
Ｐ
制
度
が
始
ま
っ
た
ド
イ
ツ
で
、再
エ
ネ
事

業
者
の
支
援
を
行
い
急
成
長
し
て
き
た
世
界
的
な

Ｖ
Ｐ
Ｐ（
バ
ー
チ
ャ
ル・パ
ワ
ー
・
プ
ラ
ン
ト
）ア
グ
リ

ゲ
ー
タ
ー
で
あ
る
ネ
ク
ス
ト
ク
ラ
フ
ト
ベ
ル
ケ
と
東
芝

エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
ズ
株
式
会
社
に
よ
る
合
弁
会

社
で
す
。

　
こ
こ
で
は
、ネ
ク
ス
ト
ク
ラ
フ
ト
ベ
ル
ケ
の
持
つ
運

用
ノ
ウ
ハ
ウ
や
デ
ジ
タ
ル
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
、東
芝
の

持
つ
再
エ
ネ
や
系
統
技
術
を
組
み
合
わ
せ
た
デ
ジ

タ
ル
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
し
て
い
ま
す
。私
た
ち
は
太

陽
光
、風
力
、バ
イ
オ
マ
ス
な
ど
の
再
エ
ネ
発
電
事

業
者
、東
芝
を
は
じ
め
と
す
る
ア
グ
リ
ゲ
ー
タ
ー
と

連
携
し
て
、計
画
値
同
時
同
量
業
務
に
必
要
な
シ

ス
テ
ム
を
提
供
し
、電
力
広
域
的
運
営
推
進
機
関
へ

の
計
画
値
の
提
出
、Ｊ
-Ｅ
Ｐ
Ｘ
や
需
給
調
整
市
場

の
ほ
か
、小
売
・
需
要
家
へ
の
最
適
売
買
を
実
現
し

ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、再
エ
ネ
発
電
事
業
者
の
方
に
は
、東

芝
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
ズ
が
バ
ラ
ン
シ
ン
グ（
計
画

値
同
時
同
量
）の
運
用
を
代
行
す
る
こ
と
で
イ
ン
バ
ラ

ン
ス
リ
ス
ク
が
回
避
で
き
ま
す
。ま
た
、再
エ
ネ
発
電

事
業
者
が
自
ら
運
用
を
す
る
場
合
に
は
、東
芝
ネ
ク

ス
ト
ク
ラ
フ
ト
ベ
ル
ケ
が
、運
用
に
必
要
な
シ
ス
テ
ム

を
ク
ラ
ウ
ド
で
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。ま
た
、

非
Ｆ
Ｉ
Ｔ
再
エ
ネ
の
事
業
性
を
検
証
し
た
い
と
いっ
た

ご
要
望
に
は
、収
益
性
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
お
手
伝

い
や
補
助
金
ス
キ
ー
ム
の
紹
介
な
ど
も
行
い
ま
す
。

　
需
要
家
の
方
に
は
、例
え
ば
敷
地
の
中
に
再
エ
ネ

を
設
置
し
た
い
と
い
う
場
合
、自
家
消
費
モ
デ
ル
の

ご
提
案
、第
三
者
所
有
に
よ
る
初
期
費
無
料
型
の
ご

提
案
、余
剰
し
た
電
気
を
他
の
施
設
に
融
通
す
る
ご

提
案
な
ど
を
行
い
ま
す
。再
エ
ネ
の
調
達
、非
Ｆ
Ｉ
Ｔ

非
化
石
証
書
の
調
達
支
援
な
ど
、あ
ら
ゆ
る
ご
要
望

に
お
応
え
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
再
エ
ネ
を
他
の
電
源
と
バ
ラ
ン
ス
よ
く
増
や
し
、サ

ス
テ
ナ
ブ
ル
な
未
来
を
実
現
す
る
た
め
に
、こ
れ
ら
の

取
り
組
み
に
社
会
的
な
意
義
を
見
出
し
、意
欲
的
に

活
用
し
た
い
と
願
う
企
業
や
自
治
体
の
皆
さ
ま
の
た

め
の
新
し
い
サ
ー
ビ
ス
を
、私
た
ち
は
精
力
的
に
展

開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
米
国
Ａｐ
ｐ
ｌｅ
の
よ
う
に
、サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

を
巻
き
込
ん
だ
カ
ー
ボ
ン
ニュ
ー
ト
ラ
ル
へ
の
高
い
意

識
を
も
っ
た
需
要
家
は
、今
後
増
加
す
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
ま
す
。そ
れ
ら
の
非
化
石
価
値
を
求
め
る
需

要
家
に
安
定
、安
価
な
再
エ
ネ
を
供
給
で
き
る
再
エ
ネ

発
電
事
業
者
と
需
要
家
の
マ
ッ
チ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
も
、

今
後
は
活
発
に
な
っ
て
い
く
で
し
ょ
う
。

２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

実
現
に
向
け
て

太
陽
光
の
導
入
量
が
２
倍
に

需
要
家
の
動
き
に
注
目

　２０５０年のカーボンニュートラル、脱炭素社会への実現に向け、いま再生可能エネルギーに注目が集まって
います。その中でも、最も需要が高い太陽光発電への事業参入、さらに再エネと需要家のマッチングサービス
「再エネアグリゲーション事業」が活発になってきています。
　そのアグリゲーターの一つである東芝ネクストクラフトベルケ株式会社の新貝英己社長に、日本のカーボン
ニュートラルに向けた動き、再エネ導入の現状、そして注目の再エネアグリゲーション事業の目的や役割に
ついて、お話を伺いました。
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よ
る
影
響
な
ど
に
よ
っ
て
、世
界
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
不

足
が
起
こ
っ
て
お
り
、再
エ
ネ
普
及
へ
の
課
題
は
待
っ

た
な
し
の
状
況
で
す
。

　
国
内
で
利
用
さ
れ
て
い
る
再
エ
ネ
に
は
、太
陽
光
、

風
力
、地
熱
、水
力
、バ
イ
オ
マ
ス
が
あ
り
ま
す
。経

済
産
業
省
で
は
、２
０
３
０
年
度
の「
望
ま
し
い
電

源
構
成（
エ
ネ
ル
ギ
ー
ベ
ス
ト
ミ
ッ
ク
ス
）案
」を
公

表
し
て
い
ま
す
。こ
れ
を
実
現
す
る
に
は
、太
陽
光
の

導
入
量
を
、２
０
１
９
年
度
時
点
の
約

  60
ギ
ガ
ワ
ッ
ト

Ｇ
Ｗ
か
ら

２
０
３
０
年
度
ま
で
に
約
１
２
０
Ｇ
Ｗ
と
２
倍
に
増

や
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。現
在
最
も
多
い
水

力
は
、50
Ｇ
Ｗ
か
ら
ほ
ぼ
横
ば
い
と
見
ら
れ
て
お
り
、

こ
れ
を
大
き
く
上
回
る
こ
と
か
ら
、２
０
３
０
年
度

ま
で
に
太
陽
光
発
電
の
導
入
が
、よ
り
活
発
に
な
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
世
界
的
な
動
き
を
見
て
み
る
と
、企
業
や
自
治
体

と
い
っ
た
電
気
の
需
要
家
が
再
エ
ネ
普
及
の
ド
ラ
イ

バ
ー
に
な
っ
て
い
く
動
き
を
見
せ
て
い
ま
す
。例
え
ば

米
国
　
　
ア
ッ
プ
ル
　
　

Ａｐ
ｐ
ｌｅ
で
は
、２
０
３
０
年
ま
で
に
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
と
製
品
全
体
で
カ
ー
ボ
ン
ニュ
ー
ト
ラ
ル

を
達
成
す
る
こ
と
を
目
標
に
掲
げ
ま
し
た
。

　
日
本
に
お
い
て
も
、三
菱
商
事
グ
ル
ー
プ
が

　
　
ア
マ
ゾ
ン
　
　

Ａｍａｚｏｎ
に
向
け
、再
エ
ネ
を
活
用
し
た
長
期
売
電

し
た「
強
靱
か
つ
持
続
可
能
な
電
気
供
給
体
制
の
確

立
を
図
る
た
め
の
電
気
事
業
法
等
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
案
」、い
わ
ゆ
る「
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
強
靭
化

法
」で
す
。

　
こ
の
中
で
、再
エ
ネ
の
主
力
電
源
化
の
実
現
に
あ

た
り
、固
定
価
格
買
取
で
あ
る
Ｆ
Ｉ
Ｔ（Feed-in 

T
ariff

）制
度
に
お
け
る
導
入
拡
大
や
コ
ス
ト
低
減

な
ど
を
踏
ま
え
た
次
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
、欧
州
で
は

す
で
に
導
入
さ
れ
て
い
る
市
場
連
動
型
の
Ｆ
Ｉ
Ｐ

（Feed-in Prem
ium

）制
度
が
創
設
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。た
だ
し
、制
度
の
導
入
に
お
い
て

は
、こ
れ
ま
で
の
固
定
価
格
買
取
に
比
べ
て
、最
適

な
市
場
取
引
が
実
現
で
き
る
か
、相
対
取
引
に
よ
る

収
益
性
の
向
上
が
望
め
る
の
か
が
課
題
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、Ｆ
Ｉ
Ｔ
で
は
送
配
電
事
業
者
が
再
エ
ネ
の

発
電
量
予
測
を
代
行
し
て
い
ま
し
た
が
、Ｆ
Ｉ
Ｐ
で

は
正
確
な
発
電
量
予
測
に
基
づ
く
計
画
値
同
時
同

量
業
務
を
ど
こ
が
担
当
し
て
い
く
か
も
課
題
で
す
。

し
か
し
、新
た
な
設
備
投
資
を
促
す
効
果
が
期
待
さ

れ
る
、い
わ
ゆ
る「
追
加
性
」の
あ
る
再
エ
ネ
を
相
対

で
販
売
で
き
る
と
い
う
非
常
に
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
に

期
待
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。そ
の
期
待
の
高
さ
か
ら
、

契
約
を
締
結
。こ
れ
は
、既
存
の
再
エ
ネ
や
Ｆ
Ｉ
Ｔ

（
固
定
価
格
買
取
制
度
）電
源
の
証
書
購
入
な
ど
で

は
な
く
、新
た
な
再
エ
ネ
へ
の
投
資
と
い
う
こ
と
で
注

目
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
れ
ら
の
動
き
は
、国
内
外
問
わ

ず
、今
後
加
速
し
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
率
は
11
·８
％（
２
０
１
８

年
度
）に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、さ
ら
に
世
界
的
な
エ
ネ

ル
ギ
ー
不
足
、災
害
等
に
よ
る
大
型
発
電
所
の
計
画

外
停
止
、そ
れ
に
伴
う
電
力
供
給
不
足
な
ど
に
よ
っ

て
、企
業
や
家
庭
で
も
電
力
に
対
す
る
大
き
な
意
識

の
変
化
が
起
き
て
い
ま
す
。そ
の
中
で
再
エ
ネ
の
価

値
が
再
認
識
さ
れ
始
め
て
お
り
、再
エ
ネ
を
活
用
し

た
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
電
源
構
成
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の

で
す
。

　
太
陽
光
発
電
と
い
う
と
、現
在
、再
エ
ネ
で
発
電

し
た
電
気
を
、電
力
会
社
が
一
定
価
格
で
一
定
期
間

買
い
取
る
Ｆ
Ｉ
Ｔ
を
利
用
さ
れ
て
い
る
と
い
う
方
も

い
ら
っ
し
ゃ
る
で
し
ょ
う
。し
か
し
、そ
の
制
度
が
大
き

く
変
わ
り
ま
す
。そ
れ
が
、２
０
２
０
年
６
月
に
成
立

　
２
０
２
０
年
10
月
に
行
わ
れ
た
、当
時
の
菅
義
偉

首
相
の
所
信
表
明
演
説
に
あ
っ
た「
我
が
国
は
、２
０

５
０
年
ま
で
に
、温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
を
全
体
と

し
て
ゼ
ロ
に
す
る
、す
な
わ
ち
２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン

ニュ
ー
ト
ラ
ル
、脱
炭
素
社
会
の
実
現
を
目
指
す
」と

い
う
宣
言
を
受
け
、各
自
治
体
、企
業
を
は
じ
め
と

す
る
社
会
全
体
に
お
い
て
カ
ー
ボ
ン
ニュ
ー
ト
ラ
ル
に

向
け
た
取
り
組
み
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
政
府
は
こ
れ
ら
を
実
現
す
る
た
め
に
、ま
ず
は

２
０
３
０
年
を
一
つ
の
マ
イ
ル
ス
ト
ー
ン
と
し
て
設
定

し
、そ
れ
に
向
け
た
２
０
２
１
年
10
月
の「
第
６
次
エ

ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
」で
は
、再
エ
ネ
の
比
率
を
36
〜

38
％
と
定
め
ま
し
た
。さ
ら
に
、２
０
２
１
年
４
月
に

開
催
さ
れ
た
40
カ
国
・
地
域
の
首
相
に
よ
る「
気
候

変
動
サ
ミ
ッ
ト
」で
は
、二
酸
化
炭
素
、メ
タ
ン
、一
酸

化
二
窒
素
、フ
ロ
ン
ガ
ス
と
い
っ
た
温
室
効
果
ガ
ス
に

つ
い
て
、日
本
は
従
来
の
目
標
か
ら
20
％
ア
ッ
プ
し

て
、２
０
１
３
年
度
比
で
46
％
削
減
す
る
こ
と
を
表

明
し
ま
し
た
。そ
れ
に
伴
い
、地
球
温
暖
化
対
策
推

進
法（
温
対
法
）の
改
正
、エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
強
靭
化

法
の
施
行
に
向
け
た
取
り
組
み
が
着
々
と
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
そ
う
し
た
中
、早
急
な
対
策
が
必
要
と
さ
れ
て
い

る
の
が
再
エ
ネ
の
普
及
で
す
。現
在
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
や
ロ
シ
ア・ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機
に

環
境
に
や
さ
し
く
、安
心
な
未
来
の
た
め
に
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
と
活
用
を
支
援
し
、

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
未
来
を
実
現
す
る
。

東
芝
ネ
ク
ス
ト
ク
ラ
フ
ト
ベル
ケ 

株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

新
貝 

英
己 

氏

H
ideki Shingai

と
う  

し
ば

発
電
量
予
測
の
計
画
や
調
整
の
業
務
と
取
引
業
務

を
担
当
す
る「
ア
グ
リ
ゲ
ー
タ
ー
」を
担
う「
再
エ
ネ

ア
グ
リ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
事
業
」が
注
目
さ
れ
、早
く
も
各

企
業
か
ら
の
参
入
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
一
つ
が
、私
た
ち
東
芝
ネ
ク
ス
ト
ク
ラ
フ
ト
ベ

ル
ケ
で
す
。設
立
は
２
０
２
０
年
11
月
。２
０
１
２
年

か
ら
Ｆ
Ｉ
Ｐ
制
度
が
始
ま
っ
た
ド
イ
ツ
で
、再
エ
ネ
事

業
者
の
支
援
を
行
い
急
成
長
し
て
き
た
世
界
的
な

Ｖ
Ｐ
Ｐ（
バ
ー
チ
ャ
ル・パ
ワ
ー
・
プ
ラ
ン
ト
）ア
グ
リ

ゲ
ー
タ
ー
で
あ
る
ネ
ク
ス
ト
ク
ラ
フ
ト
ベ
ル
ケ
と
東
芝

エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
ズ
株
式
会
社
に
よ
る
合
弁
会

社
で
す
。

　
こ
こ
で
は
、ネ
ク
ス
ト
ク
ラ
フ
ト
ベ
ル
ケ
の
持
つ
運

用
ノ
ウ
ハ
ウ
や
デ
ジ
タ
ル
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
、東
芝
の

持
つ
再
エ
ネ
や
系
統
技
術
を
組
み
合
わ
せ
た
デ
ジ

タ
ル
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
し
て
い
ま
す
。私
た
ち
は
太

陽
光
、風
力
、バ
イ
オ
マ
ス
な
ど
の
再
エ
ネ
発
電
事

業
者
、東
芝
を
は
じ
め
と
す
る
ア
グ
リ
ゲ
ー
タ
ー
と

連
携
し
て
、計
画
値
同
時
同
量
業
務
に
必
要
な
シ

ス
テ
ム
を
提
供
し
、電
力
広
域
的
運
営
推
進
機
関
へ

の
計
画
値
の
提
出
、Ｊ
-Ｅ
Ｐ
Ｘ
や
需
給
調
整
市
場

の
ほ
か
、小
売
・
需
要
家
へ
の
最
適
売
買
を
実
現
し

ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、再
エ
ネ
発
電
事
業
者
の
方
に
は
、東

芝
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
ズ
が
バ
ラ
ン
シ
ン
グ（
計
画

値
同
時
同
量
）の
運
用
を
代
行
す
る
こ
と
で
イ
ン
バ
ラ

ン
ス
リ
ス
ク
が
回
避
で
き
ま
す
。ま
た
、再
エ
ネ
発
電

事
業
者
が
自
ら
運
用
を
す
る
場
合
に
は
、東
芝
ネ
ク

ス
ト
ク
ラ
フ
ト
ベ
ル
ケ
が
、運
用
に
必
要
な
シ
ス
テ
ム

を
ク
ラ
ウ
ド
で
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。ま
た
、

非
Ｆ
Ｉ
Ｔ
再
エ
ネ
の
事
業
性
を
検
証
し
た
い
と
いっ
た

ご
要
望
に
は
、収
益
性
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
お
手
伝

い
や
補
助
金
ス
キ
ー
ム
の
紹
介
な
ど
も
行
い
ま
す
。

　
需
要
家
の
方
に
は
、例
え
ば
敷
地
の
中
に
再
エ
ネ

を
設
置
し
た
い
と
い
う
場
合
、自
家
消
費
モ
デ
ル
の

ご
提
案
、第
三
者
所
有
に
よ
る
初
期
費
無
料
型
の
ご

提
案
、余
剰
し
た
電
気
を
他
の
施
設
に
融
通
す
る
ご

提
案
な
ど
を
行
い
ま
す
。再
エ
ネ
の
調
達
、非
Ｆ
Ｉ
Ｔ

非
化
石
証
書
の
調
達
支
援
な
ど
、あ
ら
ゆ
る
ご
要
望

に
お
応
え
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
再
エ
ネ
を
他
の
電
源
と
バ
ラ
ン
ス
よ
く
増
や
し
、サ

ス
テ
ナ
ブ
ル
な
未
来
を
実
現
す
る
た
め
に
、こ
れ
ら
の

取
り
組
み
に
社
会
的
な
意
義
を
見
出
し
、意
欲
的
に

活
用
し
た
い
と
願
う
企
業
や
自
治
体
の
皆
さ
ま
の
た

め
の
新
し
い
サ
ー
ビ
ス
を
、私
た
ち
は
精
力
的
に
展

開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
米
国
Ａｐ
ｐ
ｌｅ
の
よ
う
に
、サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

を
巻
き
込
ん
だ
カ
ー
ボ
ン
ニュ
ー
ト
ラ
ル
へ
の
高
い
意

識
を
も
っ
た
需
要
家
は
、今
後
増
加
す
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
ま
す
。そ
れ
ら
の
非
化
石
価
値
を
求
め
る
需

要
家
に
安
定
、安
価
な
再
エ
ネ
を
供
給
で
き
る
再
エ
ネ

発
電
事
業
者
と
需
要
家
の
マ
ッ
チ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
も
、

今
後
は
活
発
に
な
っ
て
い
く
で
し
ょ
う
。

２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

実
現
に
向
け
て

太
陽
光
の
導
入
量
が
２
倍
に

需
要
家
の
動
き
に
注
目

　２０５０年のカーボンニュートラル、脱炭素社会への実現に向け、いま再生可能エネルギーに注目が集まって
います。その中でも、最も需要が高い太陽光発電への事業参入、さらに再エネと需要家のマッチングサービス
「再エネアグリゲーション事業」が活発になってきています。
　そのアグリゲーターの一つである東芝ネクストクラフトベルケ株式会社の新貝英己社長に、日本のカーボン
ニュートラルに向けた動き、再エネ導入の現状、そして注目の再エネアグリゲーション事業の目的や役割に
ついて、お話を伺いました。
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よ
る
影
響
な
ど
に
よ
っ
て
、世
界
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
不

足
が
起
こ
っ
て
お
り
、再
エ
ネ
普
及
へ
の
課
題
は
待
っ

た
な
し
の
状
況
で
す
。

　
国
内
で
利
用
さ
れ
て
い
る
再
エ
ネ
に
は
、太
陽
光
、

風
力
、地
熱
、水
力
、バ
イ
オ
マ
ス
が
あ
り
ま
す
。経

済
産
業
省
で
は
、２
０
３
０
年
度
の「
望
ま
し
い
電

源
構
成（
エ
ネ
ル
ギ
ー
ベ
ス
ト
ミ
ッ
ク
ス
）案
」を
公

表
し
て
い
ま
す
。こ
れ
を
実
現
す
る
に
は
、太
陽
光
の

導
入
量
を
、２
０
１
９
年
度
時
点
の
約

  60
ギ
ガ
ワ
ッ
ト

Ｇ
Ｗ
か
ら

２
０
３
０
年
度
ま
で
に
約
１
２
０
Ｇ
Ｗ
と
２
倍
に
増

や
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。現
在
最
も
多
い
水

力
は
、50
Ｇ
Ｗ
か
ら
ほ
ぼ
横
ば
い
と
見
ら
れ
て
お
り
、

こ
れ
を
大
き
く
上
回
る
こ
と
か
ら
、２
０
３
０
年
度

ま
で
に
太
陽
光
発
電
の
導
入
が
、よ
り
活
発
に
な
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
世
界
的
な
動
き
を
見
て
み
る
と
、企
業
や
自
治
体

と
い
っ
た
電
気
の
需
要
家
が
再
エ
ネ
普
及
の
ド
ラ
イ

バ
ー
に
な
っ
て
い
く
動
き
を
見
せ
て
い
ま
す
。例
え
ば

米
国
　
　
ア
ッ
プ
ル
　
　

Ａｐ
ｐ
ｌｅ
で
は
、２
０
３
０
年
ま
で
に
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
と
製
品
全
体
で
カ
ー
ボ
ン
ニュ
ー
ト
ラ
ル

を
達
成
す
る
こ
と
を
目
標
に
掲
げ
ま
し
た
。

　
日
本
に
お
い
て
も
、三
菱
商
事
グ
ル
ー
プ
が

　
　
ア
マ
ゾ
ン
　
　

Ａｍａｚｏｎ
に
向
け
、再
エ
ネ
を
活
用
し
た
長
期
売
電

し
た「
強
靱
か
つ
持
続
可
能
な
電
気
供
給
体
制
の
確

立
を
図
る
た
め
の
電
気
事
業
法
等
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
案
」、い
わ
ゆ
る「
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
強
靭
化

法
」で
す
。

　
こ
の
中
で
、再
エ
ネ
の
主
力
電
源
化
の
実
現
に
あ

た
り
、固
定
価
格
買
取
で
あ
る
Ｆ
Ｉ
Ｔ（Feed-in 

T
ariff

）制
度
に
お
け
る
導
入
拡
大
や
コ
ス
ト
低
減

な
ど
を
踏
ま
え
た
次
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
、欧
州
で
は

す
で
に
導
入
さ
れ
て
い
る
市
場
連
動
型
の
Ｆ
Ｉ
Ｐ

（Feed-in Prem
ium

）制
度
が
創
設
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。た
だ
し
、制
度
の
導
入
に
お
い
て

は
、こ
れ
ま
で
の
固
定
価
格
買
取
に
比
べ
て
、最
適

な
市
場
取
引
が
実
現
で
き
る
か
、相
対
取
引
に
よ
る

収
益
性
の
向
上
が
望
め
る
の
か
が
課
題
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、Ｆ
Ｉ
Ｔ
で
は
送
配
電
事
業
者
が
再
エ
ネ
の

発
電
量
予
測
を
代
行
し
て
い
ま
し
た
が
、Ｆ
Ｉ
Ｐ
で

は
正
確
な
発
電
量
予
測
に
基
づ
く
計
画
値
同
時
同

量
業
務
を
ど
こ
が
担
当
し
て
い
く
か
も
課
題
で
す
。

し
か
し
、新
た
な
設
備
投
資
を
促
す
効
果
が
期
待
さ

れ
る
、い
わ
ゆ
る「
追
加
性
」の
あ
る
再
エ
ネ
を
相
対

で
販
売
で
き
る
と
い
う
非
常
に
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
に

期
待
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。そ
の
期
待
の
高
さ
か
ら
、

契
約
を
締
結
。こ
れ
は
、既
存
の
再
エ
ネ
や
Ｆ
Ｉ
Ｔ

（
固
定
価
格
買
取
制
度
）電
源
の
証
書
購
入
な
ど
で

は
な
く
、新
た
な
再
エ
ネ
へ
の
投
資
と
い
う
こ
と
で
注

目
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
れ
ら
の
動
き
は
、国
内
外
問
わ

ず
、今
後
加
速
し
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
率
は
11
·８
％（
２
０
１
８

年
度
）に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、さ
ら
に
世
界
的
な
エ
ネ

ル
ギ
ー
不
足
、災
害
等
に
よ
る
大
型
発
電
所
の
計
画

外
停
止
、そ
れ
に
伴
う
電
力
供
給
不
足
な
ど
に
よ
っ

て
、企
業
や
家
庭
で
も
電
力
に
対
す
る
大
き
な
意
識

の
変
化
が
起
き
て
い
ま
す
。そ
の
中
で
再
エ
ネ
の
価

値
が
再
認
識
さ
れ
始
め
て
お
り
、再
エ
ネ
を
活
用
し

た
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
電
源
構
成
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の

で
す
。

　
太
陽
光
発
電
と
い
う
と
、現
在
、再
エ
ネ
で
発
電

し
た
電
気
を
、電
力
会
社
が
一
定
価
格
で
一
定
期
間

買
い
取
る
Ｆ
Ｉ
Ｔ
を
利
用
さ
れ
て
い
る
と
い
う
方
も

い
ら
っ
し
ゃ
る
で
し
ょ
う
。し
か
し
、そ
の
制
度
が
大
き

く
変
わ
り
ま
す
。そ
れ
が
、２
０
２
０
年
６
月
に
成
立

　
２
０
２
０
年
10
月
に
行
わ
れ
た
、当
時
の
菅
義
偉

首
相
の
所
信
表
明
演
説
に
あ
っ
た「
我
が
国
は
、２
０

５
０
年
ま
で
に
、温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
を
全
体
と

し
て
ゼ
ロ
に
す
る
、す
な
わ
ち
２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン

ニュ
ー
ト
ラ
ル
、脱
炭
素
社
会
の
実
現
を
目
指
す
」と

い
う
宣
言
を
受
け
、各
自
治
体
、企
業
を
は
じ
め
と

す
る
社
会
全
体
に
お
い
て
カ
ー
ボ
ン
ニュ
ー
ト
ラ
ル
に

向
け
た
取
り
組
み
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
政
府
は
こ
れ
ら
を
実
現
す
る
た
め
に
、ま
ず
は

２
０
３
０
年
を
一
つ
の
マ
イ
ル
ス
ト
ー
ン
と
し
て
設
定

し
、そ
れ
に
向
け
た
２
０
２
１
年
10
月
の「
第
６
次
エ

ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
」で
は
、再
エ
ネ
の
比
率
を
36
〜

38
％
と
定
め
ま
し
た
。さ
ら
に
、２
０
２
１
年
４
月
に

開
催
さ
れ
た
40
カ
国
・
地
域
の
首
相
に
よ
る「
気
候

変
動
サ
ミ
ッ
ト
」で
は
、二
酸
化
炭
素
、メ
タ
ン
、一
酸

化
二
窒
素
、フ
ロ
ン
ガ
ス
と
い
っ
た
温
室
効
果
ガ
ス
に

つ
い
て
、日
本
は
従
来
の
目
標
か
ら
20
％
ア
ッ
プ
し

て
、２
０
１
３
年
度
比
で
46
％
削
減
す
る
こ
と
を
表

明
し
ま
し
た
。そ
れ
に
伴
い
、地
球
温
暖
化
対
策
推

進
法（
温
対
法
）の
改
正
、エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
強
靭
化

法
の
施
行
に
向
け
た
取
り
組
み
が
着
々
と
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
そ
う
し
た
中
、早
急
な
対
策
が
必
要
と
さ
れ
て
い

る
の
が
再
エ
ネ
の
普
及
で
す
。現
在
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
や
ロ
シ
ア・ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機
に

Ｆ
Ｉ
Ｔ
か
ら
Ｆ
Ｉ
Ｐ
へ

電
気
の
市
場
が
大
き
く
変
化

発
電
量
予
測
の
計
画
や
調
整
の
業
務
と
取
引
業
務

を
担
当
す
る「
ア
グ
リ
ゲ
ー
タ
ー
」を
担
う「
再
エ
ネ

ア
グ
リ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
事
業
」が
注
目
さ
れ
、早
く
も
各

企
業
か
ら
の
参
入
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
一
つ
が
、私
た
ち
東
芝
ネ
ク
ス
ト
ク
ラ
フ
ト
ベ

ル
ケ
で
す
。設
立
は
２
０
２
０
年
11
月
。２
０
１
２
年

か
ら
Ｆ
Ｉ
Ｐ
制
度
が
始
ま
っ
た
ド
イ
ツ
で
、再
エ
ネ
事

業
者
の
支
援
を
行
い
急
成
長
し
て
き
た
世
界
的
な

Ｖ
Ｐ
Ｐ（
バ
ー
チ
ャ
ル・パ
ワ
ー
・
プ
ラ
ン
ト
）ア
グ
リ

ゲ
ー
タ
ー
で
あ
る
ネ
ク
ス
ト
ク
ラ
フ
ト
ベ
ル
ケ
と
東
芝

エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
ズ
株
式
会
社
に
よ
る
合
弁
会

社
で
す
。

　
こ
こ
で
は
、ネ
ク
ス
ト
ク
ラ
フ
ト
ベ
ル
ケ
の
持
つ
運

用
ノ
ウ
ハ
ウ
や
デ
ジ
タ
ル
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
、東
芝
の

持
つ
再
エ
ネ
や
系
統
技
術
を
組
み
合
わ
せ
た
デ
ジ

タ
ル
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
し
て
い
ま
す
。私
た
ち
は
太

陽
光
、風
力
、バ
イ
オ
マ
ス
な
ど
の
再
エ
ネ
発
電
事

業
者
、東
芝
を
は
じ
め
と
す
る
ア
グ
リ
ゲ
ー
タ
ー
と

連
携
し
て
、計
画
値
同
時
同
量
業
務
に
必
要
な
シ

ス
テ
ム
を
提
供
し
、電
力
広
域
的
運
営
推
進
機
関
へ

の
計
画
値
の
提
出
、Ｊ
-Ｅ
Ｐ
Ｘ
や
需
給
調
整
市
場

の
ほ
か
、小
売
・
需
要
家
へ
の
最
適
売
買
を
実
現
し

ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、再
エ
ネ
発
電
事
業
者
の
方
に
は
、東

芝
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
ズ
が
バ
ラ
ン
シ
ン
グ（
計
画

値
同
時
同
量
）の
運
用
を
代
行
す
る
こ
と
で
イ
ン
バ
ラ

ン
ス
リ
ス
ク
が
回
避
で
き
ま
す
。ま
た
、再
エ
ネ
発
電

事
業
者
が
自
ら
運
用
を
す
る
場
合
に
は
、東
芝
ネ
ク

ス
ト
ク
ラ
フ
ト
ベ
ル
ケ
が
、運
用
に
必
要
な
シ
ス
テ
ム

を
ク
ラ
ウ
ド
で
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。ま
た
、

非
Ｆ
Ｉ
Ｔ
再
エ
ネ
の
事
業
性
を
検
証
し
た
い
と
いっ
た

ご
要
望
に
は
、収
益
性
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
お
手
伝

い
や
補
助
金
ス
キ
ー
ム
の
紹
介
な
ど
も
行
い
ま
す
。

　
需
要
家
の
方
に
は
、例
え
ば
敷
地
の
中
に
再
エ
ネ

を
設
置
し
た
い
と
い
う
場
合
、自
家
消
費
モ
デ
ル
の

ご
提
案
、第
三
者
所
有
に
よ
る
初
期
費
無
料
型
の
ご

提
案
、余
剰
し
た
電
気
を
他
の
施
設
に
融
通
す
る
ご

提
案
な
ど
を
行
い
ま
す
。再
エ
ネ
の
調
達
、非
Ｆ
Ｉ
Ｔ

非
化
石
証
書
の
調
達
支
援
な
ど
、あ
ら
ゆ
る
ご
要
望

に
お
応
え
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
再
エ
ネ
を
他
の
電
源
と
バ
ラ
ン
ス
よ
く
増
や
し
、サ

ス
テ
ナ
ブ
ル
な
未
来
を
実
現
す
る
た
め
に
、こ
れ
ら
の

取
り
組
み
に
社
会
的
な
意
義
を
見
出
し
、意
欲
的
に

活
用
し
た
い
と
願
う
企
業
や
自
治
体
の
皆
さ
ま
の
た

め
の
新
し
い
サ
ー
ビ
ス
を
、私
た
ち
は
精
力
的
に
展

開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
米
国
Ａｐ
ｐ
ｌｅ
の
よ
う
に
、サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

を
巻
き
込
ん
だ
カ
ー
ボ
ン
ニュ
ー
ト
ラ
ル
へ
の
高
い
意

識
を
も
っ
た
需
要
家
は
、今
後
増
加
す
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
ま
す
。そ
れ
ら
の
非
化
石
価
値
を
求
め
る
需

要
家
に
安
定
、安
価
な
再
エ
ネ
を
供
給
で
き
る
再
エ
ネ

発
電
事
業
者
と
需
要
家
の
マ
ッ
チ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
も
、

今
後
は
活
発
に
な
っ
て
い
く
で
し
ょ
う
。

再
エ
ネ
発
電
事
業
者
と

需
要
家
の
ニ
ー
ズ
を
つ
な
い
で
い
く

東芝エネルギーシステムズ株式会社の鈴木光昭氏

お問い合わせ窓口

東芝エネルギーシステムズ株式会社
代表問い合わせ窓口フォーム

入力フォームの「製品名」欄に“VPP”と入力して
お問い合わせください

34FFG MONTHLY SURVEY Vol.149



よ
る
影
響
な
ど
に
よ
っ
て
、世
界
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
不

足
が
起
こ
っ
て
お
り
、再
エ
ネ
普
及
へ
の
課
題
は
待
っ

た
な
し
の
状
況
で
す
。

　
国
内
で
利
用
さ
れ
て
い
る
再
エ
ネ
に
は
、太
陽
光
、

風
力
、地
熱
、水
力
、バ
イ
オ
マ
ス
が
あ
り
ま
す
。経

済
産
業
省
で
は
、２
０
３
０
年
度
の「
望
ま
し
い
電

源
構
成（
エ
ネ
ル
ギ
ー
ベ
ス
ト
ミ
ッ
ク
ス
）案
」を
公

表
し
て
い
ま
す
。こ
れ
を
実
現
す
る
に
は
、太
陽
光
の

導
入
量
を
、２
０
１
９
年
度
時
点
の
約

  60
ギ
ガ
ワ
ッ
ト

Ｇ
Ｗ
か
ら

２
０
３
０
年
度
ま
で
に
約
１
２
０
Ｇ
Ｗ
と
２
倍
に
増

や
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。現
在
最
も
多
い
水

力
は
、50
Ｇ
Ｗ
か
ら
ほ
ぼ
横
ば
い
と
見
ら
れ
て
お
り
、

こ
れ
を
大
き
く
上
回
る
こ
と
か
ら
、２
０
３
０
年
度

ま
で
に
太
陽
光
発
電
の
導
入
が
、よ
り
活
発
に
な
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
世
界
的
な
動
き
を
見
て
み
る
と
、企
業
や
自
治
体

と
い
っ
た
電
気
の
需
要
家
が
再
エ
ネ
普
及
の
ド
ラ
イ

バ
ー
に
な
っ
て
い
く
動
き
を
見
せ
て
い
ま
す
。例
え
ば

米
国
　
　
ア
ッ
プ
ル
　
　

Ａｐ
ｐ
ｌｅ
で
は
、２
０
３
０
年
ま
で
に
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
と
製
品
全
体
で
カ
ー
ボ
ン
ニュ
ー
ト
ラ
ル

を
達
成
す
る
こ
と
を
目
標
に
掲
げ
ま
し
た
。

　
日
本
に
お
い
て
も
、三
菱
商
事
グ
ル
ー
プ
が

　
　
ア
マ
ゾ
ン
　
　

Ａｍａｚｏｎ
に
向
け
、再
エ
ネ
を
活
用
し
た
長
期
売
電

し
た「
強
靱
か
つ
持
続
可
能
な
電
気
供
給
体
制
の
確

立
を
図
る
た
め
の
電
気
事
業
法
等
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
案
」、い
わ
ゆ
る「
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
強
靭
化

法
」で
す
。

　
こ
の
中
で
、再
エ
ネ
の
主
力
電
源
化
の
実
現
に
あ

た
り
、固
定
価
格
買
取
で
あ
る
Ｆ
Ｉ
Ｔ（Feed-in 

T
ariff

）制
度
に
お
け
る
導
入
拡
大
や
コ
ス
ト
低
減

な
ど
を
踏
ま
え
た
次
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
、欧
州
で
は

す
で
に
導
入
さ
れ
て
い
る
市
場
連
動
型
の
Ｆ
Ｉ
Ｐ

（Feed-in Prem
ium

）制
度
が
創
設
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。た
だ
し
、制
度
の
導
入
に
お
い
て

は
、こ
れ
ま
で
の
固
定
価
格
買
取
に
比
べ
て
、最
適

な
市
場
取
引
が
実
現
で
き
る
か
、相
対
取
引
に
よ
る

収
益
性
の
向
上
が
望
め
る
の
か
が
課
題
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、Ｆ
Ｉ
Ｔ
で
は
送
配
電
事
業
者
が
再
エ
ネ
の

発
電
量
予
測
を
代
行
し
て
い
ま
し
た
が
、Ｆ
Ｉ
Ｐ
で

は
正
確
な
発
電
量
予
測
に
基
づ
く
計
画
値
同
時
同

量
業
務
を
ど
こ
が
担
当
し
て
い
く
か
も
課
題
で
す
。

し
か
し
、新
た
な
設
備
投
資
を
促
す
効
果
が
期
待
さ

れ
る
、い
わ
ゆ
る「
追
加
性
」の
あ
る
再
エ
ネ
を
相
対

で
販
売
で
き
る
と
い
う
非
常
に
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
に

期
待
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。そ
の
期
待
の
高
さ
か
ら
、

契
約
を
締
結
。こ
れ
は
、既
存
の
再
エ
ネ
や
Ｆ
Ｉ
Ｔ

（
固
定
価
格
買
取
制
度
）電
源
の
証
書
購
入
な
ど
で

は
な
く
、新
た
な
再
エ
ネ
へ
の
投
資
と
い
う
こ
と
で
注

目
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
れ
ら
の
動
き
は
、国
内
外
問
わ

ず
、今
後
加
速
し
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
率
は
11
·８
％（
２
０
１
８

年
度
）に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、さ
ら
に
世
界
的
な
エ
ネ

ル
ギ
ー
不
足
、災
害
等
に
よ
る
大
型
発
電
所
の
計
画

外
停
止
、そ
れ
に
伴
う
電
力
供
給
不
足
な
ど
に
よ
っ

て
、企
業
や
家
庭
で
も
電
力
に
対
す
る
大
き
な
意
識

の
変
化
が
起
き
て
い
ま
す
。そ
の
中
で
再
エ
ネ
の
価

値
が
再
認
識
さ
れ
始
め
て
お
り
、再
エ
ネ
を
活
用
し

た
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
電
源
構
成
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の

で
す
。

　
太
陽
光
発
電
と
い
う
と
、現
在
、再
エ
ネ
で
発
電

し
た
電
気
を
、電
力
会
社
が
一
定
価
格
で
一
定
期
間

買
い
取
る
Ｆ
Ｉ
Ｔ
を
利
用
さ
れ
て
い
る
と
い
う
方
も

い
ら
っ
し
ゃ
る
で
し
ょ
う
。し
か
し
、そ
の
制
度
が
大
き

く
変
わ
り
ま
す
。そ
れ
が
、２
０
２
０
年
６
月
に
成
立

　
２
０
２
０
年
10
月
に
行
わ
れ
た
、当
時
の
菅
義
偉

首
相
の
所
信
表
明
演
説
に
あ
っ
た「
我
が
国
は
、２
０

５
０
年
ま
で
に
、温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
を
全
体
と

し
て
ゼ
ロ
に
す
る
、す
な
わ
ち
２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン

ニュ
ー
ト
ラ
ル
、脱
炭
素
社
会
の
実
現
を
目
指
す
」と

い
う
宣
言
を
受
け
、各
自
治
体
、企
業
を
は
じ
め
と

す
る
社
会
全
体
に
お
い
て
カ
ー
ボ
ン
ニュ
ー
ト
ラ
ル
に

向
け
た
取
り
組
み
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
政
府
は
こ
れ
ら
を
実
現
す
る
た
め
に
、ま
ず
は

２
０
３
０
年
を
一
つ
の
マ
イ
ル
ス
ト
ー
ン
と
し
て
設
定

し
、そ
れ
に
向
け
た
２
０
２
１
年
10
月
の「
第
６
次
エ

ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
」で
は
、再
エ
ネ
の
比
率
を
36
〜

38
％
と
定
め
ま
し
た
。さ
ら
に
、２
０
２
１
年
４
月
に

開
催
さ
れ
た
40
カ
国
・
地
域
の
首
相
に
よ
る「
気
候

変
動
サ
ミ
ッ
ト
」で
は
、二
酸
化
炭
素
、メ
タ
ン
、一
酸

化
二
窒
素
、フ
ロ
ン
ガ
ス
と
い
っ
た
温
室
効
果
ガ
ス
に

つ
い
て
、日
本
は
従
来
の
目
標
か
ら
20
％
ア
ッ
プ
し

て
、２
０
１
３
年
度
比
で
46
％
削
減
す
る
こ
と
を
表

明
し
ま
し
た
。そ
れ
に
伴
い
、地
球
温
暖
化
対
策
推

進
法（
温
対
法
）の
改
正
、エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
強
靭
化

法
の
施
行
に
向
け
た
取
り
組
み
が
着
々
と
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
そ
う
し
た
中
、早
急
な
対
策
が
必
要
と
さ
れ
て
い

る
の
が
再
エ
ネ
の
普
及
で
す
。現
在
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
や
ロ
シ
ア・ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機
に

Ｆ
Ｉ
Ｔ
か
ら
Ｆ
Ｉ
Ｐ
へ

電
気
の
市
場
が
大
き
く
変
化

発
電
量
予
測
の
計
画
や
調
整
の
業
務
と
取
引
業
務

を
担
当
す
る「
ア
グ
リ
ゲ
ー
タ
ー
」を
担
う「
再
エ
ネ

ア
グ
リ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
事
業
」が
注
目
さ
れ
、早
く
も
各

企
業
か
ら
の
参
入
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
一
つ
が
、私
た
ち
東
芝
ネ
ク
ス
ト
ク
ラ
フ
ト
ベ

ル
ケ
で
す
。設
立
は
２
０
２
０
年
11
月
。２
０
１
２
年

か
ら
Ｆ
Ｉ
Ｐ
制
度
が
始
ま
っ
た
ド
イ
ツ
で
、再
エ
ネ
事

業
者
の
支
援
を
行
い
急
成
長
し
て
き
た
世
界
的
な

Ｖ
Ｐ
Ｐ（
バ
ー
チ
ャ
ル・パ
ワ
ー
・
プ
ラ
ン
ト
）ア
グ
リ

ゲ
ー
タ
ー
で
あ
る
ネ
ク
ス
ト
ク
ラ
フ
ト
ベ
ル
ケ
と
東
芝

エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
ズ
株
式
会
社
に
よ
る
合
弁
会

社
で
す
。

　
こ
こ
で
は
、ネ
ク
ス
ト
ク
ラ
フ
ト
ベ
ル
ケ
の
持
つ
運

用
ノ
ウ
ハ
ウ
や
デ
ジ
タ
ル
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
、東
芝
の

持
つ
再
エ
ネ
や
系
統
技
術
を
組
み
合
わ
せ
た
デ
ジ

タ
ル
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
し
て
い
ま
す
。私
た
ち
は
太

陽
光
、風
力
、バ
イ
オ
マ
ス
な
ど
の
再
エ
ネ
発
電
事

業
者
、東
芝
を
は
じ
め
と
す
る
ア
グ
リ
ゲ
ー
タ
ー
と

連
携
し
て
、計
画
値
同
時
同
量
業
務
に
必
要
な
シ

ス
テ
ム
を
提
供
し
、電
力
広
域
的
運
営
推
進
機
関
へ

の
計
画
値
の
提
出
、Ｊ
-Ｅ
Ｐ
Ｘ
や
需
給
調
整
市
場

の
ほ
か
、小
売
・
需
要
家
へ
の
最
適
売
買
を
実
現
し

ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、再
エ
ネ
発
電
事
業
者
の
方
に
は
、東

芝
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
ズ
が
バ
ラ
ン
シ
ン
グ（
計
画

値
同
時
同
量
）の
運
用
を
代
行
す
る
こ
と
で
イ
ン
バ
ラ

ン
ス
リ
ス
ク
が
回
避
で
き
ま
す
。ま
た
、再
エ
ネ
発
電

事
業
者
が
自
ら
運
用
を
す
る
場
合
に
は
、東
芝
ネ
ク

ス
ト
ク
ラ
フ
ト
ベ
ル
ケ
が
、運
用
に
必
要
な
シ
ス
テ
ム

を
ク
ラ
ウ
ド
で
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。ま
た
、

非
Ｆ
Ｉ
Ｔ
再
エ
ネ
の
事
業
性
を
検
証
し
た
い
と
いっ
た

ご
要
望
に
は
、収
益
性
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
お
手
伝

い
や
補
助
金
ス
キ
ー
ム
の
紹
介
な
ど
も
行
い
ま
す
。

　
需
要
家
の
方
に
は
、例
え
ば
敷
地
の
中
に
再
エ
ネ

を
設
置
し
た
い
と
い
う
場
合
、自
家
消
費
モ
デ
ル
の

ご
提
案
、第
三
者
所
有
に
よ
る
初
期
費
無
料
型
の
ご

提
案
、余
剰
し
た
電
気
を
他
の
施
設
に
融
通
す
る
ご

提
案
な
ど
を
行
い
ま
す
。再
エ
ネ
の
調
達
、非
Ｆ
Ｉ
Ｔ

非
化
石
証
書
の
調
達
支
援
な
ど
、あ
ら
ゆ
る
ご
要
望

に
お
応
え
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
再
エ
ネ
を
他
の
電
源
と
バ
ラ
ン
ス
よ
く
増
や
し
、サ

ス
テ
ナ
ブ
ル
な
未
来
を
実
現
す
る
た
め
に
、こ
れ
ら
の

取
り
組
み
に
社
会
的
な
意
義
を
見
出
し
、意
欲
的
に

活
用
し
た
い
と
願
う
企
業
や
自
治
体
の
皆
さ
ま
の
た

め
の
新
し
い
サ
ー
ビ
ス
を
、私
た
ち
は
精
力
的
に
展

開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
米
国
Ａｐ
ｐ
ｌｅ
の
よ
う
に
、サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

を
巻
き
込
ん
だ
カ
ー
ボ
ン
ニュ
ー
ト
ラ
ル
へ
の
高
い
意

識
を
も
っ
た
需
要
家
は
、今
後
増
加
す
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
ま
す
。そ
れ
ら
の
非
化
石
価
値
を
求
め
る
需

要
家
に
安
定
、安
価
な
再
エ
ネ
を
供
給
で
き
る
再
エ
ネ

発
電
事
業
者
と
需
要
家
の
マ
ッ
チ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
も
、

今
後
は
活
発
に
な
っ
て
い
く
で
し
ょ
う
。

再
エ
ネ
発
電
事
業
者
と

需
要
家
の
ニ
ー
ズ
を
つ
な
い
で
い
く

東芝エネルギーシステムズ株式会社の鈴木光昭氏

お問い合わせ窓口

東芝エネルギーシステムズ株式会社
代表問い合わせ窓口フォーム

入力フォームの「製品名」欄に“VPP”と入力して
お問い合わせください
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食品ロスを減らすために
私たちができること

製パン会社が地ビールメーカーに呼びかけ、
今まで廃棄していた食パンの耳を活用

食パン製造の過程で大量に廃棄されてしまうパンの耳を有効活用したい――
そんな思いから、製パン会社と地ビール工房、

北九州の二つの企業がタッグを組み、原料にパンの耳を使用して
試行錯誤の末クラフトビール「ブレッドヴァイツェン」が誕生しました。

おいしくて、環境にやさしい、
フードロス削減の取り組みとして、いま注目を集めています。

発
売
時
に
お
け
る
反
響
の
大
き
さ
を
次

の
よ
う
に
語
り
ま
す
。

「
パ
ン
が
原
料
と
い
う
意
外
性
か
ら
多
く

の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
が
取
り
上
げ
て
く
だ
さ
っ

た
お
か
げ
で
、売
れ
行
き
は
予
想
以
上
に

好
調
で
す
。こ
の
秋
に
は
第
２
期
仕
込
み

分
の
発
売
も
予
定
し
て
い
ま
す
。こ
れ
を

機
に
、業
界
的
に
パ
ン
原
料
の
ビ
ー
ル
製

造
が
盛
ん
に
な
れ
ば
う
れ
し
い
で
す
ね
。

ま
た
、当
社
で
は
ビ
ア
レ
ス
ト
ラ
ン『
門
司

港
地
ビ
ー
ル
工
房
』の
運
営
も
手
が
け
て

い
ま
す
が
、ハ
ム
や
ソ
ー
セ
ー
ジ
な
ど
、

ビ
ー
ル
の
本
場
に
お
け
る
伝
統
的
食
文

化
の
豊
か
な
魅
力
も
地
域
に
発
信
し
て

い
け
た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
」

　
北
九
州
の
企
業
に
よ
る
協
同
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
生
ま
れ
た「
ブ
レ
ッ
ド
ヴ
ァ
イ
ツ
ェ

ン
」。目
新
し
さ
も
手
伝
っ
て
人
気
を
集

め
て
い
ま
す
が
、門
司
港
レ
ト
ロ
ビ
ー
ル
に

と
っ
て
は
決
し
て
利
幅
の
大
き
な
商
品
で

は
な
い
と
の
こ
と
。ま
た
、ク
ラ
ウ
ン
製
パ

ン
側
も
パ
ン
の
耳
は
無
償
提
供
。両
社
と

も
、あ
く
ま
で
も「
廃
棄
食
材
の
有
効
活

用
」を
第
一
義
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
発
起
人
で
あ

る
松
岡
常
務
は
、さ
ら
に「
次
の
一
手
」へ

と
踏
み
出
し
て
い
ま
し
た
。

「
フ
ー
ド
ロ
ス
削
減
の
カ
ギ
と
な
る
の
は
、

食
品
消
費
期
限
の
壁
。当
業
界
で
は
パ
ン

を
冷
凍
化
し
て
長
期
保
存
を
可
能
に
す

る
動
き
が
活
発
化
し
て
き
て
お
り
、当
社

で
も
納
品
先
に
よ
っ
て
は
冷
凍
状
態
に
す

る
工
程
を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。パ
ン
の

冷
凍
食
品
化
が
今
後
加
速
す
る
の
を
見

込
ん
で
、さ
ら
に
力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
」

　
国
際
的
な
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
の
開
発
目
標
で
12

番
目
に
謳
わ
れ
た「
つ
く
る
責
任
つ
か
う

責
任
」。「
持
続
可
能
な
生
産
・
消
費
形

態
の
確
保
」を
前
提
と
し
た
エ
シ
カ
ル
な

消
費
、つ
ま
り「
人・社
会・地
域・環
境
に

配
慮
し
た
消
費
行
動
」が
、個
々
に
求
め

ら
れ
る
時
代
と
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

由
来
の
ま
ろ
や
か
な
味
に
仕
上
げ
ら
れ
て

い
ま
す
。ビ
ー
ル
缶
の
デ
ザ
イ
ン
も
、食
パ

ン
と
ビ
ア
ジ
ョ
ッ
キ
の
イ
ラ
ス
ト
を
矢
印

で
結
ぶ
工
夫
で
新
商
品
の
特
色
を
表
す

も
の
に
し
て
い
ま
す
。

　
門
司
港
レ
ト
ロ
ビ
ー
ル
の
企
画
部
長
を

務
め
る
み
や
も
と
も
も 

こ 

宮
本
桃
子
取
締
役
は
、同
商
品

　
開
発
す
る
の
は
同
社
の
主
力
ビ
ー
ル
で

あ
る「
ヴ
ァ
イ
ツ
ェ
ン
」で
、原
料
の
50
％

以
上
が
小
麦
麦
芽
。新
商
品
開
発
で
は
、

原
料
で
あ
る
小
麦
麦
芽
の
代
替
品
と
し
て

パ
ン
の
耳
を
約
１
割
使
用
す
る
こ
と
に
。

ひ
と
ま
ず
第
一
段
の
仕
込
み
と
し
て
40

㎏
の
パ
ン
の
耳
が
用
い
ら
れ
ま
し
た
。パ

ン
の
耳
は
、ク
ラ
ウ
ン
製
パ
ン
で
あ
ら
か
じ

め
こ
ま
か
く
カ
ッ
ト
し
た
状
態
で
醸
造
所

に
持
ち
込
ま
れ
ま
す
。と
こ
ろ
が
、こ
の
工

程
が
新
商
品
開
発
の
重
大
な
ポ
イ
ン
ト

と
な
り
ま
し
た
。

「
最
初
は
パ
ン
粉
状
に
な
っ
た
パ
ン
の
耳
だ
っ

た
の
で
す
が
、こ
れ
だ
と
ビ
ー
ル
の
原
料
と

な
る
麦
汁
が
う
ま
く
で
き
な
い
。そ
れ
で
、

カ
ッ
ト
し
て
も
ら
う
大
き
さ
を
変
え
な
が

ら
試
作
を
繰
り
返
し
ま
し
た
。試
行
錯
誤

の
末
に
導
き
出
し
た
ベ
ス
ト
の
大
き
さ
が
、

３
セ
ン
チ
角
で
す
。お
話
を
い
た
だ
い
て
か

ら
新
商
品『
ブ
レ
ッ
ド
ヴ
ァ
イ
ツ
ェン
』が
完

成
す
る
ま
で
に
約
半
年
か
か
り
ま
し
た
」

　
酒
税
法
上
の
分
類
で
は「
発
泡
酒
」扱

い
と
な
っ
て
い
る
も
の
の
、同
社
の
ヴ
ァ
イ

ツ
ェ
ン
ビ
ー
ル
と
変
わ
ら
ぬ
お
い
し
さ
に

こ
だ
わ
っ
て
造
ら
れ
、パ
ン
を
原
料
に
含
ん

で
い
る
分
、通
常
の
ヴ
ァ
イ
ツ
ェ
ン
よ
り
も

小
麦
の
風
味
が
強
く
感
じ
ら
れ
る
、パ
ン

　
戦
後
ま
も
な
く
創
業
し
、北
九
州
市

内
お
よ
び
近
郊
の
学
校
に
日
々
約
８
万
食

も
の
給
食
用
食
パ
ン
を
供
給
し
続
け
る
こ

と
で
地
域
に
貢
献
し
て
い
る
ク
ラ
ウ
ン
製

パ
ン
株
式
会
社
。関
東
や
海
外
に
ま
で
進

出
を
果
た
し
た
ミ
ニ
ク
ロ
ワ
ッ
サ
ン
専
門

店「
ミ
ニ
ヨ
ン
」、ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
店「
ユ

キ
モ
ン
」な
ど
の
グ
ル
ー
プ
ブ
ラ
ン
ド
で

も
知
ら
れ
る
地
元
企
業
で
す
。こ
れ
ま
で

廃
棄
し
て
い
た
給
食
用
食
パ
ン
の
耳
を
何

か
に
利
用
す
る
こ
と
で
食
品
ロ
ス
問
題
を

解
決
し
た
い
と
、地
元
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル

メ
ー
カ
ー
と
タ
ッ
グ
を
組
み
ま
し
た
。

　
同
社
の

ま
つ
お
か
ひ
ろ 

き 

松
岡
寛
樹
常
務
取
締
役
は
事

の
発
端
を
次
の
よ
う
に
語
り
ま
す
。

「
業
務
効
率
化
の
一
環
と
し
て
生
産
ラ

イ
ン
の
改
善
に
取
り
組
む
過
程
で
、食
パ

ン
製
造
で
発
生
す
る
廃
棄
物
の
多
さ
に

気
付
き
ま
し
た
。食
パ
ン
か
ら
切
り
落
と

さ
れ
る
パ
ン
の
耳
は
す
べ
て
廃
棄
さ
れ
て

い
る
た
め
、多
い
時
で
１
日
に
１
，０
０
０

本
製
造
さ
れ
る
食
パ
ン
に
対
し
て
廃
棄
物

が
約
１
０
０
㎏
発
生
し
ま
す
。食
パ
ン
製

造
は
小
麦
農
家
や
砂
糖
生
産
者
な
ど
の

努
力
か
ら
も
成
り
立
っ
て
い
る
の
で
、実

に
も
っ
た
い
な
い
、何
と
か
で
き
な
い
か

と
、ず
っ
と
考
え
て
い
ま
し
た
」

　
そ
こ
で
松
岡
常
務
は「
揚
げ
パ
ン
に
す

る
」「
家
畜
の
飼
料
に
す
る
」と
い
っ
た
パ

ン
の
耳
の
利
用
法
を
検
討
し
ま
し
た
が
、

手
間
や
採
算
の
観
点
か
ら
あ
き
ら
め
ざ

る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。暗
中
模
索
の

日
々
が
続
く
な
か
、パ
ン
に
つ
い
て
書
か
れ

た
書
物
が
一
筋
の
光
明
を
与
え
て
く
れ

た
そ
う
で
す
。

「
パ
ン
作
り
の
教
科
書
に
、紀
元
前
か
ら
パ

ン
は
ビ
ー
ル
の
原
料
に
な
っ
て
き
た
、と
い

う
記
述
が
あ
り
、こ
れ
な
ら
パ
ン
の
耳
を

ま
と
め
て
再
利
用
で
き
る
か
も
し
れ
な
い

と
。大
学
教
授
な
ど
の
専
門
家
に
相
談
し

て
み
た
と
こ
ろ
、『
難
し
い
だ
ろ
う
』と
言

わ
れ
ま
し
た
。し
か
し
自
分
な
り
に
調
べ

て
み
る
と
、パ
ン
か
ら
ビ
ー
ル
を
製
造
し
て

い
る
事
例
は
今
も
世
界
的
に
数
例
あ
る

よ
う
で
し
た
。そ
れ
で
、共
通
の
知
り
合
い

を
介
し
て
繋
が
っ
た
門
司
港
レ
ト
ロ
ビ
ー

ル
さ
ん
に
共
同
で
商
品
開
発
で
き
な
い
か

声
を
掛
け
た
の
で
す
」

　
門
司
港
レ
ト
ロ
ビ
ー
ル
株
式
会
社
は
、

１
９
９
７
年
設
立
の
地
ビ
ー
ル
メ
ー

カ
ー
。親
会
社
の
代
表
が
ア
メ
リ
カ
で
初

め
て
口
に
し
た
地
ビ
ー
ル
の
味
に
感
動
し

て
興
し
た
会
社
で
、ビ
ー
ル
文
化
発
祥
の

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
広
く
親
し
ま
れ
て
い
る

正
統
派
ヨ
ー
ロ
ピ
ア
ン
ス
タ
イ
ル
を
貫
き
、

「
ヴ
ァ
イ
ツ
ェ
ン
」「
ペ
ー
ル
エ
ー
ル
」「
ピ
ル

ス
ナ
ー
」な
ど
の
種
類
の
地
ビ
ー
ル
を
製

造
。全
国
地
ビ
ー
ル
醸
造
者
協
議
会
が
主

催
す
る「
Ｊ
Ｂ
Ａ
全
国
地
ビ
ー
ル
品
質
審

査
会
」に
お
い
て
２
０
１
９
年
、２
０
２
１

年
最
優
秀
賞
を
２
回
連
続
で
受
賞
し
て

い
ま
す
。（
２
０
２
０
年
は
未
開
催
）

　
ク
ラ
ウ
ン
製
パ
ン
か
ら
の
依
頼
に
応
じ

た
醸
造
部
部
長
の
み
ね
ま
つ
こ
う 

の 

す
け

峯
松
幸
之
助
さ
ん
は

新
ビ
ー
ル
開
発
の
道
の
り
を
明
か
し
て
く

れ
ま
し
た
。

「
当
社
の
ビ
ー
ル
製
造
で
は
大
麦
と
小
麦

の
麦
芽
を
使
っ
て
い
ま
す
。パ
ン
と
同
じ

小
麦
を
原
料
に
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、理

屈
で
は
で
き
な
い
は
ず
は
な
い
。そ
れ
に
、

食
品
業
界
で
長
ら
く
課
題
と
な
っ
て
い
る

フ
ー
ド
ロ
ス
削
減
に
一
役
買
え
る
の
で
あ

れ
ば
、と
お
引
き
受
け
し
ま
し
た
」

パ
ン
作
り
の
教
科
書
か
ら
得
た

課
題
解
決
の
糸
口

クラウン製パン松岡常務
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食品ロスを減らすために
私たちができること

製パン会社が地ビールメーカーに呼びかけ、
今まで廃棄していた食パンの耳を活用

食パン製造の過程で大量に廃棄されてしまうパンの耳を有効活用したい――
そんな思いから、製パン会社と地ビール工房、

北九州の二つの企業がタッグを組み、原料にパンの耳を使用して
試行錯誤の末クラフトビール「ブレッドヴァイツェン」が誕生しました。

おいしくて、環境にやさしい、
フードロス削減の取り組みとして、いま注目を集めています。

発
売
時
に
お
け
る
反
響
の
大
き
さ
を
次

の
よ
う
に
語
り
ま
す
。

「
パ
ン
が
原
料
と
い
う
意
外
性
か
ら
多
く

の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
が
取
り
上
げ
て
く
だ
さ
っ

た
お
か
げ
で
、売
れ
行
き
は
予
想
以
上
に

好
調
で
す
。こ
の
秋
に
は
第
２
期
仕
込
み

分
の
発
売
も
予
定
し
て
い
ま
す
。こ
れ
を

機
に
、業
界
的
に
パ
ン
原
料
の
ビ
ー
ル
製

造
が
盛
ん
に
な
れ
ば
う
れ
し
い
で
す
ね
。

ま
た
、当
社
で
は
ビ
ア
レ
ス
ト
ラ
ン『
門
司

港
地
ビ
ー
ル
工
房
』の
運
営
も
手
が
け
て

い
ま
す
が
、ハ
ム
や
ソ
ー
セ
ー
ジ
な
ど
、

ビ
ー
ル
の
本
場
に
お
け
る
伝
統
的
食
文

化
の
豊
か
な
魅
力
も
地
域
に
発
信
し
て

い
け
た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
」

　
北
九
州
の
企
業
に
よ
る
協
同
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
生
ま
れ
た「
ブ
レ
ッ
ド
ヴ
ァ
イ
ツ
ェ

ン
」。目
新
し
さ
も
手
伝
っ
て
人
気
を
集

め
て
い
ま
す
が
、門
司
港
レ
ト
ロ
ビ
ー
ル
に

と
っ
て
は
決
し
て
利
幅
の
大
き
な
商
品
で

は
な
い
と
の
こ
と
。ま
た
、ク
ラ
ウ
ン
製
パ

ン
側
も
パ
ン
の
耳
は
無
償
提
供
。両
社
と

も
、あ
く
ま
で
も「
廃
棄
食
材
の
有
効
活

用
」を
第
一
義
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
発
起
人
で
あ

る
松
岡
常
務
は
、さ
ら
に「
次
の
一
手
」へ

と
踏
み
出
し
て
い
ま
し
た
。

「
フ
ー
ド
ロ
ス
削
減
の
カ
ギ
と
な
る
の
は
、

食
品
消
費
期
限
の
壁
。当
業
界
で
は
パ
ン

を
冷
凍
化
し
て
長
期
保
存
を
可
能
に
す

る
動
き
が
活
発
化
し
て
き
て
お
り
、当
社

で
も
納
品
先
に
よ
っ
て
は
冷
凍
状
態
に
す

る
工
程
を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。パ
ン
の

冷
凍
食
品
化
が
今
後
加
速
す
る
の
を
見

込
ん
で
、さ
ら
に
力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
」

　
国
際
的
な
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
の
開
発
目
標
で
12

番
目
に
謳
わ
れ
た「
つ
く
る
責
任
つ
か
う

責
任
」。「
持
続
可
能
な
生
産
・
消
費
形

態
の
確
保
」を
前
提
と
し
た
エ
シ
カ
ル
な

消
費
、つ
ま
り「
人・社
会・地
域・環
境
に

配
慮
し
た
消
費
行
動
」が
、個
々
に
求
め

ら
れ
る
時
代
と
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

由
来
の
ま
ろ
や
か
な
味
に
仕
上
げ
ら
れ
て

い
ま
す
。ビ
ー
ル
缶
の
デ
ザ
イ
ン
も
、食
パ

ン
と
ビ
ア
ジ
ョ
ッ
キ
の
イ
ラ
ス
ト
を
矢
印

で
結
ぶ
工
夫
で
新
商
品
の
特
色
を
表
す

も
の
に
し
て
い
ま
す
。

　
門
司
港
レ
ト
ロ
ビ
ー
ル
の
企
画
部
長
を

務
め
る
み
や
も
と
も
も 

こ 

宮
本
桃
子
取
締
役
は
、同
商
品

　
開
発
す
る
の
は
同
社
の
主
力
ビ
ー
ル
で

あ
る「
ヴ
ァ
イ
ツ
ェ
ン
」で
、原
料
の
50
％

以
上
が
小
麦
麦
芽
。新
商
品
開
発
で
は
、

原
料
で
あ
る
小
麦
麦
芽
の
代
替
品
と
し
て

パ
ン
の
耳
を
約
１
割
使
用
す
る
こ
と
に
。

ひ
と
ま
ず
第
一
段
の
仕
込
み
と
し
て
40

㎏
の
パ
ン
の
耳
が
用
い
ら
れ
ま
し
た
。パ

ン
の
耳
は
、ク
ラ
ウ
ン
製
パ
ン
で
あ
ら
か
じ

め
こ
ま
か
く
カ
ッ
ト
し
た
状
態
で
醸
造
所

に
持
ち
込
ま
れ
ま
す
。と
こ
ろ
が
、こ
の
工

程
が
新
商
品
開
発
の
重
大
な
ポ
イ
ン
ト

と
な
り
ま
し
た
。

「
最
初
は
パ
ン
粉
状
に
な
っ
た
パ
ン
の
耳
だ
っ

た
の
で
す
が
、こ
れ
だ
と
ビ
ー
ル
の
原
料
と

な
る
麦
汁
が
う
ま
く
で
き
な
い
。そ
れ
で
、

カ
ッ
ト
し
て
も
ら
う
大
き
さ
を
変
え
な
が

ら
試
作
を
繰
り
返
し
ま
し
た
。試
行
錯
誤

の
末
に
導
き
出
し
た
ベ
ス
ト
の
大
き
さ
が
、

３
セ
ン
チ
角
で
す
。お
話
を
い
た
だ
い
て
か

ら
新
商
品『
ブ
レ
ッ
ド
ヴ
ァ
イ
ツ
ェン
』が
完

成
す
る
ま
で
に
約
半
年
か
か
り
ま
し
た
」

　
酒
税
法
上
の
分
類
で
は「
発
泡
酒
」扱

い
と
な
っ
て
い
る
も
の
の
、同
社
の
ヴ
ァ
イ

ツ
ェ
ン
ビ
ー
ル
と
変
わ
ら
ぬ
お
い
し
さ
に

こ
だ
わ
っ
て
造
ら
れ
、パ
ン
を
原
料
に
含
ん

で
い
る
分
、通
常
の
ヴ
ァ
イ
ツ
ェ
ン
よ
り
も

小
麦
の
風
味
が
強
く
感
じ
ら
れ
る
、パ
ン

　
戦
後
ま
も
な
く
創
業
し
、北
九
州
市

内
お
よ
び
近
郊
の
学
校
に
日
々
約
８
万
食

も
の
給
食
用
食
パ
ン
を
供
給
し
続
け
る
こ

と
で
地
域
に
貢
献
し
て
い
る
ク
ラ
ウ
ン
製

パ
ン
株
式
会
社
。関
東
や
海
外
に
ま
で
進

出
を
果
た
し
た
ミ
ニ
ク
ロ
ワ
ッ
サ
ン
専
門

店「
ミ
ニ
ヨ
ン
」、ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
店「
ユ

キ
モ
ン
」な
ど
の
グ
ル
ー
プ
ブ
ラ
ン
ド
で

も
知
ら
れ
る
地
元
企
業
で
す
。こ
れ
ま
で

廃
棄
し
て
い
た
給
食
用
食
パ
ン
の
耳
を
何

か
に
利
用
す
る
こ
と
で
食
品
ロ
ス
問
題
を

解
決
し
た
い
と
、地
元
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル

メ
ー
カ
ー
と
タ
ッ
グ
を
組
み
ま
し
た
。

　
同
社
の

ま
つ
お
か
ひ
ろ 

き 

松
岡
寛
樹
常
務
取
締
役
は
事

の
発
端
を
次
の
よ
う
に
語
り
ま
す
。

「
業
務
効
率
化
の
一
環
と
し
て
生
産
ラ

イ
ン
の
改
善
に
取
り
組
む
過
程
で
、食
パ

ン
製
造
で
発
生
す
る
廃
棄
物
の
多
さ
に

気
付
き
ま
し
た
。食
パ
ン
か
ら
切
り
落
と

さ
れ
る
パ
ン
の
耳
は
す
べ
て
廃
棄
さ
れ
て

い
る
た
め
、多
い
時
で
１
日
に
１
，０
０
０

本
製
造
さ
れ
る
食
パ
ン
に
対
し
て
廃
棄
物

が
約
１
０
０
㎏
発
生
し
ま
す
。食
パ
ン
製

造
は
小
麦
農
家
や
砂
糖
生
産
者
な
ど
の

努
力
か
ら
も
成
り
立
っ
て
い
る
の
で
、実

に
も
っ
た
い
な
い
、何
と
か
で
き
な
い
か

と
、ず
っ
と
考
え
て
い
ま
し
た
」

　
そ
こ
で
松
岡
常
務
は「
揚
げ
パ
ン
に
す

る
」「
家
畜
の
飼
料
に
す
る
」と
い
っ
た
パ

ン
の
耳
の
利
用
法
を
検
討
し
ま
し
た
が
、

手
間
や
採
算
の
観
点
か
ら
あ
き
ら
め
ざ

る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。暗
中
模
索
の

日
々
が
続
く
な
か
、パ
ン
に
つ
い
て
書
か
れ

た
書
物
が
一
筋
の
光
明
を
与
え
て
く
れ

た
そ
う
で
す
。

「
パ
ン
作
り
の
教
科
書
に
、紀
元
前
か
ら
パ

ン
は
ビ
ー
ル
の
原
料
に
な
っ
て
き
た
、と
い

う
記
述
が
あ
り
、こ
れ
な
ら
パ
ン
の
耳
を

ま
と
め
て
再
利
用
で
き
る
か
も
し
れ
な
い

と
。大
学
教
授
な
ど
の
専
門
家
に
相
談
し

て
み
た
と
こ
ろ
、『
難
し
い
だ
ろ
う
』と
言

わ
れ
ま
し
た
。し
か
し
自
分
な
り
に
調
べ

て
み
る
と
、パ
ン
か
ら
ビ
ー
ル
を
製
造
し
て

い
る
事
例
は
今
も
世
界
的
に
数
例
あ
る

よ
う
で
し
た
。そ
れ
で
、共
通
の
知
り
合
い

を
介
し
て
繋
が
っ
た
門
司
港
レ
ト
ロ
ビ
ー

ル
さ
ん
に
共
同
で
商
品
開
発
で
き
な
い
か

声
を
掛
け
た
の
で
す
」

　
門
司
港
レ
ト
ロ
ビ
ー
ル
株
式
会
社
は
、

１
９
９
７
年
設
立
の
地
ビ
ー
ル
メ
ー

カ
ー
。親
会
社
の
代
表
が
ア
メ
リ
カ
で
初

め
て
口
に
し
た
地
ビ
ー
ル
の
味
に
感
動
し

て
興
し
た
会
社
で
、ビ
ー
ル
文
化
発
祥
の

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
広
く
親
し
ま
れ
て
い
る

正
統
派
ヨ
ー
ロ
ピ
ア
ン
ス
タ
イ
ル
を
貫
き
、

「
ヴ
ァ
イ
ツ
ェ
ン
」「
ペ
ー
ル
エ
ー
ル
」「
ピ
ル

ス
ナ
ー
」な
ど
の
種
類
の
地
ビ
ー
ル
を
製

造
。全
国
地
ビ
ー
ル
醸
造
者
協
議
会
が
主

催
す
る「
Ｊ
Ｂ
Ａ
全
国
地
ビ
ー
ル
品
質
審

査
会
」に
お
い
て
２
０
１
９
年
、２
０
２
１

年
最
優
秀
賞
を
２
回
連
続
で
受
賞
し
て

い
ま
す
。（
２
０
２
０
年
は
未
開
催
）

　
ク
ラ
ウ
ン
製
パ
ン
か
ら
の
依
頼
に
応
じ

た
醸
造
部
部
長
の
み
ね
ま
つ
こ
う 

の 

す
け

峯
松
幸
之
助
さ
ん
は

新
ビ
ー
ル
開
発
の
道
の
り
を
明
か
し
て
く

れ
ま
し
た
。

「
当
社
の
ビ
ー
ル
製
造
で
は
大
麦
と
小
麦

の
麦
芽
を
使
っ
て
い
ま
す
。パ
ン
と
同
じ

小
麦
を
原
料
に
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、理

屈
で
は
で
き
な
い
は
ず
は
な
い
。そ
れ
に
、

食
品
業
界
で
長
ら
く
課
題
と
な
っ
て
い
る

フ
ー
ド
ロ
ス
削
減
に
一
役
買
え
る
の
で
あ

れ
ば
、と
お
引
き
受
け
し
ま
し
た
」

パ
ン
作
り
の
教
科
書
か
ら
得
た

課
題
解
決
の
糸
口

クラウン製パン松岡常務
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発
売
時
に
お
け
る
反
響
の
大
き
さ
を
次

の
よ
う
に
語
り
ま
す
。

「
パ
ン
が
原
料
と
い
う
意
外
性
か
ら
多
く

の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
が
取
り
上
げ
て
く
だ
さ
っ

た
お
か
げ
で
、売
れ
行
き
は
予
想
以
上
に

好
調
で
す
。こ
の
秋
に
は
第
２
期
仕
込
み

分
の
発
売
も
予
定
し
て
い
ま
す
。こ
れ
を

機
に
、業
界
的
に
パ
ン
原
料
の
ビ
ー
ル
製

造
が
盛
ん
に
な
れ
ば
う
れ
し
い
で
す
ね
。

ま
た
、当
社
で
は
ビ
ア
レ
ス
ト
ラ
ン『
門
司

港
地
ビ
ー
ル
工
房
』の
運
営
も
手
が
け
て

い
ま
す
が
、ハ
ム
や
ソ
ー
セ
ー
ジ
な
ど
、

ビ
ー
ル
の
本
場
に
お
け
る
伝
統
的
食
文

化
の
豊
か
な
魅
力
も
地
域
に
発
信
し
て

い
け
た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
」

　
北
九
州
の
企
業
に
よ
る
協
同
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
生
ま
れ
た「
ブ
レ
ッ
ド
ヴ
ァ
イ
ツ
ェ

ン
」。目
新
し
さ
も
手
伝
っ
て
人
気
を
集

め
て
い
ま
す
が
、門
司
港
レ
ト
ロ
ビ
ー
ル
に

と
っ
て
は
決
し
て
利
幅
の
大
き
な
商
品
で

は
な
い
と
の
こ
と
。ま
た
、ク
ラ
ウ
ン
製
パ

ン
側
も
パ
ン
の
耳
は
無
償
提
供
。両
社
と

も
、あ
く
ま
で
も「
廃
棄
食
材
の
有
効
活

用
」を
第
一
義
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
発
起
人
で
あ

る
松
岡
常
務
は
、さ
ら
に「
次
の
一
手
」へ

と
踏
み
出
し
て
い
ま
し
た
。

「
フ
ー
ド
ロ
ス
削
減
の
カ
ギ
と
な
る
の
は
、

食
品
消
費
期
限
の
壁
。当
業
界
で
は
パ
ン

を
冷
凍
化
し
て
長
期
保
存
を
可
能
に
す

る
動
き
が
活
発
化
し
て
き
て
お
り
、当
社

で
も
納
品
先
に
よ
っ
て
は
冷
凍
状
態
に
す

る
工
程
を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。パ
ン
の

冷
凍
食
品
化
が
今
後
加
速
す
る
の
を
見

込
ん
で
、さ
ら
に
力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
」

　
国
際
的
な
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
の
開
発
目
標
で
12

番
目
に
謳
わ
れ
た「
つ
く
る
責
任
つ
か
う

責
任
」。「
持
続
可
能
な
生
産
・
消
費
形

態
の
確
保
」を
前
提
と
し
た
エ
シ
カ
ル
な

消
費
、つ
ま
り「
人・社
会・地
域・環
境
に

配
慮
し
た
消
費
行
動
」が
、個
々
に
求
め

ら
れ
る
時
代
と
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

由
来
の
ま
ろ
や
か
な
味
に
仕
上
げ
ら
れ
て

い
ま
す
。ビ
ー
ル
缶
の
デ
ザ
イ
ン
も
、食
パ

ン
と
ビ
ア
ジ
ョ
ッ
キ
の
イ
ラ
ス
ト
を
矢
印

で
結
ぶ
工
夫
で
新
商
品
の
特
色
を
表
す

も
の
に
し
て
い
ま
す
。

　
門
司
港
レ
ト
ロ
ビ
ー
ル
の
企
画
部
長
を

務
め
る
み
や
も
と
も
も 

こ 

宮
本
桃
子
取
締
役
は
、同
商
品

　
開
発
す
る
の
は
同
社
の
主
力
ビ
ー
ル
で

あ
る「
ヴ
ァ
イ
ツ
ェ
ン
」で
、原
料
の
50
％

以
上
が
小
麦
麦
芽
。新
商
品
開
発
で
は
、

原
料
で
あ
る
小
麦
麦
芽
の
代
替
品
と
し
て

フ
ー
ド
ロ
ス
削
減
の
た
め
の

さ
ら
な
る
取
り
組
み
へ
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パ
ン
の
耳
を
約
１
割
使
用
す
る
こ
と
に
。

ひ
と
ま
ず
第
一
段
の
仕
込
み
と
し
て
40

㎏
の
パ
ン
の
耳
が
用
い
ら
れ
ま
し
た
。パ

ン
の
耳
は
、ク
ラ
ウ
ン
製
パ
ン
で
あ
ら
か
じ

め
こ
ま
か
く
カ
ッ
ト
し
た
状
態
で
醸
造
所

に
持
ち
込
ま
れ
ま
す
。と
こ
ろ
が
、こ
の
工

程
が
新
商
品
開
発
の
重
大
な
ポ
イ
ン
ト

と
な
り
ま
し
た
。

「
最
初
は
パ
ン
粉
状
に
な
っ
た
パ
ン
の
耳
だ
っ

た
の
で
す
が
、こ
れ
だ
と
ビ
ー
ル
の
原
料
と

な
る
麦
汁
が
う
ま
く
で
き
な
い
。そ
れ
で
、

カ
ッ
ト
し
て
も
ら
う
大
き
さ
を
変
え
な
が

ら
試
作
を
繰
り
返
し
ま
し
た
。試
行
錯
誤

の
末
に
導
き
出
し
た
ベ
ス
ト
の
大
き
さ
が
、

３
セ
ン
チ
角
で
す
。お
話
を
い
た
だ
い
て
か

ら
新
商
品『
ブ
レ
ッ
ド
ヴ
ァ
イ
ツ
ェン
』が
完

成
す
る
ま
で
に
約
半
年
か
か
り
ま
し
た
」

　
酒
税
法
上
の
分
類
で
は「
発
泡
酒
」扱

い
と
な
っ
て
い
る
も
の
の
、同
社
の
ヴ
ァ
イ

ツ
ェ
ン
ビ
ー
ル
と
変
わ
ら
ぬ
お
い
し
さ
に

こ
だ
わ
っ
て
造
ら
れ
、パ
ン
を
原
料
に
含
ん

で
い
る
分
、通
常
の
ヴ
ァ
イ
ツ
ェ
ン
よ
り
も

小
麦
の
風
味
が
強
く
感
じ
ら
れ
る
、パ
ン

　
戦
後
ま
も
な
く
創
業
し
、北
九
州
市

内
お
よ
び
近
郊
の
学
校
に
日
々
約
８
万
食

も
の
給
食
用
食
パ
ン
を
供
給
し
続
け
る
こ

と
で
地
域
に
貢
献
し
て
い
る
ク
ラ
ウ
ン
製

パ
ン
株
式
会
社
。関
東
や
海
外
に
ま
で
進

出
を
果
た
し
た
ミ
ニ
ク
ロ
ワ
ッ
サ
ン
専
門

店「
ミ
ニ
ヨ
ン
」、ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
店「
ユ

キ
モ
ン
」な
ど
の
グ
ル
ー
プ
ブ
ラ
ン
ド
で

も
知
ら
れ
る
地
元
企
業
で
す
。こ
れ
ま
で

廃
棄
し
て
い
た
給
食
用
食
パ
ン
の
耳
を
何

か
に
利
用
す
る
こ
と
で
食
品
ロ
ス
問
題
を

解
決
し
た
い
と
、地
元
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル

メ
ー
カ
ー
と
タ
ッ
グ
を
組
み
ま
し
た
。

　
同
社
の

ま
つ
お
か
ひ
ろ 

き 

松
岡
寛
樹
常
務
取
締
役
は
事

の
発
端
を
次
の
よ
う
に
語
り
ま
す
。

「
業
務
効
率
化
の
一
環
と
し
て
生
産
ラ

イ
ン
の
改
善
に
取
り
組
む
過
程
で
、食
パ

ン
製
造
で
発
生
す
る
廃
棄
物
の
多
さ
に

気
付
き
ま
し
た
。食
パ
ン
か
ら
切
り
落
と

さ
れ
る
パ
ン
の
耳
は
す
べ
て
廃
棄
さ
れ
て

い
る
た
め
、多
い
時
で
１
日
に
１
，０
０
０

本
製
造
さ
れ
る
食
パ
ン
に
対
し
て
廃
棄
物

が
約
１
０
０
㎏
発
生
し
ま
す
。食
パ
ン
製

造
は
小
麦
農
家
や
砂
糖
生
産
者
な
ど
の

努
力
か
ら
も
成
り
立
っ
て
い
る
の
で
、実

に
も
っ
た
い
な
い
、何
と
か
で
き
な
い
か

と
、ず
っ
と
考
え
て
い
ま
し
た
」

　
そ
こ
で
松
岡
常
務
は「
揚
げ
パ
ン
に
す

る
」「
家
畜
の
飼
料
に
す
る
」と
い
っ
た
パ

ン
の
耳
の
利
用
法
を
検
討
し
ま
し
た
が
、

手
間
や
採
算
の
観
点
か
ら
あ
き
ら
め
ざ

る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。暗
中
模
索
の

日
々
が
続
く
な
か
、パ
ン
に
つ
い
て
書
か
れ

た
書
物
が
一
筋
の
光
明
を
与
え
て
く
れ

た
そ
う
で
す
。

「
パ
ン
作
り
の
教
科
書
に
、紀
元
前
か
ら
パ

ン
は
ビ
ー
ル
の
原
料
に
な
っ
て
き
た
、と
い

う
記
述
が
あ
り
、こ
れ
な
ら
パ
ン
の
耳
を

ま
と
め
て
再
利
用
で
き
る
か
も
し
れ
な
い

と
。大
学
教
授
な
ど
の
専
門
家
に
相
談
し

て
み
た
と
こ
ろ
、『
難
し
い
だ
ろ
う
』と
言

わ
れ
ま
し
た
。し
か
し
自
分
な
り
に
調
べ

て
み
る
と
、パ
ン
か
ら
ビ
ー
ル
を
製
造
し
て

い
る
事
例
は
今
も
世
界
的
に
数
例
あ
る

よ
う
で
し
た
。そ
れ
で
、共
通
の
知
り
合
い

を
介
し
て
繋
が
っ
た
門
司
港
レ
ト
ロ
ビ
ー

ル
さ
ん
に
共
同
で
商
品
開
発
で
き
な
い
か

声
を
掛
け
た
の
で
す
」

　
門
司
港
レ
ト
ロ
ビ
ー
ル
株
式
会
社
は
、

１
９
９
７
年
設
立
の
地
ビ
ー
ル
メ
ー

カ
ー
。親
会
社
の
代
表
が
ア
メ
リ
カ
で
初

め
て
口
に
し
た
地
ビ
ー
ル
の
味
に
感
動
し

て
興
し
た
会
社
で
、ビ
ー
ル
文
化
発
祥
の

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
広
く
親
し
ま
れ
て
い
る

正
統
派
ヨ
ー
ロ
ピ
ア
ン
ス
タ
イ
ル
を
貫
き
、

「
ヴ
ァ
イ
ツ
ェ
ン
」「
ペ
ー
ル
エ
ー
ル
」「
ピ
ル

ス
ナ
ー
」な
ど
の
種
類
の
地
ビ
ー
ル
を
製

造
。全
国
地
ビ
ー
ル
醸
造
者
協
議
会
が
主

催
す
る「
Ｊ
Ｂ
Ａ
全
国
地
ビ
ー
ル
品
質
審

査
会
」に
お
い
て
２
０
１
９
年
、２
０
２
１

年
最
優
秀
賞
を
２
回
連
続
で
受
賞
し
て

い
ま
す
。（
２
０
２
０
年
は
未
開
催
）

　
ク
ラ
ウ
ン
製
パ
ン
か
ら
の
依
頼
に
応
じ

た
醸
造
部
部
長
の
み
ね
ま
つ
こ
う 

の 

す
け

峯
松
幸
之
助
さ
ん
は

新
ビ
ー
ル
開
発
の
道
の
り
を
明
か
し
て
く

れ
ま
し
た
。

「
当
社
の
ビ
ー
ル
製
造
で
は
大
麦
と
小
麦

の
麦
芽
を
使
っ
て
い
ま
す
。パ
ン
と
同
じ

小
麦
を
原
料
に
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、理

屈
で
は
で
き
な
い
は
ず
は
な
い
。そ
れ
に
、

食
品
業
界
で
長
ら
く
課
題
と
な
っ
て
い
る

フ
ー
ド
ロ
ス
削
減
に
一
役
買
え
る
の
で
あ

れ
ば
、と
お
引
き
受
け
し
ま
し
た
」

何
度
も
試
作
を
重
ね
て

た
ど
り
つ
い
た
３
セ
ン
チ
角

クラウン製パン 株式会社門司港レトロビール 株式会社

■本社所在地：

■電 話 番 号：

■事 業 所：

〒803-0842
北九州市小倉北区泉台4-4-41

093-651-5559

本社

■本社所在地：

■電 話 番 号：

■事 業 所：

自家製ハム・ソーセージもご準備しています!▶

博多駅店・JR東日本池袋南改札横
店・エキュート大宮ノース店・梅田店・
小倉店・大分駅店・鹿児島店・宮崎店・
熊本駅店・黒崎駅店・姪浜店・香港店

〈クラウン〉京町店・大蔵店・桃園店

〈ミニヨン〉
〈70歳パン工場〉

〈ユキモン〉
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〒802-0031
北九州市小倉北区赤坂海岸9-11

093-541-6885

本社、レストラン門司港
地ビール工房（北九州市
小倉北区米町）、醸造所
（北九州市門司区東港町）

発
売
時
に
お
け
る
反
響
の
大
き
さ
を
次

の
よ
う
に
語
り
ま
す
。

「
パ
ン
が
原
料
と
い
う
意
外
性
か
ら
多
く

の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
が
取
り
上
げ
て
く
だ
さ
っ

た
お
か
げ
で
、売
れ
行
き
は
予
想
以
上
に

好
調
で
す
。こ
の
秋
に
は
第
２
期
仕
込
み

分
の
発
売
も
予
定
し
て
い
ま
す
。こ
れ
を

機
に
、業
界
的
に
パ
ン
原
料
の
ビ
ー
ル
製

造
が
盛
ん
に
な
れ
ば
う
れ
し
い
で
す
ね
。

ま
た
、当
社
で
は
ビ
ア
レ
ス
ト
ラ
ン『
門
司

港
地
ビ
ー
ル
工
房
』の
運
営
も
手
が
け
て

い
ま
す
が
、ハ
ム
や
ソ
ー
セ
ー
ジ
な
ど
、

ビ
ー
ル
の
本
場
に
お
け
る
伝
統
的
食
文

化
の
豊
か
な
魅
力
も
地
域
に
発
信
し
て

い
け
た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
」

　
北
九
州
の
企
業
に
よ
る
協
同
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
生
ま
れ
た「
ブ
レ
ッ
ド
ヴ
ァ
イ
ツ
ェ

ン
」。目
新
し
さ
も
手
伝
っ
て
人
気
を
集

め
て
い
ま
す
が
、門
司
港
レ
ト
ロ
ビ
ー
ル
に

と
っ
て
は
決
し
て
利
幅
の
大
き
な
商
品
で

は
な
い
と
の
こ
と
。ま
た
、ク
ラ
ウ
ン
製
パ

ン
側
も
パ
ン
の
耳
は
無
償
提
供
。両
社
と

も
、あ
く
ま
で
も「
廃
棄
食
材
の
有
効
活

用
」を
第
一
義
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
発
起
人
で
あ

る
松
岡
常
務
は
、さ
ら
に「
次
の
一
手
」へ

と
踏
み
出
し
て
い
ま
し
た
。

「
フ
ー
ド
ロ
ス
削
減
の
カ
ギ
と
な
る
の
は
、

食
品
消
費
期
限
の
壁
。当
業
界
で
は
パ
ン

を
冷
凍
化
し
て
長
期
保
存
を
可
能
に
す

る
動
き
が
活
発
化
し
て
き
て
お
り
、当
社

で
も
納
品
先
に
よ
っ
て
は
冷
凍
状
態
に
す

る
工
程
を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。パ
ン
の

冷
凍
食
品
化
が
今
後
加
速
す
る
の
を
見

込
ん
で
、さ
ら
に
力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
」

　
国
際
的
な
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
の
開
発
目
標
で
12

番
目
に
謳
わ
れ
た「
つ
く
る
責
任
つ
か
う

責
任
」。「
持
続
可
能
な
生
産
・
消
費
形

態
の
確
保
」を
前
提
と
し
た
エ
シ
カ
ル
な

消
費
、つ
ま
り「
人・社
会・地
域・環
境
に

配
慮
し
た
消
費
行
動
」が
、個
々
に
求
め

ら
れ
る
時
代
と
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

由
来
の
ま
ろ
や
か
な
味
に
仕
上
げ
ら
れ
て

い
ま
す
。ビ
ー
ル
缶
の
デ
ザ
イ
ン
も
、食
パ

ン
と
ビ
ア
ジ
ョ
ッ
キ
の
イ
ラ
ス
ト
を
矢
印

で
結
ぶ
工
夫
で
新
商
品
の
特
色
を
表
す

も
の
に
し
て
い
ま
す
。

　
門
司
港
レ
ト
ロ
ビ
ー
ル
の
企
画
部
長
を

務
め
る
み
や
も
と
も
も 

こ 

宮
本
桃
子
取
締
役
は
、同
商
品

　
開
発
す
る
の
は
同
社
の
主
力
ビ
ー
ル
で

あ
る「
ヴ
ァ
イ
ツ
ェ
ン
」で
、原
料
の
50
％

以
上
が
小
麦
麦
芽
。新
商
品
開
発
で
は
、

原
料
で
あ
る
小
麦
麦
芽
の
代
替
品
と
し
て

フ
ー
ド
ロ
ス
削
減
の
た
め
の

さ
ら
な
る
取
り
組
み
へ

右から門司港レトロビールの宮本企画部長、峯松醸造部長 小麦麦芽の1割を食パンの耳で代用した「ブレッドヴァイツェン」

クラウン製パンの本社工場では自社直営店の他、8万食もの給食用食パンや、ミニヨンで提供されるクロワッサンを製造している

パ
ン
の
耳
を
約
１
割
使
用
す
る
こ
と
に
。

ひ
と
ま
ず
第
一
段
の
仕
込
み
と
し
て
40

㎏
の
パ
ン
の
耳
が
用
い
ら
れ
ま
し
た
。パ

ン
の
耳
は
、ク
ラ
ウ
ン
製
パ
ン
で
あ
ら
か
じ

め
こ
ま
か
く
カ
ッ
ト
し
た
状
態
で
醸
造
所

に
持
ち
込
ま
れ
ま
す
。と
こ
ろ
が
、こ
の
工

程
が
新
商
品
開
発
の
重
大
な
ポ
イ
ン
ト

と
な
り
ま
し
た
。

「
最
初
は
パ
ン
粉
状
に
な
っ
た
パ
ン
の
耳
だ
っ

た
の
で
す
が
、こ
れ
だ
と
ビ
ー
ル
の
原
料
と

な
る
麦
汁
が
う
ま
く
で
き
な
い
。そ
れ
で
、

カ
ッ
ト
し
て
も
ら
う
大
き
さ
を
変
え
な
が

ら
試
作
を
繰
り
返
し
ま
し
た
。試
行
錯
誤

の
末
に
導
き
出
し
た
ベ
ス
ト
の
大
き
さ
が
、

３
セ
ン
チ
角
で
す
。お
話
を
い
た
だ
い
て
か

ら
新
商
品『
ブ
レ
ッ
ド
ヴ
ァ
イ
ツ
ェン
』が
完

成
す
る
ま
で
に
約
半
年
か
か
り
ま
し
た
」

　
酒
税
法
上
の
分
類
で
は「
発
泡
酒
」扱

い
と
な
っ
て
い
る
も
の
の
、同
社
の
ヴ
ァ
イ

ツ
ェ
ン
ビ
ー
ル
と
変
わ
ら
ぬ
お
い
し
さ
に

こ
だ
わ
っ
て
造
ら
れ
、パ
ン
を
原
料
に
含
ん

で
い
る
分
、通
常
の
ヴ
ァ
イ
ツ
ェ
ン
よ
り
も

小
麦
の
風
味
が
強
く
感
じ
ら
れ
る
、パ
ン

　
戦
後
ま
も
な
く
創
業
し
、北
九
州
市

内
お
よ
び
近
郊
の
学
校
に
日
々
約
８
万
食

も
の
給
食
用
食
パ
ン
を
供
給
し
続
け
る
こ

と
で
地
域
に
貢
献
し
て
い
る
ク
ラ
ウ
ン
製

パ
ン
株
式
会
社
。関
東
や
海
外
に
ま
で
進

出
を
果
た
し
た
ミ
ニ
ク
ロ
ワ
ッ
サ
ン
専
門

店「
ミ
ニ
ヨ
ン
」、ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
店「
ユ

キ
モ
ン
」な
ど
の
グ
ル
ー
プ
ブ
ラ
ン
ド
で

も
知
ら
れ
る
地
元
企
業
で
す
。こ
れ
ま
で

廃
棄
し
て
い
た
給
食
用
食
パ
ン
の
耳
を
何

か
に
利
用
す
る
こ
と
で
食
品
ロ
ス
問
題
を

解
決
し
た
い
と
、地
元
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル

メ
ー
カ
ー
と
タ
ッ
グ
を
組
み
ま
し
た
。

　
同
社
の

ま
つ
お
か
ひ
ろ 

き 

松
岡
寛
樹
常
務
取
締
役
は
事

の
発
端
を
次
の
よ
う
に
語
り
ま
す
。

「
業
務
効
率
化
の
一
環
と
し
て
生
産
ラ

イ
ン
の
改
善
に
取
り
組
む
過
程
で
、食
パ

ン
製
造
で
発
生
す
る
廃
棄
物
の
多
さ
に

気
付
き
ま
し
た
。食
パ
ン
か
ら
切
り
落
と

さ
れ
る
パ
ン
の
耳
は
す
べ
て
廃
棄
さ
れ
て

い
る
た
め
、多
い
時
で
１
日
に
１
，０
０
０

本
製
造
さ
れ
る
食
パ
ン
に
対
し
て
廃
棄
物

が
約
１
０
０
㎏
発
生
し
ま
す
。食
パ
ン
製

造
は
小
麦
農
家
や
砂
糖
生
産
者
な
ど
の

努
力
か
ら
も
成
り
立
っ
て
い
る
の
で
、実

に
も
っ
た
い
な
い
、何
と
か
で
き
な
い
か

と
、ず
っ
と
考
え
て
い
ま
し
た
」

　
そ
こ
で
松
岡
常
務
は「
揚
げ
パ
ン
に
す

る
」「
家
畜
の
飼
料
に
す
る
」と
い
っ
た
パ

ン
の
耳
の
利
用
法
を
検
討
し
ま
し
た
が
、

手
間
や
採
算
の
観
点
か
ら
あ
き
ら
め
ざ

る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。暗
中
模
索
の

日
々
が
続
く
な
か
、パ
ン
に
つ
い
て
書
か
れ

た
書
物
が
一
筋
の
光
明
を
与
え
て
く
れ

た
そ
う
で
す
。

「
パ
ン
作
り
の
教
科
書
に
、紀
元
前
か
ら
パ

ン
は
ビ
ー
ル
の
原
料
に
な
っ
て
き
た
、と
い

う
記
述
が
あ
り
、こ
れ
な
ら
パ
ン
の
耳
を

ま
と
め
て
再
利
用
で
き
る
か
も
し
れ
な
い

と
。大
学
教
授
な
ど
の
専
門
家
に
相
談
し

て
み
た
と
こ
ろ
、『
難
し
い
だ
ろ
う
』と
言

わ
れ
ま
し
た
。し
か
し
自
分
な
り
に
調
べ

て
み
る
と
、パ
ン
か
ら
ビ
ー
ル
を
製
造
し
て

い
る
事
例
は
今
も
世
界
的
に
数
例
あ
る

よ
う
で
し
た
。そ
れ
で
、共
通
の
知
り
合
い

を
介
し
て
繋
が
っ
た
門
司
港
レ
ト
ロ
ビ
ー

ル
さ
ん
に
共
同
で
商
品
開
発
で
き
な
い
か

声
を
掛
け
た
の
で
す
」

　
門
司
港
レ
ト
ロ
ビ
ー
ル
株
式
会
社
は
、

１
９
９
７
年
設
立
の
地
ビ
ー
ル
メ
ー

カ
ー
。親
会
社
の
代
表
が
ア
メ
リ
カ
で
初

め
て
口
に
し
た
地
ビ
ー
ル
の
味
に
感
動
し

て
興
し
た
会
社
で
、ビ
ー
ル
文
化
発
祥
の

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
広
く
親
し
ま
れ
て
い
る

正
統
派
ヨ
ー
ロ
ピ
ア
ン
ス
タ
イ
ル
を
貫
き
、

「
ヴ
ァ
イ
ツ
ェ
ン
」「
ペ
ー
ル
エ
ー
ル
」「
ピ
ル

ス
ナ
ー
」な
ど
の
種
類
の
地
ビ
ー
ル
を
製

造
。全
国
地
ビ
ー
ル
醸
造
者
協
議
会
が
主

催
す
る「
Ｊ
Ｂ
Ａ
全
国
地
ビ
ー
ル
品
質
審

査
会
」に
お
い
て
２
０
１
９
年
、２
０
２
１

年
最
優
秀
賞
を
２
回
連
続
で
受
賞
し
て

い
ま
す
。（
２
０
２
０
年
は
未
開
催
）

　
ク
ラ
ウ
ン
製
パ
ン
か
ら
の
依
頼
に
応
じ

た
醸
造
部
部
長
の
み
ね
ま
つ
こ
う 

の 

す
け

峯
松
幸
之
助
さ
ん
は

新
ビ
ー
ル
開
発
の
道
の
り
を
明
か
し
て
く

れ
ま
し
た
。

「
当
社
の
ビ
ー
ル
製
造
で
は
大
麦
と
小
麦

の
麦
芽
を
使
っ
て
い
ま
す
。パ
ン
と
同
じ

小
麦
を
原
料
に
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、理

屈
で
は
で
き
な
い
は
ず
は
な
い
。そ
れ
に
、

食
品
業
界
で
長
ら
く
課
題
と
な
っ
て
い
る

フ
ー
ド
ロ
ス
削
減
に
一
役
買
え
る
の
で
あ

れ
ば
、と
お
引
き
受
け
し
ま
し
た
」

何
度
も
試
作
を
重
ね
て

た
ど
り
つ
い
た
３
セ
ン
チ
角

クラウン製パン 株式会社門司港レトロビール 株式会社

■本社所在地：

■電 話 番 号：

■事 業 所：

〒803-0842
北九州市小倉北区泉台4-4-41

093-651-5559

本社

■本社所在地：

■電 話 番 号：

■事 業 所：

自家製ハム・ソーセージもご準備しています!▶

博多駅店・JR東日本池袋南改札横
店・エキュート大宮ノース店・梅田店・
小倉店・大分駅店・鹿児島店・宮崎店・
熊本駅店・黒崎駅店・姪浜店・香港店

〈クラウン〉京町店・大蔵店・桃園店
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〈70歳パン工場〉

〈ユキモン〉
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1
0
0
件
を
超
え
る
ロ
ボ
ッ
ト
開
発
経
験
を

活
か
し
た
遠
隔
制
御
サ
ー
ビ
ス「
H
A
T
S
」

を
提
供

　　株式
会
社
キ
ビ
テ
ク
は
、知
能
ロ
ボ
ッ
ト
、I
o
T
シ
ス

テ
ム
に
関
わ
る
受
託
開
発
、研
究
、技
術
動
向
や
特
許
等

の
調
査
報
告
、技
術
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
行
って
い
ま
す
。

　近
年
の
人
材
不
足
や
働
く
環
境
な
ど
の
課
題
を
解
決

す
る
た
め
、ロ
ボ
ッ
ト
用
遠
隔
制
御
サ
ー
ビ
ス
搭
載
の
搬

送
ロ
ボ
ッ
ト「
H
A
T
S
キ
ャ
リ
ー
」を
開
発
し
、製
造
業
、

物
流
事
業
者
様
へ
販
売
を
開
始
し
ま
し
た
。ま
た
、

H
A
T
S
キ
ャ
リ
ー
は
ロ
ボ
ッ
ト
メ
ー
カ
ー
様
向
け
に
ア

ド
オ
ン（
※
）の
シ
ス
テ
ム
と
し
て
も
ご
提
供
し
て
い
ま
す
。

　東
大
元
講
師
等
に
よ
り
創
業
し
た
当
社
は
、こ
れ
ま

で
1
0
0
件
以
上
の
知
能
ロ
ボ
ッ
ト
の
開
発
経
験
が

あ
り
ま
す
。そ
の
経
験
を
活
か
し
た
、多
種
多
様
な
ロ

ボ
ッ
ト
対
応
の

効
率
的
な
遠
隔

制
御
の
技
術
が

当
社
の
提
供
す

る
サ
ー
ビ
ス
価

値
の
中
心
で
す
。

（
※
）ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
へ

新
た
な
機
能
を

追
加
す
る
た
め

の
プ
ロ
グ
ラ
ム

難
し
い
自
動
化
を
安
価
に
実
現

　近
年
、配
送
ロ
ボ
ッ
ト
や
配
膳
ロ
ボ
ッ
ト
、ド
ロ
ー
ン
等

の
新
た
な
ロ
ボ
ッ
ト
は
増
え
て
い
ま
す
が
、工
場
で
も
ロ

ボ
ッ
ト
に
よ
る
労
働
の
代
替
率
は
10
%
未
満（
2
0
2
0

年
I
F
R
報
告
書
）で
す
。

　ま
だ
ロ
ボ
ッ
ト
で
代
替
で
き
る
仕
事
は
多
く
は
あ
り
ま

せ
ん
。そ
の
原
因
は
、ロ
ボ
ッ
ト
の
制
御
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
が
、

文
脈
を
う
ま
く
扱
え
ず
、臨
機
応
変
に
対
応
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　決
ま
っ
た
動
き
の
自
動
化
は
で
き
る
も
の
の
、例
外
へ

の
対
応
を
予
め
全
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。こ
れ
が
解
決
さ
え
す
れ
ば
自
動
化
可
能
な
作
業
は

飛
躍
的
に
増
え
ま
す
。

　こ
の
問
題
を
、人
が
ロ
ボ
ッ
ト
を
ア
シ
ス
ト
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
解
決
す
る
こ
と
の
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
を
私
た
ち

は
提
供
し
て
い
ま
す
。

　こ
の
サ
ー
ビ
ス
が
、多
種
類
多
数
台
の
ロ
ボ
ッ
ト
を

一
人
の
オ
ペ
レ
ー
タ
で
対
応
す
る
遠
隔
制
御
サ
ー
ビ
ス

で
あ
る「H

A
T
S
(H
igh

ly  

A
u
to
n
om
o
u
s  

Te
leopera

tion  Serv
ice
)

」で
す
。

　当
社
は
こ
の
シ
ス
テ
ム
と
、オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
機
能
を
提
供
し
ま
す
。ロ
ボ
ッ
ト
メ
ー
カ
ー
様
に

H
A
T
S
を
搭
載
し
て
い
た
だ
く
方
法
と
、H
A
T
S

を
搭
載
し
た
ロ
ボ
ッ
ト
を
直
接
ユ
ー
ザ
企
業
様
へ
販
売
す

る
方
法
の
2
通
り
で
ご
提
供
し
て
い
ま
す
。

　決
め
ら
れ
た
経
路
に
沿
っ
て
、棚
に
乗
っ
た
荷
物
を
搬

送
す
る
ロ
ボ
ッ
ト
で
あ
る「
H
A
T
S
キ
ャ
リ
ー
」と
い
う

製
品
は
、既
に
倉
庫
の
ピ
ッ
キ
ン
グ
の
効
率
化
に
活
用
し

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　1
台
か
ら
ご
利
用
可
能
で
、レ
ン
タ
ル
プ
ラ
ン
も
ご
用

意
し
て
い
ま
す
の
で
イ
ニ
シ
ャ
ル
コ
ス
ト（
初
期
費
用
）の

負
担
な
し
に
安
価
に
試
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

　作
業
者
1
名
分
の
人
件
費
よ
り
も
少
な
い
コ
ス
ト
で

ス
タ
ー
ト
で
き
、そ
れ
以
上
の
コ
ス
ト
削
減
効
果
が
期
待

で
き
ま
す
。

社
会
問
題
解
決
を
目
指
し
て

　当
社
は
H
A
T
S
事
業
を
通
し
て
、ロ
ボ
ッ
ト
の
オ
ペ

レ
ー
タ
と
い
う
仕
事
を
創
出
し
ま
す
。発
展
途
上
国
の

仕
事
が
安
定
し
て
い
な
い
方
々
や
、在
宅
を
余
儀
な
く
さ

れ
て
い
る
方
々
へ
、就
労
機
会
を
届
け
ま
す
。そ
し
て
境

遇
に
寄
ら
な
い
公
平
な
社
会
の
可
能
性
の
増
大
に
貢
献

す
る
こ
と
が
私
た
ち
の
目
指
し
て
い
る
こ
と
で
す
。

vol.20

START UP
Company今月の注目スタートア

ップ

ここで紹介するスタートアップ企業は、ふくおかフィナンシャルグループの投資会社
FFGベンチャービジネスパートナーズが運営するベンチャーファンドが投資しています。

会社概要

株式会社キビテク
林 まりか
東京都品川区西五反田
8-4-14 大橋ビル3F
03-5213-4751（代表）
sales@qibitech.com
https://qibitech.com/

代表取締役
所 在 地

電 話 番 号
メールアドレス
ホームページ

STA
RT

U
P

Com
pany

ハ

ッ

ツ

自律走行ロボット

自律走行ロボットが
運用を通して動作を学習

HATSキャリー

クラウド

ロボットやオペレータの
情報を一元管理

オペレータ

オペレータの作業は
動作要点のみを遠隔操作

♯遠隔サポート付きロボットで難しい自動化を実現

□ ロボット監視・分析
□ 異常検知・復旧操作
□ 条件最適化
□ 現場の方との連絡・呼出し

在宅OK

ロボット遠隔制御サービス「HATS」の仕組み
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ボ
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ボ
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テ
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。
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ボ
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で
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の
可
能
性
の
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オペレータの作業は
動作要点のみを遠隔操作
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FFG BMS 登録情報のご紹介 
提供企業・商品・サービスについてのお問い合せは、近隣のお取引のある銀行窓口を通じてお願いします。 

提
携
農
家
か
ら
仕
入
れ
た
野
菜
の
カ
ッ
ト
と
配
送
を

委
託
で
き
る
事
業
者
様
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
  

 

 

 

 

【所　在　地】
【業　　　種】
【紹 介 支 店】

山口県宇部市あすとぴあ1-1-2
食料品製造業  
福岡銀行　宇部支店  

マ
ッ
チ
ン
グ
の
ポ
イ
ン
ト

企
業
情
報

ホ
テ
ル
や
旅
館
の
お
み
や
げ
と
し
て
熊
本
県
八
代
銘
菓

「
と
ん
ち
彦
一
も
な
か
」を
販
売
し
ま
せ
ん
か
？

【所　在　地】
【業　　　種】
【紹 介 支 店】

熊本県八代市高下西町2068-3
菓子小売業
熊本銀行　松江通支店

お
勧
め
の
ポ
イ
ン
ト

企
業
情
報

輸
送
計
画
の
見
え
る
化
と
特
車
ホ
ル
ダ
ー
で

運
送
業
務
を
効
率
化
し
ま
せ
ん
か
？

 

 

 

 

 

 

株
式
会
社 

ト
ラ
サ
ポ

 

【所　在　地】
【業　　　種】
【紹 介 支 店】

長崎県佐世保市卸本町22-3
情報通信業
十八親和銀行　卸本町支店

お
勧
め
の
ポ
イ
ン
ト

企
業
情
報

株
式
会
社 

お
菓
子
の
彦
一
本
舗

 

か     

し

ほ
ん   

ぽ

ひ
こ  

い
ち

株
式
会
社 

や
お
い
ち

 

　
株
式
会
社
や
お
い
ち
は
、販
路
拡
大
に

向
け
て
野
菜
の
カ
ッ
ト
業
務
が
可
能
な
事

業
者
様
と
提
携
し
、お
客
様
への
安
定
し
た

カ
ッ
ト
野
菜
の
供
給
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
委
託
業
務
内
容
は
、卸
売
り
す
る
野

菜
を
カ
ッ
ト
し
て
い
た
だ
き
、取
引
先
で

あ
る
大
手
小
売
事
業
者
へ
配
送
す
る
業

務
に
な
り
ま
す
。野
菜
は
提
携
農
家
と
年

間
契
約
し
て
い
る
た
め
、安
定
し
た
商
品

供
給
が
で
き
ま
す
。

　
1
9
9
1
年
創
業
。品
質
管
理
に
こ

だ
わ
っ
た
業
務
用
カ
ッ
ト
野
菜
や
パ
ッ
ク

野
菜
の
製
造・販
売
を
行
っ
て
い
ま
す
。鮮

度
と
栄
養
価
を
保
っ
た
野
菜
を
こ
だ
わ
っ

て
選
び
、入
荷
か
ら
製
造・出
荷
ま
で
の
全

て
の
工
程
で
危
害
予
測
を
し
な
が
ら
、お

客
様
に
安
全
な
野
菜
を
届
け
て
い
ま
す
。

　
国
内
外
の
仕
入
れ
ル
ー
ト
が
あ
る
た

め
、安
定
し
た
野
菜
の
供
給
で
日
本
の
食

卓
を
支
え
続
け
て
い
ま
す
。

　
ト
ラ
サ
ポ
シ
ス
テ
ム
は
、タ
ブ
レ
ッ
ト

を
使
っ
た
輸
送
サ
ポ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
で

す
。国
土
交
通
省
の
新
情
報
提
供
シ
ス

テ
ム
の
認
可
を
受
け
て
お
り
、輸
送
計

画
の
見
え
る
化
や
、タ
イ
ム
リ
ー
な
車

両
位
置
情
報
で
運
送
ル
ー
ト
の
無
駄
を

省
き
、運
送
を
効
率
化
し
ま
す
。

　
ま
た
、特
車
ホ
ル
ダ
ー
ア
プ
リ
で
は

特
殊
車
両
通
行
許
可
証
を
電
子
化
で

き
、管
理・提
示
が
簡
単
に
な
り
ま
す
。

　
ト
レ
ー
ラ
ー
や
ト
ラ
ッ
ク
の
誘
導
業
務

を
行
う
株
式
会
社
シ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

グ
ル
ー
プ
会
社
と
し
て
2
0
1
8
年
創

業
。車
両
運
送
を
補
助
す
る
ト
ラ
サ
ポ

シ
ス
テ
ム
を
販
売
し
て
い
ま
す
。運
送
時

に
お
け
る
、輸
送
過
程
の
写
真
提
供
や

車
両
同
士
の
位
置
確
認
、関
係
部
署
と

の
共
有
な
ど
、様
々
な
機
能
を
搭
載
し
て

お
り
、そ
の
実
用
性
か
ら
大
手
運
送
会

社
と
も
多
数
契
約
さ
れ
て
い
ま
す
。

　新
た
な
取
引
を
開
拓
し
た
い
と

き
、B
M
S
に
情
報
登
録
す
る
と

F
F
G
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
る
き
め

細
や
か
な
サ
ポ
ー
ト
で
、簡
単
か
つ
効

率
的
に
自
社
の
製
品
や
技
術
を
発
信

で
き
ま
す
。

　こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
実
際
に
ご
登

録
さ
れ
て
い
る
マ
ッ
チ
ン
グ
可
能
な

企
業
様
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　
1
9
5
3
年
に
発
売
さ
れ
た
熊
本

県
八
代
銘
菓
と
し
て
有
名
な「
と
ん
ち

彦
一
も
な
か
」は
、も
な
か
の
皮
が
香

ば
し
く
パ
リ
ッ
と
焼
か
れ
、厳
選
し
た

北
海
道
産
小
豆
の
粒
餡
と
大
手
亡
豆

を
使
用
し
た
き
ん
と
ん
餡
の
2
種
類
の

味
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
第
20
回
全
国
菓
子
大
博
覧
会
で
高

松
宮
名
誉
総
裁
賞
を
受
賞
し
、熊
本
県

の
お
み
や
げ
と
し
て
人
気
の
商
品
で
す
。

　
1
8
9
6
年
創
業
。厳
選
さ
れ
た
素

材
と
熟
練
の
職
人
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た

和
菓
子
が
地
域
で
愛
さ
れ
続
け
て
い
る

老
舗
菓
子
店
で
す
。

　
地
元
特
産
品
を
使
用
し
た
晩
白
柚

ゼ
リ
ー
や
、は
ち
べ
え
ト
マ
ト
・
肥
後
ぐ

り
な
ど
を
素
材
と
す
る
和
洋
菓
子
の
開

発
も
行
っ
て
お
り
、八
代
を
代
表
す
る

銘
菓
を
数
多
く
販
売
し
て
い
ま
す
。
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FFG BMS 登録情報のご紹介 
提供企業・商品・サービスについてのお問い合せは、近隣のお取引のある銀行窓口を通じてお願いします。 

提
携
農
家
か
ら
仕
入
れ
た
野
菜
の
カ
ッ
ト
と
配
送
を

委
託
で
き
る
事
業
者
様
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
  

 

 

 

 

【所　在　地】
【業　　　種】
【紹 介 支 店】

山口県宇部市あすとぴあ1-1-2
食料品製造業  
福岡銀行　宇部支店  

マ
ッ
チ
ン
グ
の
ポ
イ
ン
ト

企
業
情
報

ホ
テ
ル
や
旅
館
の
お
み
や
げ
と
し
て
熊
本
県
八
代
銘
菓

「
と
ん
ち
彦
一
も
な
か
」を
販
売
し
ま
せ
ん
か
？

【所　在　地】
【業　　　種】
【紹 介 支 店】

熊本県八代市高下西町2068-3
菓子小売業
熊本銀行　松江通支店

お
勧
め
の
ポ
イ
ン
ト

企
業
情
報

輸
送
計
画
の
見
え
る
化
と
特
車
ホ
ル
ダ
ー
で

運
送
業
務
を
効
率
化
し
ま
せ
ん
か
？

 

 

 

 

 

 

株
式
会
社 

ト
ラ
サ
ポ

 

【所　在　地】
【業　　　種】
【紹 介 支 店】

長崎県佐世保市卸本町22-3
情報通信業
十八親和銀行　卸本町支店

お
勧
め
の
ポ
イ
ン
ト

企
業
情
報

株
式
会
社 

お
菓
子
の
彦
一
本
舗

 

か     

し

ほ
ん   

ぽ

ひ
こ  

い
ち

株
式
会
社 

や
お
い
ち

 

　
株
式
会
社
や
お
い
ち
は
、販
路
拡
大
に

向
け
て
野
菜
の
カ
ッ
ト
業
務
が
可
能
な
事

業
者
様
と
提
携
し
、お
客
様
への
安
定
し
た

カ
ッ
ト
野
菜
の
供
給
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
委
託
業
務
内
容
は
、卸
売
り
す
る
野

菜
を
カ
ッ
ト
し
て
い
た
だ
き
、取
引
先
で

あ
る
大
手
小
売
事
業
者
へ
配
送
す
る
業

務
に
な
り
ま
す
。野
菜
は
提
携
農
家
と
年

間
契
約
し
て
い
る
た
め
、安
定
し
た
商
品

供
給
が
で
き
ま
す
。

　
1
9
9
1
年
創
業
。品
質
管
理
に
こ

だ
わ
っ
た
業
務
用
カ
ッ
ト
野
菜
や
パ
ッ
ク

野
菜
の
製
造・販
売
を
行
っ
て
い
ま
す
。鮮

度
と
栄
養
価
を
保
っ
た
野
菜
を
こ
だ
わ
っ

て
選
び
、入
荷
か
ら
製
造・出
荷
ま
で
の
全

て
の
工
程
で
危
害
予
測
を
し
な
が
ら
、お

客
様
に
安
全
な
野
菜
を
届
け
て
い
ま
す
。

　
国
内
外
の
仕
入
れ
ル
ー
ト
が
あ
る
た

め
、安
定
し
た
野
菜
の
供
給
で
日
本
の
食

卓
を
支
え
続
け
て
い
ま
す
。

　
ト
ラ
サ
ポ
シ
ス
テ
ム
は
、タ
ブ
レ
ッ
ト

を
使
っ
た
輸
送
サ
ポ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
で

す
。国
土
交
通
省
の
新
情
報
提
供
シ
ス

テ
ム
の
認
可
を
受
け
て
お
り
、輸
送
計

画
の
見
え
る
化
や
、タ
イ
ム
リ
ー
な
車

両
位
置
情
報
で
運
送
ル
ー
ト
の
無
駄
を

省
き
、運
送
を
効
率
化
し
ま
す
。

　
ま
た
、特
車
ホ
ル
ダ
ー
ア
プ
リ
で
は

特
殊
車
両
通
行
許
可
証
を
電
子
化
で

き
、管
理・提
示
が
簡
単
に
な
り
ま
す
。

　
ト
レ
ー
ラ
ー
や
ト
ラ
ッ
ク
の
誘
導
業
務

を
行
う
株
式
会
社
シ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

グ
ル
ー
プ
会
社
と
し
て
2
0
1
8
年
創

業
。車
両
運
送
を
補
助
す
る
ト
ラ
サ
ポ

シ
ス
テ
ム
を
販
売
し
て
い
ま
す
。運
送
時

に
お
け
る
、輸
送
過
程
の
写
真
提
供
や

車
両
同
士
の
位
置
確
認
、関
係
部
署
と

の
共
有
な
ど
、様
々
な
機
能
を
搭
載
し
て

お
り
、そ
の
実
用
性
か
ら
大
手
運
送
会

社
と
も
多
数
契
約
さ
れ
て
い
ま
す
。

　新
た
な
取
引
を
開
拓
し
た
い
と

き
、B
M
S
に
情
報
登
録
す
る
と

F
F
G
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
る
き
め

細
や
か
な
サ
ポ
ー
ト
で
、簡
単
か
つ
効

率
的
に
自
社
の
製
品
や
技
術
を
発
信

で
き
ま
す
。

　こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
実
際
に
ご
登

録
さ
れ
て
い
る
マ
ッ
チ
ン
グ
可
能
な

企
業
様
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　
1
9
5
3
年
に
発
売
さ
れ
た
熊
本

県
八
代
銘
菓
と
し
て
有
名
な「
と
ん
ち

彦
一
も
な
か
」は
、も
な
か
の
皮
が
香

ば
し
く
パ
リ
ッ
と
焼
か
れ
、厳
選
し
た

北
海
道
産
小
豆
の
粒
餡
と
大
手
亡
豆

を
使
用
し
た
き
ん
と
ん
餡
の
2
種
類
の

味
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
第
20
回
全
国
菓
子
大
博
覧
会
で
高

松
宮
名
誉
総
裁
賞
を
受
賞
し
、熊
本
県

の
お
み
や
げ
と
し
て
人
気
の
商
品
で
す
。

　
1
8
9
6
年
創
業
。厳
選
さ
れ
た
素

材
と
熟
練
の
職
人
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た

和
菓
子
が
地
域
で
愛
さ
れ
続
け
て
い
る

老
舗
菓
子
店
で
す
。

　
地
元
特
産
品
を
使
用
し
た
晩
白
柚

ゼ
リ
ー
や
、は
ち
べ
え
ト
マ
ト
・
肥
後
ぐ

り
な
ど
を
素
材
と
す
る
和
洋
菓
子
の
開

発
も
行
っ
て
お
り
、八
代
を
代
表
す
る

銘
菓
を
数
多
く
販
売
し
て
い
ま
す
。
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FFG SDGs私募債発行企業様（2021年4月～2022年3月募集分）
企業名の掲載にご了承いただいた企業様のみ掲載しております。（50音順、敬称略）

福岡銀行
● 芦塚不動産株式会社（長崎県諫早市）
● 株式会社有明測量開発社（熊本県熊本市）※
● 有限会社アルファインターナショナル（長崎県長崎市）
● 株式会社池田製作所（福岡県遠賀郡）
● 有限会社入木田鐵工（鹿児島県曽於市）
● 株式会社S・Kコーポレーション（福岡県北九州市）
● 株式会社えんホールディングス（福岡県福岡市）
● 株式会社オー・エイチ・アイ（福岡県福岡市）
● 株式会社オーファス（熊本県熊本市）
● 株式会社大村紙工（福岡県嘉穂郡）
● 株式会社輝石（長崎県西彼杵郡）
● 株式会社九州ハセック（福岡県直方市）
● 九州メディカルサービス株式会社（福岡県久留米市）
● 熊本不二コンクリート工業株式会社（熊本県菊池市）※
● 株式会社クリーン・マット（長崎県長崎市）
● 株式会社クリエイトグループ（福岡県福岡市）
● 玄海興業株式会社（福岡県福岡市）
● 株式会社コウダプロ（福岡県福岡市）
● 株式会社コタベ（山口県下関市）
● シナノ設備株式会社（福岡県福岡市）
● 株式会社柴田産業（福岡県福岡市）
● ジョウツー株式会社（熊本県熊本市）※
● 株式会社新光（福岡県大野城市）
● 株式会社寿陽建設（福岡県北九州市）
● 株式会社西都電機商会（福岡県福岡市）
● 大一通信工業株式会社（福岡県飯塚市）
● ダイセーロジスティクス株式会社（東京都文京区）
● 大日商事株式会社（山口県下関市）
● 株式会社高本損害鑑定事務所（福岡県福岡市）

● 株式会社田園興産（福岡県北九州市）
● 株式会社タマシロ（福岡県北九州市）
● 株式会社内外美装（福岡県北九州市）
● 中川物産株式会社（愛知県名古屋市）
● 株式会社長崎建創（長崎県諫早市）
● 株式会社西九州（長崎県佐世保市）
● 西日本コントラクト株式会社（福岡県糟屋郡）
● 日建建設株式会社（福岡県福岡市）
● 日本建設技術株式会社（佐賀県唐津市）
● 株式会社日本ハイヒート（兵庫県神戸市）
● 株式会社花丘建設（長崎県長崎市）
● 久屋産業株式会社（福岡県北九州市）
● Fun Standard株式会社（福岡県大野城市）
● 富士岐工産株式会社（福岡県北九州市）
● 株式会社富士土木エンヂニアリング（鹿児島県鹿児島市）
● 株式会社不二宮製作所（熊本県荒尾市）
● 株式会社フチガミ（福岡県久留米市）
● 株式会社FROG（福岡県福岡市）
● 株式会社星山商店（熊本県熊本市）
● 前村工業株式会社（福岡県北九州市）
● 株式会社溝田設計事務所（福岡県久留米市）
● 株式会社ミドリ印刷（福岡県福岡市）
● 株式会社三幸製作所（静岡県浜松市）
● 株式会社妙見石原荘（鹿児島県霧島市）
● 株式会社三養基（福岡県北九州市）
● 株式会社ミヨシアセットマネジメント（福岡県福岡市）
● 明光電機株式会社（福岡県北九州市）
● 株式会社森商事（福岡県大牟田市）

熊本銀行
● アデル・カーズ株式会社（熊本県熊本市）
● アビリティ株式会社（熊本県熊本市）
● 株式会社有明測量開発社（熊本県熊本市）※
● 株式会社アルファウェーブ（熊本県熊本市）
● 株式会社伊藤運送（鹿児島県鹿児島市）
● 株式会社ウッディファーム（熊本県熊本市）
● 株式会社奥羽興産（熊本県熊本市）
● 株式会社椛島鍛圧（福岡県柳川市）
● 株式会社川﨑ハウジング（熊本県熊本市）
● 株式会社感動（鹿児島県鹿児島市）
● 株式会社クキタ（熊本県水俣市）
● 熊本不二コンクリート工業株式会社（熊本県菊池市）※
● 株式会社坂元運送（鹿児島県鹿児島市）
● ジョウツー株式会社（熊本県熊本市）※
● 新鋼商事有限会社（熊本県八代市）
● 株式会社成樹（熊本県熊本市）
● 株式会社ゼンケイ（鹿児島県鹿児島市）

● 大福コンサルタント株式会社（鹿児島県鹿児島市）
● 株式会社宝島総合運輸（熊本県玉名市）
● 株式会社近見工業（熊本県熊本市）
● 株式会社テクサーブ（熊本県熊本市）
● 天翔物産株式会社（熊本県熊本市）
● 株式会社ナカハラ（熊本県熊本市）
● 日建電設株式会社（熊本県熊本市）
● 日東システムズ株式会社（熊本県玉名郡）
● ビル環境熊本株式会社（熊本県山鹿市）
● 株式会社風雅（熊本県熊本市）
● 株式会社保健支援センター（熊本県熊本市）
● 株式会社丸徳（熊本県八代市）
● 株式会社みらいコンシェルジュ（熊本県熊本市）
● 明治建設株式会社（熊本県熊本市）
● 株式会社森工業（熊本県阿蘇市）
● 吉野電子工業株式会社（熊本県玉名郡）
● リニューアブル・ジャパン株式会社（東京都港区）

十八親和銀行
● オフィスメーション株式会社（長崎県長崎市）
● 有限会社シーエイプロダクション（長崎県大村市）
● 西部道路株式会社（長崎県佐世保市）
● 有限会社東彼クレーン（長崎県東彼杵郡）
● 株式会社トータス（長崎県諫早市）
● 株式会社トモダ（長崎県佐世保市）
● 長崎福鳥株式会社（長崎県佐世保市）
● 西九州倉庫株式会社（長崎県佐世保市）

● 株式会社西日本工業（長崎県佐世保市）
● 西日本鋼業株式会社（長崎県佐世保市）
● 株式会社バイオジェノミクス（長崎県大村市）
● 株式会社HAC（長崎県長崎市）
● 株式会社ホテル南風楼（長崎県島原市）
● 株式会社堀内組（長崎県佐世保市）
● 株式会社松葉屋（長崎県佐世保市）
● 吉川建設株式会社（長崎県諫早市）

※複数行にて発行いただいた企業様です。　

　私
募
債
と
は
、一
定
の
財
務
水
準

を
満
た
し
た
企
業
が
、直
接
金
融
に

よ
る
資
金
調
達
を
目
的
に
発
行
す
る

社
債
の
こ
と
を
い
い
、そ
の
中
で
も

S
D
Gs
私
募
債
と
は
、F
F
G
各

行
で
私
募
債
を
発
行
さ
れ
た
お
客

様
か
ら
い
た
だ
く
収
益
の
一
部
を

S
D
Gs
に
資
す
る
団
体
等
へ
寄
付

す
る
商
品
の
こ
と
で
す
。第
三
回
目
と

な
る
今
回
も
私
募
債
発
行
時
の
収
益

金
の
一
部
を
S
D
Gs
に
資
す
る
団

体
に
寄
付
い
た
し
ま
し
た
。

　今
後
も
F
F
G
は
、地
域
の
皆
様

と
と
も
に
、持
続
可
能
な
社
会
の
実

現
に
向
け
た
活
動
を
続
け
て
ま
い
り

ま
す
。

SDGs私募債の
寄付金贈呈式を開催しました

Topics of the month

FFGならびに福岡銀行、熊本銀行、十八親和銀行は、SDGsの取り組みの
一環としてSDGs私募債発行時の収益金の一部の寄付を行い、贈呈式を
開催しました。（第三回募集期間：2021年4月～2022年3月）

今
月
の
ト
ピ
ッ
ク
ス

Fukuoka Financial G
roup

公益社団法人 セーブ・ザ・チルドレン・ジャパン

特定非営利活動法人 国境なき医師団日本

独立行政法人 日本学生支援機構

公益財団法人 日本環境協会

社会福祉法人 福岡県共同募金会

社会福祉法人 熊本県共同募金会

社会福祉法人 長崎県共同募金会

国立大学法人 九州大学
（新型コロナウイルスワクチン研究開発の取組み）

寄付先団体

（左） （公社）セーブ・ザ・チルドレン・ジャパン 井田理事長／（右）FFG 五島社長（左）福岡銀行 橋爪常務／（右）（福）福岡県共同募金会 塩川常務理事

（左）十八親和銀行 八起専務／（右）（福）長崎県共同募金会 木村常務理事（左）熊本銀行 榎本常務／（右）（福） 熊本県共同募金会 荒木会長
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FFG SDGs私募債発行企業様（2021年4月～2022年3月募集分）
企業名の掲載にご了承いただいた企業様のみ掲載しております。（50音順、敬称略）

福岡銀行
● 芦塚不動産株式会社（長崎県諫早市）
● 株式会社有明測量開発社（熊本県熊本市）※
● 有限会社アルファインターナショナル（長崎県長崎市）
● 株式会社池田製作所（福岡県遠賀郡）
● 有限会社入木田鐵工（鹿児島県曽於市）
● 株式会社S・Kコーポレーション（福岡県北九州市）
● 株式会社えんホールディングス（福岡県福岡市）
● 株式会社オー・エイチ・アイ（福岡県福岡市）
● 株式会社オーファス（熊本県熊本市）
● 株式会社大村紙工（福岡県嘉穂郡）
● 株式会社輝石（長崎県西彼杵郡）
● 株式会社九州ハセック（福岡県直方市）
● 九州メディカルサービス株式会社（福岡県久留米市）
● 熊本不二コンクリート工業株式会社（熊本県菊池市）※
● 株式会社クリーン・マット（長崎県長崎市）
● 株式会社クリエイトグループ（福岡県福岡市）
● 玄海興業株式会社（福岡県福岡市）
● 株式会社コウダプロ（福岡県福岡市）
● 株式会社コタベ（山口県下関市）
● シナノ設備株式会社（福岡県福岡市）
● 株式会社柴田産業（福岡県福岡市）
● ジョウツー株式会社（熊本県熊本市）※
● 株式会社新光（福岡県大野城市）
● 株式会社寿陽建設（福岡県北九州市）
● 株式会社西都電機商会（福岡県福岡市）
● 大一通信工業株式会社（福岡県飯塚市）
● ダイセーロジスティクス株式会社（東京都文京区）
● 大日商事株式会社（山口県下関市）
● 株式会社高本損害鑑定事務所（福岡県福岡市）

● 株式会社田園興産（福岡県北九州市）
● 株式会社タマシロ（福岡県北九州市）
● 株式会社内外美装（福岡県北九州市）
● 中川物産株式会社（愛知県名古屋市）
● 株式会社長崎建創（長崎県諫早市）
● 株式会社西九州（長崎県佐世保市）
● 西日本コントラクト株式会社（福岡県糟屋郡）
● 日建建設株式会社（福岡県福岡市）
● 日本建設技術株式会社（佐賀県唐津市）
● 株式会社日本ハイヒート（兵庫県神戸市）
● 株式会社花丘建設（長崎県長崎市）
● 久屋産業株式会社（福岡県北九州市）
● Fun Standard株式会社（福岡県大野城市）
● 富士岐工産株式会社（福岡県北九州市）
● 株式会社富士土木エンヂニアリング（鹿児島県鹿児島市）
● 株式会社不二宮製作所（熊本県荒尾市）
● 株式会社フチガミ（福岡県久留米市）
● 株式会社FROG（福岡県福岡市）
● 株式会社星山商店（熊本県熊本市）
● 前村工業株式会社（福岡県北九州市）
● 株式会社溝田設計事務所（福岡県久留米市）
● 株式会社ミドリ印刷（福岡県福岡市）
● 株式会社三幸製作所（静岡県浜松市）
● 株式会社妙見石原荘（鹿児島県霧島市）
● 株式会社三養基（福岡県北九州市）
● 株式会社ミヨシアセットマネジメント（福岡県福岡市）
● 明光電機株式会社（福岡県北九州市）
● 株式会社森商事（福岡県大牟田市）

熊本銀行
● アデル・カーズ株式会社（熊本県熊本市）
● アビリティ株式会社（熊本県熊本市）
● 株式会社有明測量開発社（熊本県熊本市）※
● 株式会社アルファウェーブ（熊本県熊本市）
● 株式会社伊藤運送（鹿児島県鹿児島市）
● 株式会社ウッディファーム（熊本県熊本市）
● 株式会社奥羽興産（熊本県熊本市）
● 株式会社椛島鍛圧（福岡県柳川市）
● 株式会社川﨑ハウジング（熊本県熊本市）
● 株式会社感動（鹿児島県鹿児島市）
● 株式会社クキタ（熊本県水俣市）
● 熊本不二コンクリート工業株式会社（熊本県菊池市）※
● 株式会社坂元運送（鹿児島県鹿児島市）
● ジョウツー株式会社（熊本県熊本市）※
● 新鋼商事有限会社（熊本県八代市）
● 株式会社成樹（熊本県熊本市）
● 株式会社ゼンケイ（鹿児島県鹿児島市）

● 大福コンサルタント株式会社（鹿児島県鹿児島市）
● 株式会社宝島総合運輸（熊本県玉名市）
● 株式会社近見工業（熊本県熊本市）
● 株式会社テクサーブ（熊本県熊本市）
● 天翔物産株式会社（熊本県熊本市）
● 株式会社ナカハラ（熊本県熊本市）
● 日建電設株式会社（熊本県熊本市）
● 日東システムズ株式会社（熊本県玉名郡）
● ビル環境熊本株式会社（熊本県山鹿市）
● 株式会社風雅（熊本県熊本市）
● 株式会社保健支援センター（熊本県熊本市）
● 株式会社丸徳（熊本県八代市）
● 株式会社みらいコンシェルジュ（熊本県熊本市）
● 明治建設株式会社（熊本県熊本市）
● 株式会社森工業（熊本県阿蘇市）
● 吉野電子工業株式会社（熊本県玉名郡）
● リニューアブル・ジャパン株式会社（東京都港区）

十八親和銀行
● オフィスメーション株式会社（長崎県長崎市）
● 有限会社シーエイプロダクション（長崎県大村市）
● 西部道路株式会社（長崎県佐世保市）
● 有限会社東彼クレーン（長崎県東彼杵郡）
● 株式会社トータス（長崎県諫早市）
● 株式会社トモダ（長崎県佐世保市）
● 長崎福鳥株式会社（長崎県佐世保市）
● 西九州倉庫株式会社（長崎県佐世保市）

● 株式会社西日本工業（長崎県佐世保市）
● 西日本鋼業株式会社（長崎県佐世保市）
● 株式会社バイオジェノミクス（長崎県大村市）
● 株式会社HAC（長崎県長崎市）
● 株式会社ホテル南風楼（長崎県島原市）
● 株式会社堀内組（長崎県佐世保市）
● 株式会社松葉屋（長崎県佐世保市）
● 吉川建設株式会社（長崎県諫早市）

※複数行にて発行いただいた企業様です。　

　私
募
債
と
は
、一
定
の
財
務
水
準

を
満
た
し
た
企
業
が
、直
接
金
融
に

よ
る
資
金
調
達
を
目
的
に
発
行
す
る

社
債
の
こ
と
を
い
い
、そ
の
中
で
も

S
D
Gs
私
募
債
と
は
、F
F
G
各

行
で
私
募
債
を
発
行
さ
れ
た
お
客

様
か
ら
い
た
だ
く
収
益
の
一
部
を

S
D
Gs
に
資
す
る
団
体
等
へ
寄
付

す
る
商
品
の
こ
と
で
す
。第
三
回
目
と

な
る
今
回
も
私
募
債
発
行
時
の
収
益

金
の
一
部
を
S
D
Gs
に
資
す
る
団

体
に
寄
付
い
た
し
ま
し
た
。

　今
後
も
F
F
G
は
、地
域
の
皆
様

と
と
も
に
、持
続
可
能
な
社
会
の
実

現
に
向
け
た
活
動
を
続
け
て
ま
い
り

ま
す
。

SDGs私募債の
寄付金贈呈式を開催しました

Topics of the month

FFGならびに福岡銀行、熊本銀行、十八親和銀行は、SDGsの取り組みの
一環としてSDGs私募債発行時の収益金の一部の寄付を行い、贈呈式を
開催しました。（第三回募集期間：2021年4月～2022年3月）

今
月
の
ト
ピ
ッ
ク
ス

Fukuoka Financial G
roup

公益社団法人 セーブ・ザ・チルドレン・ジャパン

特定非営利活動法人 国境なき医師団日本

独立行政法人 日本学生支援機構

公益財団法人 日本環境協会

社会福祉法人 福岡県共同募金会

社会福祉法人 熊本県共同募金会

社会福祉法人 長崎県共同募金会

国立大学法人 九州大学
（新型コロナウイルスワクチン研究開発の取組み）

寄付先団体

（左） （公社）セーブ・ザ・チルドレン・ジャパン 井田理事長／（右）FFG 五島社長（左）福岡銀行 橋爪常務／（右）（福）福岡県共同募金会 塩川常務理事

（左）十八親和銀行 八起専務／（右）（福）長崎県共同募金会 木村常務理事（左）熊本銀行 榎本常務／（右）（福） 熊本県共同募金会 荒木会長
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ー

中
国
に
お
け
る
主
要
な
E
C
サ
イ
ト

　
代
表
的
な
E
C
サ
イ
ト
は
、淘
宝

（
タ
オ
バ
オ
）や
天
猫（
テ
ン
マ
オ
）で

す
。両
サ
イ
ト
と
も
に
、ア
リ
バ
バ
G
が

運
営
し
て
お
り
、人
口
の
６
割
以
上
に

相
当
す
る
９
億
人
の
ユ
ー
ザ
ー
数
を

持
っ
て
い
ま
す
。

　
淘
宝
は
、中
国
最
大
の
C
to
C
型

E
C
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
、個
人
出

店
が
可
能
な
た
め
、
出
店
数
が

9,
6
8
0
千
社（
人
）、年
間
販
売

額
は
6
・
8
兆
元（
約
1
3
6
兆
円
）

に
上
り
ま
す
。

　
一
方
、天
猫
は
、中
国
で
ト
ッ
プ

シ
ェ
ア
の
B
to
C
型
E
C
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
で
す
。出
店
に
つ
い
て
は
法

人
限
定
で
審
査
が
厳
し
く
、信
頼
度

の
低
い
事
業
者
が
比
較
的
排
除
さ
れ

て
い
る
と
い
う
安
心
感
か
ら
、消
費
者

の
支
持
を
獲
得
し
て
い
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。出
店
数
が
3
2
0
千
社
、年
間

販
売
額
は
1
・
7
兆
元（
約
34
兆
円
）

と
な
ってい
ま
す
。﹇
図
3
﹈

最
後
に

　　
中
国
の
消
費
市
場
は
所
得
増
加

も
あ
り
依
然
と
し
て
拡
大
を
続
け
て

い
ま
す
。現
在
で
は
、沿
岸
部
の
み
な

ら
ず
、内
陸
部
の
地
方
都
市
等
に
お

い
て
も
消
費
が
拡
大
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り
海

外
渡
航
の
制
限
が
長
期
化
し
て
い
る

こ
と
も
重
な
り
、E
C
市
場
に
お
け

る
海
外
製
品
を
求
め
る
消
費
者
も
多

数
存
在
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
、日
本
企

業
が
中
国
で
ビ
ジ
ネ
ス
展
開
す
る
場

合
、商
材
に
も
よ
り
ま
す
が
、E
C
販

売
を
検
討
す
る
価
値
が
あ
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。中
国
の
消
費
者
向

け
に
E
C
販
売
す
る
場
合
、原
則
と

し
て
中
国
国
内
で
現
地
法
人
が
必
要

と
な
る
た
め
、気
軽
に
取
り
組
む
に
は

や
や
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
と
い
え
ま
す
。

現
地
法
人
を
持
た
ず
に
E
C
販
売
を

手
掛
け
る
の
で
あ
れ
ば
、現
地
バ
イ

ヤ
ー（
日
系
の
現
地
事
業
者
を
含
む
）

と
貿
易
取
引
す
る
か
、も
し
く
は
現

地
バ
イ
ヤ
ー
と
の
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
を

持
っ
た
日
本
の
貿
易
商
社
等
と
取
引

を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
本
稿
で
紹
介
し
た
中
国
国
内
で

の
E
C
販
売
サ
イ
ト
活
用
の
他
に
、

規
制
緩
和
等
に
よ
り
普
及
し
て
い
る

越
境
E
C
を
利
用
す
る
方
法
も
あ
り

ま
す
。日
本
の
市
場
縮
小
が
進
む
中

に
あ
っ
て
、い
か
に
巨
大
な
中
国
市
場

で
商
機
を
捉
え
て
い
く
か
、私
ど
も
も

一
緒
に
考
え
て
い
き
ま
す
の
で
お
取

引
店
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

２
０
２
２
年
9
月
14
日
現
在

（
上
海
駐
在
員
事
務
所
　
西
村
康
彦
）

は
じ
め
に

　　
中
国
は
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
よ
る

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
や
ネ
ッ
ト
広
告
が
最
も

普
及
し
て
い
る
国
の
一
つ
で
す
。既
に

中
国
で
販
売
し
て
い
る
商
材
の
更
な

る
販
路
拡
大
や
、こ
れ
か
ら
中
国
市

場
の
新
規
開
拓
を
検
討
さ
れ
て
い
る

方
が
中
国
で
の
E
C
ビ
ジ
ネ
ス
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
に
、

中
国
に
お
け
る
E
C
市
場
の
現
状
や

中
国
国
内
の
主
な
E
C
サ
イ
ト
の
活

用
等
に
つ
い
て
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

E
C
市
場
の
市
場
規
模

　
中
国
の
E
C
市
場
は
、2
0
1
0

年
頃
か
ら
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
の
普
及
に
加
え
て
、新
型
コ

ロ
ナ
に
よ
る
消
費
行
動
の
変
化
も
あ

り
、急
拡
大
し
て
い
ま
す
。

　
B
to
C
に
お
け
る
中
国
の
E
C
市

場
は
、直
近
デ
ー
タ
に
よ
る
と
13
・
1

兆
元（
約
2
6
2
兆
円
）と
世
界
最

大
で
、第
２
位
の
米
国
の
約
３
倍
、日

本
の
約
12
倍
の
規
模
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、小
売
額
全
体
に
占
め
る

E
C
販
売
の
シ
ェ
ア（
E
C
化
率
）は

24
・
5
％
あ
り
、日
本
の
8
・
8
%
と

比
較
し
て
も
極
め
て
高
い
こ
と
が
伺

え
ま
す
。﹇
図
1
﹈〈

1
元
＝
20
円
換
算
、

以
後
同
様〉

　
中
国
の
所
得
水
準
は
依
然
と
し
て

毎
年
10
％
近
く
伸
び
て
お
り
、購
買

力
も
相
応
に
上
昇
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、今
後
も
中
国
の
E
C
市
場
は
拡

大
し
て
い
く
こ
と
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

　
中
国
で
E
C
市
場
が
普
及
し
て
い
る

要
因
と
し
て
、ウ
ィ
ー
チ
ャ
ッ
ト
ペ
イ

（
L
I
N
E
の
様
な
チ
ャッ
ト
ア
プ
リ
の

決
済
機
能
）や
A
l
i
p
a
y（
ア
リ
バ

バ
G
の
決
済
用
ア
プ
リ
）と
い
っ
た
コ

ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ア
プ
リ
に
付
随
し
た

決
済
サ
ー
ビ
ス
が
、店
舗
の
大
小
を
問

わ
ず
中
国
全
土
ど
こ
で
も
使
え
る
ほ
ど

浸
透
し
て
い
る
点
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、配
達
員
の
賃
金
水
準
が
低

い
こ
と
に
加
え
て
、バ
イ
ク
に
大
量
の

荷
物
を
積
み
あ
げ
運
搬
す
る
ス
タ
イ

ル
や
配
送
先
へ
の
置
き
配
が
定
着
し

て
お
り
、運
送
コ
ス
ト
が
非
常
に
安
い

こ
と
も
事
業
者
や
利
用
者
が
多
い
要

因
で
す
。﹇
図
2
﹈
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イ
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出所：中国国家統計局     
※小売額全体に占めるＥＣシェアは、実物商品インターネット小売額にて算出※アマゾンジャパンや楽天市場の販売額は、それぞれ4兆円程度
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■ 図3：主要なECサイト
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・中国最大のCtoC型ECプラットフォーム
・個人でも出店が可能なため、圧倒的な商品数を誇り、利用者
の地域、年齢層の幅も広い
・開店する際に、保証金しかかからず、開店と運営コストが低い
・中国でトップシェアのBtoC型ECプラットフォーム 
・出店審査が厳しく、個人の出店はできず法人のみ
・高品質と正規品保証で消費者の信頼を獲得 
・保証金の他、ソフトウェアサービス費用、 販売金額に応じた
手数料が発生し、運営 コストは淘宝より高い

・独自の物流ネットワークによる、配送 スピードの速さが売り
・PCやデジタル家電の販売に強みを持つ

・共同購入形式で消費者は商品を安く買うことができる
・個人SNSで情報が拡散しやすい 
・三、四級の地方都市の中低所得層ユーザーの獲得がメイン
・出店基準が、比較的緩い
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ー

中
国
に
お
け
る
主
要
な
E
C
サ
イ
ト

　
代
表
的
な
E
C
サ
イ
ト
は
、淘
宝

（
タ
オ
バ
オ
）や
天
猫（
テ
ン
マ
オ
）で

す
。両
サ
イ
ト
と
も
に
、ア
リ
バ
バ
G
が

運
営
し
て
お
り
、人
口
の
６
割
以
上
に

相
当
す
る
９
億
人
の
ユ
ー
ザ
ー
数
を

持
っ
て
い
ま
す
。

　
淘
宝
は
、中
国
最
大
の
C
to
C
型

E
C
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
、個
人
出

店
が
可
能
な
た
め
、
出
店
数
が

9,
6
8
0
千
社（
人
）、年
間
販
売

額
は
6
・
8
兆
元（
約
1
3
6
兆
円
）

に
上
り
ま
す
。

　
一
方
、天
猫
は
、中
国
で
ト
ッ
プ

シ
ェ
ア
の
B
to
C
型
E
C
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
で
す
。出
店
に
つ
い
て
は
法

人
限
定
で
審
査
が
厳
し
く
、信
頼
度

の
低
い
事
業
者
が
比
較
的
排
除
さ
れ

て
い
る
と
い
う
安
心
感
か
ら
、消
費
者

の
支
持
を
獲
得
し
て
い
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。出
店
数
が
3
2
0
千
社
、年
間

販
売
額
は
1
・
7
兆
元（
約
34
兆
円
）

と
な
ってい
ま
す
。﹇
図
3
﹈

最
後
に

　　
中
国
の
消
費
市
場
は
所
得
増
加

も
あ
り
依
然
と
し
て
拡
大
を
続
け
て

い
ま
す
。現
在
で
は
、沿
岸
部
の
み
な

ら
ず
、内
陸
部
の
地
方
都
市
等
に
お

い
て
も
消
費
が
拡
大
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り
海

外
渡
航
の
制
限
が
長
期
化
し
て
い
る

こ
と
も
重
な
り
、E
C
市
場
に
お
け

る
海
外
製
品
を
求
め
る
消
費
者
も
多

数
存
在
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
、日
本
企

業
が
中
国
で
ビ
ジ
ネ
ス
展
開
す
る
場

合
、商
材
に
も
よ
り
ま
す
が
、E
C
販

売
を
検
討
す
る
価
値
が
あ
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。中
国
の
消
費
者
向

け
に
E
C
販
売
す
る
場
合
、原
則
と

し
て
中
国
国
内
で
現
地
法
人
が
必
要

と
な
る
た
め
、気
軽
に
取
り
組
む
に
は

や
や
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
と
い
え
ま
す
。

現
地
法
人
を
持
た
ず
に
E
C
販
売
を

手
掛
け
る
の
で
あ
れ
ば
、現
地
バ
イ

ヤ
ー（
日
系
の
現
地
事
業
者
を
含
む
）

と
貿
易
取
引
す
る
か
、も
し
く
は
現

地
バ
イ
ヤ
ー
と
の
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
を

持
っ
た
日
本
の
貿
易
商
社
等
と
取
引

を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
本
稿
で
紹
介
し
た
中
国
国
内
で

の
E
C
販
売
サ
イ
ト
活
用
の
他
に
、

規
制
緩
和
等
に
よ
り
普
及
し
て
い
る

越
境
E
C
を
利
用
す
る
方
法
も
あ
り

ま
す
。日
本
の
市
場
縮
小
が
進
む
中

に
あ
っ
て
、い
か
に
巨
大
な
中
国
市
場

で
商
機
を
捉
え
て
い
く
か
、私
ど
も
も

一
緒
に
考
え
て
い
き
ま
す
の
で
お
取

引
店
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

２
０
２
２
年
9
月
14
日
現
在

（
上
海
駐
在
員
事
務
所
　
西
村
康
彦
）

は
じ
め
に

　　
中
国
は
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
よ
る

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
や
ネ
ッ
ト
広
告
が
最
も

普
及
し
て
い
る
国
の
一
つ
で
す
。既
に

中
国
で
販
売
し
て
い
る
商
材
の
更
な

る
販
路
拡
大
や
、こ
れ
か
ら
中
国
市

場
の
新
規
開
拓
を
検
討
さ
れ
て
い
る

方
が
中
国
で
の
E
C
ビ
ジ
ネ
ス
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
に
、

中
国
に
お
け
る
E
C
市
場
の
現
状
や

中
国
国
内
の
主
な
E
C
サ
イ
ト
の
活

用
等
に
つ
い
て
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

E
C
市
場
の
市
場
規
模

　
中
国
の
E
C
市
場
は
、2
0
1
0

年
頃
か
ら
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
の
普
及
に
加
え
て
、新
型
コ

ロ
ナ
に
よ
る
消
費
行
動
の
変
化
も
あ

り
、急
拡
大
し
て
い
ま
す
。

　
B
to
C
に
お
け
る
中
国
の
E
C
市

場
は
、直
近
デ
ー
タ
に
よ
る
と
13
・
1

兆
元（
約
2
6
2
兆
円
）と
世
界
最

大
で
、第
２
位
の
米
国
の
約
３
倍
、日

本
の
約
12
倍
の
規
模
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、小
売
額
全
体
に
占
め
る

E
C
販
売
の
シ
ェ
ア（
E
C
化
率
）は

24
・
5
％
あ
り
、日
本
の
8
・
8
%
と

比
較
し
て
も
極
め
て
高
い
こ
と
が
伺

え
ま
す
。﹇
図
1
﹈〈

1
元
＝
20
円
換
算
、

以
後
同
様〉

　
中
国
の
所
得
水
準
は
依
然
と
し
て

毎
年
10
％
近
く
伸
び
て
お
り
、購
買

力
も
相
応
に
上
昇
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、今
後
も
中
国
の
E
C
市
場
は
拡

大
し
て
い
く
こ
と
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

　
中
国
で
E
C
市
場
が
普
及
し
て
い
る

要
因
と
し
て
、ウ
ィ
ー
チ
ャ
ッ
ト
ペ
イ

（
L
I
N
E
の
様
な
チ
ャッ
ト
ア
プ
リ
の

決
済
機
能
）や
A
l
i
p
a
y（
ア
リ
バ

バ
G
の
決
済
用
ア
プ
リ
）と
い
っ
た
コ

ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ア
プ
リ
に
付
随
し
た

決
済
サ
ー
ビ
ス
が
、店
舗
の
大
小
を
問

わ
ず
中
国
全
土
ど
こ
で
も
使
え
る
ほ
ど

浸
透
し
て
い
る
点
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、配
達
員
の
賃
金
水
準
が
低

い
こ
と
に
加
え
て
、バ
イ
ク
に
大
量
の

荷
物
を
積
み
あ
げ
運
搬
す
る
ス
タ
イ

ル
や
配
送
先
へ
の
置
き
配
が
定
着
し

て
お
り
、運
送
コ
ス
ト
が
非
常
に
安
い

こ
と
も
事
業
者
や
利
用
者
が
多
い
要

因
で
す
。﹇
図
2
﹈
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イ
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出所：中国国家統計局     
※小売額全体に占めるＥＣシェアは、実物商品インターネット小売額にて算出※アマゾンジャパンや楽天市場の販売額は、それぞれ4兆円程度
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■ 図3：主要なECサイト
特 徴 販 売 額 形 態ユーザー数 出店社数 備 考ECサイト

・中国最大のCtoC型ECプラットフォーム
・個人でも出店が可能なため、圧倒的な商品数を誇り、利用者
の地域、年齢層の幅も広い
・開店する際に、保証金しかかからず、開店と運営コストが低い
・中国でトップシェアのBtoC型ECプラットフォーム 
・出店審査が厳しく、個人の出店はできず法人のみ
・高品質と正規品保証で消費者の信頼を獲得 
・保証金の他、ソフトウェアサービス費用、 販売金額に応じた
手数料が発生し、運営 コストは淘宝より高い

・独自の物流ネットワークによる、配送 スピードの速さが売り
・PCやデジタル家電の販売に強みを持つ

・共同購入形式で消費者は商品を安く買うことができる
・個人SNSで情報が拡散しやすい 
・三、四級の地方都市の中低所得層ユーザーの獲得がメイン
・出店基準が、比較的緩い
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開催済

　柳
川
市
に
あ
る
柳
川
藩
主
立
花

邸 

御
花
は
、旧
大
名
家
の
末
裔
が

運
営
す
る
日
本
で
唯
一
宿
泊
で
き
る

国
指
定
名
勝
で
す
。そ
の
御
花
で
、

今
秋「
殿
様
屋
敷
で
堪
能
す
る
能
公

演
」と
称
し
、大
広
間
で
の
能
の
一
般

公
演
が
14
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
て
い

ま
す
。

　大
名
家
に
と
っ
て
能
は
、武
家
文

化
を
表
す「
式
楽
」と
し
て
と
て
も

大
切
な
儀
式
で
し
た
。柳
川
藩
主
で

あ
っ
た
立
花
家
も
能
を
大
切
に
継

承
し
て
お
り
、代
「々
喜
多
流
」の
能

を
守
っ
て
き
ま
し
た
。御
花
の
史
料

館
に
多
く
の
能
面
や
能
装
束
が
残
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
も
、能
が
非
常
に

大
切
な
文
化
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か

り
ま
す
。ま
た
、元
々
殿
様
屋
敷
で

あ
っ
た
御
花
に
は
、現
存
す
る
明
治

期
の
建
物
の
中
に
能
舞
台
が
残
っ
て

お
り
、通
常
の
能
舞
台
で
は
感
じ
る

こ
と
が
で
き
な
い
、大
名
家
の
嗜
み

を
よ
り
間
近
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。今
回
、立
花
家
と
能
の
歴
史

的
な
背
景
を
感
じ
な
が
ら
非
日
常

の
感
動
を
提
供
し
た
い
と
い
う
想

い
か
ら
、本
公
演
が
企
画
さ
れ
ま

し
た
。

　2
0
2
2
年
9
月
か
ら
11
月
ま
で

各
月
1
回
ず
つ
開
催
さ
れ
て
い
る
本

公
演
は
、そ
れ
ぞ
れ
に
テ
ー
マ
を
変

え
、様
々
な
角
度
か
ら
能
を
鑑
賞
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。10
月
の
公
演

は
、狂
言
に
焦
点
を
あ
て
た
宿
泊
者

限
定
の
プ
ラ
ン
で
す
。お
客
さ
ま
自

身
が
体
験
す
る
時
間
を
多
く
と
っ
て

お
り
、能
に
つ
い
て
の
理
解
を
よ
り

深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。さ
ら
に
、

11
月
の
公
演
は
、久
留
米
藩
主
有
馬

家
と
の
コ
ラ
ボ
企
画
と
な
っ
て
お
り
、

「
喜
多
流
」の
能
を
継
承
し
て
き
た

大
名
家
の
末
裔
同
士
で
行
う
貴
重

な
公
演
で
す
。こ
の
機
会
に
、柳
川
藩

主
立
花
家
の
末
裔
が
守
り
続
け
て
い

る
文
化
的
価
値
の
高
い
空
間
を
活

か
し
た
特
別
な
公
演
を
ぜ
ひ
ご
体
験

く
だ
さ
い
。

9
月
能
公
演

「
能
」と「
食
」を
愉
し
む
会 

※
終
了

日 

時：2
0
2
2
年
9
月
27
日（
火
）開
催
済

10
月
能
公
演

「
狂
言
」を
愉
し
む
会【
宿
泊
者
限
定
】

日 

時：2
0
2
2
年
10
月
19
日（
水
）

         

17
時
〜
21
時

価
格：
宿
泊
プ
ラ
ン
1
名
2
食
付
き

        

9
3,
3
1
5
円
〜（
2
名
1
室
の   

  

　場合
、税
込・サ
ー
ビ
ス
料
込
）

11
月
能
公
演

久
留
米
藩 

有
馬
家
×
柳
川
藩 

立
花
家 

特
別
記
念
公
演

日 

時：2
0
2
2
年
11
月
8
日（
火
）

         

17
時
〜
21
時

価
格：
食
事
付
き
プ
ラ
ン
1
名

　
　
　3
3,
0
0
0
円
〜（
税
込
・
サ
ー   

　ビス
料
込
）

　
　 

   

宿
泊
プ
ラ
ン 

1
名
2
食
付
き

         

7
1,
3
1
5
円
〜（
2
名
1
室
の  

　場合
、税
込・サ
ー
ビ
ス
料
込
）

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

※
詳
し
く
は
、左
ペ
ー
ジ
の
Q
R
コ
ー
ド
よ
り
、柳
川
藩

主
立
花
邸 

御
花
の
大
広
間 

御
前
能
公
演
特
設
サ
イ

ト
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

殿様屋敷で堪能する能公演
「大広間 御前能」開催
福岡銀行地域共創部では、魅力ある地域を創造するために「地域が
抱える課題解決」や「地域経済の活性化」に主体的に取組んでいます。
今回は、約400年前に柳川城主となった立花宗茂の時代から、柳川の
歴史を紡いできた立花家が運営する御花の取組みをご紹介します。

「
大
広
間 

御
前
能
」概
要

し
き 

が
く

き   

た  

り
ゅ
う

お  はな
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開催済

　柳
川
市
に
あ
る
柳
川
藩
主
立
花

邸 

御
花
は
、旧
大
名
家
の
末
裔
が

運
営
す
る
日
本
で
唯
一
宿
泊
で
き
る

国
指
定
名
勝
で
す
。そ
の
御
花
で
、

今
秋「
殿
様
屋
敷
で
堪
能
す
る
能
公

演
」と
称
し
、大
広
間
で
の
能
の
一
般

公
演
が
14
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
て
い

ま
す
。

　大
名
家
に
と
っ
て
能
は
、武
家
文

化
を
表
す「
式
楽
」と
し
て
と
て
も

大
切
な
儀
式
で
し
た
。柳
川
藩
主
で

あ
っ
た
立
花
家
も
能
を
大
切
に
継

承
し
て
お
り
、代
「々
喜
多
流
」の
能

を
守
っ
て
き
ま
し
た
。御
花
の
史
料

館
に
多
く
の
能
面
や
能
装
束
が
残
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
も
、能
が
非
常
に

大
切
な
文
化
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か

り
ま
す
。ま
た
、元
々
殿
様
屋
敷
で

あ
っ
た
御
花
に
は
、現
存
す
る
明
治

期
の
建
物
の
中
に
能
舞
台
が
残
っ
て

お
り
、通
常
の
能
舞
台
で
は
感
じ
る

こ
と
が
で
き
な
い
、大
名
家
の
嗜
み

を
よ
り
間
近
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。今
回
、立
花
家
と
能
の
歴
史

的
な
背
景
を
感
じ
な
が
ら
非
日
常

の
感
動
を
提
供
し
た
い
と
い
う
想

い
か
ら
、本
公
演
が
企
画
さ
れ
ま

し
た
。
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0
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催
さ
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テ
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変
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。
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北九州市の補助金事業において、
SDGs経営審査にSSIndexが
採択されました！

2022年8・9月号の
記事はこちら

■図1：ＳＤＧ‒Ｘの概要■図2：自律的好循環

　
２
０
２
２
年
８
月
、北
九
州
市
は
、Ｓ
Ｘ
・Ｄ
Ｘ
・

Ｇ
Ｘ
の
統
合
的
な
取
り
組
み
を
新
た
に「
Ｓ
Ｄ
Ｇ‒

Ｘ
」（
図
１
）と
名
付
け
、企
業
等
が
行
う「
Ｓ
Ｄ
Ｇ

‒

Ｘ
」の
先
進
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
支
援
す
る
た

め
、北
九
州
市
内
の
中
小
・
中
堅
企
業
等
を
対
象

に
最
大
５
，０
０
０
万
円
を
補
助
す
る
制
度
を
創

設
し
ま
し
た
。

　
そ
の
補
助
金
制
度
の
審
査
基
準
の
ひ
と
つ
に

（
株
）サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ス
ケ
ー
ル（
F
F
G
の
子
会

社
）が
提
供
す
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ス
コ
ア
リ
ン
グ
モ
デ
ル

「S
u
s
ta
in
a
b
le  

S
c
a
le  

In
d
e
x

（
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル・ス
ケ
ー
ル・
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
）」が

採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　
北
九
州
市
S
D
G‒

X
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
補
助
金
は
、S
D
Gs
を
原
動
力
と
し
た
地

域
経
済
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、優
れ
た
S
D
Gs

経
営
を
実
践
し
、「
地
元
企
業
の
成
長
」と「
社
会

課
題
の
解
決
」の
同
時
実
現
に
向
け
て
、先
進
的
に

取
り
組
む
企
業
へ
の
財
政
的
支
援
を
実
施
す
る
も

の
で
す
。

　
補
助
対
象
と
な
る
事
業
は
、D
X
と
G
X
に
取

り
組
む
先
進
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、２
０
３
０
年

の
あ
る
べ
き
姿
と
し
て
、「『
真
の
豊
か
さ
』に
あ
ふ

れ
、世
界
に
貢
献
し
、信
頼
さ
れ
る『
グ
リ
ー
ン
成

長
都
市
』」を
ビ
ジ
ョ
ン
に
掲
げ
た
第
２
期「
北
九
州

市
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
計
画
」に
掲
げ
る『
５
つ
の

ま
ち
の
姿
』の
実
現
に
寄
与
す
る
も
の
で
す
。

　
北
九
州
市
は
、２
０
１
８
年
６
月
に
、国
内
初
と

な
る「
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
未
来
都
市
」お
よ
び「
自
治
体
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
モ
デ
ル
事
業
」に
も
選
定
さ
れ
る
な
ど
、国
内

外
か
ら
高
い
評
価
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
２
０
２
０
年
１
月
に
、北
九
州
市
内
の
金
融
機

関
と
連
携
し
、「
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
を
経
営
に
取
り
入
れ
た

い
」と
い
う
企
業
の
相
談
に
対
し
、ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で

支
援
す
る「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
経
営
サ
ポ
ー
ト
」を
ス
タ
ー

ト
し
た
ほ
か
、２
０
２
１
年
８
月
に
は
、Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
の

達
成
に
寄
与
す
る
企
業
等
の
取
り
組
み
内
容
を

「
見
え
る
化
」す
る「
北
九
州
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
登
録
制
度
」

を
創
設
し
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
こ
れ
ま
で
の
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
経
営
の
裾
野
を

拡
大
す
る
取
り
組
み
を
発
展
さ
せ
、リ
ー
デ
ィ
ン
グ

企
業
を
創
出
す
る
取
り
組
み
を
今
年
か
ら
開
始
し
て

お
り
、そ
の
第
１
弾
が
、今
回
の
補
助
金
制
度
で
す
。

　
今
後
も
、北
九
州
市
は
、Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
を
推
進
す
る

企
業
等
を
認
証
す
る
制
度
の
構
築
を
計
画
す
る
な

ど
、Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
経
営
の
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
に
つ
な
げ
る
取

り
組
み
を
推
進
し
、「
稼
げ
る
ま
ち
」へ
の
発
展
を
目

指
し
て
い
き
ま
す
。

　
F
F
G
で
は
、今
後
も
地
域
金
融
機
関
と
し
て
、

地
域
社
会
に
お
け
る「
自
律
的
好
循
環（
※
）」（
図

２
）に
積
極
的
に
参
画
す
る
と
と
も
に
、お
客
様
の

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
へ
の
取
り
組
み
を
支
援
し
て
ま

い
り
ま
す
。

（
※
）自
律
的
好
循
環
：
内
閣
府
よ
り
公
表
さ
れ
た
S
D
G
s
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
で
は
、持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
に
よ
る
地
域

活
性
化
が
重
要
で
あ
る
旨
、提
唱
さ
れ
て
い
ま
す
。地
域
の
多

様
な
企
業
、金
融
、自
治
体
が
連
携
し
て
、地
域
課
題
の
解
決

に
向
け
て
、キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
を
生
み
出
し
、生
み
出
さ
れ
た

利
益
を
地
域
に
再
投
資
す
る
と
い
う
考
え
方
で
す
。

 

出典：内閣府地方創生SDGs金融調査・研究会 出典：北九州市 記者発表資料
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支
援
し
て
ま

い
り
ま
す
。

（
※
）自
律
的
好
循
環
：
内
閣
府
よ
り
公
表
さ
れ
た
S
D
G
s
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
で
は
、持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
に
よ
る
地
域

活
性
化
が
重
要
で
あ
る
旨
、提
唱
さ
れ
て
い
ま
す
。地
域
の
多

様
な
企
業
、金
融
、自
治
体
が
連
携
し
て
、地
域
課
題
の
解
決

に
向
け
て
、キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
を
生
み
出
し
、生
み
出
さ
れ
た

利
益
を
地
域
に
再
投
資
す
る
と
い
う
考
え
方
で
す
。

 

出典：内閣府地方創生SDGs金融調査・研究会 出典：北九州市 記者発表資料
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　「
も
の
づ
く
り
の
街
」と
し
て
発
展
し

て
き
た
北
九
州
市
を
象
徴
す
る
夜
景
と

し
て「
工
場
夜
景
」も
人
気
が
あ
り
、船
の

上
か
ら
工
場
夜
景
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き

る「
夜
景
観
賞
定
期
ク
ル
ー
ズ（
要
事
前

予
約
）」が
運
行
さ
れ
て
い
ま
す
。関
門
海

峡
か
ら
洞
海
湾
に
か
け
て
の
海
沿
い
に
林

立
す
る
工
場
の
幻
想
的
で
煌
び
や
か
な

光
を
、ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
の
案
内
を
聴
き
な

が
ら
楽
し
む
こ
と
が
出
来
ま
す
。（
夜
景

鑑
賞
定
期
ク
ル
ー
ズ
お
問
い
合
わ
せ
：

関
門
汽
船
株
式
会
社 

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
９
３
-

３
３
１
-０
２
２
２
）

　
今
後
も
北
九
州
市
は
、夜
景
観
光
都
市

と
し
て
の
発
展
を
続
け
て
い
く
た
め
に
、

市
民
と
関
係
者
が
一
丸
と
な
っ
て
新
た
な

夜
景
の
魅
力
を
創
り
上
げ
て
い
き
ま
す
。

　
北
九
州
市
は
、「
皿
倉
山
」や「
高
塔
山

公
園
」、「
足
立
公
園
」、「
門
司
港
レ
ト
ロ

展
望
室
」、「
小
倉
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
」、

「
戸
畑
祇
園
大
山
笠
」、「
め
　
か
　
り

和
布
刈
公
園

第
二
展
望
台
」、さ
ら
に
、今
年
８
月
に

新
た
に
認
定
さ
れ
た「
若
戸
大
橋
」と

い
っ
た
日
本
夜
景
遺
産
が
８
つ
も
あ
り
、

バ
ラ
エ
テ
ィ
豊
か
な
夜
景
観
光
資
源
が
あ

り
ま
す
。

　
ま
た
、２
０
１
８
年
に
初
め
て
日
本
新

三
大
夜
景
都
市
に
認
定
さ
れ
て
以
降
、

「
小
倉
城
」や「
門
司
港
駅
」、「
若
戸
大

橋
」な
ど
歴
史
的
な
建
造
物
の
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
や
北
九
州
市
民
が
力
を
合
わ
せ
て

創
り
上
げ
た
イ
ベ
ン
ト「
小
倉
城
竹
あ
か

り
」な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行

い
、夜
景
観
光
都
市
と
し
て
全
国
に
魅
力

を
発
信
し
て
き
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
活
動
を
市
民
や
関
係
者
の

方
々
と
力
を
合
わ
せ
て
実
施
し
、夜
景

観
光
資
源
を
磨
き
上
げ
て
き
た
結
果
、

今
回
の
全
国
１
位
の
認
定
に
繋
が
り
ま

し
た
。

北九州を代表する夜景スポット、皿倉山からの夜景 2022年8月、新たに日本夜景遺産に認定された「若戸大橋」のライトアップ

地域と共生するＦＦＧ

九州の魅力発見！「日本新三大夜景都市」全国1位

北九州市の
夜景公式サイト

2022年3月25日、札幌市で開催された「夜景サミット2022 in 札幌」で、全国約6,100名の夜景観光士の
投票により、北九州市は「日本新三大夜景都市」に全国1位で再認定※されました。
※2018年の認定に続き、2度目の認定
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地域と共生するＦＦＧ

北九州の夜景
情報が満載！

北九州市・長崎市・熊本市の夜間景観への取り組み

九州の夜を彩る夜景都市九州の夜を彩る夜景都市九州の夜を彩る夜景都市
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九
州
市
を
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景
と

し
て「
工
場
夜
景
」も
人
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が
あ
り
、船
の

上
か
ら
工
場
夜
景
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き

る「
夜
景
観
賞
定
期
ク
ル
ー
ズ（
要
事
前

予
約
）」が
運
行
さ
れ
て
い
ま
す
。関
門
海

峡
か
ら
洞
海
湾
に
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て
の
海
沿
い
に
林

立
す
る
工
場
の
幻
想
的
で
煌
び
や
か
な

光
を
、ナ
ビ
ゲ
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タ
ー
の
案
内
を
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が
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む
こ
と
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。（
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ー
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お
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３
３
１
-０
２
２
２
）

　
今
後
も
北
九
州
市
は
、夜
景
観
光
都
市

と
し
て
の
発
展
を
続
け
て
い
く
た
め
に
、

市
民
と
関
係
者
が
一
丸
と
な
っ
て
新
た
な

夜
景
の
魅
力
を
創
り
上
げ
て
い
き
ま
す
。

　
北
九
州
市
は
、「
皿
倉
山
」や「
高
塔
山

公
園
」、「
足
立
公
園
」、「
門
司
港
レ
ト
ロ

展
望
室
」、「
小
倉
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
」、

「
戸
畑
祇
園
大
山
笠
」、「
め
　
か
　
り

和
布
刈
公
園

第
二
展
望
台
」、さ
ら
に
、今
年
８
月
に

新
た
に
認
定
さ
れ
た「
若
戸
大
橋
」と

い
っ
た
日
本
夜
景
遺
産
が
８
つ
も
あ
り
、

バ
ラ
エ
テ
ィ
豊
か
な
夜
景
観
光
資
源
が
あ

り
ま
す
。

　
ま
た
、２
０
１
８
年
に
初
め
て
日
本
新

三
大
夜
景
都
市
に
認
定
さ
れ
て
以
降
、

「
小
倉
城
」や「
門
司
港
駅
」、「
若
戸
大

橋
」な
ど
歴
史
的
な
建
造
物
の
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
や
北
九
州
市
民
が
力
を
合
わ
せ
て

創
り
上
げ
た
イ
ベ
ン
ト「
小
倉
城
竹
あ
か

り
」な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行

い
、夜
景
観
光
都
市
と
し
て
全
国
に
魅
力

を
発
信
し
て
き
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
活
動
を
市
民
や
関
係
者
の

方
々
と
力
を
合
わ
せ
て
実
施
し
、夜
景

観
光
資
源
を
磨
き
上
げ
て
き
た
結
果
、

今
回
の
全
国
１
位
の
認
定
に
繋
が
り
ま

し
た
。

北九州を代表する夜景スポット、皿倉山からの夜景 2022年8月、新たに日本夜景遺産に認定された「若戸大橋」のライトアップ

地域と共生するＦＦＧ

九州の魅力発見！「日本新三大夜景都市」全国1位

北九州市の
夜景公式サイト

2022年3月25日、札幌市で開催された「夜景サミット2022 in 札幌」で、全国約6,100名の夜景観光士の
投票により、北九州市は「日本新三大夜景都市」に全国1位で再認定※されました。
※2018年の認定に続き、2度目の認定
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情報が満載！
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九州の夜を彩る夜景都市九州の夜を彩る夜景都市九州の夜を彩る夜景都市

53 FFG MONTHLY SURVEY Vol.149



ライトスケープ・キャラバンの事例
上.白川夜市、下.子飼商店街

稲佐山からの夜景眼鏡橋の夜間景観

定
め
た「
熊
本
市
光
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」

を
策
定
。〝
実
際
に
見
て
感
じ
て
も
ら
う
〞

機
会
を
通
し
て
、市
民
一
人
ひ
と
り
が
夜

間
景
観
に
対
す
る
意
識
を
高
め
る
こ
と
が

重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。そ
こ
で
、「
熊
本

市
光
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」に
基
づ
き
、市

民
協
働
で
地
域
資
源
や
行
事
等
の
照
明

演
出
の
支
援
を
行
う「
ラ
イ
ト
ス
ケ
ー
プ・

キ
ャ
ラ
バ
ン（
夜
間
景
観
実
証
実
験
）」を

２
０
２
１
年
よ
り
始
動
し
、魅
力
あ
る
夜

間
景
観
を
地
域
と
一
緒
に
つ
く
り
、地
域

主
体
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
推
進
し
て
い

ま
す
。２
０
２
１
年
は
、市
内
７
カ
所
に
お

い
て
本
取
り
組
み
を
実
施
し
て
お
り
、今

年
も
継
続
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

　「
熊
本
市
光
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」で

は
、熊
本
市
の
夜
間
景
観
の
将
来
像
と
し

て
、〝
熊
本
の
顔（
目
鼻
立
ち
）が
魅
力
的

に
伝
わ
る
ま
ち
〞を
掲
げ
て
い
ま
す
。こ
の

実
現
の
た
め
に
、市
民・民
間
事
業
者・行

政
等
が
相
互
に
連
携
し
、計
画
的
か
つ
持

続
的
に
光
を
紡
い
で
い
く
こ
と
が
必
要
不

可
欠
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
、ラ
イ
ト
ス
ケ
ー
プ・キ
ャ
ラ
バ

ン
等
を
通
し
て
市
民
や
民
間
事
業
者
を

巻
き
込
み
、地
域
主
体
の
活
動
を
支
援
し

な
が
ら
、市
民
一
人
ひ
と
り
の
自
主
的
な

夜
間
景
観
の
形
成
へ
の
参
加
を
促
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　
熊
本
市
は
、ま
ち
の
中
心
部
に
そ
び
え

る
勇
壮
な
熊
本
城
、清
ら
か
な
地
下
水
と

豊
か
な
緑
、良
質
な
農
産
物
等
、歴
史
文

化
と
自
然
の
恵
み
に
あ
ふ
れ
た
ま
ち
で
あ

り
、こ
れ
ら
の
特
性
を
活
か
し
た
良
好
な

景
観
を
守
り
育
て
る
た
め
、早
く
か
ら
熊

本
市
独
自
の
都
市
景
観
づ
く
り
を
進
め

て
き
ま
し
た
。一
方
、夜
間
景
観
に
関
し

て
は
、こ
れ
ま
で
全
市
的
な
考
え
方
や
方

針
が
整
理
さ
れ
て
お
ら
ず
、熊
本
市
の
特

性
や
景
観
資
源
が
夜
間
に
活
か
さ
れ
て
い

な
い
こ
と
が
課
題
と
し
て
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、２
０
１
６
年
４
月
に

熊
本
地
震
が
発
生
。そ
の
甚
大
な
被
害

を
受
け
、改
め
て
安
全
・
安
心
の
た
め
の

光
の
大
切
さ
を
認
識
し
ま
し
た
。そ
こ

で
、復
興
事
業
の
歩
み
に
合
わ
せ
、熊
本

市
の
特
性
や
景
観
資
源
を
活
か
し
、官
民

連
携
に
よ
る
統
一
感
の
あ
る
新
た
な
夜

間
景
観
づ
く
り
に
向
け
て
、新
た
な
一
歩

を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

　
そ
の
第
一
歩
と
し
て
、2
0
2
1
年

3
月
に
、夜
間
景
観
の
理
念
や
方
針
を

　
夜
景
を
多
く
の
人
に
楽
し
ん
で
も
ら

う
た
め
、展
望
台
お
よ
び
そ
の
周
辺
の
整

備
も
行
っ
て
き
ま
し
た
。稲
佐
山
で
は
、

２
０
１
１
年
に
山
頂
展
望
台
の
改
修
を

行
い
、長
崎
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
稲
佐
岳
駅
舎

か
ら
展
望
台
の
あ
る
山
頂
駐
車
場
ま
で

の
通
路
に
７
，０
０
０
個
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
を
設

置
し
た「
光
の
ト
ン
ネ
ル
」で
、来
場
者
が

山
頂
で
の
夜
景
に
出
合
う
ま
で
の
空
間

を
サ
ポ
ー
ト
。ま
た
、山
頂
に
あ
る
電
波

塔
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
整
備
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
そ
の
他
に
も
、夜
景
観
光
を
推
進
す
る

「
夜
も
歩
い
て
楽
し
い
ま
ち
」の
た
め
、

中・近
景
の
夜
間
景
観
づ
く
り
を
進
め
て

き
ま
し
た
。市
内
７
カ
所
の
エ
リ
ア
に
お

い
て
、地
域
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
な
る
歴

史
的
建
造
物
や
観
光
施
設
等
の
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
や
回
遊
路
の
街
路
灯
な
ど
の
整
備

を
重
点
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
長
崎
市
は
、世
界
に
誇
る
夜
景

都
市
と
し
て
の
魅
力
を
磨
き
続
け
て
ま
い

り
ま
す
。

　
長
崎
市
は
、長
崎
県
の
最
大
の
都
市
で

あ
り
、中
核
市
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

環
長
崎
港
夜
間
景
観
向
上
基
本
計
画
を

も
と
に「
遠
景
の
夜
景
み
が
き
」と「
中
・

近
景
の
夜
間
景
観
づ
く
り
」の
２
つ
の
視

点
で
夜
間
景
観
整
備
の
取
組
み
を
進
め

て
き
ま
し
た
。

　
長
崎
市
は
、〝
鶴
の
港
〞と
称
さ
れ
る
長

崎
港
を
中
心
に
、山
々
が
取
り
囲
む
す
り

鉢
状
の
地
形
を
し
て
い
ま
す
。こ
の
長
崎

独
自
の
地
形
が
立
体
的
な
夜
景
を
創
り

出
し
て
お
り
、「
稲
佐
山
」・「
な
べ
か
ん
む
り
や
ま

鍋
冠
山
」・

「
か
ざ
が
し
ら

風
頭
公
園
」な
ど
に
代
表
さ
れ
る
多
く

の
視
点
場
か
ら
夜
景
を
楽
し
む
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
遠
景
の
夜
景
を
楽
し
む
工
夫
と
し
て

稲
佐
山
お
よ
び
鍋
冠
山
か
ら
見
え
る
夜

景
の
新
た
な
魅
力
づ
く
り
を
企
画
し
て

き
ま
し
た
。各
視
点
場（
展
望
台
）か
ら

眺
め
る
夜
景
に
ハ
ー
ト
マ
ー
ク
や
星
座
の

形
が
浮
か
び
上
が
る
整
備
も
行
い
、新

し
い
夜
景
の
楽
し
み
方
を
提
案
し
て
い

ま
す
。

地域と共生するＦＦＧ

「世界新三大夜景都市」世界2位
「日本新三大夜景都市」全国3位

ライトスケープ・キャラバン
Webページ

都市デザイン課
インスタグラム

熊本市光のマスタープラン
熊本市の恵まれた景観資源を活かした夜間景観づくりに官民連携で取り組み、魅力ある夜景都市を創造
しています。

世界的にも夜景都市として有名な長崎市では、夜間景観の向上を目指して、様々な視点からの夜間景観
づくりに取り組んでいます。
※世界新三大夜景には2012年に初認定され、2021年に2度目の継続認定

熊本市 長崎市

長崎市の
夜景情報はこちら

夜景スポットが
たくさん見つかる！
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ライトスケープ・キャラバンの事例
上.白川夜市、下.子飼商店街

稲佐山からの夜景眼鏡橋の夜間景観

定
め
た「
熊
本
市
光
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」

を
策
定
。〝
実
際
に
見
て
感
じ
て
も
ら
う
〞

機
会
を
通
し
て
、市
民
一
人
ひ
と
り
が
夜

間
景
観
に
対
す
る
意
識
を
高
め
る
こ
と
が

重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。そ
こ
で
、「
熊
本

市
光
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」に
基
づ
き
、市

民
協
働
で
地
域
資
源
や
行
事
等
の
照
明

演
出
の
支
援
を
行
う「
ラ
イ
ト
ス
ケ
ー
プ・

キ
ャ
ラ
バ
ン（
夜
間
景
観
実
証
実
験
）」を

２
０
２
１
年
よ
り
始
動
し
、魅
力
あ
る
夜

間
景
観
を
地
域
と
一
緒
に
つ
く
り
、地
域

主
体
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
推
進
し
て
い

ま
す
。２
０
２
１
年
は
、市
内
７
カ
所
に
お

い
て
本
取
り
組
み
を
実
施
し
て
お
り
、今

年
も
継
続
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

　「
熊
本
市
光
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」で

は
、熊
本
市
の
夜
間
景
観
の
将
来
像
と
し

て
、〝
熊
本
の
顔（
目
鼻
立
ち
）が
魅
力
的

に
伝
わ
る
ま
ち
〞を
掲
げ
て
い
ま
す
。こ
の

実
現
の
た
め
に
、市
民・民
間
事
業
者・行

政
等
が
相
互
に
連
携
し
、計
画
的
か
つ
持

続
的
に
光
を
紡
い
で
い
く
こ
と
が
必
要
不

可
欠
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
、ラ
イ
ト
ス
ケ
ー
プ・キ
ャ
ラ
バ

ン
等
を
通
し
て
市
民
や
民
間
事
業
者
を

巻
き
込
み
、地
域
主
体
の
活
動
を
支
援
し

な
が
ら
、市
民
一
人
ひ
と
り
の
自
主
的
な

夜
間
景
観
の
形
成
へ
の
参
加
を
促
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　
熊
本
市
は
、ま
ち
の
中
心
部
に
そ
び
え

る
勇
壮
な
熊
本
城
、清
ら
か
な
地
下
水
と

豊
か
な
緑
、良
質
な
農
産
物
等
、歴
史
文

化
と
自
然
の
恵
み
に
あ
ふ
れ
た
ま
ち
で
あ

り
、こ
れ
ら
の
特
性
を
活
か
し
た
良
好
な

景
観
を
守
り
育
て
る
た
め
、早
く
か
ら
熊

本
市
独
自
の
都
市
景
観
づ
く
り
を
進
め

て
き
ま
し
た
。一
方
、夜
間
景
観
に
関
し

て
は
、こ
れ
ま
で
全
市
的
な
考
え
方
や
方

針
が
整
理
さ
れ
て
お
ら
ず
、熊
本
市
の
特

性
や
景
観
資
源
が
夜
間
に
活
か
さ
れ
て
い

な
い
こ
と
が
課
題
と
し
て
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、２
０
１
６
年
４
月
に

熊
本
地
震
が
発
生
。そ
の
甚
大
な
被
害

を
受
け
、改
め
て
安
全
・
安
心
の
た
め
の

光
の
大
切
さ
を
認
識
し
ま
し
た
。そ
こ

で
、復
興
事
業
の
歩
み
に
合
わ
せ
、熊
本

市
の
特
性
や
景
観
資
源
を
活
か
し
、官
民

連
携
に
よ
る
統
一
感
の
あ
る
新
た
な
夜

間
景
観
づ
く
り
に
向
け
て
、新
た
な
一
歩

を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

　
そ
の
第
一
歩
と
し
て
、2
0
2
1
年

3
月
に
、夜
間
景
観
の
理
念
や
方
針
を

　
夜
景
を
多
く
の
人
に
楽
し
ん
で
も
ら

う
た
め
、展
望
台
お
よ
び
そ
の
周
辺
の
整

備
も
行
っ
て
き
ま
し
た
。稲
佐
山
で
は
、

２
０
１
１
年
に
山
頂
展
望
台
の
改
修
を

行
い
、長
崎
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
稲
佐
岳
駅
舎

か
ら
展
望
台
の
あ
る
山
頂
駐
車
場
ま
で

の
通
路
に
７
，０
０
０
個
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
を
設

置
し
た「
光
の
ト
ン
ネ
ル
」で
、来
場
者
が

山
頂
で
の
夜
景
に
出
合
う
ま
で
の
空
間

を
サ
ポ
ー
ト
。ま
た
、山
頂
に
あ
る
電
波

塔
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
整
備
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
そ
の
他
に
も
、夜
景
観
光
を
推
進
す
る

「
夜
も
歩
い
て
楽
し
い
ま
ち
」の
た
め
、

中・近
景
の
夜
間
景
観
づ
く
り
を
進
め
て

き
ま
し
た
。市
内
７
カ
所
の
エ
リ
ア
に
お

い
て
、地
域
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
な
る
歴

史
的
建
造
物
や
観
光
施
設
等
の
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
や
回
遊
路
の
街
路
灯
な
ど
の
整
備

を
重
点
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
長
崎
市
は
、世
界
に
誇
る
夜
景

都
市
と
し
て
の
魅
力
を
磨
き
続
け
て
ま
い

り
ま
す
。

　
長
崎
市
は
、長
崎
県
の
最
大
の
都
市
で

あ
り
、中
核
市
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

環
長
崎
港
夜
間
景
観
向
上
基
本
計
画
を

も
と
に「
遠
景
の
夜
景
み
が
き
」と「
中
・

近
景
の
夜
間
景
観
づ
く
り
」の
２
つ
の
視

点
で
夜
間
景
観
整
備
の
取
組
み
を
進
め

て
き
ま
し
た
。

　
長
崎
市
は
、〝
鶴
の
港
〞と
称
さ
れ
る
長

崎
港
を
中
心
に
、山
々
が
取
り
囲
む
す
り

鉢
状
の
地
形
を
し
て
い
ま
す
。こ
の
長
崎

独
自
の
地
形
が
立
体
的
な
夜
景
を
創
り

出
し
て
お
り
、「
稲
佐
山
」・「
な
べ
か
ん
む
り
や
ま

鍋
冠
山
」・

「
か
ざ
が
し
ら

風
頭
公
園
」な
ど
に
代
表
さ
れ
る
多
く

の
視
点
場
か
ら
夜
景
を
楽
し
む
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
遠
景
の
夜
景
を
楽
し
む
工
夫
と
し
て

稲
佐
山
お
よ
び
鍋
冠
山
か
ら
見
え
る
夜

景
の
新
た
な
魅
力
づ
く
り
を
企
画
し
て

き
ま
し
た
。各
視
点
場（
展
望
台
）か
ら

眺
め
る
夜
景
に
ハ
ー
ト
マ
ー
ク
や
星
座
の

形
が
浮
か
び
上
が
る
整
備
も
行
い
、新

し
い
夜
景
の
楽
し
み
方
を
提
案
し
て
い

ま
す
。

地域と共生するＦＦＧ

「世界新三大夜景都市」世界2位
「日本新三大夜景都市」全国3位

ライトスケープ・キャラバン
Webページ

都市デザイン課
インスタグラム

熊本市光のマスタープラン
熊本市の恵まれた景観資源を活かした夜間景観づくりに官民連携で取り組み、魅力ある夜景都市を創造
しています。

世界的にも夜景都市として有名な長崎市では、夜間景観の向上を目指して、様々な視点からの夜間景観
づくりに取り組んでいます。
※世界新三大夜景には2012年に初認定され、2021年に2度目の継続認定
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夜景スポットが
たくさん見つかる！

55 FFG MONTHLY SURVEY Vol.149



本を持ち寄り、気になった本と交換できるBOOK BOOK 本市

オンライン特設サイト
QRコード

（10月１日公開開始）

　福
岡
市
で
は
2
0
0
3
(平
成
15
）

年
か
ら
市
民
団
体
・
学
校
・
事
業
者
・

行
政
の
共
働
に
よ
る
体
験
型
の
環
境

啓
発
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　本
イ
ベ
ン
ト
の
目
的
は
、環
境
に

や
さ
し
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
へ
の
転
換

に
つ
な
が
る「
気
づ
き
」を
提
供
し
、

市
民
一
人
ひ
と
り
の
環
境
保
全
活

動
・
行
動
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、

参
加
団
体
の
活
動
発
表
や
互
い
の

活
動
の
情
報
交
換
の
場
と
し
て
活

用
さ
れ
、環
境
保
全
活
動
の
環
を
広

げ
て
い
く
こ
と
で
す
。

　今
回
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
は「
環
境
に

や
さ
し
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
へ
の
移

行
」。環
境
問
題
を「
じ
ぶ
ん
ご
と
」

と
し
て
考
え
て
も
ら
う
た
め
に
、環

境
に
対
す
る
意
識
を
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な

イ
メ
ー
ジ
に
変
え
る
き
っ
か
け
と
な

る
体
験
を
提
供
し
ま
す
。

　昨
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
が
続
く
中
で

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
開
催
に
な
り
ま
し

た
が
、今
年
は
リ
ア
ル
と
オ
ン
ラ
イ
ン

で
参
加
で
き
る
企
画
を
準
備
し
て
い

ま
す
。

　リ
ア
ル
イ
ベ
ン
ト
で
は
、福
岡
市

役
所
西
側
ふ
れ
あ
い
広
場
で
の
ス

テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
や
、市
役
所
内
で

の
体
験
を
通
し
て
学
び
の
場
を
提

供
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催

し
ま
す
。ま
た
、市
役
所
1
階
多
目

的
ス
ペ
ー
ス
で
は
、本
の
交
換
会

「B
O
O
K
B
O
O
K

本
市
」や
環
境

絵
画
コ
ン
テ
ス
ト
の
作
品
展
示
が
行

わ
れ
ま
す
。

　市
役
所
会
場
以
外
で
も
環
境
に

つ
い
て
学
ぶ
ツ
ア
ー
を
企
画
し
て
い

ま
す
。

※
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
ツ
ア
ー
に
つ
い
て
は

事
前
予
約
が
必
要
で
す
。詳
し
く
は
福

岡
市
環
境
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　　オ
ン
ラ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
は
、10
月
1

日（
土
）〜
31
日（
月
）の
期
間
で
開

催
さ
れ
ま
す
。

　環
境
へ
の
想
い
を
持
っ
た
学
生
で

結
成
さ
れ
たFukuoka  

SD
G
s  

Stu
d
e
n
t  

S
u
p
p
o
r
te
r

（
F
S
S
S
）が
、お
し
ゃ
れ
で
カ
ジ
ュ

ア
ル
に
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
情
報
の
発

信
を
行
い
ま
す
。

　イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て
環
境
に

や
さ
し
い
生
活
の
た
め
に
、私
た
ち

一
人
ひ
と
り
が
で
き
る
こ
と
を
一
緒

に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

福岡市の環境啓発イベント
環境フェスティバルふくおか2022開催！
2022年10月29日（土)・30日（日)に子どもから大人まで
環境について楽しみながら学べるイベントを開催します。
※福岡銀行は「環境フェスティバルふくおか2022」に協賛しています。
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新
た
な
美
術
の
楽
し
み
方
を
提
案

　　「ひ
ろ
し
ま
ナ
イ
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」は
広
島
県
観
光

連
盟
が「
ナ
イ
ト
タ
イ
ム
エ
コ
ノ
ミ
ー（
※
）」推
進
を
目

的
に
企
画
し
た
イ
ベ
ン
ト
で
、ひ
ろ
し
ま
美
術
館
と
富
裕

層
向
け
の
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
を
提
供
す
る
エ
ク
ス
ペ
リ
サ

ス
株
式
会
社（
東
京
都
、丸
山
智
義
社
長
）が
共
同
し
て

開
催
し
て
い
ま
す
。

（
※
）ナ
イ
ト
タ
イ
ム
エ
コ
ノ
ミ
ー：
夜
の
時
間（
１8
時
か
ら
翌
朝
6
時
ま
で
）

に
行
わ
れ
る
観
光
、娯
楽
等
な
ど
を
通
じ
て
経
済
を
活
性
化
さ
せ
る

考
え
方
や
取
り
組
み
。

　　本
イ
ベ
ン
ト
で
は
、ゴ
ッ
ホ
や
セ
ザ
ン
ヌ
等
に
扮
し
た
役

者
が「
ド
ー
ビ
ニ
ー
の
庭
」（
ゴ
ッ
ホ
作
）を
は
じ
め
、ひ
ろ

し
ま
美
術
館
が
所
蔵
す
る
名
作
6
点
に
つ
い
て
、そ
れ
ら

が
描
か
れ
た
時
代
背
景
や
画
家
同
士
の
交
流
エ
ピ
ソ
ー

ド
を
交
え
な
が
ら
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。役
者
が
画
家

を
演
じ
な
が
ら
作
品
を
説
明
す
る
と
い
う
エ
ン
タ
ー
テ

イ
メ
ン
ト
性
を
取
り
入
れ
た
鑑
賞
方
法
は
、日
本
で
も

初
め
て
の
試
み
と
い
い
、絵
画
に
あ
ま
り
詳
し
く
な
い
人

で
も
楽
し
め
る
と
好
評
を
博
し
て
い
ま
す
。

　映
画
監
督
の
一
尾
直
樹
氏
が
脚
本
を
担
当
、ひ
ろ
し

ま
美
術
館
の
学
芸
員
が
監
修
し
、地
元
劇
団「
グ
ン

ジ
ョ
ー
ブ
タ
イ
」の
メ
ン
バ
ー
が
画
家
達
を
演
じ
る
な
ど
、

地
域
の
人
を
活
か
し
つ
つ
、地
元
に
お
金
を
落
と
す
仕
掛

け
づ
く
り
に
も
こ
だ
わ
っ
た
企
画
と
な
っ
て
い
ま
す
。

多
彩
な
魅
せ
方
が
可
能
に

　「ひ
ろ
し
ま
ナ
イ
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」の
参
加
料
金
は

5,
2
5
0
円
／
人
で
、各
回
の
定
員
を
20
人
と
し
て
い

ま
す（
2
0
2
1
年
4
月
現
在
）。イ
ベ
ン
ト
前
は
ウ
ェ

ル
カ
ム
ド
リ
ン
ク
で
も
て
な
さ
れ
、閉
演
後
に
は
役
者
と

の
フ
ォ
ト
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
で
き
る
な
ど
、ち
ょっ
と
し
た
プ

レ
ミ
ア
ム
感
が
演
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　ほ
の
か
な
明
か
り
の
中
で
、語
り
掛
け
る
よ
う
な
口
調

に
よ
る
ス
ト
ー
リ
ー
を
聞
い
て
い
る
と
、ま
る
で
作
品
が

描
か
れ
た
時
代
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
た
感
覚
を
味
わ

え
ま
す
。セ
リ
フ
を
通
し
て
画
家
の
苦
悩
や
喜
び
に
触
れ

る
こ
と
で
、一
人
ひ
と
り
が
よ
り
深
く
作
品
に
向
き
合

う
時
間
を
持
つ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　本
イ
ベ
ン
ト
は
、感
染
予
防
の
観
点
か
ら
少
人
数
で

開
催
し
て
い
ま
す
が
、「
ア
ー
ト
×
演
劇
」を
基
本
に
、

「
よ
り
少
な
い
人
数
で
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
閉
館
後
の
美
術

館
を
楽
し
む
」と
い
っ
た
国
内
外
の
美
術
フ
ァ
ン
向
け
の

ア
プ
ロ
ー
チ
や
、小
中
学
校
の
修
学
旅
行
に
組
み
入
れ
て

芸
術
に
触
れ
る
機
会
を
提
供
す
る
な
ど
、構
成
を
組
み

替
え
る
こ
と
に
よ
り
、様
々
な
応
用
も
可
能
で
す
。

　美
術
館
に
限
ら
ず
、さ
ま
ざ
ま
な
展
示
や
場
所
な
ど

を「
〇
〇
×
演
劇
」に
当
て
は
め
て
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
す
る

こ
と
で
、「
魅
せ
る
コ
ン
テ
ン
ツ
」へ
の
可
能
性
が
広
が
り

ま
す
。

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
に
も
対
応

　広
島
県
は
、他
の
都
道
府
県
と
比
べ
て
観
光
消
費
額

が
少
な
く
、滞
在
時
間
を
延
ば
す
こ
と
で
宿
泊
や
飲
食

等
の
需
要
を
喚
起
す
る
夜
間
の
新
た
な
観
光
プ
ロ
ダ
ク

ト（
＝
観
光
地
の
魅
力
向
上
）の
開
発
が
求
め
ら
れ
て
き

ま
し
た
。

　広
島
県
で
は
こ
れ
ま
で
に
も「
夜
神
楽
公
演
」や「
広

島
城
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
」等
、ナ
イ
ト
タ
イ
ム
エ
コ
ノ
ミ
ー

の
推
進
に
取
り
組
ん
で
お
り
、「
ひ
ろ
し
ま
ナ
イ
ト
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
」も
そ
の
一
環
と
し
て
、当
初
は
旺
盛
な
消
費
が

期
待
で
き
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
向
け
に
企
画
さ
れ
ま
し
た
。

地銀9行
連携
レポート

File.16 全
国
の
地
方
銀
行
9
行
に
よ
る「
地
域
再
生
・
活
性
化
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」の
共
同
企
画
と
し
て
、各
地
の
地
域
活
性
化
に
向
け
た
取
り
組
み
を
ご
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー

「
私
の
黒
い
猫
を
見
な
か
っ
た
か
ね
」、薄
暮
の
美
術

館
で
ラ
ン
プ
を
持
っ
た
ゴ
ッ
ホ
の
語
り
で
始
ま
る
新
た

な
ア
ー
ト
体
験「
ひ
ろ
し
ま
ナ
イ
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」

に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

『
ア
ー
ト×

演
劇
』で
彩
る

ひ
ろ
し
ま
ナ
イ
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

近
年
、イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
興
味
や
関
心
は
、シ
ョッ
ピ
ン
グ

等
の
モ
ノ
消
費
か
ら
、体
験
型
観
光
を
は
じ
め
と
す
る
コ

ト
消
費
に
シ
フ
ト
し
て
お
り
、特
に
広
島
県
に
多
く
訪
れ

る
欧
米
豪
か
ら
の
観
光
客
に
そ
の
傾
向
が
強
く
み
ら
れ

る
た
め
で
す
。

瀬
戸
内
を
ア
ー
ト
で
繋
ぐ

　ま
た
、今
回
の
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
を
担
当
し
た
エ
ク
ス

ペ
リ
サ
ス
株
式
会
社
の
丸
山
社
長
は
、観
光
消
費
額
を

増
や
す
た
め
に
は
、イ
ベ
ン
ト
を
散
発
的
に
開
催
す
る
だ

け
で
な
く
、一
つ
の
テ
ー
マ
を
決
め
て
、関
連
す
る
様
々
な

場
所
や
内
容
を
組
み
合
わ
せ
て
滞
在
時
間
を
延
ば
す
取

り
組
み
、す
な
わ
ち「
周
遊
ル
ー
ト
」の
造
成
が
重
要
と

い
い
ま
す
。

　瀬
戸
内
地
域
で
は
、「
瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
」が
３
年

に
一
度
開
催
さ
れ
、回
を
追
う
ご
と
に
外
国
人
を
含
め

た
来
場
者
数
は
増
加
し
て
い
ま
す
。ま
た
、直
島（
岡
山

県
）、豊
島（
香
川
県
）等
は
現
代
ア
ー
ト
の
島
と
し
て
知

名
度
が
向
上
し
て
い
ま
す
。そ
こ
で
、〝
ア
ー
ト
〞を
テ
ー

マ
に
、多
言
語
対
応
と
し
た「
ひ
ろ
し
ま
ナ
イ
ト
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
」と
こ
れ
ら
地
域
を
結
び
つ
け
る
こ
と
で
、瀬
戸
内

の
島
々
を
周
遊
後
広
島
市
で
一
泊
す
る
、と
い
う
よ
う

な
ル
ー
ト
の
造
成
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　〝ア
ー
ト
〞は
、〝
食
〞や
他
の
様
々
な
観
光
資
源
と
も

連
携
し
や
す
く
、観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
を
点
と
し
て
で
は
な

く
面
と
し
て
捉
え
る
こ
と
で
、回
遊
性
を
高
め
る
こ
と
に

繋
が
り
ま
す
。

こ
こ
で
し
か
で
き
な
い
体
験
が
価
値
に

　「ひ
ろ
し
ま
ナ
イ
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」は
、広
島
県
内
を

中
心
に
2
0
2
1
年
4
月
の
初
回
公
演
に
は
定
員
の
約

１5
倍
の
応
募
が
あ
る
な
ど
、予
想
を
上
回
る
反
響
が
あ

り
ま
し
た
。コ
ロ
ナ
禍
の
開
催
が
、地
元
の
人
に
と
っ
て
県

内
の
観
光
資
源
の
魅
力
を
再
発
見
す
る
機
会
に
な
っ
た

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　広
島
の
人
に
愛
さ
れ
、広
島
に
来
な
け
れ
ば
で
き
な
い

体
験
は
、観
光
客
に
と
っ
て
も
付
加
価
値
の
高
い
コ
ン
テ

ン
ツ
に
な
り
ま
す
。人
々
の
往
来
が
自
由
に
な
っ
た
と
き
、

「
ひ
ろ
し
ま
ナ
イ
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」が
新
た
な
観
光
コ
ン

テ
ン
ツ
と
し
て
定
着
化
し
、広
島
の
観
光
の
さ
ら
な
る
活

性
化
に
繋
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

（
文
責
：
株
式
会
社
ひ
ろ
ぎ
ん
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

　
　
　経
済
産
業
調
査
部
）

▲ナイトミュージアムに観客を案内するゴッホ　　（資料）筆者撮影（以下同様）

▲「ドービニーの庭」（ゴッホ作）の説明をするモネ

来訪客一人当たりの観光消費額（2019年）
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新
た
な
美
術
の
楽
し
み
方
を
提
案

　　「ひ
ろ
し
ま
ナ
イ
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」は
広
島
県
観
光

連
盟
が「
ナ
イ
ト
タ
イ
ム
エ
コ
ノ
ミ
ー（
※
）」推
進
を
目

的
に
企
画
し
た
イ
ベ
ン
ト
で
、ひ
ろ
し
ま
美
術
館
と
富
裕

層
向
け
の
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
を
提
供
す
る
エ
ク
ス
ペ
リ
サ

ス
株
式
会
社（
東
京
都
、丸
山
智
義
社
長
）が
共
同
し
て

開
催
し
て
い
ま
す
。

（
※
）ナ
イ
ト
タ
イ
ム
エ
コ
ノ
ミ
ー：
夜
の
時
間（
１8
時
か
ら
翌
朝
6
時
ま
で
）

に
行
わ
れ
る
観
光
、娯
楽
等
な
ど
を
通
じ
て
経
済
を
活
性
化
さ
せ
る

考
え
方
や
取
り
組
み
。

　　本
イ
ベ
ン
ト
で
は
、ゴ
ッ
ホ
や
セ
ザ
ン
ヌ
等
に
扮
し
た
役

者
が「
ド
ー
ビ
ニ
ー
の
庭
」（
ゴ
ッ
ホ
作
）を
は
じ
め
、ひ
ろ

し
ま
美
術
館
が
所
蔵
す
る
名
作
6
点
に
つ
い
て
、そ
れ
ら

が
描
か
れ
た
時
代
背
景
や
画
家
同
士
の
交
流
エ
ピ
ソ
ー

ド
を
交
え
な
が
ら
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。役
者
が
画
家

を
演
じ
な
が
ら
作
品
を
説
明
す
る
と
い
う
エ
ン
タ
ー
テ

イ
メ
ン
ト
性
を
取
り
入
れ
た
鑑
賞
方
法
は
、日
本
で
も

初
め
て
の
試
み
と
い
い
、絵
画
に
あ
ま
り
詳
し
く
な
い
人

で
も
楽
し
め
る
と
好
評
を
博
し
て
い
ま
す
。

　映
画
監
督
の
一
尾
直
樹
氏
が
脚
本
を
担
当
、ひ
ろ
し

ま
美
術
館
の
学
芸
員
が
監
修
し
、地
元
劇
団「
グ
ン

ジ
ョ
ー
ブ
タ
イ
」の
メ
ン
バ
ー
が
画
家
達
を
演
じ
る
な
ど
、

地
域
の
人
を
活
か
し
つ
つ
、地
元
に
お
金
を
落
と
す
仕
掛

け
づ
く
り
に
も
こ
だ
わ
っ
た
企
画
と
な
っ
て
い
ま
す
。

多
彩
な
魅
せ
方
が
可
能
に

　「ひ
ろ
し
ま
ナ
イ
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」の
参
加
料
金
は

5,
2
5
0
円
／
人
で
、各
回
の
定
員
を
20
人
と
し
て
い

ま
す（
2
0
2
1
年
4
月
現
在
）。イ
ベ
ン
ト
前
は
ウ
ェ

ル
カ
ム
ド
リ
ン
ク
で
も
て
な
さ
れ
、閉
演
後
に
は
役
者
と

の
フ
ォ
ト
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
で
き
る
な
ど
、ち
ょっ
と
し
た
プ

レ
ミ
ア
ム
感
が
演
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　ほ
の
か
な
明
か
り
の
中
で
、語
り
掛
け
る
よ
う
な
口
調

に
よ
る
ス
ト
ー
リ
ー
を
聞
い
て
い
る
と
、ま
る
で
作
品
が

描
か
れ
た
時
代
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
た
感
覚
を
味
わ

え
ま
す
。セ
リ
フ
を
通
し
て
画
家
の
苦
悩
や
喜
び
に
触
れ

る
こ
と
で
、一
人
ひ
と
り
が
よ
り
深
く
作
品
に
向
き
合

う
時
間
を
持
つ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　本
イ
ベ
ン
ト
は
、感
染
予
防
の
観
点
か
ら
少
人
数
で

開
催
し
て
い
ま
す
が
、「
ア
ー
ト
×
演
劇
」を
基
本
に
、

「
よ
り
少
な
い
人
数
で
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
閉
館
後
の
美
術

館
を
楽
し
む
」と
い
っ
た
国
内
外
の
美
術
フ
ァ
ン
向
け
の

ア
プ
ロ
ー
チ
や
、小
中
学
校
の
修
学
旅
行
に
組
み
入
れ
て

芸
術
に
触
れ
る
機
会
を
提
供
す
る
な
ど
、構
成
を
組
み

替
え
る
こ
と
に
よ
り
、様
々
な
応
用
も
可
能
で
す
。

　美
術
館
に
限
ら
ず
、さ
ま
ざ
ま
な
展
示
や
場
所
な
ど

を「
〇
〇
×
演
劇
」に
当
て
は
め
て
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
す
る

こ
と
で
、「
魅
せ
る
コ
ン
テ
ン
ツ
」へ
の
可
能
性
が
広
が
り

ま
す
。

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
に
も
対
応

　広
島
県
は
、他
の
都
道
府
県
と
比
べ
て
観
光
消
費
額

が
少
な
く
、滞
在
時
間
を
延
ば
す
こ
と
で
宿
泊
や
飲
食

等
の
需
要
を
喚
起
す
る
夜
間
の
新
た
な
観
光
プ
ロ
ダ
ク

ト（
＝
観
光
地
の
魅
力
向
上
）の
開
発
が
求
め
ら
れ
て
き

ま
し
た
。

　広
島
県
で
は
こ
れ
ま
で
に
も「
夜
神
楽
公
演
」や「
広

島
城
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
」等
、ナ
イ
ト
タ
イ
ム
エ
コ
ノ
ミ
ー

の
推
進
に
取
り
組
ん
で
お
り
、「
ひ
ろ
し
ま
ナ
イ
ト
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
」も
そ
の
一
環
と
し
て
、当
初
は
旺
盛
な
消
費
が

期
待
で
き
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
向
け
に
企
画
さ
れ
ま
し
た
。
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し
ま
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ミ
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ジ
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」

に
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て
ご
紹
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し
ま
す
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『
ア
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彩
る
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し
ま
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ト
ミ
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年
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ン
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興
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や
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等
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と
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に
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に
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に
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訪
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欧
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か
ら
の
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客
に
そ
の
傾
向
が
強
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み
ら
れ

る
た
め
で
す
。

瀬
戸
内
を
ア
ー
ト
で
繋
ぐ

　ま
た
、今
回
の
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
を
担
当
し
た
エ
ク
ス

ペ
リ
サ
ス
株
式
会
社
の
丸
山
社
長
は
、観
光
消
費
額
を

増
や
す
た
め
に
は
、イ
ベ
ン
ト
を
散
発
的
に
開
催
す
る
だ

け
で
な
く
、一
つ
の
テ
ー
マ
を
決
め
て
、関
連
す
る
様
々
な

場
所
や
内
容
を
組
み
合
わ
せ
て
滞
在
時
間
を
延
ば
す
取

り
組
み
、す
な
わ
ち「
周
遊
ル
ー
ト
」の
造
成
が
重
要
と

い
い
ま
す
。

　瀬
戸
内
地
域
で
は
、「
瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
」が
３
年

に
一
度
開
催
さ
れ
、回
を
追
う
ご
と
に
外
国
人
を
含
め

た
来
場
者
数
は
増
加
し
て
い
ま
す
。ま
た
、直
島（
岡
山

県
）、豊
島（
香
川
県
）等
は
現
代
ア
ー
ト
の
島
と
し
て
知

名
度
が
向
上
し
て
い
ま
す
。そ
こ
で
、〝
ア
ー
ト
〞を
テ
ー

マ
に
、多
言
語
対
応
と
し
た「
ひ
ろ
し
ま
ナ
イ
ト
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
」と
こ
れ
ら
地
域
を
結
び
つ
け
る
こ
と
で
、瀬
戸
内

の
島
々
を
周
遊
後
広
島
市
で
一
泊
す
る
、と
い
う
よ
う

な
ル
ー
ト
の
造
成
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　〝ア
ー
ト
〞は
、〝
食
〞や
他
の
様
々
な
観
光
資
源
と
も

連
携
し
や
す
く
、観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
を
点
と
し
て
で
は
な

く
面
と
し
て
捉
え
る
こ
と
で
、回
遊
性
を
高
め
る
こ
と
に

繋
が
り
ま
す
。

こ
こ
で
し
か
で
き
な
い
体
験
が
価
値
に

　「ひ
ろ
し
ま
ナ
イ
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」は
、広
島
県
内
を

中
心
に
2
0
2
1
年
4
月
の
初
回
公
演
に
は
定
員
の
約

１5
倍
の
応
募
が
あ
る
な
ど
、予
想
を
上
回
る
反
響
が
あ

り
ま
し
た
。コ
ロ
ナ
禍
の
開
催
が
、地
元
の
人
に
と
っ
て
県

内
の
観
光
資
源
の
魅
力
を
再
発
見
す
る
機
会
に
な
っ
た

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　広
島
の
人
に
愛
さ
れ
、広
島
に
来
な
け
れ
ば
で
き
な
い

体
験
は
、観
光
客
に
と
っ
て
も
付
加
価
値
の
高
い
コ
ン
テ

ン
ツ
に
な
り
ま
す
。人
々
の
往
来
が
自
由
に
な
っ
た
と
き
、

「
ひ
ろ
し
ま
ナ
イ
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」が
新
た
な
観
光
コ
ン

テ
ン
ツ
と
し
て
定
着
化
し
、広
島
の
観
光
の
さ
ら
な
る
活

性
化
に
繋
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

（
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：
株
式
会
社
ひ
ろ
ぎ
ん
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

　
　
　経
済
産
業
調
査
部
）

▲ナイトミュージアムに観客を案内するゴッホ　　（資料）筆者撮影（以下同様）

▲「ドービニーの庭」（ゴッホ作）の説明をするモネ

来訪客一人当たりの観光消費額（2019年）
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（資料）観光庁「旅行・観光消費動向調査」「訪日外国人消費動向調査」を基に
　　　（株）ひろぎんHD経済産業調査部作成

（万円）
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経営基盤・営業エリアが異なる地銀9行が、様々な情報・ネットワークを相互に活用することで、
地域経済の再生および活性化を図るために構築した広域連携です。

全国の地銀9行連携
「地域再生・活性化ネットワーク」について

県境・地域を超えて活躍する（今後検討される）お客さまのビジネスニーズ等に対して、全国の各エリアを
カバーする地域金融機関が連携・協力して対応していきます。

①複数の地方銀行による資金供給（シンジケートローン・協調融資等）
②他エリアの地方銀行のネットワーク情報を活用して、M&Aや事業承継における相手方情報をご提供
③ビジネスマッチング業務にかかる他エリアの地方銀行のお取引先等をご紹介

新
た
な
美
術
の
楽
し
み
方
を
提
案

　　「ひ
ろ
し
ま
ナ
イ
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」は
広
島
県
観
光

連
盟
が「
ナ
イ
ト
タ
イ
ム
エ
コ
ノ
ミ
ー（
※
）」推
進
を
目

的
に
企
画
し
た
イ
ベ
ン
ト
で
、ひ
ろ
し
ま
美
術
館
と
富
裕

層
向
け
の
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
を
提
供
す
る
エ
ク
ス
ペ
リ
サ

ス
株
式
会
社（
東
京
都
、丸
山
智
義
社
長
）が
共
同
し
て

開
催
し
て
い
ま
す
。

（
※
）ナ
イ
ト
タ
イ
ム
エ
コ
ノ
ミ
ー：
夜
の
時
間（
１8
時
か
ら
翌
朝
6
時
ま
で
）

に
行
わ
れ
る
観
光
、娯
楽
等
な
ど
を
通
じ
て
経
済
を
活
性
化
さ
せ
る

考
え
方
や
取
り
組
み
。

　　本
イ
ベ
ン
ト
で
は
、ゴ
ッ
ホ
や
セ
ザ
ン
ヌ
等
に
扮
し
た
役

者
が「
ド
ー
ビ
ニ
ー
の
庭
」（
ゴ
ッ
ホ
作
）を
は
じ
め
、ひ
ろ

し
ま
美
術
館
が
所
蔵
す
る
名
作
6
点
に
つ
い
て
、そ
れ
ら

が
描
か
れ
た
時
代
背
景
や
画
家
同
士
の
交
流
エ
ピ
ソ
ー

ド
を
交
え
な
が
ら
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。役
者
が
画
家

を
演
じ
な
が
ら
作
品
を
説
明
す
る
と
い
う
エ
ン
タ
ー
テ

イ
メ
ン
ト
性
を
取
り
入
れ
た
鑑
賞
方
法
は
、日
本
で
も

初
め
て
の
試
み
と
い
い
、絵
画
に
あ
ま
り
詳
し
く
な
い
人

で
も
楽
し
め
る
と
好
評
を
博
し
て
い
ま
す
。

　映
画
監
督
の
一
尾
直
樹
氏
が
脚
本
を
担
当
、ひ
ろ
し

ま
美
術
館
の
学
芸
員
が
監
修
し
、地
元
劇
団「
グ
ン

ジ
ョ
ー
ブ
タ
イ
」の
メ
ン
バ
ー
が
画
家
達
を
演
じ
る
な
ど
、

地
域
の
人
を
活
か
し
つ
つ
、地
元
に
お
金
を
落
と
す
仕
掛

け
づ
く
り
に
も
こ
だ
わ
っ
た
企
画
と
な
っ
て
い
ま
す
。

多
彩
な
魅
せ
方
が
可
能
に

　「ひ
ろ
し
ま
ナ
イ
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」の
参
加
料
金
は

5,
2
5
0
円
／
人
で
、各
回
の
定
員
を
20
人
と
し
て
い

ま
す（
2
0
2
1
年
4
月
現
在
）。イ
ベ
ン
ト
前
は
ウ
ェ

ル
カ
ム
ド
リ
ン
ク
で
も
て
な
さ
れ
、閉
演
後
に
は
役
者
と

の
フ
ォ
ト
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
で
き
る
な
ど
、ち
ょっ
と
し
た
プ

レ
ミ
ア
ム
感
が
演
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　ほ
の
か
な
明
か
り
の
中
で
、語
り
掛
け
る
よ
う
な
口
調

に
よ
る
ス
ト
ー
リ
ー
を
聞
い
て
い
る
と
、ま
る
で
作
品
が

描
か
れ
た
時
代
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
た
感
覚
を
味
わ

え
ま
す
。セ
リ
フ
を
通
し
て
画
家
の
苦
悩
や
喜
び
に
触
れ

る
こ
と
で
、一
人
ひ
と
り
が
よ
り
深
く
作
品
に
向
き
合

う
時
間
を
持
つ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　本
イ
ベ
ン
ト
は
、感
染
予
防
の
観
点
か
ら
少
人
数
で

開
催
し
て
い
ま
す
が
、「
ア
ー
ト
×
演
劇
」を
基
本
に
、

「
よ
り
少
な
い
人
数
で
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
閉
館
後
の
美
術

館
を
楽
し
む
」と
い
っ
た
国
内
外
の
美
術
フ
ァ
ン
向
け
の

ア
プ
ロ
ー
チ
や
、小
中
学
校
の
修
学
旅
行
に
組
み
入
れ
て

芸
術
に
触
れ
る
機
会
を
提
供
す
る
な
ど
、構
成
を
組
み

替
え
る
こ
と
に
よ
り
、様
々
な
応
用
も
可
能
で
す
。

　美
術
館
に
限
ら
ず
、さ
ま
ざ
ま
な
展
示
や
場
所
な
ど

を「
〇
〇
×
演
劇
」に
当
て
は
め
て
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
す
る

こ
と
で
、「
魅
せ
る
コ
ン
テ
ン
ツ
」へ
の
可
能
性
が
広
が
り

ま
す
。

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
に
も
対
応

　広
島
県
は
、他
の
都
道
府
県
と
比
べ
て
観
光
消
費
額

が
少
な
く
、滞
在
時
間
を
延
ば
す
こ
と
で
宿
泊
や
飲
食

等
の
需
要
を
喚
起
す
る
夜
間
の
新
た
な
観
光
プ
ロ
ダ
ク

ト（
＝
観
光
地
の
魅
力
向
上
）の
開
発
が
求
め
ら
れ
て
き

ま
し
た
。

　広
島
県
で
は
こ
れ
ま
で
に
も「
夜
神
楽
公
演
」や「
広

島
城
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
」等
、ナ
イ
ト
タ
イ
ム
エ
コ
ノ
ミ
ー

の
推
進
に
取
り
組
ん
で
お
り
、「
ひ
ろ
し
ま
ナ
イ
ト
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
」も
そ
の
一
環
と
し
て
、当
初
は
旺
盛
な
消
費
が

期
待
で
き
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
向
け
に
企
画
さ
れ
ま
し
た
。

近
年
、イ
ン
バ
ウ
ン
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の
興
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関
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は
、シ
ョッ
ピ
ン
グ

等
の
モ
ノ
消
費
か
ら
、体
験
型
観
光
を
は
じ
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と
す
る
コ

ト
消
費
に
シ
フ
ト
し
て
お
り
、特
に
広
島
県
に
多
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訪
れ
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欧
米
豪
か
ら
の
観
光
客
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そ
の
傾
向
が
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ら
れ

る
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で
す
。
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た
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回
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の
企
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し
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増
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に
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的
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な
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所
や
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を
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在
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間
を
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す
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り
組
み
、す
な
わ
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遊
ル
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」の
造
成
が
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要
と
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ま
す
。
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で
は
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瀬
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際
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に
一
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開
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さ
れ
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を
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う
ご
と
に
外
国
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を
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た
来
場
者
数
は
増
加
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ま
す
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島（
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山

県
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香
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県
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は
現
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の
島
と
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知
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度
が
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上
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い
ま
す
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で
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で
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よ
う

な
ル
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の
造
成
が
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え
ら
れ
ま
す
。

　〝ア
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ト
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他
の
様
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な
観
光
資
源
と
も

連
携
し
や
す
く
、観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
を
点
と
し
て
で
は
な

く
面
と
し
て
捉
え
る
こ
と
で
、回
遊
性
を
高
め
る
こ
と
に

繋
が
り
ま
す
。

こ
こ
で
し
か
で
き
な
い
体
験
が
価
値
に

　「ひ
ろ
し
ま
ナ
イ
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」は
、広
島
県
内
を

中
心
に
2
0
2
1
年
4
月
の
初
回
公
演
に
は
定
員
の
約

１5
倍
の
応
募
が
あ
る
な
ど
、予
想
を
上
回
る
反
響
が
あ

り
ま
し
た
。コ
ロ
ナ
禍
の
開
催
が
、地
元
の
人
に
と
っ
て
県

内
の
観
光
資
源
の
魅
力
を
再
発
見
す
る
機
会
に
な
っ
た

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　広
島
の
人
に
愛
さ
れ
、広
島
に
来
な
け
れ
ば
で
き
な
い

体
験
は
、観
光
客
に
と
っ
て
も
付
加
価
値
の
高
い
コ
ン
テ

ン
ツ
に
な
り
ま
す
。人
々
の
往
来
が
自
由
に
な
っ
た
と
き
、

「
ひ
ろ
し
ま
ナ
イ
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」が
新
た
な
観
光
コ
ン

テ
ン
ツ
と
し
て
定
着
化
し
、広
島
の
観
光
の
さ
ら
な
る
活

性
化
に
繋
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
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文
責
：
株
式
会
社
ひ
ろ
ぎ
ん
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

　
　
　経
済
産
業
調
査
部
）

地銀9行連携レポート 広島銀行File.16　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

●今後の開催については
　ひろしま公式観光サイト
「Dive!Hiroshima」
(https:/www.dive-hiroshima.
com/)でご確認ください。

●「ひろしまナイトミュージアム」は新
型コロナウイルス感染拡大防止の
ため、通常はマスクをつけて演技を
行っています。

公益財団法人ひろしま美術館

〒730-0011　広島市中区基町3-2
休館日　月曜日(祝日の場合は翌平日休、
特別展会期中は開館)、および年末年始

（提供）公益財団法人ひろしま美術館

【注意事項】●本ネットワークは、協定書を締結した地方銀行9行の連携・協力に基づき運営されています。ご利用にあたり、お客さまのご要望・ニーズなど、
必ずしもご期待にそえない場合がありますのでご了承ください。（個別具体的なソリューションのご提供を確約するものではありません。）

●本ネットワークのご利用を希望される場合は、お近くの取引銀行窓口までお気軽にご相談ください。
（ご相談は無料です、但し、個別具体的なソリューションのご提供にあたっては、各銀行所定の手数料等がかかる場合があります。）
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ー
の
庭
」（
ゴ
ッ
ホ
作
）を
は
じ
め
、ひ
ろ

し
ま
美
術
館
が
所
蔵
す
る
名
作
6
点
に
つ
い
て
、そ
れ
ら

が
描
か
れ
た
時
代
背
景
や
画
家
同
士
の
交
流
エ
ピ
ソ
ー

ド
を
交
え
な
が
ら
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。役
者
が
画
家

を
演
じ
な
が
ら
作
品
を
説
明
す
る
と
い
う
エ
ン
タ
ー
テ

イ
メ
ン
ト
性
を
取
り
入
れ
た
鑑
賞
方
法
は
、日
本
で
も

初
め
て
の
試
み
と
い
い
、絵
画
に
あ
ま
り
詳
し
く
な
い
人

で
も
楽
し
め
る
と
好
評
を
博
し
て
い
ま
す
。

　映
画
監
督
の
一
尾
直
樹
氏
が
脚
本
を
担
当
、ひ
ろ
し

ま
美
術
館
の
学
芸
員
が
監
修
し
、地
元
劇
団「
グ
ン

ジ
ョ
ー
ブ
タ
イ
」の
メ
ン
バ
ー
が
画
家
達
を
演
じ
る
な
ど
、

地
域
の
人
を
活
か
し
つ
つ
、地
元
に
お
金
を
落
と
す
仕
掛

け
づ
く
り
に
も
こ
だ
わ
っ
た
企
画
と
な
っ
て
い
ま
す
。

多
彩
な
魅
せ
方
が
可
能
に

　「ひ
ろ
し
ま
ナ
イ
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」の
参
加
料
金
は

5,
2
5
0
円
／
人
で
、各
回
の
定
員
を
20
人
と
し
て
い

ま
す（
2
0
2
1
年
4
月
現
在
）。イ
ベ
ン
ト
前
は
ウ
ェ

ル
カ
ム
ド
リ
ン
ク
で
も
て
な
さ
れ
、閉
演
後
に
は
役
者
と

の
フ
ォ
ト
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
で
き
る
な
ど
、ち
ょっ
と
し
た
プ

レ
ミ
ア
ム
感
が
演
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　ほ
の
か
な
明
か
り
の
中
で
、語
り
掛
け
る
よ
う
な
口
調

に
よ
る
ス
ト
ー
リ
ー
を
聞
い
て
い
る
と
、ま
る
で
作
品
が

描
か
れ
た
時
代
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
た
感
覚
を
味
わ

え
ま
す
。セ
リ
フ
を
通
し
て
画
家
の
苦
悩
や
喜
び
に
触
れ

る
こ
と
で
、一
人
ひ
と
り
が
よ
り
深
く
作
品
に
向
き
合

う
時
間
を
持
つ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　本
イ
ベ
ン
ト
は
、感
染
予
防
の
観
点
か
ら
少
人
数
で

開
催
し
て
い
ま
す
が
、「
ア
ー
ト
×
演
劇
」を
基
本
に
、

「
よ
り
少
な
い
人
数
で
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
閉
館
後
の
美
術

館
を
楽
し
む
」と
い
っ
た
国
内
外
の
美
術
フ
ァ
ン
向
け
の

ア
プ
ロ
ー
チ
や
、小
中
学
校
の
修
学
旅
行
に
組
み
入
れ
て

芸
術
に
触
れ
る
機
会
を
提
供
す
る
な
ど
、構
成
を
組
み

替
え
る
こ
と
に
よ
り
、様
々
な
応
用
も
可
能
で
す
。

　美
術
館
に
限
ら
ず
、さ
ま
ざ
ま
な
展
示
や
場
所
な
ど

を「
〇
〇
×
演
劇
」に
当
て
は
め
て
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
す
る

こ
と
で
、「
魅
せ
る
コ
ン
テ
ン
ツ
」へ
の
可
能
性
が
広
が
り

ま
す
。

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
に
も
対
応

　広
島
県
は
、他
の
都
道
府
県
と
比
べ
て
観
光
消
費
額

が
少
な
く
、滞
在
時
間
を
延
ば
す
こ
と
で
宿
泊
や
飲
食

等
の
需
要
を
喚
起
す
る
夜
間
の
新
た
な
観
光
プ
ロ
ダ
ク

ト（
＝
観
光
地
の
魅
力
向
上
）の
開
発
が
求
め
ら
れ
て
き

ま
し
た
。

　広
島
県
で
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こ
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で
に
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夜
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楽
公
演
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広

島
城
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
」等
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イ
ト
タ
イ
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エ
コ
ノ
ミ
ー

の
推
進
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取
り
組
ん
で
お
り
、「
ひ
ろ
し
ま
ナ
イ
ト
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
」も
そ
の
一
環
と
し
て
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初
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旺
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消
費
が

期
待
で
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イ
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バ
ウ
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光
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光
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瀬
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ア
ー
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繋
ぐ
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ペ
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光
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ベ
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滞
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。
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の
島
々
を
周
遊
後
広
島
市
で
一
泊
す
る
、と
い
う
よ
う

な
ル
ー
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造
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。
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光
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ま
ナ
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ト
ミ
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ジ
ア
ム
」は
、広
島
県
内
を

中
心
に
2
0
2
1
年
4
月
の
初
回
公
演
に
は
定
員
の
約

１5
倍
の
応
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な
ど
、予
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し
た
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禍
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催
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。
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の
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コ
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ま
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な
っ
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と
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「
ひ
ろ
し
ま
ナ
イ
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
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新
た
な
観
光
コ
ン

テ
ン
ツ
と
し
て
定
着
化
し
、広
島
の
観
光
の
さ
ら
な
る
活
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に
繋
が
る
こ
と
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期
待
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れ
ま
す
。

（
文
責
：
株
式
会
社
ひ
ろ
ぎ
ん
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

　
　
　経
済
産
業
調
査
部
）

地銀9行連携レポート 広島銀行File.16　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

●今後の開催については
　ひろしま公式観光サイト
「Dive!Hiroshima」
(https:/www.dive-hiroshima.
com/)でご確認ください。

●「ひろしまナイトミュージアム」は新
型コロナウイルス感染拡大防止の
ため、通常はマスクをつけて演技を
行っています。

公益財団法人ひろしま美術館

〒730-0011　広島市中区基町3-2
休館日　月曜日(祝日の場合は翌平日休、
特別展会期中は開館)、および年末年始

（提供）公益財団法人ひろしま美術館

【注意事項】●本ネットワークは、協定書を締結した地方銀行9行の連携・協力に基づき運営されています。ご利用にあたり、お客さまのご要望・ニーズなど、
必ずしもご期待にそえない場合がありますのでご了承ください。（個別具体的なソリューションのご提供を確約するものではありません。）

●本ネットワークのご利用を希望される場合は、お近くの取引銀行窓口までお気軽にご相談ください。
（ご相談は無料です、但し、個別具体的なソリューションのご提供にあたっては、各銀行所定の手数料等がかかる場合があります。）
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頑張るあなたを
応援するコーナーです

　
キ
リ
ッ
と
し
た
表
情
に
、キ
レ
の
あ
る
突
き

や
蹴
り
。フ
ル
コ
ン
タ
ク
ト
空
手（
直
接
打
撃

制
）の
新
極
真
会
で
稽
古
に
励
む
緑
晴
君
は
、

「
カ
ラ
テ
ド
リ
ー
ム
フ
ェス
テ
ィ
バル
全
国
大
会
」

組
手 

小
学
生
男
子
学
年
別 

重
量
級
で
2
年

連
続
優
勝
し
た
実
力
の
持
ち
主
だ
。

　
晴
君
は
小
学
校
に
入
る
前
ま
で
自
然
豊
か

な
奄
美
大
島
で
の
び
の
び
と
育
っ
た
。お
ば
あ

ち
ゃ
ん
が
大
好
き
で
、今
も
夏
休
み
な
ど
長
期

の
休
み
は
奄
美
大
島
で
過
ご
す
と
い
う
。

　
4
歳
か
ら
奄
美
大
島
の
道
場
に
通
っ
て
い
た

が
、そ
の
頃
は
い
わ
ば「
眠
れ
る
獅
子
」。小
学

校
入
学
と
同
時
に
福
岡
市
に
引
っ
越
し
て
か

ら
、同
世
代
の
子
の
強
さ
に
触
発
さ
れ
、稽
古

を
重
ね
る
う
ち
に
自
然
と
強
く
な
っ
た
。

　
今
で
は
週
5
、6
日
、学
校
が
終
わ
っ
て
宿

題
を
し
て
か
ら
道
場
へ
通
い
、３
時
間
超
、組
手

メ
イ
ン
で
練
習
す
る
。空
手
以
外
に
も
ス
イ
ミ
ン

グ
ス
ク
ー
ル
や
英
会
話
教
室
に
通
う
。

　
「
空
手
の
練
習
に
行
き
た
く
な
い
と
思
う

日
も
あ
り
ま
す
が
、試
合
で
優
勝
し
た
ら
練
習

し
て
き
て
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
」

　
空
手
を
や
っ
て
き
て
嬉
し
か
っ
た
こ
と
は「
全

国
大
会
で
連
覇
で
き
た
」「
友
達
が
増
え
た
」

こ
と
だ
と
目
を
輝
か
せ
な
が
ら
話
す
。

　
試
合
後
に「
牛
乳
を
飲
む
」の
が
好
き
。

楽
し
い
こ
と
は「
学
校
で
友
達
と
鬼
ご
っ
こ
」と

小
学
生
ら
し
さ
も
覗
か
せ
る
。

　
将
来
の
夢
は「
世
界
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
！
」
。

大
き
な
夢
に
向
か
っ
て
今
日
も
稽
古
に
励
む
。

世
界
最
強
の
空
手
家
を
目
指
す
小
学
生

九州の星

76

Star of Kyushu

▲新極真会 福岡本部道場のみんなと一緒
　に記念撮影

▲功績が認められ福岡市市民スポーツ賞
　を受賞（写真は表彰式の様子）

〈

主
な
戦
績〉

●
カ
ラ
テ
ド
リ
ー
ム
フェス
テ
ィ
バ
ル
全
国
大
会

　組
手 

小
学
1
年
生
男
子 

重
量
級

　組
手 

小
学
2
年
生
男
子 

重
量
級

　2
年
連
続
優
勝（
2
0
2
0
年・2
0
2
1
年
）

●
J
F
K
O 

第
1
回
全
日
本
青
少
年

　フ
ル
コ
ン
タ
ク
ト
空
手
道
選
手
権
大
会

　小
学
2
年
生
男
子 

重
量
級 

優
勝

MIDORI HARU

緑 晴

Age 9　小学3年生
福岡市在住
新極真会 福岡本部道場
（ＴＥＬ.092-739-9922）

世
界
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
な
る
た
め
に

日
々
厳
し
い
修
練
を
重
ね
る
！

新極真会
福岡支部HP
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長
崎
だより
長崎の情報を

お届けします

　FFG調査月報の姉妹誌「ながさき経済」を発刊している、ふくおかフィナンシャ
ルグループの長崎経済研究所。長崎の旬な情報を提供するコーナー「長崎だよ
り」の今月号は、同研究所の調査研究・レポート記事のなかから、長崎県長与町に
ある社会福祉法人の取り組みを紹介します。

　当研究所が発信する最新の情報をメールで
お届けします。　
　メールマガジンの登録はこちら▶

長崎経済研究所による「ながさき経済web」随時更新中！

お問い合わせ

株式会社長崎経済研究所
長崎市銅座町1番11号
十八親和銀行本店内
ＴＥＬ095-828-8859

長崎経済研究所とは
　長崎県の経済・社会・産業動向などに関する調査研究及び企業経営や県民の生活のお役に立つ情報
をご提供するとともに、各種経済・文化団体の事務局活動等を通じて、地域社会に貢献することを目指
しております。

ながさき経済web画面

　「
深
山
幽
谷
…
…
」

　
九
州
の
脊
梁
の
ほ
ぼ
中
心
、祖
母
傾

山
系
か
ら
国
見
岳
に
か
か
る
山
深
い
奥

地
に
ひ
っ
そ
り
と
佇
む
椎
葉
の
郷
は
、ま

さ
に
そ
の
言
葉
が
ふ
さ
わ
し
い
。

　
こ
こ
を
訪
れ
た
方
な
ら
わ
か
る
だ
ろ

う
。そ
こ
は
、そ
そ
り
立
つ
針
葉
樹
林
に

覆
わ
れ
た
急
峻
な
山
あ
い
を
、碧
い
清
水

を
湛
え
た
谷
が
深
く
切
り
裂
き
、訪
ね

る
者
を
拒
む
か
の
様
な
険
し
す
ぎ
る
地

形
は
、追
討
の
手
か
ら
逃
れ
て
い
た
平
家

の
落
ち
人
か
ら
す
る
と
、よ
う
や
く
た
ど

り
着
け
た
安
寧
…
。そ
れ
を
約
束
さ
れ

た
地
に
見
え
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

　
夏
の
日
差
し
が
降
り
注
ぐ
前
の
、梅

雨
の
名
残
の
霧
雨
が
杉
林
に
ま
と
わ
り

つい
て
い
る
。そ
れ
は
鬱
蒼
と
茂
っ
た
森
林

の
表
面
に
潤
い
を
も
た
ら
し
、フ
ィ
ト
ン

チ
ッ
ド
を
含
ん
だ
杉
の
香
ば
し
い
芳
香
が

辺
り
一
面
を
包
み
、木
々
の
間
は
蕭
蕭

と
幽
玄
な
雰
囲
気
を
醸
し
出
す
。

　
筆
者
は
沢
に
下
り
立
ち
、ソ
ー
ダ
の
よ

う
な
青
い
水
色
を
湛
え
る
小
さ
な
渕
の

脇
に
立
っ
て
い
た
。そ
こ
か
ら
恐
る
恐
る

入
水
し
、上
流
の
方
を
目
指
し
沢
登
り

を
し
な
が
ら
こ
の
渓
で
育
っ
た
大
ヤ
マ
メ

を
狙
っ
て
い
く
の
だ
。ウ
エ
ー
ダ
ー（
ゴ
ム

長
）を
履
い
て
い
る
と
は
い
え
、標
高

6
0
0
Ｍ
を
超
え
る
高
地
の
沢
の
水
は

冷
た
い
。ま
た
川
の
流
れ
は
水
色
と
裏
腹

に
重
く
両
足
は
常
に
強
い
力
で
圧
迫
さ

れ
て
い
る
。足
を
踏
み
出
す
と
、残
さ
れ
た

足
の
周
り
の
川
底
の
小
石
が
流
れ
に
飲
ま

れ
崩
れ
去
り
、な
ん
と
も
心
も
と
な
い
。し

か
し
渓
流
釣
り
って
ヤ
ツ
は
こ
う
やって
自

然
の
ま
ま
の
沢
を
攻
め
登
り
、流
れ
に
潜

む
渓
魚
を
攻
略
し
て
い
く
の
だ
。

　
先
の
小
雨
で
ほ
ど
よ
く
増
水
し
た
沢

の
相
を
読
み
な
が
ら
、左
奥
の
大
岩
の
陰

に
、子
魚
を
模
し
た
ミ
ノ
ー
プ
ラ
グ（
疑

似
餌
）を
泳
が
す
。刹
那
、岩
の
横
の
水

面
下
が
ギ
ラ
ッ
と
輝
き
右
手
に
衝
撃
と

躍
動
感
が
伝
わ
る
。そ
れ
は
急
な
流
れ

を
全
身
に
受
け
、俊
敏
に
水
中
を
逃
げ

回
る
。た
だ
決
し
て
水
面
に
飛
び
出
す
こ

と
は
な
く
、途
中
か
ら
身
を
よ
じ
り
回

転
さ
せ
最
後
の
抵
抗
を
見
せ
る
。そ
の

フ
ァ
イ
ト
か
ら
そ
れ
が
良
型
の
ヤ
マ
メ
で

あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
そ
の
ヤ
マ
メ
は
、尺
を
超
え
る
メ
ス
。本

来
は
美
し
い
斑
紋
を
纏
っ
て
い
る
が
、こ

れ
は
大
型
に
な
り
お
そ
ら
く
下
流
に
下

り
る
準
備
を
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
、そ
の

全
身
は
銀
色
の
眩
い
光
を
放
つ
。

　
ヤ
マ
メ
を
沢
水
に
さ
ら
し
、リ
リ
ー
ス
す

る
準
備
を
し
て
た
ら
水
滴
が
頬
を
濡
ら

し
た
気
が
し
た
。見
上
げ
る
と
、木
々
の
間

を
雨
粒
が
落
ち
て
き
て
い
る
。間
も
な
く

こ
の
岸
辺
は
濁
流
が
覆
う
か
も
知
れ
な
い

が
、こ
の
渓
と
一
尾
は
な
ん
と
も
言
え
な

い
爽
快
な
気
持
ち
を
与
え
て
く
れ
た
。

　
平
家
の
人
々
が
落
ち
延
び
た
と
言
わ

れ
る
深
い
山
あ
い
の
渓
谷
に
は
、ま
だ
ま

だ
魅
惑
の
美
し
い
山
女
魚
た
ち
が
ひっ
そ

り
と
し
っ
か
り
と
生
き
て
い
た
。ま
た
会

い
に
来
よ
う
、と
筆
者
は
想
ふ
。

　「
す
み
ま
せ
ん
、家
か
ら
往
復
5
0
0

㎞
近
く
あ
る
ん
で
す
け
ど
…
遠
っ
！

（
泣
）」

FFGビジネス
コンサルティングの

ちょっと
つりみち

［ 平家の里の大山女魚編 ］
Vol.13

銀化した大ヤマメ
ギンケ

深い山あいの渓谷

①ヤマメを狙う道具（ミノープラグ）  ②釣られたことをわかっていないようなヤマメ  ③ヤマメは沢水にさらしてリリース　※渓流釣り場はほとんど入漁権が設定されています

1 2 3
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長
崎
だより
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　FFG調査月報の姉妹誌「ながさき経済」を発刊している、ふくおかフィナンシャ
ルグループの長崎経済研究所。長崎の旬な情報を提供するコーナー「長崎だよ
り」の今月号は、同研究所の調査研究・レポート記事のなかから、長崎県長与町に
ある社会福祉法人の取り組みを紹介します。

　当研究所が発信する最新の情報をメールで
お届けします。　
　メールマガジンの登録はこちら▶

長崎経済研究所による「ながさき経済web」随時更新中！

お問い合わせ

株式会社長崎経済研究所
長崎市銅座町1番11号
十八親和銀行本店内
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長崎だより 長崎だより

は
じ
め
に

　わ
が
国
の
大
き
な
社
会
問
題
の
1
つ
と

な
っ
て
い
る『
少
子
高
齢
化
』。増
え
続
け

る
高
齢
者
と
、そ
れ
を
支
え
る(

介
護
す

る)

現
役
世
代
・
若
年
層
の
加
速
度
的
減

少
。こ
の
よ
う
な
社
会
で
は
、福
祉
の
問
題

が
避
け
ら
れ
な
い
課
題
と
し
て
大
き
く
、

重
く
の
し
か
か
って
い
る
。

　こ
の
、と
も
す
れ
ば
暗
く
、苦
し
く
、

大
変
と
の
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
福
祉
の
世
界

に
、新
風
を
吹
き
込
む
動
き
が
こ
こ
長
崎

県
長
与
町
で
あ
っ
て
い
る
。社
会
福
祉
法

人
な
が
よ
光
彩
会
の
貞
松
徹
氏
は
、福
祉

の
世
界
で
様
々
な
取
組
み
を
行
っ
て
い
た

同
法
人
の
前
理
事
長・前
田
俊
昭
氏
の
意

思
を
継
ぐ
形
で
、2
0
2
2
年
の
4
月
に

理
事
長
に
就
任
。以
降
、日
常
世
界
と
社

会
福
祉
と
の
間
の
壁
を
取
り
払
う
こ
と
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
る
。本
稿
で
は
福
祉
の

イ
メ
ー
ジ
を
変
え
る
べ
く
奮
闘
し
て
い
る

貞
松
氏
の
独
創
的
な
取
組
み
を
通
し
て
、

長
崎
県
の
こ
れ
か
ら
の
在
り
方
に
つ
い
て

考
察
す
る
。

■ 

人
の〝
物
語
〞を
支
援

　貞
松
氏
が
現
在
、福
祉
に
お
い
て
実
践

し
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
は
、自
身
が

沖
縄
勤
務
時
代
に
実
践
し
て
い
た「
物
語

の
支
援
」に
そ
の
基
礎
を
み
る
こ
と
が
で

き
る
。こ
れ
は
例
え
ば
、「
人
が
子
供
も
独

立
し
て
や
っ
と
自
分
の
人
生
を
送
れ
る
、

と
い
う
タ
イ
ミ
ン
グ
で
片
マ
ヒ
に
、あ
る
い

は
認
知
症
に
な
る
な
ど
し
て
、施
設
に
入

る
こ
と
に
な
る
と
、そ
れ
ま
で
思
い
描
い
て

い
た
人
生
後
半
の
過
ご
し
方
と
、施
設
で

過
ご
す
現
実
と
の
間
に
大
き
な
ギ
ャ
ッ
プ

が
生
じ
て
し
ま
う
。し
か
し
な
が
ら
、こ
れ

は
住
ま
い
が
変
わ
っ
た
だ
け
で
あ
り
、夢
ま

で
変
え
る
必
要
は
全
く
な
い
。元
気
な
頃

に
求
め
て
い
た
夢
や
物
語
を
、我
々
介
護

ス
タ
ッ
フ
が
紡
い
で
い
け
ば
よ
い
」と
の
考

え
方
で
あ
る
。

■ 

み
ん
な
の
ま
な
び
ば 

み
館

　　通
常
、人
は
身
内
が
入
居
し
て
い
な
い

限
り
高
齢
者
福
祉
施
設
に
行
く
こ
と
は

な
い
。多
く
の
人
に
と
っ
て
、福
祉
へ
の
関

心
は
自
身
が
65
歳
を
超
え
る
と
自
分
事

と
な
る
が
、そ
う
な
る
ま
で
は
他
人
事
で

あ
り
、関
連
施
設
が
ま
ち
な
か
に
あ
って
も

関
心
を
寄
せ
な
い
。貞
松
氏
は
、こ
の
現
状

を
変
え
よ
う
と
2
0
1
8
年
、長
与
町
本

川
内
地
区
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
に
、学
び

の
場「
ひ
と
と
ま
ち
と
く
ら
し
の
学
校
」と

い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
た
。と
こ

ろ
が
、こ
の
場
所
は
人
通
り
が
少
な
く
、

外
部
と
交
流
す
る
に
は
な
か
な
か
難
し
い

地
域
で
あ
っ
た
。 

　
　

　そ
こ
で
、目
の
前
に
小
学
校
の
敷
地
が

広
が
り
、ま
た
、近
隣
に
は
学
童
施
設
と

町
役
場
が
あ
る
な
ど
、長
与
町
内
で
も
立

地
が
い
い
場
所
に
あ
る
、グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
な
が
よ(※

)

の
1
階
に
、『
み
ん
な
の
ま

な
び
ば 

み
館
』(

以
下
、『
み
館
』)

を
、

2
0
2
0
年
7
月
に
開
設
し
た
。

　貞
松
氏
は
、そ
の
開
設
に
あ
た
り
、

建
物
の
前
の
道
を
行
き
交
う
多
く
の
人
々

の
視
線
を
隔
て
て
し
ま
っ
て
い
た
1
階
部

分
の
壁
を
全
て
取
り
払
う
こ
と
で
、道
行

く
人
々
か
ら
の
視
線
を
得
ら
れ
や
す
い
よ

う
に
し
た
う
え
で
、「
ど
う
す
れ
ば
子
供
の

頃
か
ら
福
祉
施
設
に
来
て
も
ら
え
る
よ
う

に
な
る
の
か
」を
考
え
た
。

(※
)

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な
が
よ・・・松
栄
グ
ル
ー
プ
有

限
会
社(

代
表：前
田
慎
一
郎
氏)

が
運
営
す
る

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
。同
法
人
と
な
が
よ
光
彩
会

は
、同
じ
長
与
町
の
社
会
福
祉
法
人
グ
ル
ー
プ

w
agayo group

（
わ
が
よ
グ
ル
ー
プ
。詳
細

後
述
）に
所
属
し
て
い
る
。

『
み
館
』に
つ
い
て

　

　『み
館
』の
特
徴
は
次
の
3
点
に
集
約
さ

れ
る
。

①
誰
も
が
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
場

  

所
。地
域
の
好
き
な
こ
と
や
得
意
な
こ

と
で
、住
民
や
上
階
の
施
設
に
入
居
し

て
い
る
高
齢
者
が
先
生
や
生
徒
と
な

り
、介
護
職
員
も
輝
く
こ
と
の
で
き
る
、

地
域
に
溶
け
込
ん
だ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス

ペ
ー
ス
兼
デ
イ
ス
ク
ー
ル
。

②
子
供
か
ら
大
人
ま
で
、多
世
代
交
流
の

場
を
提
供
す
る
。閉
鎖
的
な
空
間
と
は

せ
ず
に
、地
域
の
人
や
介
護
施
設
に
関

わ
る
人
同
士
の
接
点
を
創
出
。

③
コ
ン
セ
プ
ト
は〈
ま
ち
の
リ
ビ
ン
グ
〉。

こ
の〈
ま
ち
の
リ
ビ
ン
グ
〉と
い
う
言
葉

に
は
、赤
ち
ゃ
ん
か
ら
小
学
生
、思
春
期

の
中
高
生
、車
椅
子
に
乗
っ
た
高
齢
者
、

日
本
で
暮
ら
す
外
国
人
な
ど
が
交
わ

り
、コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
を
経
験
す
る
こ

と
で
、目
の
前
で
困
っ
て
い
る
人
が
い
た

ら
行
動
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
ほ
し
い
、

と
い
う
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ「
き
ょ
う
し
つ
」

　

　建
物
の
壁
を
取
り
払
い
、目
の
前
の
道

路
を
通
行
す
る
人
々
の
視
線
を『
み
館
』に

向
け
て
も
ら
え
る
よ
う
に
し
た
貞
松
氏
は
、

次
に
中
ま
で
入
っ
て
も
ら
う
導
線
を
得
る

た
め
に
、同
所
に
も「
ひ
と
と
ま
ち
と
く
ら

し
の
学
校
」を
開
校
し
て
、各
種
ワ
ー
ク

ショッ
プ「
き
ょ
う
し
つ
」を
始
め
た
。こ
こ
で

長崎・長与町から福祉の革命を

の
こ
と
も
学
び
た
い
」と
生
徒
に
も
な
っ

た
。「
せ
ん
せ
い
役
は
で
き
な
い
」と
思
っ
て

い
る
住
民
も
多
か
っ
た
そ
う
だ
が
、こ
ん
な

こ
と
に
ニ
ー
ズ
が
あ
る
の
か
、と
い
う
こ
と

を
地
域
住
民
に
知
っ
て
も
ら
う
き
っ
か
け

と
な
っ
た
の
で
あ
る
。貞
松
氏
は
、こ
の
せ

ん
せ
い
た
ち
を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
す
る
こ
と

も
自
分
の
役
割
の
1
つ
と
認
識
し
て
お

り
、〝
好
き
〞や〝
得
意
〞を
生
業
に
で
き
る

仕
組
み
づ
く
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
る
。

職
員
と
入
居
者
が

共
に
活
躍
で
き
る
場
所

　　大
手
企
業
で
は
従
業
員
の
副
業
を
認

め
て
い
る
と
こ
ろ
も
多
い
が
、福
祉
法
人
に

勤
務
し
て
い
る
職
員
は
福
祉
関
連
の
仕
事

し
か
知
ら
な
い
た
め
に
、違
う
仕
事
に
挑

む
た
め
の
ス
キ
ル
が
不
足
し
て
い
る
。そ
こ

で
、貞
松
氏
は
、介
護
の
仕
事
を
や
っ
て
い

な
か
っ
た
ら
何
を
や
り
た
か
っ
た
の
か
？
を

自
社
職
員
に
問
い
、そ
こ
か
ら
出
て
き
た

職
業
の
訓
練
を『
み
館
』に
て
行
う
こ
と
を

考
え
て
い
る
。例
え
ば
、D
I
Y(※

)

に
興

味
が
あ
る
職
員
の
た
め
に
、大
工
を
講
師

に
招
い
た
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
を『
み
館
』に

開
講
す
る
。ま
た
、バ
ー
の
店
員
希
望
者
に

は『
み
館
』に
バ
ー
テ
ン
ダ
ー
を
招
聘
し

て
カ
ク
テ
ル
の
作
り
方
を
学
ば
せ
た
後
、

週
末
に
は『
み
館
』で
バ
ー
テ
ン
ダ
ー
と
し

て
副
収
入
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
。さ

ら
に
、こ
の
場
合
に
は
、作
っ
た
カ
ク
テ
ル
を

上
階
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な
が
よ
に
も
提

供
す
る
こ
と
で
、入
居
者
の
満
足
度
向
上

に
も
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。同
氏
は
、

「
人
と
組
織
が
持
続
し
て
い
く
た
め
の
仕

組
み
づ
く
り
が
自
分
の
仕
事
で
あ
り
、

職
員
に
は
セ
カ
ン
ド
キ
ャ
リ
ア
・マ
ル
チ

キ
ャ
リ
ア
で
、自
ら
も
稼
ぐ
福
祉
人
に
な
っ

て
も
ら
い
た
い
」と
語
る
。一
方
、グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
な
が
よ
の
入
居
者
に
つ
い
て
も
、

〝
せ
ん
せ
い
〞と
し
て
自
身
の
特
技
を
活
か

す
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
で
、サ
ー
ビ
ス

を
受
け
る
側
に
留
ま
ら
ず
、教
え
る
側
に

も
な
って
も
ら
い
、自
身
の
生
活
の
充
実
度

を
上
げ
て
も
ら
い
た
い
と
願
って
い
る
。

　貞
松
氏
は
、周
囲
の
人
た
ち
か
ら「『
み

館
』は
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、地
域
の
た
め

に
つ
く
ら
れ
た
施
設
で
す
よ
ね
？
」と
よ
く

言
わ
れ
る
そ
う
だ
が
、本
人
は
そ
の
よ
う

な
考
え
で
は
な
く
、「
あ
く
ま
で
も『
み
館
』

の〝
核
〞は
、wagayo group

の
職
員
と

施
設
の
入
居
者
が
活
躍
す
る
場
の
提
供

で
あ
り
、そ
の
核
と
し
て
作
り
上
げ
た
も

の
を
地
域
に
お
す
そ
分
け
し
な
が
ら
共
に

楽
し
む
こ
と
で
、地
域
の
方
も
訪
れ
る
場

所
で
あ
り
た
い
」と
し
て
い
る
。

(※
)

D
I
Y
・・・「D

o It Yourself

」の
略
語
で

「
自
分
自
身
で
や
る
」と
い
う
意
味
。

ま
ち
の
リ
ビ
ン
グ『
み
館
』

　

　『み
館
』で
は
、毎
月
タ
イ
人
の
ス
タ
ッ
フ

が
タ
イ
の
家
庭
料
理
を
地
域
に
お
す
そ
分

け
す
る「
ら
ふ（〝
で
こ
ぼ
こ
〞の
意
）キ
ッ
チ

ン
」が
開
催
さ
れ
て
い
る
。こ
れ
は
、長
与

町
が
子
供
の
居
場
所
づ
く
り
を
模
索
し

て
い
る
な
か
で『
み
館
』と
出
会
い
、『
み

館
』が
町
の
食
堂
的
な
役
割
を
担
う
よ
う

に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　貞
松
氏
は
、家
庭
と
学
校
、そ
れ
に
第

3
の
場
所
と
い
う
意
味
の〝
サ
ー
ド
プ
レ

イ
ス
〞と
い
う
言
葉
を
好
ま
な
い
。「
サ
ー

ド
に
合
わ
な
い
子
供
は
フ
ォ
ー
ス
に
行
く

の
か
？
」と
、家
庭
か
ら
ど
ん
ど
ん
離
れ
る

場
所
が
作
ら
れ
て
い
く
こ
と
に
違
和
感
を

覚
え
て
い
る
。そ
こ
で
、親
子
で
参
加
で
き

る「
き
ょ
う
し
つ
」を
開
催
す
る
こ
と
で
、

子
育
て
の
フ
ァ
ー
ス
ト
プ
レ
イ
ス
で
あ
る
家

庭
に
子
供
た
ち
の
様
子
を
届
け
る
役
割
を

『
み
館
』が
担
う
こ
と
に
し
た
。

　本
来
、地
域
の
困
り
ご
と
は
、行
政
を

訪
れ
て
相
談
す
る
は
ず
で
あ
る
。と
こ
ろ

が
、お
そ
ら
く
町
民
の
大
多
数
は
、苦
情

以
外
で
町
役
場
に
行
っ
た
こ
と
が
な
い
。

貞
松
氏
が『
み
館
』を〈
ま
ち
の
リ
ビ
ン
グ
〉

と
謳
う
の
は「
何
気
な
い
会
話
の
な
か
に

こ
そ
、家
庭
や
ま
ち
の
課
題
が
あ
る
の
で

は
？
」と
の
考
え
か
ら
で
あ
る
。「
○
○
相

談
所
と
す
る
と
人
は
来
な
い
が
、〝
リ
ビ
ン

グ
〞と
す
る
と
集
ま
り
や
す
い
。そ
こ
で
、

何
か
ワ
ー
ク
の
よ
う
な
も
の
を
し
な
が
ら
、

会
話
す
る
な
か
に
情
報
が
あ
り
、同
じ
意

見
で
も
月
に
10
回
く
ら
い
出
る
と
な
る
と

こ
の
町
に
足
り
な
い
サ
ー
ビ
ス
か
も
し
れ

ず
、そ
れ
を
社
会
福
祉
法
人
の
地
域
公
益

事
業
と
し
て
検
討
す
る
」、つ
ま
り『
み
館
』

を
地
域
課
題
の
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
の
場
、マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
の
場
と
し
て
も
機
能
さ
せ
て
い

る
。他
方
、毎
回
の
よ
う
に
出
て
く
る
不
満

話
な
ど
は
、行
政
が
対
処
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
案
件
と
し
て
、町
へ
報
告
す
る
。

長
与
の
リ
ビ
ン
グ『
み
館
』

　

　貞
松
氏
の
活
動
は
、行
政
か
ら
も
注

目
さ
れ
て
長
与
町
の
2
0
2
2
年
町
勢

要
覧(※

)

の
巻
頭
に『
み
館
』が《
長
与
の

リ
ビ
ン
グ
》と
し
て
掲
載
さ
れ
た
。本
来
、

行
政
の
施
策
と
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
が『
み
館
』で
は
既
に
取
り
組
ま

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、町
が『
み
館
』を
活

用
し
始
め
た
の
で
あ
る
。

　『み
館
』は
、な
が
よ
光
彩
会
の
公
益
事

業
部
門
の
拠
点
と
し
て
運
営
さ
れ
て
い

る
。こ
れ
ま
で
、町
と
は
高
齢
者
福
祉
事

業
を
管
轄
し
て
い
る
介
護
保
険
課
と
し

か
関
わ
り
が
な
か
っ
た
が
、現
在
は
、健
康

保
険
課
や
こ
ど
も
政
策
課
、秘
書
広
報

課
な
ど
様
々
な
部
署
と
も
つ
な
が
る
よ
う

に
な
っ
た
。

(※
)

長
与
町 

2
0
2
2 

町
勢
要
覧
　

https://w
ebtow

n.nagayo.jp/kiji003
728/3_728_up_yck5bb31.pdf

イ
ベ
ン
ト
の
運
営

　

　長
与
町
健
康
保
険
課
は
、コ
ロ
ナ
へ
の

対
応
で
年
中
忙
し
い
。そ
こ
で
2
0
2
1

年
11
月
、同
課
主
催
の
イ
ベ
ン
ト「A

rea 

Research T
rail W

alking(

通
称
：

A
RT
 W
alking in N

A
G
A
YO
)

」の

運
営
を
、な
が
よ
光
彩
会
が
受
託
し
た
。

本
イ
ベ
ン
ト
を
受
託
す
る
に
あ
た
り
、貞

松
氏
が
町
に
提
案
し
た
の
が「
ま
ち
を
繋

ぐ
、福
祉
に
出
会
う
」と
い
う
形
で
あ
る
。

イ
ベ
ン
ト
の
参
加
者
に
は『
み
館
』に
立
ち

寄
って
も
ら
い
、『
み
館
』か
ら
そ
の
人
た
ち

に
向
け
て
福
祉
に
関
す
る
情
報
を
発
信
す

る
と
い
う
、福
祉
の
情
報
を
能
動
的
に
取

り
に
来
て
も
ら
う
仕
組
み
を
作
っ
た
。

◆A
RT W

alking in N
A
G
A
YO

　

　
（
ア
ー
ト
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ 

イ
ン 

な
が
よ
）

  ・ 

開
催
期
間
は
1
ヶ
月
。1
日
で
歩
い
て

回
る
と
6
時
間
は
か
か
る
コ
ー
ス
。

  ・ 

2
0
2
2
年
1
月
か
ら
12
月
ま
で
12

枚
の
カ
レ
ン
ダ
ー
を
作
成
。ひ
と
月
ご

と
に
、な
が
よ
光
彩
会
の
取
材
チ
ー
ム

が
取
材
し
た
町
内
12
店
舗
の
Q
R

長崎経済研究所 調査研究部

コ
ー
ド
を
掲
載
し
て
お
り
、該
当
の

店
舗
に
行
け
ば
カ
レ
ン
ダ
ー
を
受
け

取
る
こ
と
が
で
き
る
。
12
店
舗
全
て
を

回
る
と
、2
0
2
2
年
の
カ
レ
ン
ダ
ー

が
全
部
揃
う
こ
と
と
な
り
、そ
れ
を『
み

館
』に
持
参
す
る
と
、カ
レ
ン
ダ
ー
を
飾

る
木
製
台
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

  ・ 『
み
館
』を
訪
れ
た
人
は
、障
が
い
者

ス
ポ
ー
ツ〝
ボ
ッ
チ
ャ
〞も
体
験
で
き
、

景
品
を
持
ち
帰
って
も
ら
う
。

  ・ 

コ
ロ
ナ
禍
か
ら
、な
が
よ
光
彩
会
の
介

護
職
員
は
当
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
。そ
こ
で
、期
間
中
の

人
手
不
足
を
補
う
べ
く
、紙
の
カ
レ
ン

ダ
ー
を
受
け
取
る
方
式
と
と
も
に
、

株
式
会
社
デ
ン
ソ
ー
ウ
ェ
ー
ブ
の
協

力
の
も
と
、店
先
の
Q
R
コ
ー
ド
を
読

み
取
る
こ
と
で
専
用
の
ア
プ
リ
に
ス
タ

ン
プ
が
貯
ま
る
、と
い
う
2
通
り
の
店

舗
巡
り
方
法
を
作
成
。

　こ
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
の
参
加
者
は
、

行
政
が
企
画
・
運
営
す
る
と
ど
う
し
て
も

高
齢
者
に
偏
っ
て
し
ま
う
。こ
れ
を
貞
松

氏
は
、長
与
町
健
康
保
険
課
が
タ
ー
ゲ
ッ

ト
と
考
え
る
20
〜
60
代
の
参
加
を
促
す
こ

と
を
目
標
に
定
め
た
。こ
の
目
標
を
ク
リ

ア
す
る
た
め
に
、イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す
る

店
舗
の
選
定
を『
み
館
』に
遊
び
に
来
て
い

る
子
供
た
ち
と
行
い
、同
時
に
そ
の
店
舗

で
も
ら
え
る
商
品
も
決
め
た
。す
る
と
、

子
供
た
ち
は
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
自
分
た
ち

が
つ
く
っ
た
も
の
だ
か
ら
と
、親
を
誘
っ
た

の
で
あ
る
。子
供
の
親
が
参
加
す
る
こ
と

に
よ
り
、若
い
世
代
の
参
加
者
が
増
え
る

こ
と
に
な
っ
た
。そ
の
結
果
、当
イ
ベ
ン
ト
へ

の
参
加
者
の
年
齢
は
、60
代
が
最
も
多

か
っ
た
も
の
の
、次
点
は
40
代
、つ
い
で
30

代
と
な
り
、親
世
代
に
届
く
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
成
功
を
収
め
た
。

■ w
agayo  group

     （
わ
が
よ 

グル
ー
プ
）

　　〝wagayo group

〞と
は
、な
が
よ
光

彩
会
が
運
営
す
る《
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム 

か
が
や
き
》と《
み
ん
な
の
ま
な
び
ば 

み
館
》、総
合
ウ
ェル
フ
ェア
株
式
会
社(

代

表
：
前
田
俊
昭
氏)

が
運
営
す
る《
ぴ
ー
ぷ

る
長
崎
》、前
出
の《
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な

が
よ
》と
い
う
、長
与
町
内
4
つ
の
福
祉

施
設
か
ら
な
る
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
。同
グ

ル
ー
プ
は
、『
人
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
』、

『
地
域（
長
与
）の
た
め
に
で
き
る
こ
と
』、

『
社
会
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
』の
3
つ
の

理
念
を
掲
げ
て
お
り
、「
夢
・
物
語
の
支
援

〜
人
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
を
」と
し
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
い
、福
祉
を
魅
力

的
な
職
場
と
し
て
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
る
。

　高
齢
者
の
介
護
で
は
、食
事
と
排
泄

の
介
助
が
主
目
的
の
よ
う
に
な
っ
て
お

り
、そ
の
人
の
背
景
に
あ
る
人
生
は
軽
視

さ
れ
が
ち
で
あ
る
。そ
こ
で
、wagayo 

group

で
は
個
別
の
夢
を
実
現
さ
せ
る
と

い
う
、日
常
の
ケ
ア
に
プ
ラ
ス
ワ
ン
の
支
援

を
加
え
る
よ
う
に
し
た
。同
グ
ル
ー
プ
は

「
こ
の
よ
う
な
支
援
が
、人
と
し
て
当
た
り

前
の〝
支
援
〞で
あ
る
。高
齢
者
や
障
が
い

者
、患
者
な
ど
様
々
な
困
難
な
状
況
に
あ

る
人
の
心
を
知
り
受
容
す
る
こ
と
で
、寄

り
添
え
る
こ
と
の
大
切
さ
を
、さ
ら
に
心

を
元
気
に
し
て
い
く
こ
と
を
伝
え
て
い
き

た
い
」と
し
て
い
る
。

■ 

今
後
の
動
き
に
つ
い
て

法
人
内
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

開
発

　　イ
ベ
ン
ト
、AR

T
 W
alking in 

N
A
G
A
Y
O

運
営
の
際
に
協
力
し
て
も

ら
っ
た
株
式
会
社
デ
ン
ソ
ー
ウ
ェ
ー
ブ
と
と

も
に
、法
人
内
ア
プ
リ
の
開
発
に
取
り
組

ん
で
い
る
。そ
の
ア
プ
リ
で
は
、例
え
ば
お

手
伝
い
ポ
イ
ン
ト
を
貯
め
る
と
食
事
券
が

も
ら
え
る
な
ど
、食
事
の
提
供
も
無
償
で

は
な
く
、労
働
の
対
価
と
す
る
。ま
た
、『
み

館
』の
商
品
と
も
交
換
で
き
る
が
、そ
の
商

品
に
は
福
祉
的
背
景（
施
設
の
入
居
者
が

作
っ
た
も
の
な
ど
）が
あ
る
こ
と
か
ら
、そ
れ

を
手
に
す
る
人
に
は〝
福
祉
〞が
関
わ
っ
て

い
る
こ
と
が
伝
わ
る
よ
う
に
な
って
い
る
。

　最
終
的
に
は
、こ
の
仕
組
み
を
長
与
町

に
も
広
げ
る
こ
と
で
、町
内
で
行
っ
た
清
掃

活
動
な
ど
が
ポ
イ
ン
ト
と
な
り
、貯
ま
っ
た

ポ
イ
ン
ト
で
町
内
店
舗
の
何
か
と
交
換
で

き
る
と
い
う
、い
わ
ゆ
る
地
域
通
貨
的
役

割
も
担
え
る
ア
プ
リ
に
な
れ
ば
、と
考
え

て
い
る
。地

元
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
と

の
連
携

　　ス
タ
ジ
ア
ム
シ
テ
ィ
構
想
な
ど
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
通
じ
た
地
域
活
性
化
に

取
り
組
む
長
崎
ヴ
ェ
ル
カ
と
、高
齢
者
福

祉
施
設
と
の
連
携
で
何
か
で
き
な
い
か
に

つ
い
て
も
検
討
し
て
い
る
。ス
ポ
ー
ツ
と
福

祉
で
互
い
に
総
合
的
な
学
び
と
な
り
、

ヴ
ェ
ル
カ
か
ら
福
祉
を
発
信
し
て
も
ら
う

こ
と
で
多
く
の
人
に
も
届
く
こ
と
と
な

る
。ま
た
、親
会
社
の
ジ
ャ
パ
ネ
ッ
ト
H
D

に
も
福
祉
へ
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
こ

と
に
も
つ
な
が
る
。

長
与
町
外
の
人
々
と
の

触
れ
合
う
機
会
を
創
出

　　近
い
将
来
、例
え
ば
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
事

業
を
行
う
な
ど
し
て
、職
員
が
県
内
各
地

に
赴
き
、さ
ま
ざ
ま
な
地
域
と
、人
と
触

れ
合
う
こ
と
で
、な
が
よ
光
彩
会
の
彩
あ

る
福
祉
を
届
け
、福
祉
へ
の
関
心
を
広
め

〝
ふ
く
し
を
ひ
ら
い
て
い
く
〞事
業
部
門
を

展
開
す
る
。

役
割
に
応
じ
た

経
営
体
制
の
構
築

　　な
が
よ
光
彩
会
で
は
、2
0
2
2
年
6

月
下
旬
に
経
営
陣
を
刷
新
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。現
在
6
人
い
る
理
事
の
う
ち
、理

事
長
の
貞
松
氏
と《
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
か
が
や
き
》の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
行
っ
て

い
る
理
事
が
続
投
。残
り
4
人
の
理
事

を
、①
介
護
ソ
フ
ト「C

A
R
EK
A
R
T
E

(

ケ
ア
カ
ル
テ)

」導
入
に
伴
う
福
祉
分
野

に
お
け
る
I
C
T(※

)

の
利
活
用
担
当
、

②
こ
れ
か
ら
新
た
に
取
り
組
む
障
が
い
者

事
業
全
般
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
担
当
、③
医

療
・
看
取
り
部
門
の
担
当
、④
メ
ニ
ュ
ー

開
発
な
ど「
食
」の
充
実
の
担
当
と
し
、そ

れ
ぞ
れ
30
〜
50
歳
代
の
比
較
的
若
い
メ
ン

バ
ー
が
就
任
し
た
。な
か
で
も
、④
に
は
厨

房
の
パ
ー
ト
職
員
を
抜
擢
し
て
、パ
ー
ト

視
点
の
意
見
を
法
人
の
運
営
に
生
か
す
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

　ま
た
、監
事
2
名
に
は
、貞
松
理
事
長

と
同
世
代
で
あ
る
長
崎
市
の
福
祉
法
人

の
理
事
が
就
任
。他
方
、7
人
の
評
議
委

員
に
は
、同
じ
く
貞
松
理
事
長
の
同
世
代

で
長
崎
の
社
会
福
祉
の
キ
ー
マ
ン
と
言
わ

れ
て
い
る
佐
世
保
市
の
福
祉
法
人
の
理
事

長
を
は
じ
め
、民
間
シ
ン
ク
タ
ン
ク
の
代

表
や
ジ
ェン
ダ
ー
問
題
に
取
り
組
む
活
動

団
体
の
代
表
な
ど
、様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
人

材
が
就
任
し
て
お
り
、な
が
よ
光
彩
会
に

対
し
て
多
面
的
・
多
角
的
に
意
見
、助
言

し
て
も
ら
う
体
制
を
整
え
た
。

(※
)

I
C
T
・・・「In

fo
rm
a
tio
n
 a
n
d
 

C
om
m
unication T

echnology

」の
略

称
で
、「
情
報
通
信
技
術
」と
い
う
意
味
。

お
わ
り
に

　　社
会
福
祉
法
人
な
が
よ
光
彩
会
は
、

長
崎
県
か
ら
の
指
名
で「
介
護
の
し
ご
と

魅
力
伝
道
師
事
業
」を
3
年
間
担
っ
て
い

る
。こ
の
事
業
は
、発
信
力
に
課
題
を
も
つ

福
祉
業
界
に
対
し
て
、福
祉
分
野
に
お
け

る
発
信
力
を
も
つ
人
材
の
育
成
を
目
的
と

し
て
い
る
が
、貞
松
理
事
長
は「
指
導
し
た

人
た
ち
は
、こ
の
3
年
間
で
し
っ
か
り
自

分
の
言
葉
で
話
せ
る
よ
う
に
な
り
、プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
も
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

が
、そ
の
人
た
ち
が
所
属
す
る
組
織
は
変

わ
ら
な
か
っ
た
。人
だ
け
で
は
な
く
、組
織

に
も
届
く
よ
う
な
事
業
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」と
語
る
。

　そ
こ
で
、同
氏
は「
佐
世
保
市
の
就
労

継
続
支
援
B
型
事
業
所
や
障
が
い
者
支

援
施
設
、長
崎
市
の
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
な
ど
に
は
、同
世
代
に
多
く
の
プ

レ
イ
ヤ
ー
が
い
る
。県
の
力
も
借
り
な
が

ら
、他
県
の
福
祉
関
係
者
に
こ
れ
ら
の
施

設
を
見
学
し
て
い
た
だ
き
、そ
の
質
の
高

さ
を
実
感
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、〝
長
崎
の

福
祉
〞を
発
信
し
て
い
く
」と
、同
事
業
の

今
後
を
考
え
て
い
る
。

　ま
も
な
く
開
設
2
年
目
を
迎
え
る
福

祉
施
設『
み
館
』に
お
け
る
取
組
み
の
な
か

に
は
、地
域
課
題
の
解
決
に
取
り
組
ん
で

い
る
も
の
も
あ
り
、1
つ
の
福
祉
施
設
が

地
域
と
の
交
流
の
形
を
大
き
く
変
え
た

事
例
と
な
っ
た
。貞
松
理
事
長
の
斬
新
な

取
組
み
に
よ
り
、wagayo group

に
は

「
こ
こ
で
働
き
た
い
」、「
み
館
で
働
き
た

い
」と
の
申
し
出
が
増
え
て
お
り
、同
グ

ル
ー
プ
は
こ
こ
数
年
、職
員
の
募
集
を
行

わ
な
く
て
も
人
材
が
集
ま
る
珍
し
い
福
祉

グ
ル
ー
プ
と
な
っ
た
。

　福
祉
に
つ
い
て
、新
た
な
視
点
で
取

り
組
み
続
け
て
い
る
貞
松
理
事
長
と

w
agayo group

。〝
福
祉
と
地
域
と
の

共
生
〞と
い
う
在
り
方
を
示
し
て
業
界
の

魅
力
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
で
人
材
を
集

め
、超
高
齢
社
会
に
対
応
し
よ
う
と
し
て

い
る
。福
祉
の
世
界
で
こ
の
よ
う
な
取
組

み
が
展
開
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
驚
き
で
あ

り
、こ
こ
長
崎
が
明
る
く
住
み
や
す
い
県

と
し
て
認
識
さ
れ
る
こ
と
に
つ
な
が
る
も

の
と
思
わ
れ
る
。長
崎
県
は
、全
国
か
ら

福
祉
や
自
治
体
の
関
係
者
な
ど
が
視
察

に
訪
れ
る〝
福
祉
の
先
進
県
〞と
し
て
も
、

そ
の
地
位
を
確
立
す
る
こ
と
が
で
き
る
可

能
性
を
秘
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

1

2

こ
う
さ
い
か
い

ひ  

と  

ご
と

さ
だ
ま
つ
と
お
る

『みんなのまなびば み館』の外観

Ⅰ

Ⅱ

Ⅱ
2000年

2005～06年

2007～12年

2014年

2020年
2022年　

理学療法士の資格を取得後、赴任経
験のある沖縄の病院に就職
沖縄の病院を退職後、バックパッカーと
して世界を回る
沖縄に帰島。フィジー共和国の理学療
法士臨床研修、及びコロンビア共和国
の障害者総合リハビリテーションと、社
会参加本邦研修のプロジェクトマネー
ジャーにそれぞれ就任。また、国際医療
ツーリズム事業にて、中国とロシアを担当
統括施設長兼法人事務局長として、社会
福祉法人ながよ光彩会の設立に携わる
”みんなのまなびば「み館」”がオープン
社会福祉法人ながよ光彩会の理事長
に就任

Profile

社会福祉法人 ながよ光彩会
理事長　貞松 徹
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長崎だより 長崎だより

は
じ
め
に

　わ
が
国
の
大
き
な
社
会
問
題
の
1
つ
と

な
っ
て
い
る『
少
子
高
齢
化
』。増
え
続
け

る
高
齢
者
と
、そ
れ
を
支
え
る(

介
護
す

る)

現
役
世
代
・
若
年
層
の
加
速
度
的
減

少
。こ
の
よ
う
な
社
会
で
は
、福
祉
の
問
題

が
避
け
ら
れ
な
い
課
題
と
し
て
大
き
く
、

重
く
の
し
か
か
って
い
る
。

　こ
の
、と
も
す
れ
ば
暗
く
、苦
し
く
、

大
変
と
の
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
福
祉
の
世
界

に
、新
風
を
吹
き
込
む
動
き
が
こ
こ
長
崎

県
長
与
町
で
あ
っ
て
い
る
。社
会
福
祉
法

人
な
が
よ
光
彩
会
の
貞
松
徹
氏
は
、福
祉

の
世
界
で
様
々
な
取
組
み
を
行
っ
て
い
た

同
法
人
の
前
理
事
長・前
田
俊
昭
氏
の
意

思
を
継
ぐ
形
で
、2
0
2
2
年
の
4
月
に

理
事
長
に
就
任
。以
降
、日
常
世
界
と
社

会
福
祉
と
の
間
の
壁
を
取
り
払
う
こ
と
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
る
。本
稿
で
は
福
祉
の

イ
メ
ー
ジ
を
変
え
る
べ
く
奮
闘
し
て
い
る

貞
松
氏
の
独
創
的
な
取
組
み
を
通
し
て
、

長
崎
県
の
こ
れ
か
ら
の
在
り
方
に
つ
い
て

考
察
す
る
。

■ 

人
の〝
物
語
〞を
支
援

　貞
松
氏
が
現
在
、福
祉
に
お
い
て
実
践

し
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
は
、自
身
が

沖
縄
勤
務
時
代
に
実
践
し
て
い
た「
物
語

の
支
援
」に
そ
の
基
礎
を
み
る
こ
と
が
で

き
る
。こ
れ
は
例
え
ば
、「
人
が
子
供
も
独

立
し
て
や
っ
と
自
分
の
人
生
を
送
れ
る
、

と
い
う
タ
イ
ミ
ン
グ
で
片
マ
ヒ
に
、あ
る
い

は
認
知
症
に
な
る
な
ど
し
て
、施
設
に
入

る
こ
と
に
な
る
と
、そ
れ
ま
で
思
い
描
い
て

い
た
人
生
後
半
の
過
ご
し
方
と
、施
設
で

過
ご
す
現
実
と
の
間
に
大
き
な
ギ
ャ
ッ
プ

が
生
じ
て
し
ま
う
。し
か
し
な
が
ら
、こ
れ

は
住
ま
い
が
変
わ
っ
た
だ
け
で
あ
り
、夢
ま

で
変
え
る
必
要
は
全
く
な
い
。元
気
な
頃

に
求
め
て
い
た
夢
や
物
語
を
、我
々
介
護

ス
タ
ッ
フ
が
紡
い
で
い
け
ば
よ
い
」と
の
考

え
方
で
あ
る
。

■ 

み
ん
な
の
ま
な
び
ば 

み
館

　　通
常
、人
は
身
内
が
入
居
し
て
い
な
い

限
り
高
齢
者
福
祉
施
設
に
行
く
こ
と
は

な
い
。多
く
の
人
に
と
っ
て
、福
祉
へ
の
関

心
は
自
身
が
65
歳
を
超
え
る
と
自
分
事

と
な
る
が
、そ
う
な
る
ま
で
は
他
人
事
で

あ
り
、関
連
施
設
が
ま
ち
な
か
に
あ
って
も

関
心
を
寄
せ
な
い
。貞
松
氏
は
、こ
の
現
状

を
変
え
よ
う
と
2
0
1
8
年
、長
与
町
本

川
内
地
区
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
に
、学
び

の
場「
ひ
と
と
ま
ち
と
く
ら
し
の
学
校
」と

い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
た
。と
こ

ろ
が
、こ
の
場
所
は
人
通
り
が
少
な
く
、

外
部
と
交
流
す
る
に
は
な
か
な
か
難
し
い

地
域
で
あ
っ
た
。 

　
　

　そ
こ
で
、目
の
前
に
小
学
校
の
敷
地
が

広
が
り
、ま
た
、近
隣
に
は
学
童
施
設
と

町
役
場
が
あ
る
な
ど
、長
与
町
内
で
も
立

地
が
い
い
場
所
に
あ
る
、グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
な
が
よ(※

)

の
1
階
に
、『
み
ん
な
の
ま

な
び
ば 

み
館
』(

以
下
、『
み
館
』)

を
、

2
0
2
0
年
7
月
に
開
設
し
た
。

　貞
松
氏
は
、そ
の
開
設
に
あ
た
り
、

建
物
の
前
の
道
を
行
き
交
う
多
く
の
人
々

の
視
線
を
隔
て
て
し
ま
っ
て
い
た
1
階
部

分
の
壁
を
全
て
取
り
払
う
こ
と
で
、道
行

く
人
々
か
ら
の
視
線
を
得
ら
れ
や
す
い
よ

う
に
し
た
う
え
で
、「
ど
う
す
れ
ば
子
供
の

頃
か
ら
福
祉
施
設
に
来
て
も
ら
え
る
よ
う

に
な
る
の
か
」を
考
え
た
。

(※
)

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な
が
よ・・・松
栄
グ
ル
ー
プ
有

限
会
社(

代
表：前
田
慎
一
郎
氏)

が
運
営
す
る

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
。同
法
人
と
な
が
よ
光
彩
会

は
、同
じ
長
与
町
の
社
会
福
祉
法
人
グ
ル
ー
プ

w
agayo group

（
わ
が
よ
グ
ル
ー
プ
。詳
細

後
述
）に
所
属
し
て
い
る
。

『
み
館
』に
つ
い
て

　

　『み
館
』の
特
徴
は
次
の
3
点
に
集
約
さ

れ
る
。

①
誰
も
が
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
場

  

所
。地
域
の
好
き
な
こ
と
や
得
意
な
こ

と
で
、住
民
や
上
階
の
施
設
に
入
居
し

て
い
る
高
齢
者
が
先
生
や
生
徒
と
な

り
、介
護
職
員
も
輝
く
こ
と
の
で
き
る
、

地
域
に
溶
け
込
ん
だ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス

ペ
ー
ス
兼
デ
イ
ス
ク
ー
ル
。

②
子
供
か
ら
大
人
ま
で
、多
世
代
交
流
の

場
を
提
供
す
る
。閉
鎖
的
な
空
間
と
は

せ
ず
に
、地
域
の
人
や
介
護
施
設
に
関

わ
る
人
同
士
の
接
点
を
創
出
。

③
コ
ン
セ
プ
ト
は〈
ま
ち
の
リ
ビ
ン
グ
〉。

こ
の〈
ま
ち
の
リ
ビ
ン
グ
〉と
い
う
言
葉

に
は
、赤
ち
ゃ
ん
か
ら
小
学
生
、思
春
期

の
中
高
生
、車
椅
子
に
乗
っ
た
高
齢
者
、

日
本
で
暮
ら
す
外
国
人
な
ど
が
交
わ

り
、コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
を
経
験
す
る
こ

と
で
、目
の
前
で
困
っ
て
い
る
人
が
い
た

ら
行
動
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
ほ
し
い
、

と
い
う
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ「
き
ょ
う
し
つ
」

　

　建
物
の
壁
を
取
り
払
い
、目
の
前
の
道

路
を
通
行
す
る
人
々
の
視
線
を『
み
館
』に

向
け
て
も
ら
え
る
よ
う
に
し
た
貞
松
氏
は
、

次
に
中
ま
で
入
っ
て
も
ら
う
導
線
を
得
る

た
め
に
、同
所
に
も「
ひ
と
と
ま
ち
と
く
ら

し
の
学
校
」を
開
校
し
て
、各
種
ワ
ー
ク

ショッ
プ「
き
ょ
う
し
つ
」を
始
め
た
。こ
こ
で

長崎・長与町から福祉の革命を

の
こ
と
も
学
び
た
い
」と
生
徒
に
も
な
っ

た
。「
せ
ん
せ
い
役
は
で
き
な
い
」と
思
っ
て

い
る
住
民
も
多
か
っ
た
そ
う
だ
が
、こ
ん
な

こ
と
に
ニ
ー
ズ
が
あ
る
の
か
、と
い
う
こ
と

を
地
域
住
民
に
知
っ
て
も
ら
う
き
っ
か
け

と
な
っ
た
の
で
あ
る
。貞
松
氏
は
、こ
の
せ

ん
せ
い
た
ち
を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
す
る
こ
と

も
自
分
の
役
割
の
1
つ
と
認
識
し
て
お

り
、〝
好
き
〞や〝
得
意
〞を
生
業
に
で
き
る

仕
組
み
づ
く
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
る
。

職
員
と
入
居
者
が

共
に
活
躍
で
き
る
場
所

　　大
手
企
業
で
は
従
業
員
の
副
業
を
認

め
て
い
る
と
こ
ろ
も
多
い
が
、福
祉
法
人
に

勤
務
し
て
い
る
職
員
は
福
祉
関
連
の
仕
事

し
か
知
ら
な
い
た
め
に
、違
う
仕
事
に
挑

む
た
め
の
ス
キ
ル
が
不
足
し
て
い
る
。そ
こ

で
、貞
松
氏
は
、介
護
の
仕
事
を
や
っ
て
い

な
か
っ
た
ら
何
を
や
り
た
か
っ
た
の
か
？
を

自
社
職
員
に
問
い
、そ
こ
か
ら
出
て
き
た

職
業
の
訓
練
を『
み
館
』に
て
行
う
こ
と
を

考
え
て
い
る
。例
え
ば
、D
I
Y(※

)

に
興

味
が
あ
る
職
員
の
た
め
に
、大
工
を
講
師

に
招
い
た
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
を『
み
館
』に

開
講
す
る
。ま
た
、バ
ー
の
店
員
希
望
者
に

は『
み
館
』に
バ
ー
テ
ン
ダ
ー
を
招
聘
し

て
カ
ク
テ
ル
の
作
り
方
を
学
ば
せ
た
後
、

週
末
に
は『
み
館
』で
バ
ー
テ
ン
ダ
ー
と
し

て
副
収
入
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
。さ

ら
に
、こ
の
場
合
に
は
、作
っ
た
カ
ク
テ
ル
を

上
階
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な
が
よ
に
も
提

供
す
る
こ
と
で
、入
居
者
の
満
足
度
向
上

に
も
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。同
氏
は
、

「
人
と
組
織
が
持
続
し
て
い
く
た
め
の
仕

組
み
づ
く
り
が
自
分
の
仕
事
で
あ
り
、

職
員
に
は
セ
カ
ン
ド
キ
ャ
リ
ア
・マ
ル
チ

キ
ャ
リ
ア
で
、自
ら
も
稼
ぐ
福
祉
人
に
な
っ

て
も
ら
い
た
い
」と
語
る
。一
方
、グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
な
が
よ
の
入
居
者
に
つ
い
て
も
、

〝
せ
ん
せ
い
〞と
し
て
自
身
の
特
技
を
活
か

す
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
で
、サ
ー
ビ
ス

を
受
け
る
側
に
留
ま
ら
ず
、教
え
る
側
に

も
な
って
も
ら
い
、自
身
の
生
活
の
充
実
度

を
上
げ
て
も
ら
い
た
い
と
願
って
い
る
。

　貞
松
氏
は
、周
囲
の
人
た
ち
か
ら「『
み

館
』は
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、地
域
の
た
め

に
つ
く
ら
れ
た
施
設
で
す
よ
ね
？
」と
よ
く

言
わ
れ
る
そ
う
だ
が
、本
人
は
そ
の
よ
う

な
考
え
で
は
な
く
、「
あ
く
ま
で
も『
み
館
』

の〝
核
〞は
、wagayo group

の
職
員
と

施
設
の
入
居
者
が
活
躍
す
る
場
の
提
供

で
あ
り
、そ
の
核
と
し
て
作
り
上
げ
た
も

の
を
地
域
に
お
す
そ
分
け
し
な
が
ら
共
に

楽
し
む
こ
と
で
、地
域
の
方
も
訪
れ
る
場

所
で
あ
り
た
い
」と
し
て
い
る
。

(※
)

D
I
Y
・・・「D

o It Yourself

」の
略
語
で

「
自
分
自
身
で
や
る
」と
い
う
意
味
。

ま
ち
の
リ
ビ
ン
グ『
み
館
』

　

　『み
館
』で
は
、毎
月
タ
イ
人
の
ス
タ
ッ
フ

が
タ
イ
の
家
庭
料
理
を
地
域
に
お
す
そ
分

け
す
る「
ら
ふ（〝
で
こ
ぼ
こ
〞の
意
）キ
ッ
チ

ン
」が
開
催
さ
れ
て
い
る
。こ
れ
は
、長
与

町
が
子
供
の
居
場
所
づ
く
り
を
模
索
し

て
い
る
な
か
で『
み
館
』と
出
会
い
、『
み

館
』が
町
の
食
堂
的
な
役
割
を
担
う
よ
う

に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　貞
松
氏
は
、家
庭
と
学
校
、そ
れ
に
第

3
の
場
所
と
い
う
意
味
の〝
サ
ー
ド
プ
レ

イ
ス
〞と
い
う
言
葉
を
好
ま
な
い
。「
サ
ー

ド
に
合
わ
な
い
子
供
は
フ
ォ
ー
ス
に
行
く

の
か
？
」と
、家
庭
か
ら
ど
ん
ど
ん
離
れ
る

場
所
が
作
ら
れ
て
い
く
こ
と
に
違
和
感
を

覚
え
て
い
る
。そ
こ
で
、親
子
で
参
加
で
き

る「
き
ょ
う
し
つ
」を
開
催
す
る
こ
と
で
、

子
育
て
の
フ
ァ
ー
ス
ト
プ
レ
イ
ス
で
あ
る
家

庭
に
子
供
た
ち
の
様
子
を
届
け
る
役
割
を

『
み
館
』が
担
う
こ
と
に
し
た
。

　本
来
、地
域
の
困
り
ご
と
は
、行
政
を

訪
れ
て
相
談
す
る
は
ず
で
あ
る
。と
こ
ろ

が
、お
そ
ら
く
町
民
の
大
多
数
は
、苦
情

以
外
で
町
役
場
に
行
っ
た
こ
と
が
な
い
。

貞
松
氏
が『
み
館
』を〈
ま
ち
の
リ
ビ
ン
グ
〉

と
謳
う
の
は「
何
気
な
い
会
話
の
な
か
に

こ
そ
、家
庭
や
ま
ち
の
課
題
が
あ
る
の
で

は
？
」と
の
考
え
か
ら
で
あ
る
。「
○
○
相

談
所
と
す
る
と
人
は
来
な
い
が
、〝
リ
ビ
ン

グ
〞と
す
る
と
集
ま
り
や
す
い
。そ
こ
で
、

何
か
ワ
ー
ク
の
よ
う
な
も
の
を
し
な
が
ら
、

会
話
す
る
な
か
に
情
報
が
あ
り
、同
じ
意

見
で
も
月
に
10
回
く
ら
い
出
る
と
な
る
と

こ
の
町
に
足
り
な
い
サ
ー
ビ
ス
か
も
し
れ

ず
、そ
れ
を
社
会
福
祉
法
人
の
地
域
公
益

事
業
と
し
て
検
討
す
る
」、つ
ま
り『
み
館
』

を
地
域
課
題
の
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
の
場
、マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
の
場
と
し
て
も
機
能
さ
せ
て
い

る
。他
方
、毎
回
の
よ
う
に
出
て
く
る
不
満

話
な
ど
は
、行
政
が
対
処
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
案
件
と
し
て
、町
へ
報
告
す
る
。

長
与
の
リ
ビ
ン
グ『
み
館
』

　

　貞
松
氏
の
活
動
は
、行
政
か
ら
も
注

目
さ
れ
て
長
与
町
の
2
0
2
2
年
町
勢

要
覧(※

)

の
巻
頭
に『
み
館
』が《
長
与
の

リ
ビ
ン
グ
》と
し
て
掲
載
さ
れ
た
。本
来
、

行
政
の
施
策
と
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
が『
み
館
』で
は
既
に
取
り
組
ま

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、町
が『
み
館
』を
活

用
し
始
め
た
の
で
あ
る
。

　『み
館
』は
、な
が
よ
光
彩
会
の
公
益
事

業
部
門
の
拠
点
と
し
て
運
営
さ
れ
て
い

る
。こ
れ
ま
で
、町
と
は
高
齢
者
福
祉
事

業
を
管
轄
し
て
い
る
介
護
保
険
課
と
し

か
関
わ
り
が
な
か
っ
た
が
、現
在
は
、健
康

保
険
課
や
こ
ど
も
政
策
課
、秘
書
広
報

課
な
ど
様
々
な
部
署
と
も
つ
な
が
る
よ
う

に
な
っ
た
。

(※
)

長
与
町 

2
0
2
2 

町
勢
要
覧
　

https://w
ebtow

n.nagayo.jp/kiji003
728/3_728_up_yck5bb31.pdf

イ
ベ
ン
ト
の
運
営

　

　長
与
町
健
康
保
険
課
は
、コ
ロ
ナ
へ
の

対
応
で
年
中
忙
し
い
。そ
こ
で
2
0
2
1

年
11
月
、同
課
主
催
の
イ
ベ
ン
ト「A

rea 

Research T
rail W

alking(

通
称
：

A
RT
 W
alking in N

A
G
A
YO
)

」の

運
営
を
、な
が
よ
光
彩
会
が
受
託
し
た
。

本
イ
ベ
ン
ト
を
受
託
す
る
に
あ
た
り
、貞

松
氏
が
町
に
提
案
し
た
の
が「
ま
ち
を
繋

ぐ
、福
祉
に
出
会
う
」と
い
う
形
で
あ
る
。

イ
ベ
ン
ト
の
参
加
者
に
は『
み
館
』に
立
ち

寄
って
も
ら
い
、『
み
館
』か
ら
そ
の
人
た
ち

に
向
け
て
福
祉
に
関
す
る
情
報
を
発
信
す

る
と
い
う
、福
祉
の
情
報
を
能
動
的
に
取

り
に
来
て
も
ら
う
仕
組
み
を
作
っ
た
。

◆A
RT W

alking in N
A
G
A
YO

　

　
（
ア
ー
ト
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ 

イ
ン 

な
が
よ
）

  ・ 

開
催
期
間
は
1
ヶ
月
。1
日
で
歩
い
て

回
る
と
6
時
間
は
か
か
る
コ
ー
ス
。

  ・ 

2
0
2
2
年
1
月
か
ら
12
月
ま
で
12

枚
の
カ
レ
ン
ダ
ー
を
作
成
。ひ
と
月
ご

と
に
、な
が
よ
光
彩
会
の
取
材
チ
ー
ム

が
取
材
し
た
町
内
12
店
舗
の
Q
R

長崎経済研究所 調査研究部

コ
ー
ド
を
掲
載
し
て
お
り
、該
当
の

店
舗
に
行
け
ば
カ
レ
ン
ダ
ー
を
受
け

取
る
こ
と
が
で
き
る
。
12
店
舗
全
て
を

回
る
と
、2
0
2
2
年
の
カ
レ
ン
ダ
ー

が
全
部
揃
う
こ
と
と
な
り
、そ
れ
を『
み

館
』に
持
参
す
る
と
、カ
レ
ン
ダ
ー
を
飾

る
木
製
台
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

  ・ 『
み
館
』を
訪
れ
た
人
は
、障
が
い
者

ス
ポ
ー
ツ〝
ボ
ッ
チ
ャ
〞も
体
験
で
き
、

景
品
を
持
ち
帰
って
も
ら
う
。

  ・ 

コ
ロ
ナ
禍
か
ら
、な
が
よ
光
彩
会
の
介

護
職
員
は
当
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
。そ
こ
で
、期
間
中
の

人
手
不
足
を
補
う
べ
く
、紙
の
カ
レ
ン

ダ
ー
を
受
け
取
る
方
式
と
と
も
に
、

株
式
会
社
デ
ン
ソ
ー
ウ
ェ
ー
ブ
の
協

力
の
も
と
、店
先
の
Q
R
コ
ー
ド
を
読

み
取
る
こ
と
で
専
用
の
ア
プ
リ
に
ス
タ

ン
プ
が
貯
ま
る
、と
い
う
2
通
り
の
店

舗
巡
り
方
法
を
作
成
。

　こ
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
の
参
加
者
は
、

行
政
が
企
画
・
運
営
す
る
と
ど
う
し
て
も

高
齢
者
に
偏
っ
て
し
ま
う
。こ
れ
を
貞
松

氏
は
、長
与
町
健
康
保
険
課
が
タ
ー
ゲ
ッ

ト
と
考
え
る
20
〜
60
代
の
参
加
を
促
す
こ

と
を
目
標
に
定
め
た
。こ
の
目
標
を
ク
リ

ア
す
る
た
め
に
、イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す
る

店
舗
の
選
定
を『
み
館
』に
遊
び
に
来
て
い

る
子
供
た
ち
と
行
い
、同
時
に
そ
の
店
舗

で
も
ら
え
る
商
品
も
決
め
た
。す
る
と
、

子
供
た
ち
は
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
自
分
た
ち

が
つ
く
っ
た
も
の
だ
か
ら
と
、親
を
誘
っ
た

の
で
あ
る
。子
供
の
親
が
参
加
す
る
こ
と

に
よ
り
、若
い
世
代
の
参
加
者
が
増
え
る

こ
と
に
な
っ
た
。そ
の
結
果
、当
イ
ベ
ン
ト
へ

の
参
加
者
の
年
齢
は
、60
代
が
最
も
多

か
っ
た
も
の
の
、次
点
は
40
代
、つ
い
で
30

代
と
な
り
、親
世
代
に
届
く
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
成
功
を
収
め
た
。

■ w
agayo  group

     （
わ
が
よ 

グル
ー
プ
）

　　〝wagayo group

〞と
は
、な
が
よ
光

彩
会
が
運
営
す
る《
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム 

か
が
や
き
》と《
み
ん
な
の
ま
な
び
ば 

み
館
》、総
合
ウ
ェル
フ
ェア
株
式
会
社(

代

表
：
前
田
俊
昭
氏)

が
運
営
す
る《
ぴ
ー
ぷ

る
長
崎
》、前
出
の《
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な

が
よ
》と
い
う
、長
与
町
内
4
つ
の
福
祉

施
設
か
ら
な
る
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
。同
グ

ル
ー
プ
は
、『
人
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
』、

『
地
域（
長
与
）の
た
め
に
で
き
る
こ
と
』、

『
社
会
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
』の
3
つ
の

理
念
を
掲
げ
て
お
り
、「
夢
・
物
語
の
支
援

〜
人
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
を
」と
し
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
い
、福
祉
を
魅
力

的
な
職
場
と
し
て
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
る
。

　高
齢
者
の
介
護
で
は
、食
事
と
排
泄

の
介
助
が
主
目
的
の
よ
う
に
な
っ
て
お

り
、そ
の
人
の
背
景
に
あ
る
人
生
は
軽
視

さ
れ
が
ち
で
あ
る
。そ
こ
で
、wagayo 

group

で
は
個
別
の
夢
を
実
現
さ
せ
る
と

い
う
、日
常
の
ケ
ア
に
プ
ラ
ス
ワ
ン
の
支
援

を
加
え
る
よ
う
に
し
た
。同
グ
ル
ー
プ
は

「
こ
の
よ
う
な
支
援
が
、人
と
し
て
当
た
り

前
の〝
支
援
〞で
あ
る
。高
齢
者
や
障
が
い

者
、患
者
な
ど
様
々
な
困
難
な
状
況
に
あ

る
人
の
心
を
知
り
受
容
す
る
こ
と
で
、寄

り
添
え
る
こ
と
の
大
切
さ
を
、さ
ら
に
心

を
元
気
に
し
て
い
く
こ
と
を
伝
え
て
い
き

た
い
」と
し
て
い
る
。

■ 

今
後
の
動
き
に
つ
い
て

法
人
内
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

開
発

　　イ
ベ
ン
ト
、AR

T
 W
alking in 

N
A
G
A
Y
O

運
営
の
際
に
協
力
し
て
も

ら
っ
た
株
式
会
社
デ
ン
ソ
ー
ウ
ェ
ー
ブ
と
と

も
に
、法
人
内
ア
プ
リ
の
開
発
に
取
り
組

ん
で
い
る
。そ
の
ア
プ
リ
で
は
、例
え
ば
お

手
伝
い
ポ
イ
ン
ト
を
貯
め
る
と
食
事
券
が

も
ら
え
る
な
ど
、食
事
の
提
供
も
無
償
で

は
な
く
、労
働
の
対
価
と
す
る
。ま
た
、『
み

館
』の
商
品
と
も
交
換
で
き
る
が
、そ
の
商

品
に
は
福
祉
的
背
景（
施
設
の
入
居
者
が

作
っ
た
も
の
な
ど
）が
あ
る
こ
と
か
ら
、そ
れ

を
手
に
す
る
人
に
は〝
福
祉
〞が
関
わ
っ
て

い
る
こ
と
が
伝
わ
る
よ
う
に
な
って
い
る
。

　最
終
的
に
は
、こ
の
仕
組
み
を
長
与
町

に
も
広
げ
る
こ
と
で
、町
内
で
行
っ
た
清
掃

活
動
な
ど
が
ポ
イ
ン
ト
と
な
り
、貯
ま
っ
た

ポ
イ
ン
ト
で
町
内
店
舗
の
何
か
と
交
換
で

き
る
と
い
う
、い
わ
ゆ
る
地
域
通
貨
的
役

割
も
担
え
る
ア
プ
リ
に
な
れ
ば
、と
考
え

て
い
る
。地

元
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
と

の
連
携

　　ス
タ
ジ
ア
ム
シ
テ
ィ
構
想
な
ど
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
通
じ
た
地
域
活
性
化
に

取
り
組
む
長
崎
ヴ
ェ
ル
カ
と
、高
齢
者
福

祉
施
設
と
の
連
携
で
何
か
で
き
な
い
か
に

つ
い
て
も
検
討
し
て
い
る
。ス
ポ
ー
ツ
と
福

祉
で
互
い
に
総
合
的
な
学
び
と
な
り
、

ヴ
ェ
ル
カ
か
ら
福
祉
を
発
信
し
て
も
ら
う

こ
と
で
多
く
の
人
に
も
届
く
こ
と
と
な

る
。ま
た
、親
会
社
の
ジ
ャ
パ
ネ
ッ
ト
H
D

に
も
福
祉
へ
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
こ

と
に
も
つ
な
が
る
。

長
与
町
外
の
人
々
と
の

触
れ
合
う
機
会
を
創
出

　　近
い
将
来
、例
え
ば
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
事

業
を
行
う
な
ど
し
て
、職
員
が
県
内
各
地

に
赴
き
、さ
ま
ざ
ま
な
地
域
と
、人
と
触

れ
合
う
こ
と
で
、な
が
よ
光
彩
会
の
彩
あ

る
福
祉
を
届
け
、福
祉
へ
の
関
心
を
広
め

〝
ふ
く
し
を
ひ
ら
い
て
い
く
〞事
業
部
門
を

展
開
す
る
。

役
割
に
応
じ
た

経
営
体
制
の
構
築

　　な
が
よ
光
彩
会
で
は
、2
0
2
2
年
6

月
下
旬
に
経
営
陣
を
刷
新
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。現
在
6
人
い
る
理
事
の
う
ち
、理

事
長
の
貞
松
氏
と《
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
か
が
や
き
》の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
行
っ
て

い
る
理
事
が
続
投
。残
り
4
人
の
理
事

を
、①
介
護
ソ
フ
ト「C

A
R
EK
A
R
T
E

(

ケ
ア
カ
ル
テ)

」導
入
に
伴
う
福
祉
分
野

に
お
け
る
I
C
T(※

)

の
利
活
用
担
当
、

②
こ
れ
か
ら
新
た
に
取
り
組
む
障
が
い
者

事
業
全
般
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
担
当
、③
医

療
・
看
取
り
部
門
の
担
当
、④
メ
ニ
ュ
ー

開
発
な
ど「
食
」の
充
実
の
担
当
と
し
、そ

れ
ぞ
れ
30
〜
50
歳
代
の
比
較
的
若
い
メ
ン

バ
ー
が
就
任
し
た
。な
か
で
も
、④
に
は
厨

房
の
パ
ー
ト
職
員
を
抜
擢
し
て
、パ
ー
ト

視
点
の
意
見
を
法
人
の
運
営
に
生
か
す
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

　ま
た
、監
事
2
名
に
は
、貞
松
理
事
長

と
同
世
代
で
あ
る
長
崎
市
の
福
祉
法
人

の
理
事
が
就
任
。他
方
、7
人
の
評
議
委

員
に
は
、同
じ
く
貞
松
理
事
長
の
同
世
代

で
長
崎
の
社
会
福
祉
の
キ
ー
マ
ン
と
言
わ

れ
て
い
る
佐
世
保
市
の
福
祉
法
人
の
理
事

長
を
は
じ
め
、民
間
シ
ン
ク
タ
ン
ク
の
代

表
や
ジ
ェン
ダ
ー
問
題
に
取
り
組
む
活
動

団
体
の
代
表
な
ど
、様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
人

材
が
就
任
し
て
お
り
、な
が
よ
光
彩
会
に

対
し
て
多
面
的
・
多
角
的
に
意
見
、助
言

し
て
も
ら
う
体
制
を
整
え
た
。

(※
)

I
C
T
・・・「In

fo
rm
a
tio
n
 a
n
d
 

C
om
m
unication T

echnology

」の
略

称
で
、「
情
報
通
信
技
術
」と
い
う
意
味
。

お
わ
り
に

　　社
会
福
祉
法
人
な
が
よ
光
彩
会
は
、

長
崎
県
か
ら
の
指
名
で「
介
護
の
し
ご
と

魅
力
伝
道
師
事
業
」を
3
年
間
担
っ
て
い

る
。こ
の
事
業
は
、発
信
力
に
課
題
を
も
つ

福
祉
業
界
に
対
し
て
、福
祉
分
野
に
お
け

る
発
信
力
を
も
つ
人
材
の
育
成
を
目
的
と

し
て
い
る
が
、貞
松
理
事
長
は「
指
導
し
た

人
た
ち
は
、こ
の
3
年
間
で
し
っ
か
り
自

分
の
言
葉
で
話
せ
る
よ
う
に
な
り
、プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
も
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

が
、そ
の
人
た
ち
が
所
属
す
る
組
織
は
変

わ
ら
な
か
っ
た
。人
だ
け
で
は
な
く
、組
織

に
も
届
く
よ
う
な
事
業
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」と
語
る
。

　そ
こ
で
、同
氏
は「
佐
世
保
市
の
就
労

継
続
支
援
B
型
事
業
所
や
障
が
い
者
支

援
施
設
、長
崎
市
の
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
な
ど
に
は
、同
世
代
に
多
く
の
プ

レ
イ
ヤ
ー
が
い
る
。県
の
力
も
借
り
な
が

ら
、他
県
の
福
祉
関
係
者
に
こ
れ
ら
の
施

設
を
見
学
し
て
い
た
だ
き
、そ
の
質
の
高

さ
を
実
感
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、〝
長
崎
の

福
祉
〞を
発
信
し
て
い
く
」と
、同
事
業
の

今
後
を
考
え
て
い
る
。

　ま
も
な
く
開
設
2
年
目
を
迎
え
る
福

祉
施
設『
み
館
』に
お
け
る
取
組
み
の
な
か

に
は
、地
域
課
題
の
解
決
に
取
り
組
ん
で

い
る
も
の
も
あ
り
、1
つ
の
福
祉
施
設
が

地
域
と
の
交
流
の
形
を
大
き
く
変
え
た

事
例
と
な
っ
た
。貞
松
理
事
長
の
斬
新
な

取
組
み
に
よ
り
、wagayo group

に
は

「
こ
こ
で
働
き
た
い
」、「
み
館
で
働
き
た

い
」と
の
申
し
出
が
増
え
て
お
り
、同
グ

ル
ー
プ
は
こ
こ
数
年
、職
員
の
募
集
を
行

わ
な
く
て
も
人
材
が
集
ま
る
珍
し
い
福
祉

グ
ル
ー
プ
と
な
っ
た
。

　福
祉
に
つ
い
て
、新
た
な
視
点
で
取

り
組
み
続
け
て
い
る
貞
松
理
事
長
と

w
agayo group

。〝
福
祉
と
地
域
と
の

共
生
〞と
い
う
在
り
方
を
示
し
て
業
界
の

魅
力
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
で
人
材
を
集

め
、超
高
齢
社
会
に
対
応
し
よ
う
と
し
て

い
る
。福
祉
の
世
界
で
こ
の
よ
う
な
取
組

み
が
展
開
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
驚
き
で
あ

り
、こ
こ
長
崎
が
明
る
く
住
み
や
す
い
県

と
し
て
認
識
さ
れ
る
こ
と
に
つ
な
が
る
も

の
と
思
わ
れ
る
。長
崎
県
は
、全
国
か
ら

福
祉
や
自
治
体
の
関
係
者
な
ど
が
視
察

に
訪
れ
る〝
福
祉
の
先
進
県
〞と
し
て
も
、

そ
の
地
位
を
確
立
す
る
こ
と
が
で
き
る
可

能
性
を
秘
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

1

2

こ
う
さ
い
か
い

ひ  

と  

ご
と

さ
だ
ま
つ
と
お
る

『みんなのまなびば み館』の外観

Ⅰ

Ⅱ

Ⅱ
2000年

2005～06年

2007～12年

2014年

2020年
2022年　

理学療法士の資格を取得後、赴任経
験のある沖縄の病院に就職
沖縄の病院を退職後、バックパッカーと
して世界を回る
沖縄に帰島。フィジー共和国の理学療
法士臨床研修、及びコロンビア共和国
の障害者総合リハビリテーションと、社
会参加本邦研修のプロジェクトマネー
ジャーにそれぞれ就任。また、国際医療
ツーリズム事業にて、中国とロシアを担当
統括施設長兼法人事務局長として、社会
福祉法人ながよ光彩会の設立に携わる
”みんなのまなびば「み館」”がオープン
社会福祉法人ながよ光彩会の理事長
に就任

Profile

社会福祉法人 ながよ光彩会
理事長　貞松 徹
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長崎だより長崎だより

は
、介
護
職
員
だ
け
で
な
く
、施
設
の
入
居

者
や
地
域
の
子
供
な
ど
、誰
も
が
〞せ
ん
せ

い〞
に
な
る
こ
と
が
で
き
、ま
た
反
対
に
生

徒
に
も
な
れ
る
こ
と
が
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。

　「き
ょ
う
し
つ
」の
開
催
は
、ま
ず
な
が
よ

光
彩
会
の
職
員
に
発
表
し
、そ
の
後
地
域

に
向
け
て
公
開
し
て
い
る
が
、情
報
公
開

と
同
時
に
常
に
満
席
と
な
って
い
る
。こ
れ

ま
で
延
べ
1
4
0
回
近
く
開
催
さ
れ
て
い

る
が
、そ
の
内
容
は
、か
つ
て
華
道
・
池
坊

の
先
生
だ
っ
た
入
居
者
が
行
う「
生
け
花

き
ょ
う
し
つ
」（
こ
の
入
居
者
は
、せ
ん
せ
い

募
集
の
ポ
ス
タ
ー
に
も
登
場
）や
、13
歳
の

男
の
子
が
せ
ん
せ
い
を
務
め
る「
魚
の
3

枚
お
ろ
し
き
ょ
う
し
つ
」、そ
の
他「
せ
い
か

い
の
な
い
、お
は
ぎ
き
ょ
う
し
つ
」、「
親
と

子
ど
も
の
い
の
ち
の
き
ょ
う
し
つ
」、「
て
の

ひ
ら
の
珈
琲
き
ょ
う
し
つ
」な
ど
、バ
ラ
エ

テ
ィ
に
富
ん
で
い
る
。

　貞
松
氏
は
、せ
ん
せ
い
役
に
自
社
の
介

護
職
員
を
起
用
し
よ
う
と
し
た
も
の
の
、

コ
ロ
ナ
禍
も
あ
り
難
し
か
っ
た
。そ
こ
で
、

地
域
住
民
の
方
々
に
担
っ
て
も
ら
う
こ
と

に
し
た
と
こ
ろ
、せ
ん
せ
い
と
な
っ
た
地
域

の
住
民
た
ち
が
再
び『
み
館
』を
訪
れ
、「
他

の
こ
と
も
学
び
た
い
」と
生
徒
に
も
な
っ

た
。「
せ
ん
せ
い
役
は
で
き
な
い
」と
思
っ
て

い
る
住
民
も
多
か
っ
た
そ
う
だ
が
、こ
ん
な

こ
と
に
ニ
ー
ズ
が
あ
る
の
か
、と
い
う
こ
と

を
地
域
住
民
に
知
っ
て
も
ら
う
き
っ
か
け

と
な
っ
た
の
で
あ
る
。貞
松
氏
は
、こ
の
せ

ん
せ
い
た
ち
を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
す
る
こ
と

も
自
分
の
役
割
の
1
つ
と
認
識
し
て
お

り
、〝
好
き
〞や〝
得
意
〞を
生
業
に
で
き
る

仕
組
み
づ
く
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
る
。

職
員
と
入
居
者
が

共
に
活
躍
で
き
る
場
所

　　大
手
企
業
で
は
従
業
員
の
副
業
を
認

め
て
い
る
と
こ
ろ
も
多
い
が
、福
祉
法
人
に

勤
務
し
て
い
る
職
員
は
福
祉
関
連
の
仕
事

し
か
知
ら
な
い
た
め
に
、違
う
仕
事
に
挑

む
た
め
の
ス
キ
ル
が
不
足
し
て
い
る
。そ
こ

で
、貞
松
氏
は
、介
護
の
仕
事
を
や
っ
て
い

な
か
っ
た
ら
何
を
や
り
た
か
っ
た
の
か
？
を

自
社
職
員
に
問
い
、そ
こ
か
ら
出
て
き
た

職
業
の
訓
練
を『
み
館
』に
て
行
う
こ
と
を

考
え
て
い
る
。例
え
ば
、D
I
Y(※

)

に
興

味
が
あ
る
職
員
の
た
め
に
、大
工
を
講
師

に
招
い
た
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
を『
み
館
』に

開
講
す
る
。ま
た
、バ
ー
の
店
員
希
望
者
に

は『
み
館
』に
バ
ー
テ
ン
ダ
ー
を
招
聘
し

て
カ
ク
テ
ル
の
作
り
方
を
学
ば
せ
た
後
、

週
末
に
は『
み
館
』で
バ
ー
テ
ン
ダ
ー
と
し

て
副
収
入
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
。さ

ら
に
、こ
の
場
合
に
は
、作
っ
た
カ
ク
テ
ル
を

上
階
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な
が
よ
に
も
提

供
す
る
こ
と
で
、入
居
者
の
満
足
度
向
上

に
も
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。同
氏
は
、

「
人
と
組
織
が
持
続
し
て
い
く
た
め
の
仕

組
み
づ
く
り
が
自
分
の
仕
事
で
あ
り
、

職
員
に
は
セ
カ
ン
ド
キ
ャ
リ
ア
・マ
ル
チ

キ
ャ
リ
ア
で
、自
ら
も
稼
ぐ
福
祉
人
に
な
っ

て
も
ら
い
た
い
」と
語
る
。一
方
、グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
な
が
よ
の
入
居
者
に
つ
い
て
も
、

〝
せ
ん
せ
い
〞と
し
て
自
身
の
特
技
を
活
か

す
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
で
、サ
ー
ビ
ス

を
受
け
る
側
に
留
ま
ら
ず
、教
え
る
側
に

も
な
って
も
ら
い
、自
身
の
生
活
の
充
実
度

を
上
げ
て
も
ら
い
た
い
と
願
って
い
る
。

　貞
松
氏
は
、周
囲
の
人
た
ち
か
ら「『
み

館
』は
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、地
域
の
た
め

に
つ
く
ら
れ
た
施
設
で
す
よ
ね
？
」と
よ
く

言
わ
れ
る
そ
う
だ
が
、本
人
は
そ
の
よ
う

な
考
え
で
は
な
く
、「
あ
く
ま
で
も『
み
館
』

の〝
核
〞は
、wagayo group

の
職
員
と

施
設
の
入
居
者
が
活
躍
す
る
場
の
提
供

で
あ
り
、そ
の
核
と
し
て
作
り
上
げ
た
も

の
を
地
域
に
お
す
そ
分
け
し
な
が
ら
共
に

楽
し
む
こ
と
で
、地
域
の
方
も
訪
れ
る
場

所
で
あ
り
た
い
」と
し
て
い
る
。

(※
)

D
I
Y
・・・「D

o It Yourself

」の
略
語
で

「
自
分
自
身
で
や
る
」と
い
う
意
味
。

ま
ち
の
リ
ビ
ン
グ『
み
館
』

　

　『み
館
』で
は
、毎
月
タ
イ
人
の
ス
タ
ッ
フ

が
タ
イ
の
家
庭
料
理
を
地
域
に
お
す
そ
分

け
す
る「
ら
ふ（〝
で
こ
ぼ
こ
〞の
意
）キ
ッ
チ

ン
」が
開
催
さ
れ
て
い
る
。こ
れ
は
、長
与

町
が
子
供
の
居
場
所
づ
く
り
を
模
索
し

て
い
る
な
か
で『
み
館
』と
出
会
い
、『
み

館
』が
町
の
食
堂
的
な
役
割
を
担
う
よ
う

に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　貞
松
氏
は
、家
庭
と
学
校
、そ
れ
に
第

3
の
場
所
と
い
う
意
味
の〝
サ
ー
ド
プ
レ

イ
ス
〞と
い
う
言
葉
を
好
ま
な
い
。「
サ
ー

ド
に
合
わ
な
い
子
供
は
フ
ォ
ー
ス
に
行
く

の
か
？
」と
、家
庭
か
ら
ど
ん
ど
ん
離
れ
る

場
所
が
作
ら
れ
て
い
く
こ
と
に
違
和
感
を

覚
え
て
い
る
。そ
こ
で
、親
子
で
参
加
で
き

る「
き
ょ
う
し
つ
」を
開
催
す
る
こ
と
で
、

子
育
て
の
フ
ァ
ー
ス
ト
プ
レ
イ
ス
で
あ
る
家

庭
に
子
供
た
ち
の
様
子
を
届
け
る
役
割
を

『
み
館
』が
担
う
こ
と
に
し
た
。

　本
来
、地
域
の
困
り
ご
と
は
、行
政
を

訪
れ
て
相
談
す
る
は
ず
で
あ
る
。と
こ
ろ

が
、お
そ
ら
く
町
民
の
大
多
数
は
、苦
情

以
外
で
町
役
場
に
行
っ
た
こ
と
が
な
い
。

貞
松
氏
が『
み
館
』を〈
ま
ち
の
リ
ビ
ン
グ
〉

と
謳
う
の
は「
何
気
な
い
会
話
の
な
か
に

こ
そ
、家
庭
や
ま
ち
の
課
題
が
あ
る
の
で

は
？
」と
の
考
え
か
ら
で
あ
る
。「
○
○
相

談
所
と
す
る
と
人
は
来
な
い
が
、〝
リ
ビ
ン

グ
〞と
す
る
と
集
ま
り
や
す
い
。そ
こ
で
、

何
か
ワ
ー
ク
の
よ
う
な
も
の
を
し
な
が
ら
、

会
話
す
る
な
か
に
情
報
が
あ
り
、同
じ
意

見
で
も
月
に
10
回
く
ら
い
出
る
と
な
る
と

こ
の
町
に
足
り
な
い
サ
ー
ビ
ス
か
も
し
れ

ず
、そ
れ
を
社
会
福
祉
法
人
の
地
域
公
益

事
業
と
し
て
検
討
す
る
」、つ
ま
り『
み
館
』

を
地
域
課
題
の
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
の
場
、マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
の
場
と
し
て
も
機
能
さ
せ
て
い

る
。他
方
、毎
回
の
よ
う
に
出
て
く
る
不
満

話
な
ど
は
、行
政
が
対
処
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
案
件
と
し
て
、町
へ
報
告
す
る
。

長
与
の
リ
ビ
ン
グ『
み
館
』

　

　貞
松
氏
の
活
動
は
、行
政
か
ら
も
注

目
さ
れ
て
長
与
町
の
2
0
2
2
年
町
勢

要
覧(※

)

の
巻
頭
に『
み
館
』が《
長
与
の

リ
ビ
ン
グ
》と
し
て
掲
載
さ
れ
た
。本
来
、

行
政
の
施
策
と
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
が『
み
館
』で
は
既
に
取
り
組
ま

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、町
が『
み
館
』を
活

用
し
始
め
た
の
で
あ
る
。

　『み
館
』は
、な
が
よ
光
彩
会
の
公
益
事

業
部
門
の
拠
点
と
し
て
運
営
さ
れ
て
い

る
。こ
れ
ま
で
、町
と
は
高
齢
者
福
祉
事

業
を
管
轄
し
て
い
る
介
護
保
険
課
と
し

か
関
わ
り
が
な
か
っ
た
が
、現
在
は
、健
康

保
険
課
や
こ
ど
も
政
策
課
、秘
書
広
報

課
な
ど
様
々
な
部
署
と
も
つ
な
が
る
よ
う

に
な
っ
た
。

(※
)

長
与
町 

2
0
2
2 

町
勢
要
覧
　

https://w
ebtow

n.nagayo.jp/kiji003
728/3_728_up_yck5bb31.pdf

イ
ベ
ン
ト
の
運
営

　

　長
与
町
健
康
保
険
課
は
、コ
ロ
ナ
へ
の

対
応
で
年
中
忙
し
い
。そ
こ
で
2
0
2
1

年
11
月
、同
課
主
催
の
イ
ベ
ン
ト「A

rea 

Research T
rail W

alking(

通
称
：

A
RT
 W
alking in N

A
G
A
YO
)

」の

運
営
を
、な
が
よ
光
彩
会
が
受
託
し
た
。

本
イ
ベ
ン
ト
を
受
託
す
る
に
あ
た
り
、貞

松
氏
が
町
に
提
案
し
た
の
が「
ま
ち
を
繋

ぐ
、福
祉
に
出
会
う
」と
い
う
形
で
あ
る
。

イ
ベ
ン
ト
の
参
加
者
に
は『
み
館
』に
立
ち

寄
って
も
ら
い
、『
み
館
』か
ら
そ
の
人
た
ち

に
向
け
て
福
祉
に
関
す
る
情
報
を
発
信
す

る
と
い
う
、福
祉
の
情
報
を
能
動
的
に
取

り
に
来
て
も
ら
う
仕
組
み
を
作
っ
た
。

◆A
RT W

alking in N
A
G
A
YO

　

　
（
ア
ー
ト
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ 

イ
ン 

な
が
よ
）

  ・ 

開
催
期
間
は
1
ヶ
月
。1
日
で
歩
い
て

回
る
と
6
時
間
は
か
か
る
コ
ー
ス
。

  ・ 

2
0
2
2
年
1
月
か
ら
12
月
ま
で
12

枚
の
カ
レ
ン
ダ
ー
を
作
成
。ひ
と
月
ご

と
に
、な
が
よ
光
彩
会
の
取
材
チ
ー
ム

が
取
材
し
た
町
内
12
店
舗
の
Q
R

コ
ー
ド
を
掲
載
し
て
お
り
、該
当
の

店
舗
に
行
け
ば
カ
レ
ン
ダ
ー
を
受
け

取
る
こ
と
が
で
き
る
。
12
店
舗
全
て
を

回
る
と
、2
0
2
2
年
の
カ
レ
ン
ダ
ー

が
全
部
揃
う
こ
と
と
な
り
、そ
れ
を『
み

館
』に
持
参
す
る
と
、カ
レ
ン
ダ
ー
を
飾

る
木
製
台
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

  ・ 『
み
館
』を
訪
れ
た
人
は
、障
が
い
者

ス
ポ
ー
ツ〝
ボ
ッ
チ
ャ
〞も
体
験
で
き
、

景
品
を
持
ち
帰
って
も
ら
う
。

  ・ 

コ
ロ
ナ
禍
か
ら
、な
が
よ
光
彩
会
の
介

護
職
員
は
当
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
。そ
こ
で
、期
間
中
の

人
手
不
足
を
補
う
べ
く
、紙
の
カ
レ
ン

ダ
ー
を
受
け
取
る
方
式
と
と
も
に
、

株
式
会
社
デ
ン
ソ
ー
ウ
ェ
ー
ブ
の
協

力
の
も
と
、店
先
の
Q
R
コ
ー
ド
を
読

み
取
る
こ
と
で
専
用
の
ア
プ
リ
に
ス
タ

ン
プ
が
貯
ま
る
、と
い
う
2
通
り
の
店

舗
巡
り
方
法
を
作
成
。

　こ
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
の
参
加
者
は
、

行
政
が
企
画
・
運
営
す
る
と
ど
う
し
て
も

高
齢
者
に
偏
っ
て
し
ま
う
。こ
れ
を
貞
松

氏
は
、長
与
町
健
康
保
険
課
が
タ
ー
ゲ
ッ

ト
と
考
え
る
20
〜
60
代
の
参
加
を
促
す
こ

と
を
目
標
に
定
め
た
。こ
の
目
標
を
ク
リ

ア
す
る
た
め
に
、イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す
る

店
舗
の
選
定
を『
み
館
』に
遊
び
に
来
て
い

る
子
供
た
ち
と
行
い
、同
時
に
そ
の
店
舗

で
も
ら
え
る
商
品
も
決
め
た
。す
る
と
、

子
供
た
ち
は
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
自
分
た
ち

が
つ
く
っ
た
も
の
だ
か
ら
と
、親
を
誘
っ
た

の
で
あ
る
。子
供
の
親
が
参
加
す
る
こ
と

に
よ
り
、若
い
世
代
の
参
加
者
が
増
え
る

こ
と
に
な
っ
た
。そ
の
結
果
、当
イ
ベ
ン
ト
へ

の
参
加
者
の
年
齢
は
、60
代
が
最
も
多

か
っ
た
も
の
の
、次
点
は
40
代
、つ
い
で
30

代
と
な
り
、親
世
代
に
届
く
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
成
功
を
収
め
た
。

■ w
agayo  group

     （
わ
が
よ 

グル
ー
プ
）

　　〝wagayo group

〞と
は
、な
が
よ
光

彩
会
が
運
営
す
る《
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム 

か
が
や
き
》と《
み
ん
な
の
ま
な
び
ば 

み
館
》、総
合
ウ
ェル
フ
ェア
株
式
会
社(

代

表
：
前
田
俊
昭
氏)

が
運
営
す
る《
ぴ
ー
ぷ

る
長
崎
》、前
出
の《
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な

が
よ
》と
い
う
、長
与
町
内
4
つ
の
福
祉

施
設
か
ら
な
る
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
。同
グ

ル
ー
プ
は
、『
人
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
』、

『
地
域（
長
与
）の
た
め
に
で
き
る
こ
と
』、

『
社
会
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
』の
3
つ
の

理
念
を
掲
げ
て
お
り
、「
夢
・
物
語
の
支
援

〜
人
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
を
」と
し
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
い
、福
祉
を
魅
力

的
な
職
場
と
し
て
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
る
。

　高
齢
者
の
介
護
で
は
、食
事
と
排
泄

の
介
助
が
主
目
的
の
よ
う
に
な
っ
て
お

り
、そ
の
人
の
背
景
に
あ
る
人
生
は
軽
視

さ
れ
が
ち
で
あ
る
。そ
こ
で
、wagayo 

group

で
は
個
別
の
夢
を
実
現
さ
せ
る
と

い
う
、日
常
の
ケ
ア
に
プ
ラ
ス
ワ
ン
の
支
援

を
加
え
る
よ
う
に
し
た
。同
グ
ル
ー
プ
は

「
こ
の
よ
う
な
支
援
が
、人
と
し
て
当
た
り

前
の〝
支
援
〞で
あ
る
。高
齢
者
や
障
が
い

者
、患
者
な
ど
様
々
な
困
難
な
状
況
に
あ

る
人
の
心
を
知
り
受
容
す
る
こ
と
で
、寄

り
添
え
る
こ
と
の
大
切
さ
を
、さ
ら
に
心

を
元
気
に
し
て
い
く
こ
と
を
伝
え
て
い
き

た
い
」と
し
て
い
る
。

■ 

今
後
の
動
き
に
つ
い
て

法
人
内
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

開
発

　　イ
ベ
ン
ト
、AR

T
 W
alking in 

N
A
G
A
Y
O

運
営
の
際
に
協
力
し
て
も

ら
っ
た
株
式
会
社
デ
ン
ソ
ー
ウ
ェ
ー
ブ
と
と

も
に
、法
人
内
ア
プ
リ
の
開
発
に
取
り
組

ん
で
い
る
。そ
の
ア
プ
リ
で
は
、例
え
ば
お

手
伝
い
ポ
イ
ン
ト
を
貯
め
る
と
食
事
券
が

も
ら
え
る
な
ど
、食
事
の
提
供
も
無
償
で

は
な
く
、労
働
の
対
価
と
す
る
。ま
た
、『
み

館
』の
商
品
と
も
交
換
で
き
る
が
、そ
の
商

品
に
は
福
祉
的
背
景（
施
設
の
入
居
者
が

作
っ
た
も
の
な
ど
）が
あ
る
こ
と
か
ら
、そ
れ

を
手
に
す
る
人
に
は〝
福
祉
〞が
関
わ
っ
て

い
る
こ
と
が
伝
わ
る
よ
う
に
な
って
い
る
。

　最
終
的
に
は
、こ
の
仕
組
み
を
長
与
町

に
も
広
げ
る
こ
と
で
、町
内
で
行
っ
た
清
掃

活
動
な
ど
が
ポ
イ
ン
ト
と
な
り
、貯
ま
っ
た

ポ
イ
ン
ト
で
町
内
店
舗
の
何
か
と
交
換
で

き
る
と
い
う
、い
わ
ゆ
る
地
域
通
貨
的
役

割
も
担
え
る
ア
プ
リ
に
な
れ
ば
、と
考
え

て
い
る
。地

元
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
と

の
連
携

　　ス
タ
ジ
ア
ム
シ
テ
ィ
構
想
な
ど
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
通
じ
た
地
域
活
性
化
に

取
り
組
む
長
崎
ヴ
ェ
ル
カ
と
、高
齢
者
福

祉
施
設
と
の
連
携
で
何
か
で
き
な
い
か
に

つ
い
て
も
検
討
し
て
い
る
。ス
ポ
ー
ツ
と
福

祉
で
互
い
に
総
合
的
な
学
び
と
な
り
、

ヴ
ェ
ル
カ
か
ら
福
祉
を
発
信
し
て
も
ら
う

こ
と
で
多
く
の
人
に
も
届
く
こ
と
と
な

る
。ま
た
、親
会
社
の
ジ
ャ
パ
ネ
ッ
ト
H
D

に
も
福
祉
へ
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
こ

と
に
も
つ
な
が
る
。

長
与
町
外
の
人
々
と
の

触
れ
合
う
機
会
を
創
出

　　近
い
将
来
、例
え
ば
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
事

業
を
行
う
な
ど
し
て
、職
員
が
県
内
各
地

に
赴
き
、さ
ま
ざ
ま
な
地
域
と
、人
と
触

れ
合
う
こ
と
で
、な
が
よ
光
彩
会
の
彩
あ

る
福
祉
を
届
け
、福
祉
へ
の
関
心
を
広
め

〝
ふ
く
し
を
ひ
ら
い
て
い
く
〞事
業
部
門
を

展
開
す
る
。

役
割
に
応
じ
た

経
営
体
制
の
構
築

　　な
が
よ
光
彩
会
で
は
、2
0
2
2
年
6

月
下
旬
に
経
営
陣
を
刷
新
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。現
在
6
人
い
る
理
事
の
う
ち
、理

事
長
の
貞
松
氏
と《
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
か
が
や
き
》の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
行
っ
て

い
る
理
事
が
続
投
。残
り
4
人
の
理
事

を
、①
介
護
ソ
フ
ト「C

A
R
EK
A
R
T
E

(

ケ
ア
カ
ル
テ)

」導
入
に
伴
う
福
祉
分
野

に
お
け
る
I
C
T(※

)

の
利
活
用
担
当
、

②
こ
れ
か
ら
新
た
に
取
り
組
む
障
が
い
者

事
業
全
般
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
担
当
、③
医

療
・
看
取
り
部
門
の
担
当
、④
メ
ニ
ュ
ー

開
発
な
ど「
食
」の
充
実
の
担
当
と
し
、そ

れ
ぞ
れ
30
〜
50
歳
代
の
比
較
的
若
い
メ
ン

バ
ー
が
就
任
し
た
。な
か
で
も
、④
に
は
厨

房
の
パ
ー
ト
職
員
を
抜
擢
し
て
、パ
ー
ト

視
点
の
意
見
を
法
人
の
運
営
に
生
か
す
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

　ま
た
、監
事
2
名
に
は
、貞
松
理
事
長

と
同
世
代
で
あ
る
長
崎
市
の
福
祉
法
人

の
理
事
が
就
任
。他
方
、7
人
の
評
議
委

員
に
は
、同
じ
く
貞
松
理
事
長
の
同
世
代

で
長
崎
の
社
会
福
祉
の
キ
ー
マ
ン
と
言
わ

れ
て
い
る
佐
世
保
市
の
福
祉
法
人
の
理
事

長
を
は
じ
め
、民
間
シ
ン
ク
タ
ン
ク
の
代

表
や
ジ
ェン
ダ
ー
問
題
に
取
り
組
む
活
動

団
体
の
代
表
な
ど
、様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
人

材
が
就
任
し
て
お
り
、な
が
よ
光
彩
会
に

対
し
て
多
面
的
・
多
角
的
に
意
見
、助
言

し
て
も
ら
う
体
制
を
整
え
た
。

(※
)

I
C
T
・・・「In

fo
rm
a
tio
n
 a
n
d
 

C
om
m
unication T

echnology

」の
略

称
で
、「
情
報
通
信
技
術
」と
い
う
意
味
。

お
わ
り
に

　　社
会
福
祉
法
人
な
が
よ
光
彩
会
は
、

長
崎
県
か
ら
の
指
名
で「
介
護
の
し
ご
と

魅
力
伝
道
師
事
業
」を
3
年
間
担
っ
て
い

る
。こ
の
事
業
は
、発
信
力
に
課
題
を
も
つ

福
祉
業
界
に
対
し
て
、福
祉
分
野
に
お
け

る
発
信
力
を
も
つ
人
材
の
育
成
を
目
的
と

し
て
い
る
が
、貞
松
理
事
長
は「
指
導
し
た

人
た
ち
は
、こ
の
3
年
間
で
し
っ
か
り
自

分
の
言
葉
で
話
せ
る
よ
う
に
な
り
、プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
も
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

が
、そ
の
人
た
ち
が
所
属
す
る
組
織
は
変

わ
ら
な
か
っ
た
。人
だ
け
で
は
な
く
、組
織

に
も
届
く
よ
う
な
事
業
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」と
語
る
。

　そ
こ
で
、同
氏
は「
佐
世
保
市
の
就
労

継
続
支
援
B
型
事
業
所
や
障
が
い
者
支

援
施
設
、長
崎
市
の
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
な
ど
に
は
、同
世
代
に
多
く
の
プ

レ
イ
ヤ
ー
が
い
る
。県
の
力
も
借
り
な
が

ら
、他
県
の
福
祉
関
係
者
に
こ
れ
ら
の
施

設
を
見
学
し
て
い
た
だ
き
、そ
の
質
の
高

さ
を
実
感
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、〝
長
崎
の

福
祉
〞を
発
信
し
て
い
く
」と
、同
事
業
の

今
後
を
考
え
て
い
る
。

　ま
も
な
く
開
設
2
年
目
を
迎
え
る
福

祉
施
設『
み
館
』に
お
け
る
取
組
み
の
な
か

に
は
、地
域
課
題
の
解
決
に
取
り
組
ん
で

い
る
も
の
も
あ
り
、1
つ
の
福
祉
施
設
が

地
域
と
の
交
流
の
形
を
大
き
く
変
え
た

事
例
と
な
っ
た
。貞
松
理
事
長
の
斬
新
な

取
組
み
に
よ
り
、wagayo group

に
は

「
こ
こ
で
働
き
た
い
」、「
み
館
で
働
き
た

い
」と
の
申
し
出
が
増
え
て
お
り
、同
グ

ル
ー
プ
は
こ
こ
数
年
、職
員
の
募
集
を
行

わ
な
く
て
も
人
材
が
集
ま
る
珍
し
い
福
祉

グ
ル
ー
プ
と
な
っ
た
。

　福
祉
に
つ
い
て
、新
た
な
視
点
で
取

り
組
み
続
け
て
い
る
貞
松
理
事
長
と

w
agayo group

。〝
福
祉
と
地
域
と
の

共
生
〞と
い
う
在
り
方
を
示
し
て
業
界
の

魅
力
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
で
人
材
を
集

め
、超
高
齢
社
会
に
対
応
し
よ
う
と
し
て

い
る
。福
祉
の
世
界
で
こ
の
よ
う
な
取
組

み
が
展
開
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
驚
き
で
あ

り
、こ
こ
長
崎
が
明
る
く
住
み
や
す
い
県

と
し
て
認
識
さ
れ
る
こ
と
に
つ
な
が
る
も

の
と
思
わ
れ
る
。長
崎
県
は
、全
国
か
ら

福
祉
や
自
治
体
の
関
係
者
な
ど
が
視
察

に
訪
れ
る〝
福
祉
の
先
進
県
〞と
し
て
も
、

そ
の
地
位
を
確
立
す
る
こ
と
が
で
き
る
可

能
性
を
秘
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

3

4

「ひととまちとくらしの学校」のチラシ入居者がポスターのモデルになった

せいかいのない、おはぎきょうしつ魚の3枚おろしきょうしつ てのひらの珈琲きょうしつ
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長崎だより長崎だより

は
、介
護
職
員
だ
け
で
な
く
、施
設
の
入
居

者
や
地
域
の
子
供
な
ど
、誰
も
が
〞せ
ん
せ

い〞

に
な
る
こ
と
が
で
き
、ま
た
反
対
に
生

徒
に
も
な
れ
る
こ
と
が
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。

　「き
ょ
う
し
つ
」の
開
催
は
、ま
ず
な
が
よ

光
彩
会
の
職
員
に
発
表
し
、そ
の
後
地
域

に
向
け
て
公
開
し
て
い
る
が
、情
報
公
開

と
同
時
に
常
に
満
席
と
な
って
い
る
。こ
れ

ま
で
延
べ
1
4
0
回
近
く
開
催
さ
れ
て
い

る
が
、そ
の
内
容
は
、か
つ
て
華
道
・
池
坊

の
先
生
だ
っ
た
入
居
者
が
行
う「
生
け
花

き
ょ
う
し
つ
」（
こ
の
入
居
者
は
、せ
ん
せ
い

募
集
の
ポ
ス
タ
ー
に
も
登
場
）や
、13
歳
の

男
の
子
が
せ
ん
せ
い
を
務
め
る「
魚
の
3

枚
お
ろ
し
き
ょ
う
し
つ
」、そ
の
他「
せ
い
か

い
の
な
い
、お
は
ぎ
き
ょ
う
し
つ
」、「
親
と

子
ど
も
の
い
の
ち
の
き
ょ
う
し
つ
」、「
て
の

ひ
ら
の
珈
琲
き
ょ
う
し
つ
」な
ど
、バ
ラ
エ

テ
ィ
に
富
ん
で
い
る
。

　貞
松
氏
は
、せ
ん
せ
い
役
に
自
社
の
介

護
職
員
を
起
用
し
よ
う
と
し
た
も
の
の
、

コ
ロ
ナ
禍
も
あ
り
難
し
か
っ
た
。そ
こ
で
、

地
域
住
民
の
方
々
に
担
っ
て
も
ら
う
こ
と

に
し
た
と
こ
ろ
、せ
ん
せ
い
と
な
っ
た
地
域

の
住
民
た
ち
が
再
び『
み
館
』を
訪
れ
、「
他

の
こ
と
も
学
び
た
い
」と
生
徒
に
も
な
っ

た
。「
せ
ん
せ
い
役
は
で
き
な
い
」と
思
っ
て

い
る
住
民
も
多
か
っ
た
そ
う
だ
が
、こ
ん
な

こ
と
に
ニ
ー
ズ
が
あ
る
の
か
、と
い
う
こ
と

を
地
域
住
民
に
知
っ
て
も
ら
う
き
っ
か
け

と
な
っ
た
の
で
あ
る
。貞
松
氏
は
、こ
の
せ

ん
せ
い
た
ち
を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
す
る
こ
と

も
自
分
の
役
割
の
1
つ
と
認
識
し
て
お

り
、〝
好
き
〞や〝
得
意
〞を
生
業
に
で
き
る

仕
組
み
づ
く
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
る
。

職
員
と
入
居
者
が

共
に
活
躍
で
き
る
場
所

　　大
手
企
業
で
は
従
業
員
の
副
業
を
認

め
て
い
る
と
こ
ろ
も
多
い
が
、福
祉
法
人
に

勤
務
し
て
い
る
職
員
は
福
祉
関
連
の
仕
事

し
か
知
ら
な
い
た
め
に
、違
う
仕
事
に
挑

む
た
め
の
ス
キ
ル
が
不
足
し
て
い
る
。そ
こ

で
、貞
松
氏
は
、介
護
の
仕
事
を
や
っ
て
い

な
か
っ
た
ら
何
を
や
り
た
か
っ
た
の
か
？
を

自
社
職
員
に
問
い
、そ
こ
か
ら
出
て
き
た

職
業
の
訓
練
を『
み
館
』に
て
行
う
こ
と
を

考
え
て
い
る
。例
え
ば
、D
I
Y(※

)

に
興

味
が
あ
る
職
員
の
た
め
に
、大
工
を
講
師

に
招
い
た
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
を『
み
館
』に

開
講
す
る
。ま
た
、バ
ー
の
店
員
希
望
者
に

は『
み
館
』に
バ
ー
テ
ン
ダ
ー
を
招
聘
し

て
カ
ク
テ
ル
の
作
り
方
を
学
ば
せ
た
後
、

週
末
に
は『
み
館
』で
バ
ー
テ
ン
ダ
ー
と
し

て
副
収
入
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
。さ

ら
に
、こ
の
場
合
に
は
、作
っ
た
カ
ク
テ
ル
を

上
階
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な
が
よ
に
も
提

供
す
る
こ
と
で
、入
居
者
の
満
足
度
向
上

に
も
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。同
氏
は
、

「
人
と
組
織
が
持
続
し
て
い
く
た
め
の
仕

組
み
づ
く
り
が
自
分
の
仕
事
で
あ
り
、

職
員
に
は
セ
カ
ン
ド
キ
ャ
リ
ア
・マ
ル
チ

キ
ャ
リ
ア
で
、自
ら
も
稼
ぐ
福
祉
人
に
な
っ

て
も
ら
い
た
い
」と
語
る
。一
方
、グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
な
が
よ
の
入
居
者
に
つ
い
て
も
、

〝
せ
ん
せ
い
〞と
し
て
自
身
の
特
技
を
活
か

す
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
で
、サ
ー
ビ
ス

を
受
け
る
側
に
留
ま
ら
ず
、教
え
る
側
に

も
な
って
も
ら
い
、自
身
の
生
活
の
充
実
度

を
上
げ
て
も
ら
い
た
い
と
願
って
い
る
。

　貞
松
氏
は
、周
囲
の
人
た
ち
か
ら「『
み

館
』は
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、地
域
の
た
め

に
つ
く
ら
れ
た
施
設
で
す
よ
ね
？
」と
よ
く

言
わ
れ
る
そ
う
だ
が
、本
人
は
そ
の
よ
う

な
考
え
で
は
な
く
、「
あ
く
ま
で
も『
み
館
』

の〝
核
〞は
、wagayo group

の
職
員
と

施
設
の
入
居
者
が
活
躍
す
る
場
の
提
供

で
あ
り
、そ
の
核
と
し
て
作
り
上
げ
た
も

の
を
地
域
に
お
す
そ
分
け
し
な
が
ら
共
に

楽
し
む
こ
と
で
、地
域
の
方
も
訪
れ
る
場

所
で
あ
り
た
い
」と
し
て
い
る
。

(※
)

D
I
Y
・・・「D

o It Yourself

」の
略
語
で

「
自
分
自
身
で
や
る
」と
い
う
意
味
。

ま
ち
の
リ
ビ
ン
グ『
み
館
』

　

　『み
館
』で
は
、毎
月
タ
イ
人
の
ス
タ
ッ
フ

が
タ
イ
の
家
庭
料
理
を
地
域
に
お
す
そ
分

け
す
る「
ら
ふ（〝
で
こ
ぼ
こ
〞の
意
）キ
ッ
チ

ン
」が
開
催
さ
れ
て
い
る
。こ
れ
は
、長
与

町
が
子
供
の
居
場
所
づ
く
り
を
模
索
し

て
い
る
な
か
で『
み
館
』と
出
会
い
、『
み

館
』が
町
の
食
堂
的
な
役
割
を
担
う
よ
う

に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　貞
松
氏
は
、家
庭
と
学
校
、そ
れ
に
第

3
の
場
所
と
い
う
意
味
の〝
サ
ー
ド
プ
レ

イ
ス
〞と
い
う
言
葉
を
好
ま
な
い
。「
サ
ー

ド
に
合
わ
な
い
子
供
は
フ
ォ
ー
ス
に
行
く

の
か
？
」と
、家
庭
か
ら
ど
ん
ど
ん
離
れ
る

場
所
が
作
ら
れ
て
い
く
こ
と
に
違
和
感
を

覚
え
て
い
る
。そ
こ
で
、親
子
で
参
加
で
き

る「
き
ょ
う
し
つ
」を
開
催
す
る
こ
と
で
、

子
育
て
の
フ
ァ
ー
ス
ト
プ
レ
イ
ス
で
あ
る
家

庭
に
子
供
た
ち
の
様
子
を
届
け
る
役
割
を

『
み
館
』が
担
う
こ
と
に
し
た
。

　本
来
、地
域
の
困
り
ご
と
は
、行
政
を

訪
れ
て
相
談
す
る
は
ず
で
あ
る
。と
こ
ろ

が
、お
そ
ら
く
町
民
の
大
多
数
は
、苦
情

以
外
で
町
役
場
に
行
っ
た
こ
と
が
な
い
。

貞
松
氏
が『
み
館
』を〈
ま
ち
の
リ
ビ
ン
グ
〉

と
謳
う
の
は「
何
気
な
い
会
話
の
な
か
に

こ
そ
、家
庭
や
ま
ち
の
課
題
が
あ
る
の
で

は
？
」と
の
考
え
か
ら
で
あ
る
。「
○
○
相

談
所
と
す
る
と
人
は
来
な
い
が
、〝
リ
ビ
ン

グ
〞と
す
る
と
集
ま
り
や
す
い
。そ
こ
で
、

何
か
ワ
ー
ク
の
よ
う
な
も
の
を
し
な
が
ら
、

会
話
す
る
な
か
に
情
報
が
あ
り
、同
じ
意

見
で
も
月
に
10
回
く
ら
い
出
る
と
な
る
と

こ
の
町
に
足
り
な
い
サ
ー
ビ
ス
か
も
し
れ

ず
、そ
れ
を
社
会
福
祉
法
人
の
地
域
公
益

事
業
と
し
て
検
討
す
る
」、つ
ま
り『
み
館
』

を
地
域
課
題
の
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
の
場
、マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
の
場
と
し
て
も
機
能
さ
せ
て
い

る
。他
方
、毎
回
の
よ
う
に
出
て
く
る
不
満

話
な
ど
は
、行
政
が
対
処
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
案
件
と
し
て
、町
へ
報
告
す
る
。

長
与
の
リ
ビ
ン
グ『
み
館
』

　

　貞
松
氏
の
活
動
は
、行
政
か
ら
も
注

目
さ
れ
て
長
与
町
の
2
0
2
2
年
町
勢

要
覧(※

)

の
巻
頭
に『
み
館
』が《
長
与
の

リ
ビ
ン
グ
》と
し
て
掲
載
さ
れ
た
。本
来
、

行
政
の
施
策
と
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
が『
み
館
』で
は
既
に
取
り
組
ま

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、町
が『
み
館
』を
活

用
し
始
め
た
の
で
あ
る
。

　『み
館
』は
、な
が
よ
光
彩
会
の
公
益
事

業
部
門
の
拠
点
と
し
て
運
営
さ
れ
て
い

る
。こ
れ
ま
で
、町
と
は
高
齢
者
福
祉
事

業
を
管
轄
し
て
い
る
介
護
保
険
課
と
し

か
関
わ
り
が
な
か
っ
た
が
、現
在
は
、健
康

保
険
課
や
こ
ど
も
政
策
課
、秘
書
広
報

課
な
ど
様
々
な
部
署
と
も
つ
な
が
る
よ
う

に
な
っ
た
。

(※
)

長
与
町 

2
0
2
2 

町
勢
要
覧
　

https://w
ebtow

n.nagayo.jp/kiji003
728/3_728_up_yck5bb31.pdf

イ
ベ
ン
ト
の
運
営

　

　長
与
町
健
康
保
険
課
は
、コ
ロ
ナ
へ
の

対
応
で
年
中
忙
し
い
。そ
こ
で
2
0
2
1

年
11
月
、同
課
主
催
の
イ
ベ
ン
ト「A

rea 

Research T
rail W

alking(

通
称
：

A
RT
 W
alking in N

A
G
A
YO
)

」の

運
営
を
、な
が
よ
光
彩
会
が
受
託
し
た
。

本
イ
ベ
ン
ト
を
受
託
す
る
に
あ
た
り
、貞

松
氏
が
町
に
提
案
し
た
の
が「
ま
ち
を
繋

ぐ
、福
祉
に
出
会
う
」と
い
う
形
で
あ
る
。

イ
ベ
ン
ト
の
参
加
者
に
は『
み
館
』に
立
ち

寄
って
も
ら
い
、『
み
館
』か
ら
そ
の
人
た
ち

に
向
け
て
福
祉
に
関
す
る
情
報
を
発
信
す

る
と
い
う
、福
祉
の
情
報
を
能
動
的
に
取

り
に
来
て
も
ら
う
仕
組
み
を
作
っ
た
。

◆A
RT W

alking in N
A
G
A
YO

　

　
（
ア
ー
ト
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ 

イ
ン 

な
が
よ
）

  ・ 

開
催
期
間
は
1
ヶ
月
。1
日
で
歩
い
て

回
る
と
6
時
間
は
か
か
る
コ
ー
ス
。

  ・ 

2
0
2
2
年
1
月
か
ら
12
月
ま
で
12

枚
の
カ
レ
ン
ダ
ー
を
作
成
。ひ
と
月
ご

と
に
、な
が
よ
光
彩
会
の
取
材
チ
ー
ム

が
取
材
し
た
町
内
12
店
舗
の
Q
R

コ
ー
ド
を
掲
載
し
て
お
り
、該
当
の

店
舗
に
行
け
ば
カ
レ
ン
ダ
ー
を
受
け

取
る
こ
と
が
で
き
る
。
12
店
舗
全
て
を

回
る
と
、2
0
2
2
年
の
カ
レ
ン
ダ
ー

が
全
部
揃
う
こ
と
と
な
り
、そ
れ
を『
み

館
』に
持
参
す
る
と
、カ
レ
ン
ダ
ー
を
飾

る
木
製
台
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

  ・ 『
み
館
』を
訪
れ
た
人
は
、障
が
い
者

ス
ポ
ー
ツ〝
ボ
ッ
チ
ャ
〞も
体
験
で
き
、

景
品
を
持
ち
帰
って
も
ら
う
。

  ・ 

コ
ロ
ナ
禍
か
ら
、な
が
よ
光
彩
会
の
介

護
職
員
は
当
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
。そ
こ
で
、期
間
中
の

人
手
不
足
を
補
う
べ
く
、紙
の
カ
レ
ン

ダ
ー
を
受
け
取
る
方
式
と
と
も
に
、

株
式
会
社
デ
ン
ソ
ー
ウ
ェ
ー
ブ
の
協

力
の
も
と
、店
先
の
Q
R
コ
ー
ド
を
読

み
取
る
こ
と
で
専
用
の
ア
プ
リ
に
ス
タ

ン
プ
が
貯
ま
る
、と
い
う
2
通
り
の
店

舗
巡
り
方
法
を
作
成
。

　こ
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
の
参
加
者
は
、

行
政
が
企
画
・
運
営
す
る
と
ど
う
し
て
も

高
齢
者
に
偏
っ
て
し
ま
う
。こ
れ
を
貞
松

氏
は
、長
与
町
健
康
保
険
課
が
タ
ー
ゲ
ッ

ト
と
考
え
る
20
〜
60
代
の
参
加
を
促
す
こ

と
を
目
標
に
定
め
た
。こ
の
目
標
を
ク
リ

ア
す
る
た
め
に
、イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す
る

店
舗
の
選
定
を『
み
館
』に
遊
び
に
来
て
い

る
子
供
た
ち
と
行
い
、同
時
に
そ
の
店
舗

で
も
ら
え
る
商
品
も
決
め
た
。す
る
と
、

子
供
た
ち
は
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
自
分
た
ち

が
つ
く
っ
た
も
の
だ
か
ら
と
、親
を
誘
っ
た

の
で
あ
る
。子
供
の
親
が
参
加
す
る
こ
と

に
よ
り
、若
い
世
代
の
参
加
者
が
増
え
る

こ
と
に
な
っ
た
。そ
の
結
果
、当
イ
ベ
ン
ト
へ

の
参
加
者
の
年
齢
は
、60
代
が
最
も
多

か
っ
た
も
の
の
、次
点
は
40
代
、つ
い
で
30

代
と
な
り
、親
世
代
に
届
く
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
成
功
を
収
め
た
。

■ w
agayo  group

     （
わ
が
よ 

グル
ー
プ
）

　　〝wagayo group

〞と
は
、な
が
よ
光

彩
会
が
運
営
す
る《
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム 

か
が
や
き
》と《
み
ん
な
の
ま
な
び
ば 

み
館
》、総
合
ウ
ェル
フ
ェア
株
式
会
社(

代

表
：
前
田
俊
昭
氏)

が
運
営
す
る《
ぴ
ー
ぷ

る
長
崎
》、前
出
の《
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な

が
よ
》と
い
う
、長
与
町
内
4
つ
の
福
祉

施
設
か
ら
な
る
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
。同
グ

ル
ー
プ
は
、『
人
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
』、

『
地
域（
長
与
）の
た
め
に
で
き
る
こ
と
』、

『
社
会
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
』の
3
つ
の

理
念
を
掲
げ
て
お
り
、「
夢
・
物
語
の
支
援

〜
人
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
を
」と
し
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
い
、福
祉
を
魅
力

的
な
職
場
と
し
て
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
る
。

　高
齢
者
の
介
護
で
は
、食
事
と
排
泄

の
介
助
が
主
目
的
の
よ
う
に
な
っ
て
お

り
、そ
の
人
の
背
景
に
あ
る
人
生
は
軽
視

さ
れ
が
ち
で
あ
る
。そ
こ
で
、wagayo 

group

で
は
個
別
の
夢
を
実
現
さ
せ
る
と

い
う
、日
常
の
ケ
ア
に
プ
ラ
ス
ワ
ン
の
支
援

を
加
え
る
よ
う
に
し
た
。同
グ
ル
ー
プ
は

「
こ
の
よ
う
な
支
援
が
、人
と
し
て
当
た
り

前
の〝
支
援
〞で
あ
る
。高
齢
者
や
障
が
い

者
、患
者
な
ど
様
々
な
困
難
な
状
況
に
あ

る
人
の
心
を
知
り
受
容
す
る
こ
と
で
、寄

り
添
え
る
こ
と
の
大
切
さ
を
、さ
ら
に
心

を
元
気
に
し
て
い
く
こ
と
を
伝
え
て
い
き

た
い
」と
し
て
い
る
。

■ 

今
後
の
動
き
に
つ
い
て

法
人
内
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

開
発

　　イ
ベ
ン
ト
、AR

T
 W
alking in 

N
A
G
A
Y
O

運
営
の
際
に
協
力
し
て
も

ら
っ
た
株
式
会
社
デ
ン
ソ
ー
ウ
ェ
ー
ブ
と
と

も
に
、法
人
内
ア
プ
リ
の
開
発
に
取
り
組

ん
で
い
る
。そ
の
ア
プ
リ
で
は
、例
え
ば
お

手
伝
い
ポ
イ
ン
ト
を
貯
め
る
と
食
事
券
が

も
ら
え
る
な
ど
、食
事
の
提
供
も
無
償
で

は
な
く
、労
働
の
対
価
と
す
る
。ま
た
、『
み

館
』の
商
品
と
も
交
換
で
き
る
が
、そ
の
商

品
に
は
福
祉
的
背
景（
施
設
の
入
居
者
が

作
っ
た
も
の
な
ど
）が
あ
る
こ
と
か
ら
、そ
れ

を
手
に
す
る
人
に
は〝
福
祉
〞が
関
わ
っ
て

い
る
こ
と
が
伝
わ
る
よ
う
に
な
って
い
る
。

　最
終
的
に
は
、こ
の
仕
組
み
を
長
与
町

に
も
広
げ
る
こ
と
で
、町
内
で
行
っ
た
清
掃

活
動
な
ど
が
ポ
イ
ン
ト
と
な
り
、貯
ま
っ
た

ポ
イ
ン
ト
で
町
内
店
舗
の
何
か
と
交
換
で

き
る
と
い
う
、い
わ
ゆ
る
地
域
通
貨
的
役

割
も
担
え
る
ア
プ
リ
に
な
れ
ば
、と
考
え

て
い
る
。地

元
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
と

の
連
携

　　ス
タ
ジ
ア
ム
シ
テ
ィ
構
想
な
ど
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
通
じ
た
地
域
活
性
化
に

取
り
組
む
長
崎
ヴ
ェ
ル
カ
と
、高
齢
者
福

祉
施
設
と
の
連
携
で
何
か
で
き
な
い
か
に

つ
い
て
も
検
討
し
て
い
る
。ス
ポ
ー
ツ
と
福

祉
で
互
い
に
総
合
的
な
学
び
と
な
り
、

ヴ
ェ
ル
カ
か
ら
福
祉
を
発
信
し
て
も
ら
う

こ
と
で
多
く
の
人
に
も
届
く
こ
と
と
な

る
。ま
た
、親
会
社
の
ジ
ャ
パ
ネ
ッ
ト
H
D

に
も
福
祉
へ
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
こ

と
に
も
つ
な
が
る
。

長
与
町
外
の
人
々
と
の

触
れ
合
う
機
会
を
創
出

　　近
い
将
来
、例
え
ば
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
事

業
を
行
う
な
ど
し
て
、職
員
が
県
内
各
地

に
赴
き
、さ
ま
ざ
ま
な
地
域
と
、人
と
触

れ
合
う
こ
と
で
、な
が
よ
光
彩
会
の
彩
あ

る
福
祉
を
届
け
、福
祉
へ
の
関
心
を
広
め

〝
ふ
く
し
を
ひ
ら
い
て
い
く
〞事
業
部
門
を

展
開
す
る
。

役
割
に
応
じ
た

経
営
体
制
の
構
築

　　な
が
よ
光
彩
会
で
は
、2
0
2
2
年
6

月
下
旬
に
経
営
陣
を
刷
新
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。現
在
6
人
い
る
理
事
の
う
ち
、理

事
長
の
貞
松
氏
と《
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
か
が
や
き
》の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
行
っ
て

い
る
理
事
が
続
投
。残
り
4
人
の
理
事

を
、①
介
護
ソ
フ
ト「C

A
R
EK
A
R
T
E

(

ケ
ア
カ
ル
テ)

」導
入
に
伴
う
福
祉
分
野

に
お
け
る
I
C
T(※

)

の
利
活
用
担
当
、

②
こ
れ
か
ら
新
た
に
取
り
組
む
障
が
い
者

事
業
全
般
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
担
当
、③
医

療
・
看
取
り
部
門
の
担
当
、④
メ
ニ
ュ
ー

開
発
な
ど「
食
」の
充
実
の
担
当
と
し
、そ

れ
ぞ
れ
30
〜
50
歳
代
の
比
較
的
若
い
メ
ン

バ
ー
が
就
任
し
た
。な
か
で
も
、④
に
は
厨

房
の
パ
ー
ト
職
員
を
抜
擢
し
て
、パ
ー
ト

視
点
の
意
見
を
法
人
の
運
営
に
生
か
す
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

　ま
た
、監
事
2
名
に
は
、貞
松
理
事
長

と
同
世
代
で
あ
る
長
崎
市
の
福
祉
法
人

の
理
事
が
就
任
。他
方
、7
人
の
評
議
委

員
に
は
、同
じ
く
貞
松
理
事
長
の
同
世
代

で
長
崎
の
社
会
福
祉
の
キ
ー
マ
ン
と
言
わ

れ
て
い
る
佐
世
保
市
の
福
祉
法
人
の
理
事

長
を
は
じ
め
、民
間
シ
ン
ク
タ
ン
ク
の
代

表
や
ジ
ェン
ダ
ー
問
題
に
取
り
組
む
活
動

団
体
の
代
表
な
ど
、様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
人

材
が
就
任
し
て
お
り
、な
が
よ
光
彩
会
に

対
し
て
多
面
的
・
多
角
的
に
意
見
、助
言

し
て
も
ら
う
体
制
を
整
え
た
。

(※
)

I
C
T
・・・「In

fo
rm
a
tio
n
 a
n
d
 

C
om
m
unication T

echnology

」の
略

称
で
、「
情
報
通
信
技
術
」と
い
う
意
味
。

お
わ
り
に

　　社
会
福
祉
法
人
な
が
よ
光
彩
会
は
、

長
崎
県
か
ら
の
指
名
で「
介
護
の
し
ご
と

魅
力
伝
道
師
事
業
」を
3
年
間
担
っ
て
い

る
。こ
の
事
業
は
、発
信
力
に
課
題
を
も
つ

福
祉
業
界
に
対
し
て
、福
祉
分
野
に
お
け

る
発
信
力
を
も
つ
人
材
の
育
成
を
目
的
と

し
て
い
る
が
、貞
松
理
事
長
は「
指
導
し
た

人
た
ち
は
、こ
の
3
年
間
で
し
っ
か
り
自

分
の
言
葉
で
話
せ
る
よ
う
に
な
り
、プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
も
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

が
、そ
の
人
た
ち
が
所
属
す
る
組
織
は
変

わ
ら
な
か
っ
た
。人
だ
け
で
は
な
く
、組
織

に
も
届
く
よ
う
な
事
業
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」と
語
る
。

　そ
こ
で
、同
氏
は「
佐
世
保
市
の
就
労

継
続
支
援
B
型
事
業
所
や
障
が
い
者
支

援
施
設
、長
崎
市
の
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
な
ど
に
は
、同
世
代
に
多
く
の
プ

レ
イ
ヤ
ー
が
い
る
。県
の
力
も
借
り
な
が

ら
、他
県
の
福
祉
関
係
者
に
こ
れ
ら
の
施

設
を
見
学
し
て
い
た
だ
き
、そ
の
質
の
高

さ
を
実
感
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、〝
長
崎
の

福
祉
〞を
発
信
し
て
い
く
」と
、同
事
業
の

今
後
を
考
え
て
い
る
。

　ま
も
な
く
開
設
2
年
目
を
迎
え
る
福

祉
施
設『
み
館
』に
お
け
る
取
組
み
の
な
か

に
は
、地
域
課
題
の
解
決
に
取
り
組
ん
で

い
る
も
の
も
あ
り
、1
つ
の
福
祉
施
設
が

地
域
と
の
交
流
の
形
を
大
き
く
変
え
た

事
例
と
な
っ
た
。貞
松
理
事
長
の
斬
新
な

取
組
み
に
よ
り
、wagayo group

に
は

「
こ
こ
で
働
き
た
い
」、「
み
館
で
働
き
た

い
」と
の
申
し
出
が
増
え
て
お
り
、同
グ

ル
ー
プ
は
こ
こ
数
年
、職
員
の
募
集
を
行

わ
な
く
て
も
人
材
が
集
ま
る
珍
し
い
福
祉

グ
ル
ー
プ
と
な
っ
た
。

　福
祉
に
つ
い
て
、新
た
な
視
点
で
取

り
組
み
続
け
て
い
る
貞
松
理
事
長
と

w
agayo group

。〝
福
祉
と
地
域
と
の

共
生
〞と
い
う
在
り
方
を
示
し
て
業
界
の

魅
力
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
で
人
材
を
集

め
、超
高
齢
社
会
に
対
応
し
よ
う
と
し
て

い
る
。福
祉
の
世
界
で
こ
の
よ
う
な
取
組

み
が
展
開
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
驚
き
で
あ

り
、こ
こ
長
崎
が
明
る
く
住
み
や
す
い
県

と
し
て
認
識
さ
れ
る
こ
と
に
つ
な
が
る
も

の
と
思
わ
れ
る
。長
崎
県
は
、全
国
か
ら

福
祉
や
自
治
体
の
関
係
者
な
ど
が
視
察

に
訪
れ
る〝
福
祉
の
先
進
県
〞と
し
て
も
、

そ
の
地
位
を
確
立
す
る
こ
と
が
で
き
る
可

能
性
を
秘
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

3

4

「ひととまちとくらしの学校」のチラシ入居者がポスターのモデルになった

せいかいのない、おはぎきょうしつ魚の3枚おろしきょうしつ てのひらの珈琲きょうしつ
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長崎だより長崎だより

の
こ
と
も
学
び
た
い
」と
生
徒
に
も
な
っ

た
。「
せ
ん
せ
い
役
は
で
き
な
い
」と
思
っ
て

い
る
住
民
も
多
か
っ
た
そ
う
だ
が
、こ
ん
な

こ
と
に
ニ
ー
ズ
が
あ
る
の
か
、と
い
う
こ
と

を
地
域
住
民
に
知
っ
て
も
ら
う
き
っ
か
け

と
な
っ
た
の
で
あ
る
。貞
松
氏
は
、こ
の
せ

ん
せ
い
た
ち
を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
す
る
こ
と

も
自
分
の
役
割
の
1
つ
と
認
識
し
て
お

り
、〝
好
き
〞や〝
得
意
〞を
生
業
に
で
き
る

仕
組
み
づ
く
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
る
。

職
員
と
入
居
者
が

共
に
活
躍
で
き
る
場
所

　　大
手
企
業
で
は
従
業
員
の
副
業
を
認

め
て
い
る
と
こ
ろ
も
多
い
が
、福
祉
法
人
に

勤
務
し
て
い
る
職
員
は
福
祉
関
連
の
仕
事

し
か
知
ら
な
い
た
め
に
、違
う
仕
事
に
挑

む
た
め
の
ス
キ
ル
が
不
足
し
て
い
る
。そ
こ

で
、貞
松
氏
は
、介
護
の
仕
事
を
や
っ
て
い

な
か
っ
た
ら
何
を
や
り
た
か
っ
た
の
か
？
を

自
社
職
員
に
問
い
、そ
こ
か
ら
出
て
き
た

職
業
の
訓
練
を『
み
館
』に
て
行
う
こ
と
を

考
え
て
い
る
。例
え
ば
、D
I
Y(※

)

に
興

味
が
あ
る
職
員
の
た
め
に
、大
工
を
講
師

に
招
い
た
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
を『
み
館
』に

開
講
す
る
。ま
た
、バ
ー
の
店
員
希
望
者
に

は『
み
館
』に
バ
ー
テ
ン
ダ
ー
を
招
聘
し

て
カ
ク
テ
ル
の
作
り
方
を
学
ば
せ
た
後
、

週
末
に
は『
み
館
』で
バ
ー
テ
ン
ダ
ー
と
し

て
副
収
入
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
。さ

ら
に
、こ
の
場
合
に
は
、作
っ
た
カ
ク
テ
ル
を

上
階
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な
が
よ
に
も
提

供
す
る
こ
と
で
、入
居
者
の
満
足
度
向
上

に
も
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。同
氏
は
、

「
人
と
組
織
が
持
続
し
て
い
く
た
め
の
仕

組
み
づ
く
り
が
自
分
の
仕
事
で
あ
り
、

職
員
に
は
セ
カ
ン
ド
キ
ャ
リ
ア
・マ
ル
チ

キ
ャ
リ
ア
で
、自
ら
も
稼
ぐ
福
祉
人
に
な
っ

て
も
ら
い
た
い
」と
語
る
。一
方
、グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
な
が
よ
の
入
居
者
に
つ
い
て
も
、

〝
せ
ん
せ
い
〞と
し
て
自
身
の
特
技
を
活
か

す
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
で
、サ
ー
ビ
ス

を
受
け
る
側
に
留
ま
ら
ず
、教
え
る
側
に

も
な
って
も
ら
い
、自
身
の
生
活
の
充
実
度

を
上
げ
て
も
ら
い
た
い
と
願
って
い
る
。

　貞
松
氏
は
、周
囲
の
人
た
ち
か
ら「『
み

館
』は
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、地
域
の
た
め

に
つ
く
ら
れ
た
施
設
で
す
よ
ね
？
」と
よ
く

言
わ
れ
る
そ
う
だ
が
、本
人
は
そ
の
よ
う

な
考
え
で
は
な
く
、「
あ
く
ま
で
も『
み
館
』

の〝
核
〞は
、wagayo group

の
職
員
と

施
設
の
入
居
者
が
活
躍
す
る
場
の
提
供

で
あ
り
、そ
の
核
と
し
て
作
り
上
げ
た
も

の
を
地
域
に
お
す
そ
分
け
し
な
が
ら
共
に

楽
し
む
こ
と
で
、地
域
の
方
も
訪
れ
る
場

所
で
あ
り
た
い
」と
し
て
い
る
。

(※
)

D
I
Y
・・・「D

o It Yourself

」の
略
語
で

「
自
分
自
身
で
や
る
」と
い
う
意
味
。

ま
ち
の
リ
ビ
ン
グ『
み
館
』

　

　『み
館
』で
は
、毎
月
タ
イ
人
の
ス
タ
ッ
フ

が
タ
イ
の
家
庭
料
理
を
地
域
に
お
す
そ
分

け
す
る「
ら
ふ（〝
で
こ
ぼ
こ
〞の
意
）キ
ッ
チ

ン
」が
開
催
さ
れ
て
い
る
。こ
れ
は
、長
与

町
が
子
供
の
居
場
所
づ
く
り
を
模
索
し

て
い
る
な
か
で『
み
館
』と
出
会
い
、『
み

館
』が
町
の
食
堂
的
な
役
割
を
担
う
よ
う

に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　貞
松
氏
は
、家
庭
と
学
校
、そ
れ
に
第

3
の
場
所
と
い
う
意
味
の〝
サ
ー
ド
プ
レ

イ
ス
〞と
い
う
言
葉
を
好
ま
な
い
。「
サ
ー

ド
に
合
わ
な
い
子
供
は
フ
ォ
ー
ス
に
行
く

の
か
？
」と
、家
庭
か
ら
ど
ん
ど
ん
離
れ
る

場
所
が
作
ら
れ
て
い
く
こ
と
に
違
和
感
を

覚
え
て
い
る
。そ
こ
で
、親
子
で
参
加
で
き

る「
き
ょ
う
し
つ
」を
開
催
す
る
こ
と
で
、

子
育
て
の
フ
ァ
ー
ス
ト
プ
レ
イ
ス
で
あ
る
家

庭
に
子
供
た
ち
の
様
子
を
届
け
る
役
割
を

『
み
館
』が
担
う
こ
と
に
し
た
。

　本
来
、地
域
の
困
り
ご
と
は
、行
政
を

訪
れ
て
相
談
す
る
は
ず
で
あ
る
。と
こ
ろ

が
、お
そ
ら
く
町
民
の
大
多
数
は
、苦
情

以
外
で
町
役
場
に
行
っ
た
こ
と
が
な
い
。

貞
松
氏
が『
み
館
』を〈
ま
ち
の
リ
ビ
ン
グ
〉

と
謳
う
の
は「
何
気
な
い
会
話
の
な
か
に

こ
そ
、家
庭
や
ま
ち
の
課
題
が
あ
る
の
で

は
？
」と
の
考
え
か
ら
で
あ
る
。「
○
○
相

談
所
と
す
る
と
人
は
来
な
い
が
、〝
リ
ビ
ン

グ
〞と
す
る
と
集
ま
り
や
す
い
。そ
こ
で
、

何
か
ワ
ー
ク
の
よ
う
な
も
の
を
し
な
が
ら
、

会
話
す
る
な
か
に
情
報
が
あ
り
、同
じ
意

見
で
も
月
に
10
回
く
ら
い
出
る
と
な
る
と

こ
の
町
に
足
り
な
い
サ
ー
ビ
ス
か
も
し
れ

ず
、そ
れ
を
社
会
福
祉
法
人
の
地
域
公
益

事
業
と
し
て
検
討
す
る
」、つ
ま
り『
み
館
』

を
地
域
課
題
の
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
の
場
、マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
の
場
と
し
て
も
機
能
さ
せ
て
い

る
。他
方
、毎
回
の
よ
う
に
出
て
く
る
不
満

話
な
ど
は
、行
政
が
対
処
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
案
件
と
し
て
、町
へ
報
告
す
る
。

長
与
の
リ
ビ
ン
グ『
み
館
』

　

　貞
松
氏
の
活
動
は
、行
政
か
ら
も
注

目
さ
れ
て
長
与
町
の
2
0
2
2
年
町
勢

要
覧(※

)

の
巻
頭
に『
み
館
』が《
長
与
の

リ
ビ
ン
グ
》と
し
て
掲
載
さ
れ
た
。本
来
、

行
政
の
施
策
と
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
が『
み
館
』で
は
既
に
取
り
組
ま

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、町
が『
み
館
』を
活

用
し
始
め
た
の
で
あ
る
。

　『み
館
』は
、な
が
よ
光
彩
会
の
公
益
事

業
部
門
の
拠
点
と
し
て
運
営
さ
れ
て
い

る
。こ
れ
ま
で
、町
と
は
高
齢
者
福
祉
事

業
を
管
轄
し
て
い
る
介
護
保
険
課
と
し

か
関
わ
り
が
な
か
っ
た
が
、現
在
は
、健
康

保
険
課
や
こ
ど
も
政
策
課
、秘
書
広
報

課
な
ど
様
々
な
部
署
と
も
つ
な
が
る
よ
う

に
な
っ
た
。

(※
)

長
与
町 

2
0
2
2 

町
勢
要
覧
　

https://w
ebtow

n.nagayo.jp/kiji003
728/3_728_up_yck5bb31.pdf

イ
ベ
ン
ト
の
運
営

　

　長
与
町
健
康
保
険
課
は
、コ
ロ
ナ
へ
の

対
応
で
年
中
忙
し
い
。そ
こ
で
2
0
2
1

年
11
月
、同
課
主
催
の
イ
ベ
ン
ト「A

rea 

Research T
rail W

alking(

通
称
：

A
RT
 W
alking in N

A
G
A
YO
)

」の

運
営
を
、な
が
よ
光
彩
会
が
受
託
し
た
。

本
イ
ベ
ン
ト
を
受
託
す
る
に
あ
た
り
、貞

松
氏
が
町
に
提
案
し
た
の
が「
ま
ち
を
繋

ぐ
、福
祉
に
出
会
う
」と
い
う
形
で
あ
る
。

イ
ベ
ン
ト
の
参
加
者
に
は『
み
館
』に
立
ち

寄
って
も
ら
い
、『
み
館
』か
ら
そ
の
人
た
ち

に
向
け
て
福
祉
に
関
す
る
情
報
を
発
信
す

る
と
い
う
、福
祉
の
情
報
を
能
動
的
に
取

り
に
来
て
も
ら
う
仕
組
み
を
作
っ
た
。

◆A
RT W

alking in N
A
G
A
YO

　

　
（
ア
ー
ト
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ 

イ
ン 

な
が
よ
）

  ・ 

開
催
期
間
は
1
ヶ
月
。1
日
で
歩
い
て

回
る
と
6
時
間
は
か
か
る
コ
ー
ス
。

  ・ 

2
0
2
2
年
1
月
か
ら
12
月
ま
で
12

枚
の
カ
レ
ン
ダ
ー
を
作
成
。ひ
と
月
ご

と
に
、な
が
よ
光
彩
会
の
取
材
チ
ー
ム

が
取
材
し
た
町
内
12
店
舗
の
Q
R

コ
ー
ド
を
掲
載
し
て
お
り
、該
当
の

店
舗
に
行
け
ば
カ
レ
ン
ダ
ー
を
受
け

取
る
こ
と
が
で
き
る
。
12
店
舗
全
て
を

回
る
と
、2
0
2
2
年
の
カ
レ
ン
ダ
ー

が
全
部
揃
う
こ
と
と
な
り
、そ
れ
を『
み

館
』に
持
参
す
る
と
、カ
レ
ン
ダ
ー
を
飾

る
木
製
台
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

  ・ 『
み
館
』を
訪
れ
た
人
は
、障
が
い
者

ス
ポ
ー
ツ〝
ボ
ッ
チ
ャ
〞も
体
験
で
き
、

景
品
を
持
ち
帰
って
も
ら
う
。

  ・ 

コ
ロ
ナ
禍
か
ら
、な
が
よ
光
彩
会
の
介

護
職
員
は
当
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
。そ
こ
で
、期
間
中
の

人
手
不
足
を
補
う
べ
く
、紙
の
カ
レ
ン

ダ
ー
を
受
け
取
る
方
式
と
と
も
に
、

株
式
会
社
デ
ン
ソ
ー
ウ
ェ
ー
ブ
の
協

力
の
も
と
、店
先
の
Q
R
コ
ー
ド
を
読

み
取
る
こ
と
で
専
用
の
ア
プ
リ
に
ス
タ

ン
プ
が
貯
ま
る
、と
い
う
2
通
り
の
店

舗
巡
り
方
法
を
作
成
。

　こ
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
の
参
加
者
は
、

行
政
が
企
画
・
運
営
す
る
と
ど
う
し
て
も

高
齢
者
に
偏
っ
て
し
ま
う
。こ
れ
を
貞
松

氏
は
、長
与
町
健
康
保
険
課
が
タ
ー
ゲ
ッ

ト
と
考
え
る
20
〜
60
代
の
参
加
を
促
す
こ

と
を
目
標
に
定
め
た
。こ
の
目
標
を
ク
リ

ア
す
る
た
め
に
、イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す
る

店
舗
の
選
定
を『
み
館
』に
遊
び
に
来
て
い

る
子
供
た
ち
と
行
い
、同
時
に
そ
の
店
舗

で
も
ら
え
る
商
品
も
決
め
た
。す
る
と
、

子
供
た
ち
は
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
自
分
た
ち

が
つ
く
っ
た
も
の
だ
か
ら
と
、親
を
誘
っ
た

の
で
あ
る
。子
供
の
親
が
参
加
す
る
こ
と

に
よ
り
、若
い
世
代
の
参
加
者
が
増
え
る

こ
と
に
な
っ
た
。そ
の
結
果
、当
イ
ベ
ン
ト
へ

の
参
加
者
の
年
齢
は
、60
代
が
最
も
多

か
っ
た
も
の
の
、次
点
は
40
代
、つ
い
で
30

代
と
な
り
、親
世
代
に
届
く
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
成
功
を
収
め
た
。

■ w
agayo  group

     （
わ
が
よ 

グル
ー
プ
）

　　〝wagayo group

〞と
は
、な
が
よ
光

彩
会
が
運
営
す
る《
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム 

か
が
や
き
》と《
み
ん
な
の
ま
な
び
ば 

み
館
》、総
合
ウ
ェル
フ
ェア
株
式
会
社(

代

表
：
前
田
俊
昭
氏)

が
運
営
す
る《
ぴ
ー
ぷ

る
長
崎
》、前
出
の《
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な

が
よ
》と
い
う
、長
与
町
内
4
つ
の
福
祉

施
設
か
ら
な
る
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
。同
グ

ル
ー
プ
は
、『
人
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
』、

『
地
域（
長
与
）の
た
め
に
で
き
る
こ
と
』、

『
社
会
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
』の
3
つ
の

理
念
を
掲
げ
て
お
り
、「
夢
・
物
語
の
支
援

〜
人
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
を
」と
し
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
い
、福
祉
を
魅
力

的
な
職
場
と
し
て
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
る
。

　高
齢
者
の
介
護
で
は
、食
事
と
排
泄

の
介
助
が
主
目
的
の
よ
う
に
な
っ
て
お

り
、そ
の
人
の
背
景
に
あ
る
人
生
は
軽
視

さ
れ
が
ち
で
あ
る
。そ
こ
で
、wagayo 

group

で
は
個
別
の
夢
を
実
現
さ
せ
る
と

い
う
、日
常
の
ケ
ア
に
プ
ラ
ス
ワ
ン
の
支
援

を
加
え
る
よ
う
に
し
た
。同
グ
ル
ー
プ
は

「
こ
の
よ
う
な
支
援
が
、人
と
し
て
当
た
り

前
の〝
支
援
〞で
あ
る
。高
齢
者
や
障
が
い

者
、患
者
な
ど
様
々
な
困
難
な
状
況
に
あ

る
人
の
心
を
知
り
受
容
す
る
こ
と
で
、寄

り
添
え
る
こ
と
の
大
切
さ
を
、さ
ら
に
心

を
元
気
に
し
て
い
く
こ
と
を
伝
え
て
い
き

た
い
」と
し
て
い
る
。

■ 

今
後
の
動
き
に
つ
い
て

法
人
内
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

開
発

　　イ
ベ
ン
ト
、AR

T
 W
alking in 

N
A
G
A
Y
O

運
営
の
際
に
協
力
し
て
も

ら
っ
た
株
式
会
社
デ
ン
ソ
ー
ウ
ェ
ー
ブ
と
と

も
に
、法
人
内
ア
プ
リ
の
開
発
に
取
り
組

ん
で
い
る
。そ
の
ア
プ
リ
で
は
、例
え
ば
お

手
伝
い
ポ
イ
ン
ト
を
貯
め
る
と
食
事
券
が

も
ら
え
る
な
ど
、食
事
の
提
供
も
無
償
で

は
な
く
、労
働
の
対
価
と
す
る
。ま
た
、『
み

館
』の
商
品
と
も
交
換
で
き
る
が
、そ
の
商

品
に
は
福
祉
的
背
景（
施
設
の
入
居
者
が

作
っ
た
も
の
な
ど
）が
あ
る
こ
と
か
ら
、そ
れ

を
手
に
す
る
人
に
は〝
福
祉
〞が
関
わ
っ
て

い
る
こ
と
が
伝
わ
る
よ
う
に
な
って
い
る
。

　最
終
的
に
は
、こ
の
仕
組
み
を
長
与
町

に
も
広
げ
る
こ
と
で
、町
内
で
行
っ
た
清
掃

活
動
な
ど
が
ポ
イ
ン
ト
と
な
り
、貯
ま
っ
た

ポ
イ
ン
ト
で
町
内
店
舗
の
何
か
と
交
換
で

き
る
と
い
う
、い
わ
ゆ
る
地
域
通
貨
的
役

割
も
担
え
る
ア
プ
リ
に
な
れ
ば
、と
考
え

て
い
る
。地

元
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
と

の
連
携

　　ス
タ
ジ
ア
ム
シ
テ
ィ
構
想
な
ど
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
通
じ
た
地
域
活
性
化
に

取
り
組
む
長
崎
ヴ
ェ
ル
カ
と
、高
齢
者
福

祉
施
設
と
の
連
携
で
何
か
で
き
な
い
か
に

つ
い
て
も
検
討
し
て
い
る
。ス
ポ
ー
ツ
と
福

祉
で
互
い
に
総
合
的
な
学
び
と
な
り
、

ヴ
ェ
ル
カ
か
ら
福
祉
を
発
信
し
て
も
ら
う

こ
と
で
多
く
の
人
に
も
届
く
こ
と
と
な

る
。ま
た
、親
会
社
の
ジ
ャ
パ
ネ
ッ
ト
H
D

に
も
福
祉
へ
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
こ

と
に
も
つ
な
が
る
。

長
与
町
外
の
人
々
と
の

触
れ
合
う
機
会
を
創
出

　　近
い
将
来
、例
え
ば
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
事

業
を
行
う
な
ど
し
て
、職
員
が
県
内
各
地

に
赴
き
、さ
ま
ざ
ま
な
地
域
と
、人
と
触

れ
合
う
こ
と
で
、な
が
よ
光
彩
会
の
彩
あ

る
福
祉
を
届
け
、福
祉
へ
の
関
心
を
広
め

〝
ふ
く
し
を
ひ
ら
い
て
い
く
〞事
業
部
門
を

展
開
す
る
。

役
割
に
応
じ
た

経
営
体
制
の
構
築

　　な
が
よ
光
彩
会
で
は
、2
0
2
2
年
6

月
下
旬
に
経
営
陣
を
刷
新
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。現
在
6
人
い
る
理
事
の
う
ち
、理

事
長
の
貞
松
氏
と《
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
か
が
や
き
》の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
行
っ
て

い
る
理
事
が
続
投
。残
り
4
人
の
理
事

を
、①
介
護
ソ
フ
ト「C

A
R
EK
A
R
T
E

(

ケ
ア
カ
ル
テ)

」導
入
に
伴
う
福
祉
分
野

に
お
け
る
I
C
T(※

)

の
利
活
用
担
当
、

②
こ
れ
か
ら
新
た
に
取
り
組
む
障
が
い
者

事
業
全
般
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
担
当
、③
医

療
・
看
取
り
部
門
の
担
当
、④
メ
ニ
ュ
ー

開
発
な
ど「
食
」の
充
実
の
担
当
と
し
、そ

れ
ぞ
れ
30
〜
50
歳
代
の
比
較
的
若
い
メ
ン

バ
ー
が
就
任
し
た
。な
か
で
も
、④
に
は
厨

房
の
パ
ー
ト
職
員
を
抜
擢
し
て
、パ
ー
ト

視
点
の
意
見
を
法
人
の
運
営
に
生
か
す
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

　ま
た
、監
事
2
名
に
は
、貞
松
理
事
長

と
同
世
代
で
あ
る
長
崎
市
の
福
祉
法
人

の
理
事
が
就
任
。他
方
、7
人
の
評
議
委

員
に
は
、同
じ
く
貞
松
理
事
長
の
同
世
代

で
長
崎
の
社
会
福
祉
の
キ
ー
マ
ン
と
言
わ

れ
て
い
る
佐
世
保
市
の
福
祉
法
人
の
理
事

長
を
は
じ
め
、民
間
シ
ン
ク
タ
ン
ク
の
代

表
や
ジ
ェン
ダ
ー
問
題
に
取
り
組
む
活
動

団
体
の
代
表
な
ど
、様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
人

材
が
就
任
し
て
お
り
、な
が
よ
光
彩
会
に

対
し
て
多
面
的
・
多
角
的
に
意
見
、助
言

し
て
も
ら
う
体
制
を
整
え
た
。

(※
)

I
C
T
・・・「In

fo
rm
a
tio
n
 a
n
d
 

C
om
m
unication T

echnology

」の
略

称
で
、「
情
報
通
信
技
術
」と
い
う
意
味
。

お
わ
り
に

　　社
会
福
祉
法
人
な
が
よ
光
彩
会
は
、

長
崎
県
か
ら
の
指
名
で「
介
護
の
し
ご
と

魅
力
伝
道
師
事
業
」を
3
年
間
担
っ
て
い

る
。こ
の
事
業
は
、発
信
力
に
課
題
を
も
つ

福
祉
業
界
に
対
し
て
、福
祉
分
野
に
お
け

る
発
信
力
を
も
つ
人
材
の
育
成
を
目
的
と

し
て
い
る
が
、貞
松
理
事
長
は「
指
導
し
た

人
た
ち
は
、こ
の
3
年
間
で
し
っ
か
り
自

分
の
言
葉
で
話
せ
る
よ
う
に
な
り
、プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
も
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

が
、そ
の
人
た
ち
が
所
属
す
る
組
織
は
変

わ
ら
な
か
っ
た
。人
だ
け
で
は
な
く
、組
織

に
も
届
く
よ
う
な
事
業
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」と
語
る
。

　そ
こ
で
、同
氏
は「
佐
世
保
市
の
就
労

継
続
支
援
B
型
事
業
所
や
障
が
い
者
支

援
施
設
、長
崎
市
の
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
な
ど
に
は
、同
世
代
に
多
く
の
プ

レ
イ
ヤ
ー
が
い
る
。県
の
力
も
借
り
な
が

ら
、他
県
の
福
祉
関
係
者
に
こ
れ
ら
の
施

設
を
見
学
し
て
い
た
だ
き
、そ
の
質
の
高

さ
を
実
感
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、〝
長
崎
の

福
祉
〞を
発
信
し
て
い
く
」と
、同
事
業
の

今
後
を
考
え
て
い
る
。

　ま
も
な
く
開
設
2
年
目
を
迎
え
る
福

祉
施
設『
み
館
』に
お
け
る
取
組
み
の
な
か

に
は
、地
域
課
題
の
解
決
に
取
り
組
ん
で

い
る
も
の
も
あ
り
、1
つ
の
福
祉
施
設
が

地
域
と
の
交
流
の
形
を
大
き
く
変
え
た

事
例
と
な
っ
た
。貞
松
理
事
長
の
斬
新
な

取
組
み
に
よ
り
、wagayo group

に
は

「
こ
こ
で
働
き
た
い
」、「
み
館
で
働
き
た

い
」と
の
申
し
出
が
増
え
て
お
り
、同
グ

ル
ー
プ
は
こ
こ
数
年
、職
員
の
募
集
を
行

わ
な
く
て
も
人
材
が
集
ま
る
珍
し
い
福
祉

グ
ル
ー
プ
と
な
っ
た
。

　福
祉
に
つ
い
て
、新
た
な
視
点
で
取

り
組
み
続
け
て
い
る
貞
松
理
事
長
と

w
agayo group

。〝
福
祉
と
地
域
と
の

共
生
〞と
い
う
在
り
方
を
示
し
て
業
界
の

魅
力
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
で
人
材
を
集

め
、超
高
齢
社
会
に
対
応
し
よ
う
と
し
て

い
る
。福
祉
の
世
界
で
こ
の
よ
う
な
取
組

み
が
展
開
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
驚
き
で
あ

り
、こ
こ
長
崎
が
明
る
く
住
み
や
す
い
県

と
し
て
認
識
さ
れ
る
こ
と
に
つ
な
が
る
も

の
と
思
わ
れ
る
。長
崎
県
は
、全
国
か
ら

福
祉
や
自
治
体
の
関
係
者
な
ど
が
視
察

に
訪
れ
る〝
福
祉
の
先
進
県
〞と
し
て
も
、

そ
の
地
位
を
確
立
す
る
こ
と
が
で
き
る
可

能
性
を
秘
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

5
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長崎だより長崎だより

の
こ
と
も
学
び
た
い
」と
生
徒
に
も
な
っ

た
。「
せ
ん
せ
い
役
は
で
き
な
い
」と
思
っ
て

い
る
住
民
も
多
か
っ
た
そ
う
だ
が
、こ
ん
な

こ
と
に
ニ
ー
ズ
が
あ
る
の
か
、と
い
う
こ
と

を
地
域
住
民
に
知
っ
て
も
ら
う
き
っ
か
け

と
な
っ
た
の
で
あ
る
。貞
松
氏
は
、こ
の
せ

ん
せ
い
た
ち
を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
す
る
こ
と

も
自
分
の
役
割
の
1
つ
と
認
識
し
て
お

り
、〝
好
き
〞や〝
得
意
〞を
生
業
に
で
き
る

仕
組
み
づ
く
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
る
。

職
員
と
入
居
者
が

共
に
活
躍
で
き
る
場
所

　　大
手
企
業
で
は
従
業
員
の
副
業
を
認

め
て
い
る
と
こ
ろ
も
多
い
が
、福
祉
法
人
に

勤
務
し
て
い
る
職
員
は
福
祉
関
連
の
仕
事

し
か
知
ら
な
い
た
め
に
、違
う
仕
事
に
挑

む
た
め
の
ス
キ
ル
が
不
足
し
て
い
る
。そ
こ

で
、貞
松
氏
は
、介
護
の
仕
事
を
や
っ
て
い

な
か
っ
た
ら
何
を
や
り
た
か
っ
た
の
か
？
を

自
社
職
員
に
問
い
、そ
こ
か
ら
出
て
き
た

職
業
の
訓
練
を『
み
館
』に
て
行
う
こ
と
を

考
え
て
い
る
。例
え
ば
、D
I
Y(※

)

に
興

味
が
あ
る
職
員
の
た
め
に
、大
工
を
講
師

に
招
い
た
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
を『
み
館
』に

開
講
す
る
。ま
た
、バ
ー
の
店
員
希
望
者
に

は『
み
館
』に
バ
ー
テ
ン
ダ
ー
を
招
聘
し

て
カ
ク
テ
ル
の
作
り
方
を
学
ば
せ
た
後
、

週
末
に
は『
み
館
』で
バ
ー
テ
ン
ダ
ー
と
し

て
副
収
入
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
。さ

ら
に
、こ
の
場
合
に
は
、作
っ
た
カ
ク
テ
ル
を

上
階
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な
が
よ
に
も
提

供
す
る
こ
と
で
、入
居
者
の
満
足
度
向
上

に
も
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。同
氏
は
、

「
人
と
組
織
が
持
続
し
て
い
く
た
め
の
仕

組
み
づ
く
り
が
自
分
の
仕
事
で
あ
り
、

職
員
に
は
セ
カ
ン
ド
キ
ャ
リ
ア
・マ
ル
チ

キ
ャ
リ
ア
で
、自
ら
も
稼
ぐ
福
祉
人
に
な
っ

て
も
ら
い
た
い
」と
語
る
。一
方
、グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
な
が
よ
の
入
居
者
に
つ
い
て
も
、

〝
せ
ん
せ
い
〞と
し
て
自
身
の
特
技
を
活
か

す
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
で
、サ
ー
ビ
ス

を
受
け
る
側
に
留
ま
ら
ず
、教
え
る
側
に

も
な
って
も
ら
い
、自
身
の
生
活
の
充
実
度

を
上
げ
て
も
ら
い
た
い
と
願
って
い
る
。

　貞
松
氏
は
、周
囲
の
人
た
ち
か
ら「『
み

館
』は
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、地
域
の
た
め

に
つ
く
ら
れ
た
施
設
で
す
よ
ね
？
」と
よ
く

言
わ
れ
る
そ
う
だ
が
、本
人
は
そ
の
よ
う

な
考
え
で
は
な
く
、「
あ
く
ま
で
も『
み
館
』

の〝
核
〞は
、wagayo group

の
職
員
と

施
設
の
入
居
者
が
活
躍
す
る
場
の
提
供

で
あ
り
、そ
の
核
と
し
て
作
り
上
げ
た
も

の
を
地
域
に
お
す
そ
分
け
し
な
が
ら
共
に

楽
し
む
こ
と
で
、地
域
の
方
も
訪
れ
る
場

所
で
あ
り
た
い
」と
し
て
い
る
。

(※
)

D
I
Y
・・・「D

o It Yourself

」の
略
語
で

「
自
分
自
身
で
や
る
」と
い
う
意
味
。

ま
ち
の
リ
ビ
ン
グ『
み
館
』

　

　『み
館
』で
は
、毎
月
タ
イ
人
の
ス
タ
ッ
フ

が
タ
イ
の
家
庭
料
理
を
地
域
に
お
す
そ
分

け
す
る「
ら
ふ（〝
で
こ
ぼ
こ
〞の
意
）キ
ッ
チ

ン
」が
開
催
さ
れ
て
い
る
。こ
れ
は
、長
与

町
が
子
供
の
居
場
所
づ
く
り
を
模
索
し

て
い
る
な
か
で『
み
館
』と
出
会
い
、『
み

館
』が
町
の
食
堂
的
な
役
割
を
担
う
よ
う

に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　貞
松
氏
は
、家
庭
と
学
校
、そ
れ
に
第

3
の
場
所
と
い
う
意
味
の〝
サ
ー
ド
プ
レ

イ
ス
〞と
い
う
言
葉
を
好
ま
な
い
。「
サ
ー

ド
に
合
わ
な
い
子
供
は
フ
ォ
ー
ス
に
行
く

の
か
？
」と
、家
庭
か
ら
ど
ん
ど
ん
離
れ
る

場
所
が
作
ら
れ
て
い
く
こ
と
に
違
和
感
を

覚
え
て
い
る
。そ
こ
で
、親
子
で
参
加
で
き

る「
き
ょ
う
し
つ
」を
開
催
す
る
こ
と
で
、

子
育
て
の
フ
ァ
ー
ス
ト
プ
レ
イ
ス
で
あ
る
家

庭
に
子
供
た
ち
の
様
子
を
届
け
る
役
割
を

『
み
館
』が
担
う
こ
と
に
し
た
。

　本
来
、地
域
の
困
り
ご
と
は
、行
政
を

訪
れ
て
相
談
す
る
は
ず
で
あ
る
。と
こ
ろ

が
、お
そ
ら
く
町
民
の
大
多
数
は
、苦
情

以
外
で
町
役
場
に
行
っ
た
こ
と
が
な
い
。

貞
松
氏
が『
み
館
』を〈
ま
ち
の
リ
ビ
ン
グ
〉

と
謳
う
の
は「
何
気
な
い
会
話
の
な
か
に

こ
そ
、家
庭
や
ま
ち
の
課
題
が
あ
る
の
で

は
？
」と
の
考
え
か
ら
で
あ
る
。「
○
○
相

談
所
と
す
る
と
人
は
来
な
い
が
、〝
リ
ビ
ン

グ
〞と
す
る
と
集
ま
り
や
す
い
。そ
こ
で
、

何
か
ワ
ー
ク
の
よ
う
な
も
の
を
し
な
が
ら
、

会
話
す
る
な
か
に
情
報
が
あ
り
、同
じ
意

見
で
も
月
に
10
回
く
ら
い
出
る
と
な
る
と

こ
の
町
に
足
り
な
い
サ
ー
ビ
ス
か
も
し
れ

ず
、そ
れ
を
社
会
福
祉
法
人
の
地
域
公
益

事
業
と
し
て
検
討
す
る
」、つ
ま
り『
み
館
』

を
地
域
課
題
の
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
の
場
、マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
の
場
と
し
て
も
機
能
さ
せ
て
い

る
。他
方
、毎
回
の
よ
う
に
出
て
く
る
不
満

話
な
ど
は
、行
政
が
対
処
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
案
件
と
し
て
、町
へ
報
告
す
る
。

長
与
の
リ
ビ
ン
グ『
み
館
』

　

　貞
松
氏
の
活
動
は
、行
政
か
ら
も
注

目
さ
れ
て
長
与
町
の
2
0
2
2
年
町
勢

要
覧(※

)

の
巻
頭
に『
み
館
』が《
長
与
の

リ
ビ
ン
グ
》と
し
て
掲
載
さ
れ
た
。本
来
、

行
政
の
施
策
と
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
が『
み
館
』で
は
既
に
取
り
組
ま

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、町
が『
み
館
』を
活

用
し
始
め
た
の
で
あ
る
。

　『み
館
』は
、な
が
よ
光
彩
会
の
公
益
事

業
部
門
の
拠
点
と
し
て
運
営
さ
れ
て
い

る
。こ
れ
ま
で
、町
と
は
高
齢
者
福
祉
事

業
を
管
轄
し
て
い
る
介
護
保
険
課
と
し

か
関
わ
り
が
な
か
っ
た
が
、現
在
は
、健
康

保
険
課
や
こ
ど
も
政
策
課
、秘
書
広
報

課
な
ど
様
々
な
部
署
と
も
つ
な
が
る
よ
う

に
な
っ
た
。

(※
)

長
与
町 

2
0
2
2 

町
勢
要
覧
　

https://w
ebtow

n.nagayo.jp/kiji003
728/3_728_up_yck5bb31.pdf

イ
ベ
ン
ト
の
運
営

　

　長
与
町
健
康
保
険
課
は
、コ
ロ
ナ
へ
の

対
応
で
年
中
忙
し
い
。そ
こ
で
2
0
2
1

年
11
月
、同
課
主
催
の
イ
ベ
ン
ト「A

rea 

Research T
rail W

alking(

通
称
：

A
RT
 W
alking in N

A
G
A
YO
)

」の

運
営
を
、な
が
よ
光
彩
会
が
受
託
し
た
。

本
イ
ベ
ン
ト
を
受
託
す
る
に
あ
た
り
、貞

松
氏
が
町
に
提
案
し
た
の
が「
ま
ち
を
繋

ぐ
、福
祉
に
出
会
う
」と
い
う
形
で
あ
る
。

イ
ベ
ン
ト
の
参
加
者
に
は『
み
館
』に
立
ち

寄
って
も
ら
い
、『
み
館
』か
ら
そ
の
人
た
ち

に
向
け
て
福
祉
に
関
す
る
情
報
を
発
信
す

る
と
い
う
、福
祉
の
情
報
を
能
動
的
に
取

り
に
来
て
も
ら
う
仕
組
み
を
作
っ
た
。

◆A
RT W

alking in N
A
G
A
YO

　

　
（
ア
ー
ト
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ 

イ
ン 

な
が
よ
）

  ・ 

開
催
期
間
は
1
ヶ
月
。1
日
で
歩
い
て

回
る
と
6
時
間
は
か
か
る
コ
ー
ス
。

  ・ 

2
0
2
2
年
1
月
か
ら
12
月
ま
で
12

枚
の
カ
レ
ン
ダ
ー
を
作
成
。ひ
と
月
ご

と
に
、な
が
よ
光
彩
会
の
取
材
チ
ー
ム

が
取
材
し
た
町
内
12
店
舗
の
Q
R

コ
ー
ド
を
掲
載
し
て
お
り
、該
当
の

店
舗
に
行
け
ば
カ
レ
ン
ダ
ー
を
受
け

取
る
こ
と
が
で
き
る
。
12
店
舗
全
て
を

回
る
と
、2
0
2
2
年
の
カ
レ
ン
ダ
ー

が
全
部
揃
う
こ
と
と
な
り
、そ
れ
を『
み

館
』に
持
参
す
る
と
、カ
レ
ン
ダ
ー
を
飾

る
木
製
台
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

  ・ 『
み
館
』を
訪
れ
た
人
は
、障
が
い
者

ス
ポ
ー
ツ〝
ボ
ッ
チ
ャ
〞も
体
験
で
き
、

景
品
を
持
ち
帰
って
も
ら
う
。

  ・ 

コ
ロ
ナ
禍
か
ら
、な
が
よ
光
彩
会
の
介

護
職
員
は
当
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
。そ
こ
で
、期
間
中
の

人
手
不
足
を
補
う
べ
く
、紙
の
カ
レ
ン

ダ
ー
を
受
け
取
る
方
式
と
と
も
に
、

株
式
会
社
デ
ン
ソ
ー
ウ
ェ
ー
ブ
の
協

力
の
も
と
、店
先
の
Q
R
コ
ー
ド
を
読

み
取
る
こ
と
で
専
用
の
ア
プ
リ
に
ス
タ

ン
プ
が
貯
ま
る
、と
い
う
2
通
り
の
店

舗
巡
り
方
法
を
作
成
。

　こ
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
の
参
加
者
は
、

行
政
が
企
画
・
運
営
す
る
と
ど
う
し
て
も

高
齢
者
に
偏
っ
て
し
ま
う
。こ
れ
を
貞
松

氏
は
、長
与
町
健
康
保
険
課
が
タ
ー
ゲ
ッ

ト
と
考
え
る
20
〜
60
代
の
参
加
を
促
す
こ

と
を
目
標
に
定
め
た
。こ
の
目
標
を
ク
リ

ア
す
る
た
め
に
、イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す
る

店
舗
の
選
定
を『
み
館
』に
遊
び
に
来
て
い

る
子
供
た
ち
と
行
い
、同
時
に
そ
の
店
舗

で
も
ら
え
る
商
品
も
決
め
た
。す
る
と
、

子
供
た
ち
は
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
自
分
た
ち

が
つ
く
っ
た
も
の
だ
か
ら
と
、親
を
誘
っ
た

の
で
あ
る
。子
供
の
親
が
参
加
す
る
こ
と

に
よ
り
、若
い
世
代
の
参
加
者
が
増
え
る

こ
と
に
な
っ
た
。そ
の
結
果
、当
イ
ベ
ン
ト
へ

の
参
加
者
の
年
齢
は
、60
代
が
最
も
多

か
っ
た
も
の
の
、次
点
は
40
代
、つ
い
で
30

代
と
な
り
、親
世
代
に
届
く
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
成
功
を
収
め
た
。

■ w
agayo  group

     （
わ
が
よ 

グル
ー
プ
）

　　〝wagayo group

〞と
は
、な
が
よ
光

彩
会
が
運
営
す
る《
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム 

か
が
や
き
》と《
み
ん
な
の
ま
な
び
ば 

み
館
》、総
合
ウ
ェル
フ
ェア
株
式
会
社(

代

表
：
前
田
俊
昭
氏)

が
運
営
す
る《
ぴ
ー
ぷ

る
長
崎
》、前
出
の《
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な

が
よ
》と
い
う
、長
与
町
内
4
つ
の
福
祉

施
設
か
ら
な
る
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
。同
グ

ル
ー
プ
は
、『
人
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
』、

『
地
域（
長
与
）の
た
め
に
で
き
る
こ
と
』、

『
社
会
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
』の
3
つ
の

理
念
を
掲
げ
て
お
り
、「
夢
・
物
語
の
支
援

〜
人
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
を
」と
し
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
い
、福
祉
を
魅
力

的
な
職
場
と
し
て
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
る
。

　高
齢
者
の
介
護
で
は
、食
事
と
排
泄

の
介
助
が
主
目
的
の
よ
う
に
な
っ
て
お

り
、そ
の
人
の
背
景
に
あ
る
人
生
は
軽
視

さ
れ
が
ち
で
あ
る
。そ
こ
で
、wagayo 

group

で
は
個
別
の
夢
を
実
現
さ
せ
る
と

い
う
、日
常
の
ケ
ア
に
プ
ラ
ス
ワ
ン
の
支
援

を
加
え
る
よ
う
に
し
た
。同
グ
ル
ー
プ
は

「
こ
の
よ
う
な
支
援
が
、人
と
し
て
当
た
り

前
の〝
支
援
〞で
あ
る
。高
齢
者
や
障
が
い

者
、患
者
な
ど
様
々
な
困
難
な
状
況
に
あ

る
人
の
心
を
知
り
受
容
す
る
こ
と
で
、寄

り
添
え
る
こ
と
の
大
切
さ
を
、さ
ら
に
心

を
元
気
に
し
て
い
く
こ
と
を
伝
え
て
い
き

た
い
」と
し
て
い
る
。

■ 

今
後
の
動
き
に
つ
い
て

法
人
内
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

開
発

　　イ
ベ
ン
ト
、AR

T
 W
alking in 

N
A
G
A
Y
O

運
営
の
際
に
協
力
し
て
も

ら
っ
た
株
式
会
社
デ
ン
ソ
ー
ウ
ェ
ー
ブ
と
と

も
に
、法
人
内
ア
プ
リ
の
開
発
に
取
り
組

ん
で
い
る
。そ
の
ア
プ
リ
で
は
、例
え
ば
お

手
伝
い
ポ
イ
ン
ト
を
貯
め
る
と
食
事
券
が

も
ら
え
る
な
ど
、食
事
の
提
供
も
無
償
で

は
な
く
、労
働
の
対
価
と
す
る
。ま
た
、『
み

館
』の
商
品
と
も
交
換
で
き
る
が
、そ
の
商

品
に
は
福
祉
的
背
景（
施
設
の
入
居
者
が

作
っ
た
も
の
な
ど
）が
あ
る
こ
と
か
ら
、そ
れ

を
手
に
す
る
人
に
は〝
福
祉
〞が
関
わ
っ
て

い
る
こ
と
が
伝
わ
る
よ
う
に
な
って
い
る
。

　最
終
的
に
は
、こ
の
仕
組
み
を
長
与
町

に
も
広
げ
る
こ
と
で
、町
内
で
行
っ
た
清
掃

活
動
な
ど
が
ポ
イ
ン
ト
と
な
り
、貯
ま
っ
た

ポ
イ
ン
ト
で
町
内
店
舗
の
何
か
と
交
換
で

き
る
と
い
う
、い
わ
ゆ
る
地
域
通
貨
的
役

割
も
担
え
る
ア
プ
リ
に
な
れ
ば
、と
考
え

て
い
る
。地

元
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
と

の
連
携

　　ス
タ
ジ
ア
ム
シ
テ
ィ
構
想
な
ど
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
通
じ
た
地
域
活
性
化
に

取
り
組
む
長
崎
ヴ
ェ
ル
カ
と
、高
齢
者
福

祉
施
設
と
の
連
携
で
何
か
で
き
な
い
か
に

つ
い
て
も
検
討
し
て
い
る
。ス
ポ
ー
ツ
と
福

祉
で
互
い
に
総
合
的
な
学
び
と
な
り
、

ヴ
ェ
ル
カ
か
ら
福
祉
を
発
信
し
て
も
ら
う

こ
と
で
多
く
の
人
に
も
届
く
こ
と
と
な

る
。ま
た
、親
会
社
の
ジ
ャ
パ
ネ
ッ
ト
H
D

に
も
福
祉
へ
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
こ

と
に
も
つ
な
が
る
。

長
与
町
外
の
人
々
と
の

触
れ
合
う
機
会
を
創
出

　　近
い
将
来
、例
え
ば
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
事

業
を
行
う
な
ど
し
て
、職
員
が
県
内
各
地

に
赴
き
、さ
ま
ざ
ま
な
地
域
と
、人
と
触

れ
合
う
こ
と
で
、な
が
よ
光
彩
会
の
彩
あ

る
福
祉
を
届
け
、福
祉
へ
の
関
心
を
広
め

〝
ふ
く
し
を
ひ
ら
い
て
い
く
〞事
業
部
門
を

展
開
す
る
。

役
割
に
応
じ
た

経
営
体
制
の
構
築

　　な
が
よ
光
彩
会
で
は
、2
0
2
2
年
6

月
下
旬
に
経
営
陣
を
刷
新
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。現
在
6
人
い
る
理
事
の
う
ち
、理

事
長
の
貞
松
氏
と《
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
か
が
や
き
》の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
行
っ
て

い
る
理
事
が
続
投
。残
り
4
人
の
理
事

を
、①
介
護
ソ
フ
ト「C

A
R
EK
A
R
T
E

(

ケ
ア
カ
ル
テ)

」導
入
に
伴
う
福
祉
分
野

に
お
け
る
I
C
T(※

)

の
利
活
用
担
当
、

②
こ
れ
か
ら
新
た
に
取
り
組
む
障
が
い
者

事
業
全
般
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
担
当
、③
医

療
・
看
取
り
部
門
の
担
当
、④
メ
ニ
ュ
ー

開
発
な
ど「
食
」の
充
実
の
担
当
と
し
、そ

れ
ぞ
れ
30
〜
50
歳
代
の
比
較
的
若
い
メ
ン

バ
ー
が
就
任
し
た
。な
か
で
も
、④
に
は
厨

房
の
パ
ー
ト
職
員
を
抜
擢
し
て
、パ
ー
ト

視
点
の
意
見
を
法
人
の
運
営
に
生
か
す
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

　ま
た
、監
事
2
名
に
は
、貞
松
理
事
長

と
同
世
代
で
あ
る
長
崎
市
の
福
祉
法
人

の
理
事
が
就
任
。他
方
、7
人
の
評
議
委

員
に
は
、同
じ
く
貞
松
理
事
長
の
同
世
代

で
長
崎
の
社
会
福
祉
の
キ
ー
マ
ン
と
言
わ

れ
て
い
る
佐
世
保
市
の
福
祉
法
人
の
理
事

長
を
は
じ
め
、民
間
シ
ン
ク
タ
ン
ク
の
代

表
や
ジ
ェン
ダ
ー
問
題
に
取
り
組
む
活
動

団
体
の
代
表
な
ど
、様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
人

材
が
就
任
し
て
お
り
、な
が
よ
光
彩
会
に

対
し
て
多
面
的
・
多
角
的
に
意
見
、助
言

し
て
も
ら
う
体
制
を
整
え
た
。

(※
)

I
C
T
・・・「In

fo
rm
a
tio
n
 a
n
d
 

C
om
m
unication T

echnology

」の
略

称
で
、「
情
報
通
信
技
術
」と
い
う
意
味
。

お
わ
り
に

　　社
会
福
祉
法
人
な
が
よ
光
彩
会
は
、

長
崎
県
か
ら
の
指
名
で「
介
護
の
し
ご
と

魅
力
伝
道
師
事
業
」を
3
年
間
担
っ
て
い

る
。こ
の
事
業
は
、発
信
力
に
課
題
を
も
つ

福
祉
業
界
に
対
し
て
、福
祉
分
野
に
お
け

る
発
信
力
を
も
つ
人
材
の
育
成
を
目
的
と

し
て
い
る
が
、貞
松
理
事
長
は「
指
導
し
た

人
た
ち
は
、こ
の
3
年
間
で
し
っ
か
り
自

分
の
言
葉
で
話
せ
る
よ
う
に
な
り
、プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
も
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

が
、そ
の
人
た
ち
が
所
属
す
る
組
織
は
変

わ
ら
な
か
っ
た
。人
だ
け
で
は
な
く
、組
織

に
も
届
く
よ
う
な
事
業
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」と
語
る
。

　そ
こ
で
、同
氏
は「
佐
世
保
市
の
就
労

継
続
支
援
B
型
事
業
所
や
障
が
い
者
支

援
施
設
、長
崎
市
の
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
な
ど
に
は
、同
世
代
に
多
く
の
プ

レ
イ
ヤ
ー
が
い
る
。県
の
力
も
借
り
な
が

ら
、他
県
の
福
祉
関
係
者
に
こ
れ
ら
の
施

設
を
見
学
し
て
い
た
だ
き
、そ
の
質
の
高

さ
を
実
感
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、〝
長
崎
の

福
祉
〞を
発
信
し
て
い
く
」と
、同
事
業
の

今
後
を
考
え
て
い
る
。

　ま
も
な
く
開
設
2
年
目
を
迎
え
る
福

祉
施
設『
み
館
』に
お
け
る
取
組
み
の
な
か

に
は
、地
域
課
題
の
解
決
に
取
り
組
ん
で

い
る
も
の
も
あ
り
、1
つ
の
福
祉
施
設
が

地
域
と
の
交
流
の
形
を
大
き
く
変
え
た

事
例
と
な
っ
た
。貞
松
理
事
長
の
斬
新
な

取
組
み
に
よ
り
、wagayo group

に
は

「
こ
こ
で
働
き
た
い
」、「
み
館
で
働
き
た

い
」と
の
申
し
出
が
増
え
て
お
り
、同
グ

ル
ー
プ
は
こ
こ
数
年
、職
員
の
募
集
を
行

わ
な
く
て
も
人
材
が
集
ま
る
珍
し
い
福
祉

グ
ル
ー
プ
と
な
っ
た
。

　福
祉
に
つ
い
て
、新
た
な
視
点
で
取

り
組
み
続
け
て
い
る
貞
松
理
事
長
と

w
agayo group

。〝
福
祉
と
地
域
と
の

共
生
〞と
い
う
在
り
方
を
示
し
て
業
界
の

魅
力
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
で
人
材
を
集

め
、超
高
齢
社
会
に
対
応
し
よ
う
と
し
て

い
る
。福
祉
の
世
界
で
こ
の
よ
う
な
取
組

み
が
展
開
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
驚
き
で
あ

り
、こ
こ
長
崎
が
明
る
く
住
み
や
す
い
県

と
し
て
認
識
さ
れ
る
こ
と
に
つ
な
が
る
も

の
と
思
わ
れ
る
。長
崎
県
は
、全
国
か
ら

福
祉
や
自
治
体
の
関
係
者
な
ど
が
視
察

に
訪
れ
る〝
福
祉
の
先
進
県
〞と
し
て
も
、

そ
の
地
位
を
確
立
す
る
こ
と
が
で
き
る
可

能
性
を
秘
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

5

6
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長崎だより長崎だより

の
こ
と
も
学
び
た
い
」と
生
徒
に
も
な
っ

た
。「
せ
ん
せ
い
役
は
で
き
な
い
」と
思
っ
て

い
る
住
民
も
多
か
っ
た
そ
う
だ
が
、こ
ん
な

こ
と
に
ニ
ー
ズ
が
あ
る
の
か
、と
い
う
こ
と

を
地
域
住
民
に
知
っ
て
も
ら
う
き
っ
か
け

と
な
っ
た
の
で
あ
る
。貞
松
氏
は
、こ
の
せ

ん
せ
い
た
ち
を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
す
る
こ
と

も
自
分
の
役
割
の
1
つ
と
認
識
し
て
お

り
、〝
好
き
〞や〝
得
意
〞を
生
業
に
で
き
る

仕
組
み
づ
く
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
る
。

職
員
と
入
居
者
が

共
に
活
躍
で
き
る
場
所

　　大
手
企
業
で
は
従
業
員
の
副
業
を
認

め
て
い
る
と
こ
ろ
も
多
い
が
、福
祉
法
人
に

勤
務
し
て
い
る
職
員
は
福
祉
関
連
の
仕
事

し
か
知
ら
な
い
た
め
に
、違
う
仕
事
に
挑

む
た
め
の
ス
キ
ル
が
不
足
し
て
い
る
。そ
こ

で
、貞
松
氏
は
、介
護
の
仕
事
を
や
っ
て
い

な
か
っ
た
ら
何
を
や
り
た
か
っ
た
の
か
？
を

自
社
職
員
に
問
い
、そ
こ
か
ら
出
て
き
た

職
業
の
訓
練
を『
み
館
』に
て
行
う
こ
と
を

考
え
て
い
る
。例
え
ば
、D
I
Y(※

)

に
興

味
が
あ
る
職
員
の
た
め
に
、大
工
を
講
師

に
招
い
た
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
を『
み
館
』に

開
講
す
る
。ま
た
、バ
ー
の
店
員
希
望
者
に

は『
み
館
』に
バ
ー
テ
ン
ダ
ー
を
招
聘
し

て
カ
ク
テ
ル
の
作
り
方
を
学
ば
せ
た
後
、

週
末
に
は『
み
館
』で
バ
ー
テ
ン
ダ
ー
と
し

て
副
収
入
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
。さ

ら
に
、こ
の
場
合
に
は
、作
っ
た
カ
ク
テ
ル
を

上
階
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な
が
よ
に
も
提

供
す
る
こ
と
で
、入
居
者
の
満
足
度
向
上

に
も
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。同
氏
は
、

「
人
と
組
織
が
持
続
し
て
い
く
た
め
の
仕

組
み
づ
く
り
が
自
分
の
仕
事
で
あ
り
、

職
員
に
は
セ
カ
ン
ド
キ
ャ
リ
ア
・マ
ル
チ

キ
ャ
リ
ア
で
、自
ら
も
稼
ぐ
福
祉
人
に
な
っ

て
も
ら
い
た
い
」と
語
る
。一
方
、グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
な
が
よ
の
入
居
者
に
つ
い
て
も
、

〝
せ
ん
せ
い
〞と
し
て
自
身
の
特
技
を
活
か

す
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
で
、サ
ー
ビ
ス

を
受
け
る
側
に
留
ま
ら
ず
、教
え
る
側
に

も
な
って
も
ら
い
、自
身
の
生
活
の
充
実
度

を
上
げ
て
も
ら
い
た
い
と
願
って
い
る
。

　貞
松
氏
は
、周
囲
の
人
た
ち
か
ら「『
み

館
』は
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、地
域
の
た
め

に
つ
く
ら
れ
た
施
設
で
す
よ
ね
？
」と
よ
く

言
わ
れ
る
そ
う
だ
が
、本
人
は
そ
の
よ
う

な
考
え
で
は
な
く
、「
あ
く
ま
で
も『
み
館
』

の〝
核
〞は
、wagayo group

の
職
員
と

施
設
の
入
居
者
が
活
躍
す
る
場
の
提
供

で
あ
り
、そ
の
核
と
し
て
作
り
上
げ
た
も

の
を
地
域
に
お
す
そ
分
け
し
な
が
ら
共
に

楽
し
む
こ
と
で
、地
域
の
方
も
訪
れ
る
場

所
で
あ
り
た
い
」と
し
て
い
る
。

(※
)

D
I
Y
・・・「D

o It Yourself

」の
略
語
で

「
自
分
自
身
で
や
る
」と
い
う
意
味
。

ま
ち
の
リ
ビ
ン
グ『
み
館
』

　

　『み
館
』で
は
、毎
月
タ
イ
人
の
ス
タ
ッ
フ

が
タ
イ
の
家
庭
料
理
を
地
域
に
お
す
そ
分

け
す
る「
ら
ふ（〝
で
こ
ぼ
こ
〞の
意
）キ
ッ
チ

ン
」が
開
催
さ
れ
て
い
る
。こ
れ
は
、長
与

町
が
子
供
の
居
場
所
づ
く
り
を
模
索
し

て
い
る
な
か
で『
み
館
』と
出
会
い
、『
み

館
』が
町
の
食
堂
的
な
役
割
を
担
う
よ
う

に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　貞
松
氏
は
、家
庭
と
学
校
、そ
れ
に
第

3
の
場
所
と
い
う
意
味
の〝
サ
ー
ド
プ
レ

イ
ス
〞と
い
う
言
葉
を
好
ま
な
い
。「
サ
ー

ド
に
合
わ
な
い
子
供
は
フ
ォ
ー
ス
に
行
く

の
か
？
」と
、家
庭
か
ら
ど
ん
ど
ん
離
れ
る

場
所
が
作
ら
れ
て
い
く
こ
と
に
違
和
感
を

覚
え
て
い
る
。そ
こ
で
、親
子
で
参
加
で
き

る「
き
ょ
う
し
つ
」を
開
催
す
る
こ
と
で
、

子
育
て
の
フ
ァ
ー
ス
ト
プ
レ
イ
ス
で
あ
る
家

庭
に
子
供
た
ち
の
様
子
を
届
け
る
役
割
を

『
み
館
』が
担
う
こ
と
に
し
た
。

　本
来
、地
域
の
困
り
ご
と
は
、行
政
を

訪
れ
て
相
談
す
る
は
ず
で
あ
る
。と
こ
ろ

が
、お
そ
ら
く
町
民
の
大
多
数
は
、苦
情

以
外
で
町
役
場
に
行
っ
た
こ
と
が
な
い
。

貞
松
氏
が『
み
館
』を〈
ま
ち
の
リ
ビ
ン
グ
〉

と
謳
う
の
は「
何
気
な
い
会
話
の
な
か
に

こ
そ
、家
庭
や
ま
ち
の
課
題
が
あ
る
の
で

は
？
」と
の
考
え
か
ら
で
あ
る
。「
○
○
相

談
所
と
す
る
と
人
は
来
な
い
が
、〝
リ
ビ
ン

グ
〞と
す
る
と
集
ま
り
や
す
い
。そ
こ
で
、

何
か
ワ
ー
ク
の
よ
う
な
も
の
を
し
な
が
ら
、

会
話
す
る
な
か
に
情
報
が
あ
り
、同
じ
意

見
で
も
月
に
10
回
く
ら
い
出
る
と
な
る
と

こ
の
町
に
足
り
な
い
サ
ー
ビ
ス
か
も
し
れ

ず
、そ
れ
を
社
会
福
祉
法
人
の
地
域
公
益

事
業
と
し
て
検
討
す
る
」、つ
ま
り『
み
館
』

を
地
域
課
題
の
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
の
場
、マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
の
場
と
し
て
も
機
能
さ
せ
て
い

る
。他
方
、毎
回
の
よ
う
に
出
て
く
る
不
満

話
な
ど
は
、行
政
が
対
処
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
案
件
と
し
て
、町
へ
報
告
す
る
。

長
与
の
リ
ビ
ン
グ『
み
館
』

　

　貞
松
氏
の
活
動
は
、行
政
か
ら
も
注

目
さ
れ
て
長
与
町
の
2
0
2
2
年
町
勢

要
覧(※

)

の
巻
頭
に『
み
館
』が《
長
与
の

リ
ビ
ン
グ
》と
し
て
掲
載
さ
れ
た
。本
来
、

行
政
の
施
策
と
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
が『
み
館
』で
は
既
に
取
り
組
ま

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、町
が『
み
館
』を
活

用
し
始
め
た
の
で
あ
る
。

　『み
館
』は
、な
が
よ
光
彩
会
の
公
益
事

業
部
門
の
拠
点
と
し
て
運
営
さ
れ
て
い

る
。こ
れ
ま
で
、町
と
は
高
齢
者
福
祉
事

業
を
管
轄
し
て
い
る
介
護
保
険
課
と
し

か
関
わ
り
が
な
か
っ
た
が
、現
在
は
、健
康

保
険
課
や
こ
ど
も
政
策
課
、秘
書
広
報

課
な
ど
様
々
な
部
署
と
も
つ
な
が
る
よ
う

に
な
っ
た
。

(※
)

長
与
町 

2
0
2
2 

町
勢
要
覧
　

https://w
ebtow

n.nagayo.jp/kiji003
728/3_728_up_yck5bb31.pdf

イ
ベ
ン
ト
の
運
営

　

　長
与
町
健
康
保
険
課
は
、コ
ロ
ナ
へ
の

対
応
で
年
中
忙
し
い
。そ
こ
で
2
0
2
1

年
11
月
、同
課
主
催
の
イ
ベ
ン
ト「A

rea 

Research T
rail W

alking(

通
称
：

A
RT
 W
alking in N

A
G
A
YO
)

」の

運
営
を
、な
が
よ
光
彩
会
が
受
託
し
た
。

本
イ
ベ
ン
ト
を
受
託
す
る
に
あ
た
り
、貞

松
氏
が
町
に
提
案
し
た
の
が「
ま
ち
を
繋

ぐ
、福
祉
に
出
会
う
」と
い
う
形
で
あ
る
。

イ
ベ
ン
ト
の
参
加
者
に
は『
み
館
』に
立
ち

寄
って
も
ら
い
、『
み
館
』か
ら
そ
の
人
た
ち

に
向
け
て
福
祉
に
関
す
る
情
報
を
発
信
す

る
と
い
う
、福
祉
の
情
報
を
能
動
的
に
取

り
に
来
て
も
ら
う
仕
組
み
を
作
っ
た
。

◆A
RT W

alking in N
A
G
A
YO

　

　
（
ア
ー
ト
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ 

イ
ン 

な
が
よ
）

  ・ 

開
催
期
間
は
1
ヶ
月
。1
日
で
歩
い
て

回
る
と
6
時
間
は
か
か
る
コ
ー
ス
。

  ・ 

2
0
2
2
年
1
月
か
ら
12
月
ま
で
12

枚
の
カ
レ
ン
ダ
ー
を
作
成
。ひ
と
月
ご

と
に
、な
が
よ
光
彩
会
の
取
材
チ
ー
ム

が
取
材
し
た
町
内
12
店
舗
の
Q
R

コ
ー
ド
を
掲
載
し
て
お
り
、該
当
の

店
舗
に
行
け
ば
カ
レ
ン
ダ
ー
を
受
け

取
る
こ
と
が
で
き
る
。
12
店
舗
全
て
を

回
る
と
、2
0
2
2
年
の
カ
レ
ン
ダ
ー

が
全
部
揃
う
こ
と
と
な
り
、そ
れ
を『
み

館
』に
持
参
す
る
と
、カ
レ
ン
ダ
ー
を
飾

る
木
製
台
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

  ・ 『
み
館
』を
訪
れ
た
人
は
、障
が
い
者

ス
ポ
ー
ツ〝
ボ
ッ
チ
ャ
〞も
体
験
で
き
、

景
品
を
持
ち
帰
って
も
ら
う
。

  ・ 

コ
ロ
ナ
禍
か
ら
、な
が
よ
光
彩
会
の
介

護
職
員
は
当
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
。そ
こ
で
、期
間
中
の

人
手
不
足
を
補
う
べ
く
、紙
の
カ
レ
ン

ダ
ー
を
受
け
取
る
方
式
と
と
も
に
、

株
式
会
社
デ
ン
ソ
ー
ウ
ェ
ー
ブ
の
協

力
の
も
と
、店
先
の
Q
R
コ
ー
ド
を
読

み
取
る
こ
と
で
専
用
の
ア
プ
リ
に
ス
タ

ン
プ
が
貯
ま
る
、と
い
う
2
通
り
の
店

舗
巡
り
方
法
を
作
成
。

　こ
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
の
参
加
者
は
、

行
政
が
企
画
・
運
営
す
る
と
ど
う
し
て
も

高
齢
者
に
偏
っ
て
し
ま
う
。こ
れ
を
貞
松

氏
は
、長
与
町
健
康
保
険
課
が
タ
ー
ゲ
ッ

ト
と
考
え
る
20
〜
60
代
の
参
加
を
促
す
こ

と
を
目
標
に
定
め
た
。こ
の
目
標
を
ク
リ

ア
す
る
た
め
に
、イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す
る

店
舗
の
選
定
を『
み
館
』に
遊
び
に
来
て
い

る
子
供
た
ち
と
行
い
、同
時
に
そ
の
店
舗

で
も
ら
え
る
商
品
も
決
め
た
。す
る
と
、

子
供
た
ち
は
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
自
分
た
ち

が
つ
く
っ
た
も
の
だ
か
ら
と
、親
を
誘
っ
た

の
で
あ
る
。子
供
の
親
が
参
加
す
る
こ
と

に
よ
り
、若
い
世
代
の
参
加
者
が
増
え
る

こ
と
に
な
っ
た
。そ
の
結
果
、当
イ
ベ
ン
ト
へ

の
参
加
者
の
年
齢
は
、60
代
が
最
も
多

か
っ
た
も
の
の
、次
点
は
40
代
、つ
い
で
30

代
と
な
り
、親
世
代
に
届
く
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
成
功
を
収
め
た
。

■ w
agayo  group

     （
わ
が
よ 

グル
ー
プ
）

　　〝wagayo group

〞と
は
、な
が
よ
光

彩
会
が
運
営
す
る《
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム 

か
が
や
き
》と《
み
ん
な
の
ま
な
び
ば 

み
館
》、総
合
ウ
ェル
フ
ェア
株
式
会
社(

代

表
：
前
田
俊
昭
氏)

が
運
営
す
る《
ぴ
ー
ぷ

る
長
崎
》、前
出
の《
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な

が
よ
》と
い
う
、長
与
町
内
4
つ
の
福
祉

施
設
か
ら
な
る
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
。同
グ

ル
ー
プ
は
、『
人
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
』、

『
地
域（
長
与
）の
た
め
に
で
き
る
こ
と
』、

『
社
会
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
』の
3
つ
の

理
念
を
掲
げ
て
お
り
、「
夢
・
物
語
の
支
援

〜
人
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
を
」と
し
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
い
、福
祉
を
魅
力

的
な
職
場
と
し
て
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
る
。

　高
齢
者
の
介
護
で
は
、食
事
と
排
泄

の
介
助
が
主
目
的
の
よ
う
に
な
っ
て
お

り
、そ
の
人
の
背
景
に
あ
る
人
生
は
軽
視

さ
れ
が
ち
で
あ
る
。そ
こ
で
、wagayo 

group

で
は
個
別
の
夢
を
実
現
さ
せ
る
と

い
う
、日
常
の
ケ
ア
に
プ
ラ
ス
ワ
ン
の
支
援

を
加
え
る
よ
う
に
し
た
。同
グ
ル
ー
プ
は

「
こ
の
よ
う
な
支
援
が
、人
と
し
て
当
た
り

前
の〝
支
援
〞で
あ
る
。高
齢
者
や
障
が
い

者
、患
者
な
ど
様
々
な
困
難
な
状
況
に
あ

る
人
の
心
を
知
り
受
容
す
る
こ
と
で
、寄

り
添
え
る
こ
と
の
大
切
さ
を
、さ
ら
に
心

を
元
気
に
し
て
い
く
こ
と
を
伝
え
て
い
き

た
い
」と
し
て
い
る
。

■ 

今
後
の
動
き
に
つ
い
て

法
人
内
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

開
発

　　イ
ベ
ン
ト
、AR

T
 W
alking in 

N
A
G
A
Y
O

運
営
の
際
に
協
力
し
て
も

ら
っ
た
株
式
会
社
デ
ン
ソ
ー
ウ
ェ
ー
ブ
と
と

も
に
、法
人
内
ア
プ
リ
の
開
発
に
取
り
組

ん
で
い
る
。そ
の
ア
プ
リ
で
は
、例
え
ば
お

手
伝
い
ポ
イ
ン
ト
を
貯
め
る
と
食
事
券
が

も
ら
え
る
な
ど
、食
事
の
提
供
も
無
償
で

は
な
く
、労
働
の
対
価
と
す
る
。ま
た
、『
み

館
』の
商
品
と
も
交
換
で
き
る
が
、そ
の
商

品
に
は
福
祉
的
背
景（
施
設
の
入
居
者
が

作
っ
た
も
の
な
ど
）が
あ
る
こ
と
か
ら
、そ
れ

を
手
に
す
る
人
に
は〝
福
祉
〞が
関
わ
っ
て

い
る
こ
と
が
伝
わ
る
よ
う
に
な
って
い
る
。

　最
終
的
に
は
、こ
の
仕
組
み
を
長
与
町

に
も
広
げ
る
こ
と
で
、町
内
で
行
っ
た
清
掃

活
動
な
ど
が
ポ
イ
ン
ト
と
な
り
、貯
ま
っ
た

ポ
イ
ン
ト
で
町
内
店
舗
の
何
か
と
交
換
で

き
る
と
い
う
、い
わ
ゆ
る
地
域
通
貨
的
役

割
も
担
え
る
ア
プ
リ
に
な
れ
ば
、と
考
え

て
い
る
。地

元
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
と

の
連
携

　　ス
タ
ジ
ア
ム
シ
テ
ィ
構
想
な
ど
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
通
じ
た
地
域
活
性
化
に

取
り
組
む
長
崎
ヴ
ェ
ル
カ
と
、高
齢
者
福

祉
施
設
と
の
連
携
で
何
か
で
き
な
い
か
に

つ
い
て
も
検
討
し
て
い
る
。ス
ポ
ー
ツ
と
福

祉
で
互
い
に
総
合
的
な
学
び
と
な
り
、

ヴ
ェ
ル
カ
か
ら
福
祉
を
発
信
し
て
も
ら
う

こ
と
で
多
く
の
人
に
も
届
く
こ
と
と
な

る
。ま
た
、親
会
社
の
ジ
ャ
パ
ネ
ッ
ト
H
D

に
も
福
祉
へ
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
こ

と
に
も
つ
な
が
る
。

長
与
町
外
の
人
々
と
の

触
れ
合
う
機
会
を
創
出

　　近
い
将
来
、例
え
ば
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
事

業
を
行
う
な
ど
し
て
、職
員
が
県
内
各
地

に
赴
き
、さ
ま
ざ
ま
な
地
域
と
、人
と
触

れ
合
う
こ
と
で
、な
が
よ
光
彩
会
の
彩
あ

る
福
祉
を
届
け
、福
祉
へ
の
関
心
を
広
め

〝
ふ
く
し
を
ひ
ら
い
て
い
く
〞事
業
部
門
を

展
開
す
る
。

役
割
に
応
じ
た

経
営
体
制
の
構
築

　　な
が
よ
光
彩
会
で
は
、2
0
2
2
年
6

月
下
旬
に
経
営
陣
を
刷
新
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。現
在
6
人
い
る
理
事
の
う
ち
、理

事
長
の
貞
松
氏
と《
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
か
が
や
き
》の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
行
っ
て

い
る
理
事
が
続
投
。残
り
4
人
の
理
事

を
、①
介
護
ソ
フ
ト「C

A
R
EK
A
R
T
E

(

ケ
ア
カ
ル
テ)

」導
入
に
伴
う
福
祉
分
野

に
お
け
る
I
C
T(※

)

の
利
活
用
担
当
、

②
こ
れ
か
ら
新
た
に
取
り
組
む
障
が
い
者

事
業
全
般
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
担
当
、③
医

療
・
看
取
り
部
門
の
担
当
、④
メ
ニ
ュ
ー

開
発
な
ど「
食
」の
充
実
の
担
当
と
し
、そ

れ
ぞ
れ
30
〜
50
歳
代
の
比
較
的
若
い
メ
ン

バ
ー
が
就
任
し
た
。な
か
で
も
、④
に
は
厨

房
の
パ
ー
ト
職
員
を
抜
擢
し
て
、パ
ー
ト

視
点
の
意
見
を
法
人
の
運
営
に
生
か
す
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

　ま
た
、監
事
2
名
に
は
、貞
松
理
事
長

と
同
世
代
で
あ
る
長
崎
市
の
福
祉
法
人

の
理
事
が
就
任
。他
方
、7
人
の
評
議
委

員
に
は
、同
じ
く
貞
松
理
事
長
の
同
世
代

で
長
崎
の
社
会
福
祉
の
キ
ー
マ
ン
と
言
わ

れ
て
い
る
佐
世
保
市
の
福
祉
法
人
の
理
事

長
を
は
じ
め
、民
間
シ
ン
ク
タ
ン
ク
の
代

表
や
ジ
ェン
ダ
ー
問
題
に
取
り
組
む
活
動

団
体
の
代
表
な
ど
、様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
人

材
が
就
任
し
て
お
り
、な
が
よ
光
彩
会
に

対
し
て
多
面
的
・
多
角
的
に
意
見
、助
言

し
て
も
ら
う
体
制
を
整
え
た
。

(※
)

I
C
T
・・・「In

fo
rm
a
tio
n
 a
n
d
 

C
om
m
unication T

echnology

」の
略

称
で
、「
情
報
通
信
技
術
」と
い
う
意
味
。

お
わ
り
に

　　社
会
福
祉
法
人
な
が
よ
光
彩
会
は
、

長
崎
県
か
ら
の
指
名
で「
介
護
の
し
ご
と

魅
力
伝
道
師
事
業
」を
3
年
間
担
っ
て
い

る
。こ
の
事
業
は
、発
信
力
に
課
題
を
も
つ

福
祉
業
界
に
対
し
て
、福
祉
分
野
に
お
け

る
発
信
力
を
も
つ
人
材
の
育
成
を
目
的
と

し
て
い
る
が
、貞
松
理
事
長
は「
指
導
し
た

人
た
ち
は
、こ
の
3
年
間
で
し
っ
か
り
自

分
の
言
葉
で
話
せ
る
よ
う
に
な
り
、プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
も
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

が
、そ
の
人
た
ち
が
所
属
す
る
組
織
は
変

わ
ら
な
か
っ
た
。人
だ
け
で
は
な
く
、組
織

に
も
届
く
よ
う
な
事
業
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」と
語
る
。

　そ
こ
で
、同
氏
は「
佐
世
保
市
の
就
労

継
続
支
援
B
型
事
業
所
や
障
が
い
者
支

援
施
設
、長
崎
市
の
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
な
ど
に
は
、同
世
代
に
多
く
の
プ

レ
イ
ヤ
ー
が
い
る
。県
の
力
も
借
り
な
が

ら
、他
県
の
福
祉
関
係
者
に
こ
れ
ら
の
施

設
を
見
学
し
て
い
た
だ
き
、そ
の
質
の
高

さ
を
実
感
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、〝
長
崎
の

福
祉
〞を
発
信
し
て
い
く
」と
、同
事
業
の

今
後
を
考
え
て
い
る
。

　ま
も
な
く
開
設
2
年
目
を
迎
え
る
福

祉
施
設『
み
館
』に
お
け
る
取
組
み
の
な
か

に
は
、地
域
課
題
の
解
決
に
取
り
組
ん
で

い
る
も
の
も
あ
り
、1
つ
の
福
祉
施
設
が

地
域
と
の
交
流
の
形
を
大
き
く
変
え
た

事
例
と
な
っ
た
。貞
松
理
事
長
の
斬
新
な

取
組
み
に
よ
り
、wagayo group

に
は

「
こ
こ
で
働
き
た
い
」、「
み
館
で
働
き
た

い
」と
の
申
し
出
が
増
え
て
お
り
、同
グ

ル
ー
プ
は
こ
こ
数
年
、職
員
の
募
集
を
行

わ
な
く
て
も
人
材
が
集
ま
る
珍
し
い
福
祉

グ
ル
ー
プ
と
な
っ
た
。

　福
祉
に
つ
い
て
、新
た
な
視
点
で
取

り
組
み
続
け
て
い
る
貞
松
理
事
長
と

w
agayo group

。〝
福
祉
と
地
域
と
の

共
生
〞と
い
う
在
り
方
を
示
し
て
業
界
の

魅
力
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
で
人
材
を
集

め
、超
高
齢
社
会
に
対
応
し
よ
う
と
し
て

い
る
。福
祉
の
世
界
で
こ
の
よ
う
な
取
組

み
が
展
開
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
驚
き
で
あ

り
、こ
こ
長
崎
が
明
る
く
住
み
や
す
い
県

と
し
て
認
識
さ
れ
る
こ
と
に
つ
な
が
る
も

の
と
思
わ
れ
る
。長
崎
県
は
、全
国
か
ら

福
祉
や
自
治
体
の
関
係
者
な
ど
が
視
察

に
訪
れ
る〝
福
祉
の
先
進
県
〞と
し
て
も
、

そ
の
地
位
を
確
立
す
る
こ
と
が
で
き
る
可

能
性
を
秘
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

1

2

34

Ⅳ

wagayo groupで取り組んだ「個別の夢の実現」やイベント

事例 ①

事例 ②

事例 ③

事例 ④

事例 ⑤

事例 ⑥

事例 ⑦

事例 ⑧

認知症の症状がある女性の思い「五島へお墓参りに行きたい」を叶える
ために、船旅ができるようなリハビリメニューを組み、さらに、職員も現
地へ赴いて、ルートや所要時間の下見を行ったことで実現させたプロ
ジェクト。

熊本地震へ職員を派遣。現場では既に炊き出しが行われていたが、高齢
者施設の入所者は、制限食や硬さなどへの兼ね合いから、それを食べるこ
とができない。そこで、介護職員を派遣して「食」を支援した。

「認知症キッズサポーター養成講座」を開講。認知症のおばあちゃんを探
せ！という指令を受けた子供たちが、町に出て目撃情報やヒントを手掛
かりにおばあちゃんを探し出し、グループホームに連れ帰る、という
ミッション。子供の福祉体験につながった。

医療福祉系謎解きイベント「ミスティックマインズ」を開催。約70名の親子
が「ながよ地域福祉新聞」の記者として町内のグループホームや商店、お店
を巡りながら取材、福祉にまつわる謎解きを行い、ヒントをもらいながら、
それぞれの記事を作り上げる → 地域を知ることにつながる。まちを巡っ
た後は、360°見渡せる映像の中で、認知症の方が持つ気持ちを体験でき
る「VR認知症」を体験し、身近な人が認知症になったらどうしたらよいか
を共に考えた。

ラーメンプロジェクト。施設入居者の「ラーメン食べたい！」を叶える。
ラーメン店をまるごと施設に招いた。

同じく、うどんプロジェクト。「うどん食べたい！」を叶える。

アルツハイマー型認知症の症状がある男性の願い「自宅で金婚式」を叶
えた。

体に麻痺のある男性が、趣味の魚釣りをもう一度楽しむことができるよ
う、協力した。
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長崎だより長崎だより

の
こ
と
も
学
び
た
い
」と
生
徒
に
も
な
っ

た
。「
せ
ん
せ
い
役
は
で
き
な
い
」と
思
っ
て

い
る
住
民
も
多
か
っ
た
そ
う
だ
が
、こ
ん
な

こ
と
に
ニ
ー
ズ
が
あ
る
の
か
、と
い
う
こ
と

を
地
域
住
民
に
知
っ
て
も
ら
う
き
っ
か
け

と
な
っ
た
の
で
あ
る
。貞
松
氏
は
、こ
の
せ

ん
せ
い
た
ち
を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
す
る
こ
と

も
自
分
の
役
割
の
1
つ
と
認
識
し
て
お

り
、〝
好
き
〞や〝
得
意
〞を
生
業
に
で
き
る

仕
組
み
づ
く
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
る
。

職
員
と
入
居
者
が

共
に
活
躍
で
き
る
場
所

　　大
手
企
業
で
は
従
業
員
の
副
業
を
認

め
て
い
る
と
こ
ろ
も
多
い
が
、福
祉
法
人
に

勤
務
し
て
い
る
職
員
は
福
祉
関
連
の
仕
事

し
か
知
ら
な
い
た
め
に
、違
う
仕
事
に
挑

む
た
め
の
ス
キ
ル
が
不
足
し
て
い
る
。そ
こ

で
、貞
松
氏
は
、介
護
の
仕
事
を
や
っ
て
い

な
か
っ
た
ら
何
を
や
り
た
か
っ
た
の
か
？
を

自
社
職
員
に
問
い
、そ
こ
か
ら
出
て
き
た

職
業
の
訓
練
を『
み
館
』に
て
行
う
こ
と
を

考
え
て
い
る
。例
え
ば
、D
I
Y(※

)

に
興

味
が
あ
る
職
員
の
た
め
に
、大
工
を
講
師

に
招
い
た
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
を『
み
館
』に

開
講
す
る
。ま
た
、バ
ー
の
店
員
希
望
者
に

は『
み
館
』に
バ
ー
テ
ン
ダ
ー
を
招
聘
し

て
カ
ク
テ
ル
の
作
り
方
を
学
ば
せ
た
後
、

週
末
に
は『
み
館
』で
バ
ー
テ
ン
ダ
ー
と
し

て
副
収
入
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
。さ

ら
に
、こ
の
場
合
に
は
、作
っ
た
カ
ク
テ
ル
を

上
階
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な
が
よ
に
も
提

供
す
る
こ
と
で
、入
居
者
の
満
足
度
向
上

に
も
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。同
氏
は
、

「
人
と
組
織
が
持
続
し
て
い
く
た
め
の
仕

組
み
づ
く
り
が
自
分
の
仕
事
で
あ
り
、

職
員
に
は
セ
カ
ン
ド
キ
ャ
リ
ア
・マ
ル
チ

キ
ャ
リ
ア
で
、自
ら
も
稼
ぐ
福
祉
人
に
な
っ

て
も
ら
い
た
い
」と
語
る
。一
方
、グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
な
が
よ
の
入
居
者
に
つ
い
て
も
、

〝
せ
ん
せ
い
〞と
し
て
自
身
の
特
技
を
活
か

す
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
で
、サ
ー
ビ
ス

を
受
け
る
側
に
留
ま
ら
ず
、教
え
る
側
に

も
な
って
も
ら
い
、自
身
の
生
活
の
充
実
度

を
上
げ
て
も
ら
い
た
い
と
願
って
い
る
。

　貞
松
氏
は
、周
囲
の
人
た
ち
か
ら「『
み

館
』は
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、地
域
の
た
め

に
つ
く
ら
れ
た
施
設
で
す
よ
ね
？
」と
よ
く

言
わ
れ
る
そ
う
だ
が
、本
人
は
そ
の
よ
う

な
考
え
で
は
な
く
、「
あ
く
ま
で
も『
み
館
』

の〝
核
〞は
、wagayo group

の
職
員
と

施
設
の
入
居
者
が
活
躍
す
る
場
の
提
供

で
あ
り
、そ
の
核
と
し
て
作
り
上
げ
た
も

の
を
地
域
に
お
す
そ
分
け
し
な
が
ら
共
に

楽
し
む
こ
と
で
、地
域
の
方
も
訪
れ
る
場

所
で
あ
り
た
い
」と
し
て
い
る
。

(※
)

D
I
Y
・・・「D

o It Yourself

」の
略
語
で

「
自
分
自
身
で
や
る
」と
い
う
意
味
。

ま
ち
の
リ
ビ
ン
グ『
み
館
』

　

　『み
館
』で
は
、毎
月
タ
イ
人
の
ス
タ
ッ
フ

が
タ
イ
の
家
庭
料
理
を
地
域
に
お
す
そ
分

け
す
る「
ら
ふ（〝
で
こ
ぼ
こ
〞の
意
）キ
ッ
チ

ン
」が
開
催
さ
れ
て
い
る
。こ
れ
は
、長
与

町
が
子
供
の
居
場
所
づ
く
り
を
模
索
し

て
い
る
な
か
で『
み
館
』と
出
会
い
、『
み

館
』が
町
の
食
堂
的
な
役
割
を
担
う
よ
う

に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　貞
松
氏
は
、家
庭
と
学
校
、そ
れ
に
第

3
の
場
所
と
い
う
意
味
の〝
サ
ー
ド
プ
レ

イ
ス
〞と
い
う
言
葉
を
好
ま
な
い
。「
サ
ー

ド
に
合
わ
な
い
子
供
は
フ
ォ
ー
ス
に
行
く

の
か
？
」と
、家
庭
か
ら
ど
ん
ど
ん
離
れ
る

場
所
が
作
ら
れ
て
い
く
こ
と
に
違
和
感
を

覚
え
て
い
る
。そ
こ
で
、親
子
で
参
加
で
き

る「
き
ょ
う
し
つ
」を
開
催
す
る
こ
と
で
、

子
育
て
の
フ
ァ
ー
ス
ト
プ
レ
イ
ス
で
あ
る
家

庭
に
子
供
た
ち
の
様
子
を
届
け
る
役
割
を

『
み
館
』が
担
う
こ
と
に
し
た
。

　本
来
、地
域
の
困
り
ご
と
は
、行
政
を

訪
れ
て
相
談
す
る
は
ず
で
あ
る
。と
こ
ろ

が
、お
そ
ら
く
町
民
の
大
多
数
は
、苦
情

以
外
で
町
役
場
に
行
っ
た
こ
と
が
な
い
。

貞
松
氏
が『
み
館
』を〈
ま
ち
の
リ
ビ
ン
グ
〉

と
謳
う
の
は「
何
気
な
い
会
話
の
な
か
に

こ
そ
、家
庭
や
ま
ち
の
課
題
が
あ
る
の
で

は
？
」と
の
考
え
か
ら
で
あ
る
。「
○
○
相

談
所
と
す
る
と
人
は
来
な
い
が
、〝
リ
ビ
ン

グ
〞と
す
る
と
集
ま
り
や
す
い
。そ
こ
で
、

何
か
ワ
ー
ク
の
よ
う
な
も
の
を
し
な
が
ら
、

会
話
す
る
な
か
に
情
報
が
あ
り
、同
じ
意

見
で
も
月
に
10
回
く
ら
い
出
る
と
な
る
と

こ
の
町
に
足
り
な
い
サ
ー
ビ
ス
か
も
し
れ

ず
、そ
れ
を
社
会
福
祉
法
人
の
地
域
公
益

事
業
と
し
て
検
討
す
る
」、つ
ま
り『
み
館
』

を
地
域
課
題
の
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
の
場
、マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
の
場
と
し
て
も
機
能
さ
せ
て
い

る
。他
方
、毎
回
の
よ
う
に
出
て
く
る
不
満

話
な
ど
は
、行
政
が
対
処
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
案
件
と
し
て
、町
へ
報
告
す
る
。

長
与
の
リ
ビ
ン
グ『
み
館
』

　

　貞
松
氏
の
活
動
は
、行
政
か
ら
も
注

目
さ
れ
て
長
与
町
の
2
0
2
2
年
町
勢

要
覧(※

)

の
巻
頭
に『
み
館
』が《
長
与
の

リ
ビ
ン
グ
》と
し
て
掲
載
さ
れ
た
。本
来
、

行
政
の
施
策
と
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
が『
み
館
』で
は
既
に
取
り
組
ま

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、町
が『
み
館
』を
活

用
し
始
め
た
の
で
あ
る
。

　『み
館
』は
、な
が
よ
光
彩
会
の
公
益
事

業
部
門
の
拠
点
と
し
て
運
営
さ
れ
て
い

る
。こ
れ
ま
で
、町
と
は
高
齢
者
福
祉
事

業
を
管
轄
し
て
い
る
介
護
保
険
課
と
し

か
関
わ
り
が
な
か
っ
た
が
、現
在
は
、健
康

保
険
課
や
こ
ど
も
政
策
課
、秘
書
広
報

課
な
ど
様
々
な
部
署
と
も
つ
な
が
る
よ
う

に
な
っ
た
。

(※
)

長
与
町 

2
0
2
2 

町
勢
要
覧
　

https://w
ebtow

n.nagayo.jp/kiji003
728/3_728_up_yck5bb31.pdf

イ
ベ
ン
ト
の
運
営

　

　長
与
町
健
康
保
険
課
は
、コ
ロ
ナ
へ
の

対
応
で
年
中
忙
し
い
。そ
こ
で
2
0
2
1

年
11
月
、同
課
主
催
の
イ
ベ
ン
ト「A

rea 

Research T
rail W

alking(

通
称
：

A
RT
 W
alking in N

A
G
A
YO
)

」の

運
営
を
、な
が
よ
光
彩
会
が
受
託
し
た
。

本
イ
ベ
ン
ト
を
受
託
す
る
に
あ
た
り
、貞

松
氏
が
町
に
提
案
し
た
の
が「
ま
ち
を
繋

ぐ
、福
祉
に
出
会
う
」と
い
う
形
で
あ
る
。

イ
ベ
ン
ト
の
参
加
者
に
は『
み
館
』に
立
ち

寄
って
も
ら
い
、『
み
館
』か
ら
そ
の
人
た
ち

に
向
け
て
福
祉
に
関
す
る
情
報
を
発
信
す

る
と
い
う
、福
祉
の
情
報
を
能
動
的
に
取

り
に
来
て
も
ら
う
仕
組
み
を
作
っ
た
。

◆A
RT W

alking in N
A
G
A
YO

　

　
（
ア
ー
ト
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ 

イ
ン 

な
が
よ
）

  ・ 

開
催
期
間
は
1
ヶ
月
。1
日
で
歩
い
て

回
る
と
6
時
間
は
か
か
る
コ
ー
ス
。

  ・ 

2
0
2
2
年
1
月
か
ら
12
月
ま
で
12

枚
の
カ
レ
ン
ダ
ー
を
作
成
。ひ
と
月
ご

と
に
、な
が
よ
光
彩
会
の
取
材
チ
ー
ム

が
取
材
し
た
町
内
12
店
舗
の
Q
R

コ
ー
ド
を
掲
載
し
て
お
り
、該
当
の

店
舗
に
行
け
ば
カ
レ
ン
ダ
ー
を
受
け

取
る
こ
と
が
で
き
る
。
12
店
舗
全
て
を

回
る
と
、2
0
2
2
年
の
カ
レ
ン
ダ
ー

が
全
部
揃
う
こ
と
と
な
り
、そ
れ
を『
み

館
』に
持
参
す
る
と
、カ
レ
ン
ダ
ー
を
飾

る
木
製
台
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

  ・ 『
み
館
』を
訪
れ
た
人
は
、障
が
い
者

ス
ポ
ー
ツ〝
ボ
ッ
チ
ャ
〞も
体
験
で
き
、

景
品
を
持
ち
帰
って
も
ら
う
。

  ・ 

コ
ロ
ナ
禍
か
ら
、な
が
よ
光
彩
会
の
介

護
職
員
は
当
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
。そ
こ
で
、期
間
中
の

人
手
不
足
を
補
う
べ
く
、紙
の
カ
レ
ン

ダ
ー
を
受
け
取
る
方
式
と
と
も
に
、

株
式
会
社
デ
ン
ソ
ー
ウ
ェ
ー
ブ
の
協

力
の
も
と
、店
先
の
Q
R
コ
ー
ド
を
読

み
取
る
こ
と
で
専
用
の
ア
プ
リ
に
ス
タ

ン
プ
が
貯
ま
る
、と
い
う
2
通
り
の
店

舗
巡
り
方
法
を
作
成
。

　こ
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
の
参
加
者
は
、

行
政
が
企
画
・
運
営
す
る
と
ど
う
し
て
も

高
齢
者
に
偏
っ
て
し
ま
う
。こ
れ
を
貞
松

氏
は
、長
与
町
健
康
保
険
課
が
タ
ー
ゲ
ッ

ト
と
考
え
る
20
〜
60
代
の
参
加
を
促
す
こ

と
を
目
標
に
定
め
た
。こ
の
目
標
を
ク
リ

ア
す
る
た
め
に
、イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す
る

店
舗
の
選
定
を『
み
館
』に
遊
び
に
来
て
い

る
子
供
た
ち
と
行
い
、同
時
に
そ
の
店
舗

で
も
ら
え
る
商
品
も
決
め
た
。す
る
と
、

子
供
た
ち
は
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
自
分
た
ち

が
つ
く
っ
た
も
の
だ
か
ら
と
、親
を
誘
っ
た

の
で
あ
る
。子
供
の
親
が
参
加
す
る
こ
と

に
よ
り
、若
い
世
代
の
参
加
者
が
増
え
る

こ
と
に
な
っ
た
。そ
の
結
果
、当
イ
ベ
ン
ト
へ

の
参
加
者
の
年
齢
は
、60
代
が
最
も
多

か
っ
た
も
の
の
、次
点
は
40
代
、つ
い
で
30

代
と
な
り
、親
世
代
に
届
く
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
成
功
を
収
め
た
。

■ w
agayo  group

     （
わ
が
よ 

グル
ー
プ
）

　　〝wagayo group

〞と
は
、な
が
よ
光

彩
会
が
運
営
す
る《
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム 

か
が
や
き
》と《
み
ん
な
の
ま
な
び
ば 

み
館
》、総
合
ウ
ェル
フ
ェア
株
式
会
社(

代

表
：
前
田
俊
昭
氏)

が
運
営
す
る《
ぴ
ー
ぷ

る
長
崎
》、前
出
の《
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な

が
よ
》と
い
う
、長
与
町
内
4
つ
の
福
祉

施
設
か
ら
な
る
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
。同
グ

ル
ー
プ
は
、『
人
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
』、

『
地
域（
長
与
）の
た
め
に
で
き
る
こ
と
』、

『
社
会
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
』の
3
つ
の

理
念
を
掲
げ
て
お
り
、「
夢
・
物
語
の
支
援

〜
人
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
を
」と
し
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
い
、福
祉
を
魅
力

的
な
職
場
と
し
て
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
る
。

　高
齢
者
の
介
護
で
は
、食
事
と
排
泄

の
介
助
が
主
目
的
の
よ
う
に
な
っ
て
お

り
、そ
の
人
の
背
景
に
あ
る
人
生
は
軽
視

さ
れ
が
ち
で
あ
る
。そ
こ
で
、wagayo 

group

で
は
個
別
の
夢
を
実
現
さ
せ
る
と

い
う
、日
常
の
ケ
ア
に
プ
ラ
ス
ワ
ン
の
支
援

を
加
え
る
よ
う
に
し
た
。同
グ
ル
ー
プ
は

「
こ
の
よ
う
な
支
援
が
、人
と
し
て
当
た
り

前
の〝
支
援
〞で
あ
る
。高
齢
者
や
障
が
い

者
、患
者
な
ど
様
々
な
困
難
な
状
況
に
あ

る
人
の
心
を
知
り
受
容
す
る
こ
と
で
、寄

り
添
え
る
こ
と
の
大
切
さ
を
、さ
ら
に
心

を
元
気
に
し
て
い
く
こ
と
を
伝
え
て
い
き

た
い
」と
し
て
い
る
。

■ 

今
後
の
動
き
に
つ
い
て

法
人
内
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

開
発

　　イ
ベ
ン
ト
、AR

T
 W
alking in 

N
A
G
A
Y
O

運
営
の
際
に
協
力
し
て
も

ら
っ
た
株
式
会
社
デ
ン
ソ
ー
ウ
ェ
ー
ブ
と
と

も
に
、法
人
内
ア
プ
リ
の
開
発
に
取
り
組

ん
で
い
る
。そ
の
ア
プ
リ
で
は
、例
え
ば
お

手
伝
い
ポ
イ
ン
ト
を
貯
め
る
と
食
事
券
が

も
ら
え
る
な
ど
、食
事
の
提
供
も
無
償
で

は
な
く
、労
働
の
対
価
と
す
る
。ま
た
、『
み

館
』の
商
品
と
も
交
換
で
き
る
が
、そ
の
商

品
に
は
福
祉
的
背
景（
施
設
の
入
居
者
が

作
っ
た
も
の
な
ど
）が
あ
る
こ
と
か
ら
、そ
れ

を
手
に
す
る
人
に
は〝
福
祉
〞が
関
わ
っ
て

い
る
こ
と
が
伝
わ
る
よ
う
に
な
って
い
る
。

　最
終
的
に
は
、こ
の
仕
組
み
を
長
与
町

に
も
広
げ
る
こ
と
で
、町
内
で
行
っ
た
清
掃

活
動
な
ど
が
ポ
イ
ン
ト
と
な
り
、貯
ま
っ
た

ポ
イ
ン
ト
で
町
内
店
舗
の
何
か
と
交
換
で

き
る
と
い
う
、い
わ
ゆ
る
地
域
通
貨
的
役

割
も
担
え
る
ア
プ
リ
に
な
れ
ば
、と
考
え

て
い
る
。地

元
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
と

の
連
携

　　ス
タ
ジ
ア
ム
シ
テ
ィ
構
想
な
ど
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
通
じ
た
地
域
活
性
化
に

取
り
組
む
長
崎
ヴ
ェ
ル
カ
と
、高
齢
者
福

祉
施
設
と
の
連
携
で
何
か
で
き
な
い
か
に

つ
い
て
も
検
討
し
て
い
る
。ス
ポ
ー
ツ
と
福

祉
で
互
い
に
総
合
的
な
学
び
と
な
り
、

ヴ
ェ
ル
カ
か
ら
福
祉
を
発
信
し
て
も
ら
う

こ
と
で
多
く
の
人
に
も
届
く
こ
と
と
な

る
。ま
た
、親
会
社
の
ジ
ャ
パ
ネ
ッ
ト
H
D

に
も
福
祉
へ
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
こ

と
に
も
つ
な
が
る
。

長
与
町
外
の
人
々
と
の

触
れ
合
う
機
会
を
創
出

　　近
い
将
来
、例
え
ば
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
事

業
を
行
う
な
ど
し
て
、職
員
が
県
内
各
地

に
赴
き
、さ
ま
ざ
ま
な
地
域
と
、人
と
触

れ
合
う
こ
と
で
、な
が
よ
光
彩
会
の
彩
あ

る
福
祉
を
届
け
、福
祉
へ
の
関
心
を
広
め

〝
ふ
く
し
を
ひ
ら
い
て
い
く
〞事
業
部
門
を

展
開
す
る
。

役
割
に
応
じ
た

経
営
体
制
の
構
築

　　な
が
よ
光
彩
会
で
は
、2
0
2
2
年
6

月
下
旬
に
経
営
陣
を
刷
新
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。現
在
6
人
い
る
理
事
の
う
ち
、理

事
長
の
貞
松
氏
と《
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
か
が
や
き
》の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
行
っ
て

い
る
理
事
が
続
投
。残
り
4
人
の
理
事

を
、①
介
護
ソ
フ
ト「C

A
R
EK
A
R
T
E

(

ケ
ア
カ
ル
テ)

」導
入
に
伴
う
福
祉
分
野

に
お
け
る
I
C
T(※

)

の
利
活
用
担
当
、

②
こ
れ
か
ら
新
た
に
取
り
組
む
障
が
い
者

事
業
全
般
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
担
当
、③
医

療
・
看
取
り
部
門
の
担
当
、④
メ
ニ
ュ
ー

開
発
な
ど「
食
」の
充
実
の
担
当
と
し
、そ

れ
ぞ
れ
30
〜
50
歳
代
の
比
較
的
若
い
メ
ン

バ
ー
が
就
任
し
た
。な
か
で
も
、④
に
は
厨

房
の
パ
ー
ト
職
員
を
抜
擢
し
て
、パ
ー
ト

視
点
の
意
見
を
法
人
の
運
営
に
生
か
す
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

　ま
た
、監
事
2
名
に
は
、貞
松
理
事
長

と
同
世
代
で
あ
る
長
崎
市
の
福
祉
法
人

の
理
事
が
就
任
。他
方
、7
人
の
評
議
委

員
に
は
、同
じ
く
貞
松
理
事
長
の
同
世
代

で
長
崎
の
社
会
福
祉
の
キ
ー
マ
ン
と
言
わ

れ
て
い
る
佐
世
保
市
の
福
祉
法
人
の
理
事

長
を
は
じ
め
、民
間
シ
ン
ク
タ
ン
ク
の
代

表
や
ジ
ェン
ダ
ー
問
題
に
取
り
組
む
活
動

団
体
の
代
表
な
ど
、様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
人

材
が
就
任
し
て
お
り
、な
が
よ
光
彩
会
に

対
し
て
多
面
的
・
多
角
的
に
意
見
、助
言

し
て
も
ら
う
体
制
を
整
え
た
。

(※
)

I
C
T
・・・「In

fo
rm
a
tio
n
 a
n
d
 

C
om
m
unication T

echnology

」の
略

称
で
、「
情
報
通
信
技
術
」と
い
う
意
味
。

お
わ
り
に

　　社
会
福
祉
法
人
な
が
よ
光
彩
会
は
、

長
崎
県
か
ら
の
指
名
で「
介
護
の
し
ご
と

魅
力
伝
道
師
事
業
」を
3
年
間
担
っ
て
い

る
。こ
の
事
業
は
、発
信
力
に
課
題
を
も
つ

福
祉
業
界
に
対
し
て
、福
祉
分
野
に
お
け

る
発
信
力
を
も
つ
人
材
の
育
成
を
目
的
と

し
て
い
る
が
、貞
松
理
事
長
は「
指
導
し
た

人
た
ち
は
、こ
の
3
年
間
で
し
っ
か
り
自

分
の
言
葉
で
話
せ
る
よ
う
に
な
り
、プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
も
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

が
、そ
の
人
た
ち
が
所
属
す
る
組
織
は
変

わ
ら
な
か
っ
た
。人
だ
け
で
は
な
く
、組
織

に
も
届
く
よ
う
な
事
業
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」と
語
る
。

　そ
こ
で
、同
氏
は「
佐
世
保
市
の
就
労

継
続
支
援
B
型
事
業
所
や
障
が
い
者
支

援
施
設
、長
崎
市
の
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
な
ど
に
は
、同
世
代
に
多
く
の
プ

レ
イ
ヤ
ー
が
い
る
。県
の
力
も
借
り
な
が

ら
、他
県
の
福
祉
関
係
者
に
こ
れ
ら
の
施

設
を
見
学
し
て
い
た
だ
き
、そ
の
質
の
高

さ
を
実
感
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、〝
長
崎
の

福
祉
〞を
発
信
し
て
い
く
」と
、同
事
業
の

今
後
を
考
え
て
い
る
。

　ま
も
な
く
開
設
2
年
目
を
迎
え
る
福

祉
施
設『
み
館
』に
お
け
る
取
組
み
の
な
か

に
は
、地
域
課
題
の
解
決
に
取
り
組
ん
で

い
る
も
の
も
あ
り
、1
つ
の
福
祉
施
設
が

地
域
と
の
交
流
の
形
を
大
き
く
変
え
た

事
例
と
な
っ
た
。貞
松
理
事
長
の
斬
新
な

取
組
み
に
よ
り
、wagayo group

に
は

「
こ
こ
で
働
き
た
い
」、「
み
館
で
働
き
た

い
」と
の
申
し
出
が
増
え
て
お
り
、同
グ

ル
ー
プ
は
こ
こ
数
年
、職
員
の
募
集
を
行

わ
な
く
て
も
人
材
が
集
ま
る
珍
し
い
福
祉

グ
ル
ー
プ
と
な
っ
た
。

　福
祉
に
つ
い
て
、新
た
な
視
点
で
取

り
組
み
続
け
て
い
る
貞
松
理
事
長
と

w
agayo group

。〝
福
祉
と
地
域
と
の

共
生
〞と
い
う
在
り
方
を
示
し
て
業
界
の

魅
力
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
で
人
材
を
集

め
、超
高
齢
社
会
に
対
応
し
よ
う
と
し
て

い
る
。福
祉
の
世
界
で
こ
の
よ
う
な
取
組

み
が
展
開
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
驚
き
で
あ

り
、こ
こ
長
崎
が
明
る
く
住
み
や
す
い
県

と
し
て
認
識
さ
れ
る
こ
と
に
つ
な
が
る
も

の
と
思
わ
れ
る
。長
崎
県
は
、全
国
か
ら

福
祉
や
自
治
体
の
関
係
者
な
ど
が
視
察

に
訪
れ
る〝
福
祉
の
先
進
県
〞と
し
て
も
、

そ
の
地
位
を
確
立
す
る
こ
と
が
で
き
る
可

能
性
を
秘
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

1

2

34

Ⅳ

wagayo groupで取り組んだ「個別の夢の実現」やイベント

事例 ①

事例 ②

事例 ③

事例 ④

事例 ⑤

事例 ⑥

事例 ⑦

事例 ⑧

認知症の症状がある女性の思い「五島へお墓参りに行きたい」を叶える
ために、船旅ができるようなリハビリメニューを組み、さらに、職員も現
地へ赴いて、ルートや所要時間の下見を行ったことで実現させたプロ
ジェクト。

熊本地震へ職員を派遣。現場では既に炊き出しが行われていたが、高齢
者施設の入所者は、制限食や硬さなどへの兼ね合いから、それを食べるこ
とができない。そこで、介護職員を派遣して「食」を支援した。

「認知症キッズサポーター養成講座」を開講。認知症のおばあちゃんを探
せ！という指令を受けた子供たちが、町に出て目撃情報やヒントを手掛
かりにおばあちゃんを探し出し、グループホームに連れ帰る、という
ミッション。子供の福祉体験につながった。

医療福祉系謎解きイベント「ミスティックマインズ」を開催。約70名の親子
が「ながよ地域福祉新聞」の記者として町内のグループホームや商店、お店
を巡りながら取材、福祉にまつわる謎解きを行い、ヒントをもらいながら、
それぞれの記事を作り上げる → 地域を知ることにつながる。まちを巡っ
た後は、360°見渡せる映像の中で、認知症の方が持つ気持ちを体験でき
る「VR認知症」を体験し、身近な人が認知症になったらどうしたらよいか
を共に考えた。

ラーメンプロジェクト。施設入居者の「ラーメン食べたい！」を叶える。
ラーメン店をまるごと施設に招いた。

同じく、うどんプロジェクト。「うどん食べたい！」を叶える。

アルツハイマー型認知症の症状がある男性の願い「自宅で金婚式」を叶
えた。

体に麻痺のある男性が、趣味の魚釣りをもう一度楽しむことができるよ
う、協力した。

73 FFG MONTHLY SURVEY Vol.149



2022

9.3
土

10.29
土

十八親和アートギャラリー開館10周年記念
Ju hachi- Shinwa A r t  Ga l ler y  10t h A nniversa r y 第3弾

茶陶展

ＦＦＧ調査月報
M O N T H LY R E P O R T

10
2022.OCT
VOL.149

株式会社 プラッツ　代表取締役会長　福山 明利 氏
株式会社 丸山ステンレス工業　代表取締役　丸山 良博 氏
服部産業 株式会社　代表取締役社長　服部 京一郎 氏

Top Interview

FFG
調
査
月
報
 2022年

10月
号
 VO
L.149

　
2022年

9月
29日

　
発
行
／
㈱
FFG

ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
　
福
岡
市
中
央
区
天
神
2丁
目
13番

1号
　
TEL 092（

723）2244　
制
作・印

刷
／
久
野
印
刷
㈱

　ギャラリー開館10周年を記念した特別記念展の第3弾といたしまして、コレクションの中から絵画と陶磁器、
ふたつの企画展を同時開催いたします。
　季節展示室と絵画展示室1に於いて、「版画展～多彩な表現」を開催いたします。長崎ゆかりの田川憲、旭達文
の木版画をはじめ、海外作家のリトグラフ、エッチングなど10点をご紹介いたします。版画ならではの色彩表現や
技法の違いなどをお楽しみください。
　また、陶磁器展示室2の一部に於いて、「茶陶展」を開催いたします。茶碗・水指・香合など茶道で用いられる
陶磁器は茶陶と呼ばれ、多くの愛好家に親しまれてきました。本展では初公開となる十四代楽吉左衛門の茶碗、
十三代酒井田柿右衛門の香合などの他、唐津焼の中里太郎右衛門、中里隆の作品もご紹介いたします。
　このほか、近代洋画、日本画、陶磁器、ロシアイコンなど約140点の常設展示も行っております。

十八親和アートギャラリー
鑑 賞 無 料

［開館時間］10：00～16：00（入館は15：30まで）
［休 館 日］日・月・祝日、年末年始（12/31～1/3）
※土曜日が祝日の場合は開館

長崎県佐世保市島瀬町4-24 十八親和銀行島瀬ビル1F　TEL.0956-23-4856　西肥バス島瀬町バス停から徒歩3分、ＪＲ佐世保駅から徒歩約20分

たがわ・けん：1906～1967。長崎市生まれ。1926年に画家を志して
上京。版画家・恩地孝四郎の知遇を得て創作版画に出合う。創作
版画誌の刊行や版画講習会などの活動を精力的に行い、長崎での
創作版画の草分け的存在。戦後は、洋館や唐寺など古き良き長崎
風景を主題とした作品を多数手掛けた。

さかいだ・かきえもん：1906～1982。十二代酒井田柿右衛門の
長男として生まれる。有田工業学校製陶科卒業。18世紀後半に途
絶えた「濁手（にごしで）」と呼ばれる製法を父親とともに復元する。
1963年父親の死去に伴い十三代を襲名。1971年柿右衛門製陶
技術保存会を設立して会長に就任。同年、重要無形文化財「柿右
衛門（濁手）」総合指定される。※

※1976年の法改正により柿右衛門製陶技術保存会が保持団体として認定され現在に至る。

十三代酒井田柿右衛門「濁手島原茶盌」▶

版画展
多 彩 な 表 現

十三代酒井田柿右衛門 田川 憲

◀田川 憲「雲仙・原生沼（かきつばた群落）」 1961年制作 木版画




